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はじめに

Dynamic Converterは、カスタマイズ可能なテンプレートを使用して要求に応じてドキュメントの変換を実行する、 Oracle WebCenter Content Serverコンポーネントです。Dynamic Converterで変換テンプレートを編集する場合、HTML Conversion EditorとClassic HTML Conversion Editorの2つのオプションがあります。


対象読者

このドキュメントは、コンテンツ・サーバーに習熟したユーザーを対象としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleカスタマは、My Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、Oracle® WebCenter Content Dynamic Converter管理ガイドを参照してください。


表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。











1 概要

この項では、次のトピックについて説明します。

	
テンプレートについて


	
Classic HTML Conversion Editorについて


	
HTML Conversion Editorについて






1.1 テンプレートについて

テンプレートは書式設定指示のセットであり、ソース・ドキュメントに関連付けることができます。ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインする場合は、ドキュメントをデフォルトの変換テンプレートと関連付けるか、カスタマイズした新しいテンプレートを作成します。

使用可能なテンプレート・オプションは次のとおりです。

	
HTML変換テンプレート: 最新のテンプレート・タイプで、プラットフォーム間共通のエディタで構成されます。


	
クラシックHTML変換テンプレート: 以前はGUIテンプレートと呼ばれていました。GUIテンプレートからHTML変換テンプレートに直接移行する経路はありません。クラシックHTML変換テンプレートを選択する場合は、クラシックHTML変換レイアウトも選択します。


	
スクリプト・テンプレート: デフォルト設定で機能し、テキスト・エディタで編集できます。




ドキュメントに関連付けるテンプレート・タイプを選択し、テンプレートに名前を付けると、そのテンプレートを編集できるようになります。HTMLフォーマットに変換されるネイティブ・ドキュメントの外観をカスタマイズするためのテンプレート編集ユーティリティが2つあります。この2つのテンプレート・エディタは、作成するWebページのルック・アンド・フィールを制御するために使用します。

	
HTML Conversion Editorは、HTML変換テンプレートを編集するために使用します。


	
Classic HTML Conversion Editorは、クラシックHTML変換テンプレートおよびクラシックHTML変換レイアウトを編集するために使用します。




ソース・ドキュメントをWebページにするには、デフォルト設定を使用して変換を実行します。あるいは、テンプレートを作成してドキュメントに関連付けた後、2つのテンプレート・エディタ・オプションのいずれか1つを使用してテンプレートを編集します。






1.2 Classic HTML Conversion Editorについて

Classic HTML Conversion Editorには、使用可能なテンプレート設定を制御するためのグラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）が備えられています。このエディタは、テンプレートの編集ページまたはテンプレートの選択ルール・ページで「テンプレートの編集」が最初にクリックされたときに、クライアント・マシンにダウンロードされます。このエディタはActiveXコントロールであり、Internet Explorer 4.0以上がインストールされているMicrosoft Windows上で実行される必要があります。




	
注意:

Classic HTML Conversion Editorソフトウェアは、次の場所にインストールされます。C:¥Program Files¥Oracle¥Content Server¥Template Editor¥11gR1









1.2.1 テンプレート編集オプション

ソース・ドキュメントがWebページに変換されたときの外観を決定する手順のセットを作成するには、ドキュメントに関連付けられたテンプレートに対して作業を行います。一部の手順はテンプレート自体に適用されます。ほとんどは各テンプレートに存在する個々の要素に適用されます。

テンプレートを編集するためのオプションは次の4つです。

	
要素の設定: このオプションでは、要素を管理できます。新しい要素、ランク、スタイルまたはパターンを作成したり、作成するWebページや出力HTMLのヘッド部分にソース・ドキュメントに関する情報を含めるメタデータを作成できます。テンプレートに含まれる要素とランク(および作成する任意のスタイルやパターン)の間の関係を変更できます。詳細は、第2章「要素の設定」を参照してください。


	
書式設定: このオプションには、ソース・ドキュメントに含まれるテキストをフォーマットするためのオプションが多数用意されています。Webページを作成する場合、ほとんどの時間は文字および段落タブ・ダイアログ・ボックスでの作業、特にテンプレートに含まれる各要素のフォーマット作業に費やされます。カスケード・スタイルシート(CSS)がオンの場合は、この2つのタブ・ダイアログ・ボックスで追加のフォーマット・オプションが使用可能になります。詳細は、第3章「書式設定」を参照してください。


	
ナビゲーション: このオプションでは、Webページのページのリンクを設定します。リンクは、Webページ（ページ・ボタン・バーおよびページ・テキスト・バー・タブ・ダイアログ）または個々の要素（要素ボタン・バーおよび要素テキスト・バー・タブ・ダイアログ）のいずれかへのリンクになります。オプションのナビゲート・ボタンには、Webページの作成に使用されたソース・ドキュメントをそのネイティブ・フォーマットで開く機能が含まれます。詳細は、第4章「ナビゲーション」を参照してください。


	
グローバル: これらの設定は、一般的にWebページ全体に適用されます（たとえば、Webページの末尾にアドレスを挿入するなど）。「オプション」タブ・ダイアログ・ボックスには、テンプレートでCSSを使用するかどうかなど、テンプレートベースの設定もあります。詳細は、第5章「グローバル」を参照してください。











1.3 HTML Conversion Editorについて

HTML Conversion Editorの主要目的は、HTML、GIF、JPEGおよびPNGのフォーマットを使用してソース・ファイルの忠実な表現を作成できるオプションを設定することです。HTML Conversion Editorを使用すると、出力の内容と構造に影響を与える多様なオプションを設定できます。

HTML Conversion EditorはJavaベースであるため、JREがインストールされている任意のブラウザ・インスタンスで実行できます。このエディタは、テンプレートの編集ページまたはテンプレートの選択ルール・ページで「テンプレートの編集」ボタンをクリックすると、クライアント・マシンにダウンロードされます。Firefoxなどの一部のブラウザでは、dc_hcmapedit.jnlpファイルの処理方法を確認するプロンプトが表示される場合があります。このファイルを正しく開くには、Java(TM) Web Start Launcher（デフォルト）を使用します。

HTML Conversion Editorのいくつかの長所を次に示します。

	
コンテンツ・サーバー内で起動すると、親ブラウザ・ウィンドウが他のページにナビゲートしてもHTML Conversion Editorは開いたままとなるため、テンプレートに加えた変更を保存できます。


	
HTML変換テンプレートは、XMLファイルとして生成されます。「ツール」メニュー・オプションを使用すると、エディタ・フロント・エンドで生成されるテンプレートXMLを表示できます。


	
HTML変換テンプレートには、複数のレイアウトを設定できます。1つのテンプレートでドキュメント・タイプごとに異なるレイアウト・タイプを提供できます。


	
ネイティブ・ドキュメントのメタデータとオプションのカスタム・プロパティを、変換したドキュメントのボディやメタタグに配置できます。


	
HTML Conversion Editorのナビゲーション要素は、Classic HTML Conversion Editorのデフォルトのナビゲーション要素と比較して大幅に改良されています。これらの要素を使用すると、ナビゲーションを特定のスタイルに直接リンクできます。


	
HTML Conversion Editorでは、外部のCSSファイルを設定できます。






1.3.1 テンプレート編集オプション

HTML変換エディタを使用すると、テンプレートによるソース・ドキュメントの解釈方法、およびソース・ドキュメントからHTMLへの変換方法を幅広く制御できます。

テンプレートを編集するための4つの主要なHTML Conversion Editorページがあります。

	
ドキュメントの書式設定: このページには、変換されたファイルのフォーマットをファイル・タイプに応じてカスタマイズできるいくつかのタブが含まれています。詳細は、第6章「ドキュメントの書式設定」を参照してください。


	
ドキュメント・プロパティ: HTML Conversion Editorのこのセクションでは、ドキュメントのヘッダーや本文に配置する事前定義済またはカスタムのドキュメント・プロパティを指定できます。詳細は、第7章「ドキュメント・プロパティ」を参照してください。


	
生成済コンテンツ: 生成済コンテンツは、出力の特別なフォーマットを定義するテキスト要素と、ナビゲーション・リンクの自動生成に役立つナビゲーション要素の2種類の要素から構成されます。詳細は、第8章「生成済コンテンツ」を参照してください。


	
出力ページ: 出力ページ・セクションには、マークアップ・アイテム、テキストのフォーマット、ページ・レイアウト、ナビゲーション・レイアウトなどの、HTML出力を定義するためのオプションが含まれています。詳細は、第9章「出力ページ」を参照してください。














2 要素の設定

この項では、次のClassic HTML Conversion Editor関連トピックについて説明します。

	
要素の設定について


	
要素について


	
要素


	
ランク


	
スタイル


	
パターン


	
メタデータ


	
要素とHTMLタグ






2.1 要素の設定について

要素の設定は、テンプレートを編集するために使用されるClassic HTML Conversion Editor内の4つのプロパティ・シートのうちの1つです。要素の設定では、ソース・ドキュメントに適用されたランク用に生成された要素をレビューしたり、新しいランクや要素を作成したり、作成するWebページ内のコンテンツの処理を制御したりできます。

要素の設定をClassic HTML Conversion Editor内で開くには、任意の時点で要素の設定アイコン(図2-1)をクリックします。


図2-1 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]







2.2 要素について

Classic HTML Conversion Editorは、要素を「ハンドル」として使用して、ソース・ドキュメントのコンテンツをフォーマットしたり、これらのドキュメント内(および作成されたスタイルやパターン内)のランクをWebページの外観を制御するHTMLタグと関連付けたりします。Classic HTML Conversion Editorはこの操作を自動的に実行するため、開発者がHTMLタグ自体について配慮する必要はありません。

ソース・ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインする際は、開発者はそのドキュメントのテンプレートを選択し、Classic HTML Conversion Editorは自動的に、そのドキュメントのコンテンツにランクを適用して、各ランクの対応する要素を生成して、これらの要素をそのテンプレート内に配置します。追加のランク、スタイル、またはパターンを作成して、これらに割り当てる要素を作成できます。

特定のWebページの外観を作成するには、ソース・ドキュメントと関連付けられたテンプレートを編集します。一部の指示はテンプレート自体に適用されますが、ほとんどの指示はテンプレート内の個別の要素に適用されます。

Classic HTML Conversion Editor全体に表示される「要素」リストは、編集する要素を選択するのに役立ちます。たとえば、「書式設定」では、どのタブ・ダイアログを開いている場合でも常に「要素」リストを使用可能であり、現在選択されている要素はリスト上で常に強調表示されます。






2.3 要素

この項では、次のトピックについて説明します。

	
要素の割当ての変更


	
要素のプロパティの変更


	
「要素」リスト


	
要素名の変更


	
新しい要素の作成


	
要素のプロパティ


	
「要素」タブ・ダイアログ


	
要素のイベントの処理


	
メタ・タグへの要素の配置


	
Webページへの要素の配置


	
テンプレートからの要素の削除


	
ランク、スタイル、またはパターンと要素の間の関連付けの変更


	
特殊な要素


	
ソース・ドキュメントを複数のWebページに分割


	
強制改ページに基づいた複数の出力ページの作成






2.3.1 要素の割当ての変更

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。

追加のランク、スタイルおよびパターンを作成することで、コンテンツをさらに細かく制御できます。

要素の割当てを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-2)をクリックしてから、「要素」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-2 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



本文内列の緑のチェック・マークと赤い×印は、要素と関連付けられたコンテンツが本文(Web)ページに割り当てられているのかどうかを示します。


	
「名前」で、再割当てする要素を選択します。


	
変更する緑のチェック・マークまたは赤い×印を右クリックします。


	
表示されるポップアップ・メニューから、かわりに使用する×印またはチェック・マークを選択します。ポップアップ・メニューが閉じて、関連付けが変更されます。




	
注意:

要素を選択した状態で、「プロパティ」をクリックしてそのダイアログ・ボックスを開いて、そこで関連付けを変更することもできます。「プロパティ」ダイアログ・ボックスでは、要素と関連付けられたコンテンツをHTMLファイルのヘッド部分にあるメタ・タグ内に組み込むための追加のオプションが用意されています。「メタ・タグへの要素の配置」を参照してください。















2.3.2 要素のプロパティの変更

要素には、要素の設定の要素のプロパティで変更できるいくつかのプロパティが含まれています。

要素のプロパティを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-3)をクリックしてから、「要素」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-3 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「要素」リストで、変更する要素の名前を右クリックして、ポップアップ・メニューから「プロパティ」を選択します(またはその要素を選択して「プロパティ」ボタンをクリックします)。


	
要素のプロパティプロパティ・シートで、適切なタブをクリックして開いて、希望の変更を加えます。


	
「OK」をクリックします。









2.3.3 「要素」リスト

「書式設定」または他の場所で「要素」リストを表示すると、以下が表示されます。


図2-4 「要素」リスト

[image: これは「要素」リストです。]



各種の要素について理解して、これらの要素がテンプレート・エディタ全体にわたってどのように一覧表示されるのかを理解することが重要です。上記のリストの要素は、次のようにアルファベット順に表示されています。


	アイコン	説明
	[image: elemdocpara.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	段落要素。これらは、ソース・ドキュメント内のスタイルやパターンから生成されるか、ランクと関連付けられています。
	[image: elemdocchar.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	文字要素。これらはソース・ドキュメント内の特殊なフォーマットの文字のスタイルやパターン・マッチングから生成されます。
	[image: elemsystempara.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	システム段落要素。これらはすべてのテンプレートに共通しており、削除できません。
	[image: elemsystemchar.gifについては周辺のテキストで説明しています。]
	システム文字要素。デフォルト文字のみがこの要素に該当します。
	[image: elemdocparagray.gifについては周辺のテキストで説明しています。]
	どのランク、スタイルおよびパターンにも現在割り当てられていない段落要素は、グレー表示されて、バーの下に配置されます。






システム段落要素の詳細は、「特殊な要素」を参照してください。






2.3.4 要素名の変更

要素には、要素の設定の要素のプロパティで変更できるいくつかのプロパティが含まれています。

要素の名前を変更するには、次のようにします。

	
要素の設定アイコン(図2-5)をクリックしてから、「要素」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-5 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
変更する要素を右クリックして、ポップアップ・メニューから「プロパティ」を選択します。


	
「一般」をクリックしてそのタブを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに、要素の新しい名前を入力します。


	
「OK」をクリックします。









2.3.5 新しい要素の作成

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。

次のことが必要です。

	
Dynamic Converterによって「タイトル」と見出し1のランクがコンテンツに正常に割り当てられたことを確認します。最適な確認方法は、「プレビュー」ウィンドウにカーソルを合わせることです。画面チップが表示されて、コンテンツの各部分と関連付けられた要素が示されます。


	
デフォルト段落と関連付けられたコンテンツをレビューして、ソース・ドキュメント内の各種のコンテンツを識別して書式設定オプションを最大限に増やすために作成する必要のある新しいランクの数を決定します。




希望に応じて、新しい要素を作成できます。たとえば、ソース・ドキュメント内のパターンの固有の要素を作成することをお薦めします。これにより、フォーマット・オプションが増えます。

新しい要素を作成するには:

	
要素の設定アイコン(図2-6)をクリックしてから、「要素」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-6 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「名前」に、作成する新しい要素の名前を入力します。


	
必要に応じて、デフォルトのHTMLタグである<P>を変更します。


	
「要素タイプ」で、「段落」または「文字」を選択します。


	
「OK」をクリックして、「要素」タブに戻ります。




新しい要素が「要素」リストの一番下にグレー表示されます。この要素をいずれかのランク、スタイル、またはパターンに割り当てると、この要素はアクティブ状態になり、リストの上部に標準フォントで表示されます。

ほとんどの場合は、段落要素を作成します。ただし、たとえばドキュメント内の特定の単語やフレーズを検索する場合は、文字のスタイルやパターンの文字要素を作成することが必要になる場合があります。






2.3.6 要素のプロパティ

要素には、要素の設定の要素のプロパティで変更できるいくつかのプロパティが含まれています。

	
「分割」タブ・ダイアログを使用して、ソース・ドキュメントを一連の小さな本文ページに分割することで、表示とダウンロードを行いやすくします。任意の要素を基準にしてソース・ドキュメントを分割できます。


	
HTMLタグタブ・ダイアログでは、要素の前後にカスタムHTMLタグを配置できます。


	
メタ・タグタブ・ダイアログでは、要素がHTMLファイルのヘッド部分のメタ・タグに含まれている場合に、その要素に名前を付けることができます。カスタム・タグを指定することもできます(このタブ・ダイアログを使用できるのは、本文ページ・テンプレートを編集する際のみです)。


	
「イベント」タブ・ダイアログでは、要素のイベントを指定できます。つまり、その要素のタグ内に組み込まれるHTMLコードまたはスクリプト・コードを指定できます。




要素のプロパティはいつでも変更できます(「要素のプロパティの変更」を参照)。






2.3.7 「要素」タブ・ダイアログ

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、コンテンツに適用するための一連のデフォルト・ランクを作成して、各ランクの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。

要素の設定に含まれている4つのタブ・ダイアログでは、ランクを表示したり、自身が作成したすべてのスタイルやパターンを、これらに割り当てられた要素とともに表示したりできます。(5つ目のタブ・ダイアログでは、テンプレート内のメタデータが一覧表示されます)。

「要素」タブ・ダイアログでは、次のことが可能です。

	
作成したWebページ内のコンテンツの配置を制御できます。


	
選択した要素を基準にしてソース・ドキュメントを一連の小さなWebページに分割することでブラウジングやダウンロードを簡単にしたり、ソース内の強制改ページを基準にしてドキュメントを分割したりできます。









2.3.8 要素のイベントの処理

ブラウザ内のイベントによってトリガーされる要素にイベント・ハンドラを割り当てることができます。このようなイベント・ハンドラとしては、onClickやonMouseOverが考えられます。HTMLコードやJavaScriptを組み込むこともできます。

イベント・ハンドラを割り当てるかHTMLコードやスクリプト・コードを組み込むには:

	
要素の設定アイコン(図2-7)をクリックしてから、「要素」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-7 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
イベント・ハンドラを割り当てる要素を選択して、「プロパティ」をクリックします。


	
HTMLコードまたはスクリプト・コードを要素のタグに組み込むをクリックしてから、次を使用またはこのファイルのコンテンツを使用をクリックします。

	
次を使用をクリックした場合は、該当するボックスに使用するコードを入力します。


	
このファイルのコンテンツを使用をクリックした場合は、テキスト・ボックスにパスとファイル名を入力するか、ギャラリをクリックして、ギャラリ内のHTMLコードフォルダからファイルを選択します。





	
「OK」をクリックします。




	
注意:

要素からイベント・ハンドラを一時的に削除する一方で、そのイベント・ハンドラを後で使用できるようにするには、HTMLまたはスクリプト・コードを要素のタグに含めるチェック・ボックスを選択解除します。イベント・ハンドラを再び割り当てる準備ができたら、このチェック・ボックスを選択します。















2.3.9 メタ・タグへの要素の配置

HTMLファイルのヘッド部分のメタ・タグに任意の要素を配置することができ、そうすることでWebサーバー上の検索を簡易化できます。ユーザーに表示するために、Webページに任意の要素を配置することもできます(「Webページへの要素の配置」を参照)。

Dynamic Converterは、各テンプレート内のランクの要素を自動的に作成しますが、メタデータ(およびスタイルとパターン)については要素を自動的に作成しません。標準メタデータである「キーワード」は、Dynamic Converterに付属しているテンプレート用に特別に作成されています。メタデータをWebページに組み込むためには、そのメタデータを要素ベース化する必要があります(「メタデータの要素ベース化」を参照)。




	
注意:

一部の要素は、HTMLファイルのメタ・タグに自動的に組み込まれるため、次の手順は不要な場合があります。







要素をメタ・タグに配置するには:

	
要素の設定アイコン(図2-8)をクリックしてから、「要素」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-8 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
出力HTMLのヘッダー部分に組み込む要素を選択します。


	
「プロパティ」をクリックして、要素のプロパティダイアログ・ボックスを開きます。


	
「一般」タブ・ダイアログで、メタ・タグを使用してヘッダーに含めるを選択します。


	
メタ・タグをクリックして、そのタブ・ダイアログを開きます。


	
標準のメタ・タグを使用を選択して、この要素を説明する名前を入力します(この名前はメタ・タグ内に表示されます)。その要素の名前自体を入力することをお薦めします。


	
カスタム・タグをかわりに使用するには、カスタム・タグを使用をクリックして、適切なチェック・ボックスを選択して、開始タグと終了タグをテキスト・ボックスに入力します。「新しいメタデータに対するカスタム・タグの使用」を参照してください。


	
「OK」をクリックしてから、もう一度「OK」をクリックします。




メタデータがメタ・タグに表示されるためには、そのメタデータはソース・ドキュメント内に存在している必要があります。スタイル、パターンおよびランクの要素と同様に、作成したメタデータは、編集対象のテンプレートと関連付けられたすべてのソース・ドキュメントに適用されます。

要素の設定の「メタデータ」タブ・ダイアログにメタデータが一覧表示される順序によって、HTML出力のメタ・タグにメタデータが表示される順序が決まります。ドラッグ・アンド・ドロップ操作によって、メタデータ・リスト内で要素を上下に移動できます。「メタデータの順序付け」を参照してください。






2.3.10 Webページへの要素の配置

Webページに任意の要素を配置して、ユーザーに表示できます。HTMLファイルのヘッダー部分にあるメタ・タグに任意の要素を配置して、Webサーバー上の検索を簡易化することもできます(「メタ・タグへの要素の配置」を参照)。

Dynamic Converterは、各テンプレート内のランクの要素を自動的に作成しますが、メタデータ(およびスタイルとパターン)については要素を自動的に作成しません。標準メタデータである「キーワード」は、Dynamic Converterに付属しているテンプレート用に特別に作成されています。メタデータをWebページに組み込むためには、そのメタデータを要素ベース化する必要があります(「メタデータの要素ベース化」を参照)。




	
注意:

一部の要素はWebページに自動的に組み込まれるため、次の手順は不要な場合があります。







メタデータをWebページに配置するには:

	
要素の設定アイコン(図2-9)をクリックしてから、「要素」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-9 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
発行物に組み込むメタデータと関連付けられた要素を選択します。


	
「プロパティ」をクリックして、要素のプロパティダイアログ・ボックスを開きます。「一般」タブ・ダイアログでは、デフォルトでは、該当する要素のチェック・ボックスがすでに選択されて、その要素がHTML出力ファイルのヘッダー部分に表示されるようになっています。メタデータをWebページのボディに組み込むこともできます。


	
本文に含めるチェック・ボックスを選択または選択解除して、発行物の変換後に適切なメタデータがWebページに自動的に表示されるようにします。


	
「OK」をクリックしてから、もう一度「OK」をクリックします。




メタデータがWebページに表示されるためには、そのメタデータがソース・ドキュメント内に存在している必要があります(標準またはカスタムのメタデータとして)。スタイル、パターンおよびランクの要素と同様に、作成したメタデータは、編集対象のテンプレートと関連付けられたすべてのソース・ドキュメントに適用されます。

要素の設定の「メタデータ」タブ・ダイアログにメタデータが一覧表示される順序によって、HTML出力のメタ・タグにメタデータが表示される順序が決まります。ドラッグ・アンド・ドロップ操作によって、メタデータ・リスト内で要素を上下に移動できます。「メタデータの順序付け」を参照してください。






2.3.11 テンプレートからの要素の削除

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。

希望に応じて、要素を削除できます。要素を削除するケースとしては、重複するスタイルをそれぞれ異なる名前で作成した場合が挙げられます。このような場合は、両方のスタイルを単一の要素と関連付けて、不要な要素を削除できます。

要素をテンプレートから削除するには:

	
要素の設定アイコン(図2-10)をクリックしてから、「要素」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-10 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
削除する要素を選択して、「削除」をクリックします。


	
これにより、その要素と関連付けられたランク、スタイル、またはパターンは、デフォルト段落要素と関連付けられます。このランク、スタイル、またはパターンをかわりに別の要素と関連付けることができます。


	
要素の削除が完了したら、「OK」をクリックします。









2.3.12 ランク、スタイル、またはパターンと要素の間の関連付けの変更

ランク、スタイル、またはパターンとその要素の間の関連付けを変更できます。この操作を実行するケースとしては、たとえば、2つの類似するスタイルをインポートして、これらを単一の本文ページ内で同じ内容で書式設定しようとする場合が挙げられます。

ランク、スタイル、またはパターンと要素の間の関連付けを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-11)をクリックしてから、ランク、「スタイル」、または「パターン」をクリックして、該当するタブを開きます。


図2-11 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
現在開いているタブ・ダイアログに応じて、異なる要素と関連付けるランク、スタイル、またはパターンを選択して、「アソシエーション」をクリックします。


	
アソシエーションの変更ダイアログ・ボックスで、要素リストから新しい要素を選択します。


	
「OK」をクリックします。




ランク、スタイル、またはパターンと関連付けられた新しい要素は、そのランク、スタイル、またはパターンの名前の反対側にある要素の列に表示されます。






2.3.13 特殊な要素

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは一連の4つのデフォルト・ランクを自動的に作成するとともに、ランクごとに1つの要素を作成し、これらの要素はテンプレートに保存されます。このテンプレートには、いずれかのテンプレートに含まれているいくつかの事前定義済の要素も格納されますが、これらの要素は削除できません。これらの特殊な要素は、特殊なソース・コンテンツを表します。

また、Dynamic Converterに付属しているサンプル・テンプレート(Academy.ttpなど)には、様々な状況で役に立つ可能性のあるいくつかの事前設定済の要素が含まれており、これらの要素は希望に応じて削除できます。これら(1つのメタデータと3つの文字パターン)は、次の表で最初に示されています。




	
注意:

新しいテンプレートを作成するために使用されるデフォルト・テンプレートであるブランク・テンプレートには、これら4つの要素は含まれていません。








	アイコン	要素	説明
	[image: elemdocpara.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	キーワード	ソース・ドキュメント内のキーワード・メタデータ用に使用されます。キーワード・メタデータは、デフォルトでは出力ページのメタ・タグに含まれています。
	[image: elemdocchar.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	電子メール	ソース・ドキュメント内の電子メール・アドレスが含まれたリンク用に使用されます。書式設定には、このようなリンクを出力ページでアクティブにするために必要なHTMLコードが含まれます。
	[image: elemdocchar.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	HTTP	ソース・ドキュメント内のHTTPプロトコルを使用するリンク用に使用されます。書式設定には、このようなリンクを出力ページでアクティブにするために必要なHTMLコードが含まれます。
	[image: elemdocchar.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	Webリンク	ソース・ドキュメント内のWorld Wide Webリンク専用に使用されます。書式設定には、このようなリンクを出力ページでアクティブにするために必要なHTMLコードが含まれます。
	[image: elemsystempara.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	アドレス(システム)	グローバルプロパティ・シートの「アドレス」タブで入力されたアドレス情報を書式設定するために使用されます。
	[image: elemsystempara.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	デフォルト段落	スタイルやパターンと対応付けられていない段落と関連付けられます。
	[image: elemsystempara.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	電子メール(システム)	グローバルプロパティ・シートの「アドレス」タブで入力された電子メール情報を書式設定するために使用されます。
	[image: elemsystempara.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	タイトル(システム)	グローバルプロパティ・シートの「タイトル」タブで入力されたタイトル情報を書式設定するために使用されます。
	[image: elemsystemchar.gifについては周辺のテキストで説明しています。]
	デフォルト文字	文字要素と関連付けられていない文字スタイルや文字パターンと関連付けられます。










2.3.14 ソース・ドキュメントを複数のWebページに分割

要素には、要素の設定の要素のプロパティで変更できるいくつかのプロパティが含まれています。

「分割」プロパティを使用すると、大きなソース・ドキュメントを一連の小さなWebページに分割して、ナビゲーションとダウンロードを簡易化できます。分割プロセスによって、各Webページは個別のHTMLファイルになります。

ソース・ドキュメントを複数のWebページに分割するには:

	
要素の設定アイコン(図2-12)をクリックしてから、「要素」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-12 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「要素」リストから、ソース・ドキュメントを分割する基準にする要素を選択します。


	
その要素の反対側にある「分割」列の赤い×印を右クリックして、表示されるポップアップ・メニューから緑のチェック・マークを選択します(別の方法として、「プロパティ」をクリックして、「分割」タブ・ダイアログで、ソース・ドキュメントを複数の出力ページに分割するチェック・ボックスを選択することもできます)。




Dynamic Converterがソース・ドキュメントを分割する際は、分割基準として選択した要素が2回目に登場する箇所が、2つ目のWebページの先頭となります。Dynamic Converterは、それ以降にその要素が登場するたびに、1つの新しいWebページを作成します。選択した要素が初めて登場する箇所をドキュメントの最初の分割点にするには、グローバルの「オプション」タブ・ダイアログで、該当するチェック・ボックスを選択解除します。

要素を基準にした分割に加えて、またはそのかわりに、強制改ページに基づいて複数の出力ページを作成することもできます(「強制改ページに基づいた複数の出力ページの作成」を参照)。






2.3.15 強制改ページに基づいた複数の出力ページの作成

要素を基準にしてソース・ドキュメントを分割するかわりに(「ソース・ドキュメントを複数のWebページに分割」を参照)、ソース・ドキュメントの強制改ページに基づいて複数の出力ページを作成できます。

強制改ページに基づいて複数の出力ページを作成するには:

	
要素の設定アイコン(図2-13)をクリックしてから、「要素」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-13 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
強制改ページごとに、ソース・ドキュメントを複数の出力ページに分割をクリックします。


	
「OK」をクリックします。




ソース・ドキュメントを変換する際は、Dynamic Converterは、テンプレートと関連付けられた各ソース・ドキュメント内の強制改ページごとに1つの新しいWebページを作成します。








2.4 ランク

この項では、次のトピックについて説明します。

	
ランクについて


	
テンプレートからのランクの削除


	
ランクタブ・ダイアログ


	
ランク・ルール


	
ランクのプロパティ


	
ランクの順序


	
ランクの「位置合せ」プロパティの変更


	
ランクと要素の間の関連付けの変更


	
ランクの「フォント」プロパティの変更


	
ランクの「色」プロパティの変更


	
ランクのプロパティの変更


	
ランク・ルールの変更


	
新しいランクの作成


	
ランクの階層と頻度






2.4.1 ランクについて

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。

次の表では、記載どおりの手動で書式設定されたスタイルを持つ2つのドキュメントの状態に関する簡単な例を示しています。


	コンテンツ	ドキュメントA	ドキュメントB	ランク	要素
	タイトル	Times 20 pt 太字	Arial 16pt 太字	タイトル	タイトル
	第1レベルの見出し	Times 14 pt 斜体	Arial 12 pt 太字  	見出し 1   	見出し1
	他の見出し	Times 12 pt 下線付	
	最低2	デフォルト段落
	キャプション	
	Times 9 pt 太字	最低2	デフォルト段落
	テキスト	Times 10 pt	Times 9 pt	最低1	デフォルト段落






ランクを使用した場合、Dynamic Converterは、ソース・ドキュメントに含まれている可能性のある各種のコンテンツすべてを認識することはできません。しかしDynamic Converterは、ソース・ドキュメントの最上位階層を定義するのに役立つコンテンツを認識できるため、ソース・ドキュメント内の最も重要なコンテンツを正常に書式設定できます。

コンテンツのどの部分が指定される必要があるのかをDynamic Converterが特定する方法に留意してください。「タイトル」、見出し1、最低1、または最低2の順序は、ランク・ルールによって決定されます。これらをカスタマイズできます。「ランク・ルール」を参照してください。






2.4.2 テンプレートからのランクの削除

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。

希望に応じて、追加のパターン(およびランクとスタイル)を作成できます。

初期設定の後に、特定のテンプレート用の追加のランクをいくつか作成したにもかかわらず、これらのランクのうちのいくつかが後になって不要になることがあります。このような場合でも、任意のランクをテンプレートから簡単に削除できます。

ランクをテンプレートから削除するには:

	
要素の設定アイコン(図2-14)をクリックしてから、ランクをクリックしてそのタブを開きます。


図2-14 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
ランクで、削除するランクを選択して、「削除」をクリックします。


	
「要素」をクリックして、「要素」タブ・ダイアログに切り替えます。この時点で該当する要素は線の下でグレー表示になっています。


	
該当する要素を選択して、「削除」をクリックします。

これにより、そのランクと関連付けられているコンテンツは、デフォルト段落要素と関連付けられます。




ランクを削除すると、Dynamic Converterは、次回の変換時に、残りのランクに基づいてコンテンツを再評価します。「タイトル」を削除した場合は、Dynamic Converterは、それまで「タイトル」を割り当てていたコンテンツに見出し1を割り当てます。このため、ランクをどのように削除するのかに注意してください。また、削除したランクと関連付けられている要素は保持されます。その要素は、別のランクと関連付けることも、テンプレートから削除することもできます。






2.4.3 ランクタブ・ダイアログ

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。

これらのランクは、要素の設定のランクタブ・ダイアログに一覧表示されます。このタブ・ダイアログでは、次のことが可能です。

	
ランクとそれらに割り当てられた要素の間の関係を制御できます。


	
新しいランクを追加できます。


	
不要なランクを削除できます。


	
ランクのプロパティを変更できます。


	
ランク・ルールを変更できます。




ランクタブ・ダイアログ上のランクの順序は重要です。通常は、この順序を変更してはいけません。「ランクの順序」を参照してください。

各ランクの階層と頻度は、このタブ・ダイアログの「プロパティ」ボックスに一覧表示されています。






2.4.4 ランク・ルール

ランク・ルールによって、Dynamic Converterがコンテンツ階層を識別するためにランクを割り当てる際に、ソース・ドキュメント内のコンテンツがどのように扱われるのかが決定されます。ランク・ルールは、すべての設定可能なテキスト属性を表す複数の「エフェクト」で構成されています。ランク付けのために、各エフェクトには「重要度」と「順序」というプロパティがあります。これらのプロパティを変更することで、Dynamic Converterによるランクの割当て方法を規定するランク・ルールを変更できます。

デフォルト設定は、ランク・ルールダイアログ・ボックスで確認できます(要素の設定の「詳細」タブ・ダイアログで「詳細」をクリックします)。


図2-15 ランク・ルールダイアログ

[image: これは重要度と順序のプロパティを表示しているランク・ルールダイアログです。]



デフォルトでは、非表示テキストと取消し線テキストには「ネガティブ」重要度が割り当てられているため、Dynamic Converterは、ソース・ドキュメント内でこれらのエフェクトと関連付けられているコンテンツをすばやく識別して、そのコンテンツをリストの一番下に配置できます。

重要なのは、順序において「ポジティブ」なエフェクトです。したがってデフォルトでは、Dynamic Converterは、変換時にソース・ドキュメントにランクを適用する際に、フォント・サイズが最も大きいテキストを最上位の階層レベルに配置します。

Dynamic Converterで特に重要な3つのエフェクトは、「色」、「フォント」、および「位置合せ」です。重要度と順序に加えて、これらのエフェクトのプロパティを様々な方法で変更できます。「ランクの「色」プロパティの変更」、「ランクの「フォント」プロパティの変更」、および「ランクの「位置合せ」プロパティの変更」を参照してください。




	
注意:

ランク・ルールは、ランクのプロパティ(特に階層と頻度)と連係して機能します。












2.4.5 ランクのプロパティ

ランクには、要素の設定のランクのプロパティダイアログ・ボックスで変更できるプロパティが含まれています。ランクの名前と、そのランクに割り当てられた要素を変更できます。さらに、ランクの階層レベルを変更できるとともに、ランクがソース・ドキュメント内に登場する頻度も変更できます。これらのプロパティが特に重要となるのは、ソース・ドキュメント内の固有のコンテンツを識別しやすくするために新しいランクを作成する場合です。必要に応じて、固有のコンテンツを正常に識別するために、階層と頻度について試行してください。






2.4.6 ランクの順序

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。Dynamic Converterは、そのドキュメントと関連付けられたテンプレート内にこれらの要素を格納します。

これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。Dynamic Converterは次のルールを使用します。


	ランク	要素	可用性	出現回数
	最低1	デフォルト段落	最低	0より多い
	タイトル	タイトル	最高	1と等しい
	最低2	デフォルト段落	最低	0より多い
	見出し1	見出し1	最高	0より多い






Dynamic Converterは常に、「最低」として定義されたコンテンツを最初に探します。その理由は、ほとんどの場合はこのコンテンツが本文テキストであるからです。また、いずれかのソース・ドキュメントがテキスト・ファイルである場合は、それらのテキストはすべて同じフォント・サイズになり、それらのテキストが「タイトル」として指定されることは望ましくないでしょう。Dynamic Converterが本文テキストとして識別する対象は、ランクを作成するために使用されるルールによって決定されます。詳細は、「ランク・ルール」を参照してください。

ランクは変換時にDynamic Converterによって設定されるため、この順序は重要です。このため、順序を変更した場合(たとえば最低1を2番目にして、「タイトル」を1番目にした場合)、テキスト・ファイルの場合は、すべてのコンテンツに「タイトル」が割り当てられます。同様に、新しいランクを作成してランクタブ・ダイアログ上のリストに追加する際にも、この順序は重要となります。「新しいランクの作成」を参照してください。

Dynamic Converterが「タイトル」と見出し1のランクを特定のソース・ドキュメントにどのように割り当てたのかを確認するには、カーソルを「プレビュー」ウィンドウにゆっくりと合わせます。画面チップが表示されて、コンテンツの各部分の要素が示されます。

厳密に言うと、Dynamic Converterは最上位コンテンツの単一インスタンスのみを識別します。ソース・ドキュメントのタイトルが手動改行によって複数の行にまたがっている場合でも、Dynamic Converterは、このテキストの「ブロック」を単一のインスタンスとして扱って、このテキスト・ブロックに「タイトル」ランクを正常に割り当てます。






2.4.7 ランクの「位置合せ」プロパティの変更

ランク・ルールによって、テンプレート・エディタが階層を識別するためにランクを割り当てる際に、ソース・ドキュメント内のコンテンツがどのように扱われるのかが決定されます。ランク・ルールは、すべての設定可能なテキスト属性を表す複数の「エフェクト」で構成されています。

ソース・ドキュメントのコンテンツの特性に応じて、ランク・ルールを変更することをお薦めします。たとえば、コンテンツの区別と階層の設定のためにソース・ドキュメント内で特定の位置合わせを使用する場合は、「位置合せ」エフェクトのデフォルト設定を変更することをお薦めします。

「位置合せ」エフェクトのプロパティを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-16)をクリックしてから、ランクをクリックしてそのタブを開きます。


図2-16 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「詳細」をクリックして、ランク・ルールダイアログ・ボックスを開きます。


	
「位置合せ」エフェクトを選択して、「プロパティ」をクリックします。


	
「重要性」で、ポジティブなエフェクトが選択されていることを確認します。


	
「位置合せ」ボックスには、「右揃え」、「中央揃え」、および「左揃え」という3つの選択可能な位置合わせが含まれています。いずれかの位置合わせを削除するには、その位置合わせを選択して、「削除」をクリックします。位置合わせの順序を変更するには、任意の位置合わせを選択して、「上に移動」または「下に移動」をクリックします。


	
位置合わせの選択肢に「両端の調整」を追加するには、「追加」をクリックして、位置合わせの追加ダイアログ・ボックスを開きます。「両端の調整」を選択して、「OK」をクリックします。


	
「OK」をもう一度クリックして、ランクタブ・ダイアログに戻ります。




位置合わせがソース・ドキュメント内で一貫して使用されており、特殊なコンテンツのランクを作成するのに役立つ場合は、ランク・ルールダイアログ・ボックスで「位置合せ」エフェクトの順序を変更することもお薦めします。






2.4.8 ランクと要素の間の関連付けの変更

ランクとその要素の間の関連付けを変更できます。この操作を実行するケースとしては、2つの異なるタイプのコンテンツのランクを作成した後で、これらのコンテンツを本文ページ内で同じ内容で書式設定することを希望している場合が挙げられます。

ランクと要素の間の関連付けを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-17)をクリックしてから、ランクをクリックしてそのタブを開きます。


図2-17 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
ランクリストから、異なる要素と関連付けるランクを選択して、「アソシエーション」をクリックします。


	
アソシエーションの変更ダイアログ・ボックスで、要素リストから新しい要素を選択します。


	
「OK」をクリックします。




選択したランクと関連付けられた新しい要素は、そのランク名の反対側にある要素列に表示されます。






2.4.9 ランクの「フォント」プロパティの変更

ランク・ルールによって、Classic HTML Conversion Editorが階層を識別するためにランクを割り当てる際に、ソース・ドキュメント内のコンテンツがどのように扱われるのかが決定されます。ランク・ルールは、すべての設定可能なテキスト属性を表す複数の「エフェクト」で構成されています。

ソース・ドキュメントのコンテンツの特性に応じて、ランク・ルールを変更することをお薦めします。たとえば、コンテンツの区別と階層の設定のためにソース・ドキュメント内で特定のフォントを使用する場合は、「フォント」エフェクトのデフォルト設定を変更することをお薦めします。

「フォント」エフェクトのプロパティを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-18)をクリックしてから、ランクをクリックしてそのタブを開きます。


図2-18 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「詳細」をクリックして、ランク・ルールダイアログ・ボックスを開きます。


	
「フォント」エフェクトを選択して、「プロパティ」をクリックします。


	
「重要性」で、ポジティブなエフェクトが選択されていることを確認します。


	
「追加」ボタンをクリックして、フォントの追加ダイアログ・ボックスを開きます。リストから、「フォント」エフェクトのプロパティにするフォントを選択して、「OK」をクリックします。そのフォント名が「フォント」ボックスに表示されます。ソース・ドキュメント内で使用されているフォントの名前がリストにない場合は、その名前をテキスト・ボックスに入力します。


	
2つ目のフォント・プロパティを「フォント」エフェクトに追加するには、「追加」をもう一度クリックします。


	
複数のフォントを「フォント」エフェクトに追加した場合、それらのフォントの順序を並べ替えるには、任意のフォントを選択して、「上に移動」または「下に移動」をクリックします。


	
「OK」をクリックして、ランク・ルールダイアログ・ボックスに戻ります。




フォントがソース・ドキュメント内で一貫して使用されており、特殊なコンテンツのランクを作成するのに役立つ場合は、ランク・ルールダイアログ・ボックスで「フォント」エフェクトの順序を変更することもお薦めします。






2.4.10 ランクの「色」プロパティの変更

ランク・ルールによって、Classic HTML Conversion Editorが階層を識別するためにランクを割り当てる際に、ソース・ドキュメント内のコンテンツがどのように扱われるのかが決定されます。ランク・ルールは、すべての設定可能なテキスト属性を表す複数の「エフェクト」で構成されています。

ソース・ドキュメントのコンテンツの特性に応じて、ランク・ルールを変更することをお薦めします。たとえば、コンテンツの区別と階層の設定のためにソース・ドキュメント内で色を使用する場合は、「色」エフェクトのデフォルト設定を変更することをお薦めします。

「色」エフェクトのプロパティを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-19)をクリックしてから、ランクをクリックしてそのタブを開きます。


図2-19 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「詳細」をクリックして、ランク・ルールダイアログ・ボックスを開きます。


	
「色」エフェクトを選択して、「プロパティ」をクリックします。


	
「重要性」で、ポジティブなエフェクトが選択されていることを確認します。


	
「追加」ボタンをクリックして、「色」ダイアログ・ボックスを開きます。「色」エフェクトのプロパティにする色を選択して、「OK」をクリックします。その色を表す色バーが「色」ボックスに表示されます。2つ目の色プロパティを追加するには、「追加」をもう一度クリックします。


	
複数の色を「色」エフェクトに追加した場合、それらの色の順序を並べ替えるには、任意の色を選択して、「上に移動」または「下に移動」をクリックします。


	
「OK」をクリックして、ランク・ルールダイアログ・ボックスに戻ります。




色がソース・ドキュメント内で一貫して使用されており、特殊なコンテンツのランクを作成するのに役立つ場合は、ランク・ルールダイアログ・ボックスで「色」エフェクトの順序を変更することもお薦めします。






2.4.11 ランクのプロパティの変更

ランクのプロパティを構成しているのは、そのランクの名前、そのランクが関連付けられている要素、およびそのランクの階層レベルと頻度です。

ソース・ドキュメント内の固有のコンテンツを識別しやすくするためにランクを作成する際は、階層レベルと頻度は重要なプロパティです。通常は、「タイトル」と見出し1のランクが正常に割り当てられている状態で、追加の見出しレベルと特殊なコンテンツの追加のランクを作成することをお薦めします。

ランクのプロパティを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-19)をクリックしてから、ランクをクリックしてそのタブを開きます。


図2-20 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
ランクリストで、プロパティを変更するランクを右クリックして、ポップアップ・メニューから「プロパティ」を選択します(またはそのランクを選択して「プロパティ」ボタンをクリックします)。


	
このランクの名前を変更するには、「名前」テキスト・ボックスに新しい名前を入力します。


	
このランクと関連付けられている要素を変更するには、「要素」リストから別の要素を選択します。


	
「階層」で、適切なラジオ・ボタンを選択します。「頻度」で、リストから適切な項目を選択して、テキスト・ボックスに値を入力します。詳細は、「ランクの階層と頻度」を参照してください。


	
「OK」をクリックします。









2.4.12 ランク・ルールの変更

ランク・ルールによって、Classic HTML Conversion Editorが階層を識別するためにランクを割り当てる際に、ソース・ドキュメント内のコンテンツがどのように扱われるのかが決定されます。ランク・ルールは、すべての設定可能なテキスト属性を表す複数の「エフェクト」で構成されています。ランク付けのために、各エフェクトには「重要度」と「順序」というプロパティがあります。これらのプロパティを変更することで、Dynamic Converterによるランクの割当て方法を規定するランク・ルールを変更できます。

ランクを多用する場合は、ソース・ドキュメントのコンテンツの特性に応じて、ランク・ルールを変更することをお薦めします。ルールを変更するには、各エフェクトの重要度や順序を変更します。

エフェクトを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-21)をクリックしてから、ランクをクリックしてそのタブを開きます。


図2-21 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「詳細」をクリックして、ランク・ルールダイアログ・ボックスを開きます。


	
エフェクトの重要度を変更するには、そのエフェクトを選択して、「プロパティ」をクリックします。


	
ランク・プロパティダイアログ・ボックスで、適切なラジオ・ボタンを選択して重要度を変更します。

	
ネガティブなエフェクトの意味は、Dynamic Converterがコンテンツ階層を決定する際に、このエフェクトを持つランクをそのリストの一番下に配置するということです。


	
エフェクトなしの意味は、Classic HTML Conversion Editorがコンテンツ階層を決定する際に、Dynamic Converterはそのエフェクトを考慮に入れないということです。


	
ポジティブなエフェクトの意味は、Dynamic Converterがこのエフェクトを使用して、ソース・ドキュメント内の最上位コンテンツのランクを確認するということです。





	
「OK」をクリックして、ランク・ルールダイアログ・ボックスに戻ります。


	
エフェクトの順序を変更するには、エフェクトを選択して、「上に移動」または「下に移動」を必要に応じてクリックして、エフェクトをエフェクト・リスト内の希望の位置に移動します。


	
別のエフェクトを選択して、手順3から5を繰り返します。


	
「OK」をクリックして、ランクタブ・ダイアログに戻ります。




「色」、「フォント」、および「位置合せ」のエフェクトには追加のプロパティがあり、これらのプロパティは、ソース・ドキュメントで階層を設定するために色、フォント、または位置合わせを特別な方法で一貫して使用している場合は、コンテンツのランク付けに役立つことがあります。「ランクの「色」プロパティの変更」、「ランクの「フォント」プロパティの変更」、および「ランクの「位置合せ」プロパティの変更」を参照してください。






2.4.13 新しいランクの作成

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。

次のことが必要です。

	
Dynamic Converterによって「タイトル」と見出し1のランクがコンテンツに正常に割り当てられたことを確認します。最適な確認方法は、「プレビュー」ウィンドウにカーソルを合わせることです。画面チップが表示されて、コンテンツの各部分と関連付けられた要素が示されます。


	
デフォルト段落と関連付けられたコンテンツをレビューして、ソース・ドキュメント内の各種のコンテンツを識別して書式設定オプションを最大限に増やすために作成する必要のある新しいランクの数を決定します。




新しいランクを作成するには:

	
要素の設定アイコン(図2-22)をクリックしてから、ランクをクリックしてそのタブを開きます。


図2-22 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「新規作成」ボタンをクリックして、新しいランクダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに、新しいランクの名前を入力します。「概要」などのわかりやすい名前を使用することをお薦めします(たとえばソース・ドキュメントに特定スタイルの概要テキストが含まれていた場合など)。


	
関連要素で、リストから要素を選択するか、「新規作成」ボタンをクリックして新しい要素ダイアログ・ボックスを開きます。


	
テキスト・ボックスに、新しい要素の名前を入力します。通常は、新しいランクごとに1つの新しい要素を作成して、これらの要素にランクと同じ名前を使用することをお薦めします。


	
「OK」をクリックして新しいランクダイアログ・ボックスに戻り、「OK」をもう一度クリックしてランクタブ・ダイアログに戻ります。


	
新しいランクをランクリストから選択して、「プロパティ」をクリックしてそのダイアログ・ボックスを開きます。新しいランクに名前を付けて、そのランクを新しい要素と関連付けたら、次にそのランクのプロパティを指定する必要があります。


	
「階層」で、いずれかのオプションを選択します。「最大使用可能」の意味は、現在のランク・ルールに基づいて、Dynamic Converterがコンテンツを識別することで、「タイトル」と見出し1のランクのすぐ下に新しいランクを作成するということです。


	
「頻度」で、リストから適切なオプションを選択して、2つ目のテキスト・ボックスに値を入力します。たとえば、第2レベルの見出しのランクを作成しようとしていた場合は、次より多い発生数という頻度を選択して、「0」という値を入力することが考えられます。


	
「OK」をクリックして、ランクタブ・ダイアログに戻ります。

これで、新しいランクがもたらす効果をプレビュー・ウィンドウで確認できます。




必要となる要素の数がすでにわかっている場合は、これらの要素を常に最初に作成できます。これらの要素を最初に作成した場合は、それらの要素を新しいランクダイアログの関連要素リストから選択できるようになります。ただしこれらの要素は、選択されてランクと正式に関連付けられるまで、「線の下」に配置されてグレー表示になります。

新しいランクを作成して、新しい要素と関連付けたら、次のステップとしてそのランクのプロパティを確認します(そのランクをランクタブ・ダイアログで選択して、「プロパティ」をクリックします)。「階層」と「頻度」で選択したオプション(「ランクの階層と頻度」を参照)、およびランク・ルール(「ランク・ルール」を参照)に基づいて、新しいランクがどのコンテンツと関連付けられるのかが決定されます。






2.4.14 ランクの階層と頻度

階層と頻度は、ランクの2つの重要なプロパティです。Dynamic Converterはランクを作成する際に、これらのプロパティとランク・ルールを使用して、ソース・ドキュメント内の固有のコンテンツを識別します。

新しいランクを作成して、新しい要素と関連付けたら、次のステップとしてそのランクのプロパティを確認します(そのランクをランクタブ・ダイアログで選択して、「プロパティ」をクリックします)。「階層」と「頻度」で選択したオプションと、ランク・ルールに基づいて、新しいランクがどのコンテンツと関連付けられるのかが決定されます。

ランク・プロパティダイアログ・ボックスには、次の3つの階層オプションがあります。

	
次と等しい発生数: ランクを関連付けようとしているコンテンツの正確な出現回数がわかっている場合は、このオプションを選択して、その出現回数を対応するテキスト・ボックスに入力します。ソース・ドキュメントがコンテンツ・サーバーに初めて追加されると、Dynamic Converterは、このオプションと「1」という値を使用して、「タイトル」ランクを作成します。


	
次より少ない発生数: 特定のコンテンツの出現回数を制限する場合は、このオプションを選択して、対応するテキスト・ボックスに値を入力します。


	
次より多い発生数: このオプションを選択した場合は、通常はテキスト・ボックスに「0」という値を入力します。Dynamic Converterによって作成される4つのデフォルト・ランクのうち3つには、このプロパティが割り当てられています。




前述のとおり、これらのオプションはランク・ルールと連係して機能します。

タイトルを識別するためには、次と等しい発生数の値は、常に1に設定される必要があります。ソース・ドキュメントのタイトルが手動改行によって複数の行にまたがっている場合でも、Dynamic Converterは、このテキストの「ブロック」を単一のインスタンスとして扱って、このテキスト・ブロックに「タイトル」ランクを正常に割り当てます。(この値は、他のランクについても1に設定できます)。








2.5 スタイル

この項では、次のトピックについて説明します。

	
スタイルについて


	
「スタイル」タブ・ダイアログ


	
スタイルのプロパティ


	
テンプレートからのスタイルの削除


	
新しいスタイルの作成


	
スタイルと要素の間の関連付けの変更


	
スタイルのプロパティの変更






2.5.1 スタイルについて

Dynamic Converterでの「スタイル」とは、一般にワード・プロセッシング・ドキュメントで使用される名前付きスタイルのことを指します。名前付きスタイルは、名前を付けて保存することでドキュメント内の任意の段落に適用できる一連の書式設定属性です。

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。ランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成し、これらの要素はテンプレートに保存されます。

ソース・ドキュメントにスタイルが含まれている場合は、HTML出力を通常より細かく制御できます。スタイルは要素の設定で作成可能であり、ソース・ドキュメント内のスタイルごとに1つの補足要素を作成できます。これらのスタイルはClassic HTML Conversion Editorによって認識されるため、これらのスタイルと関連付けられた要素を書式設定して、これらのスタイルと関連付けられたコンテンツを従来より細かく制御できるようになります。






2.5.2 「スタイル」タブ・ダイアログ

Dynamic Converterによって作成されて、コンテンツ・サーバーへのドキュメントのチェックイン時にコンテンツに適用されるランクに加えて、ソース・ドキュメント内の任意のスタイルのスタイルを作成できます。その後、これらのスタイルと関連付ける要素を作成できます。これらの要素は、ドキュメントと関連付けられたテンプレートに格納されます。

要素の設定に含まれているタブ・ダイアログでは、スタイルとそれらに割り当てられた要素を表示できます。「スタイル」タブ・ダイアログでは、次のことが可能です。

	
スタイルとそれらに割り当てられた要素の間の関係を制御できます。


	
新しいスタイルを追加できます。


	
不要なスタイルを削除できます。


	
スタイルのプロパティを変更できます。









2.5.3 スタイルのプロパティ

スタイルには、要素の設定のスタイルのプロパティで変更できるプロパティが含まれています。「一般」タブ・ダイアログでは、スタイルの名前と、スタイルに割り当てられた要素を変更できます。「スタイルのプロパティの変更」および「スタイル」を参照してください。






2.5.4 テンプレートからのスタイルの削除

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。

ランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。希望に応じて、追加のパターン(およびランクとスタイル)を作成できます。たとえば、ソース・ドキュメント内に存在していることがわかっているスタイルを作成できます。

スタイルは、テンプレートからいつでも簡単に削除できます。

スタイルをテンプレートから削除するには:

	
要素の設定アイコン(図2-23)をクリックしてから、「スタイル」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-23 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
入力スタイルで、削除するスタイルを選択して、「削除」をクリックします。


	
「OK」をクリックします。




これにより、そのスタイルと関連付けられているコンテンツは、デフォルト段落要素と関連付けられます。






2.5.5 新しいスタイルの作成

Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をソース・ドキュメントに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。

次のことが必要です。

	
Dynamic Converterによって「タイトル」と見出し1のランクがコンテンツに正常に割り当てられたことを確認します。最適な確認方法は、「プレビュー」ウィンドウにカーソルを合わせることです。画面チップが表示されて、コンテンツの各部分と関連付けられた要素が示されます。


	
デフォルト段落と関連付けられたコンテンツをレビューして、ソース・ドキュメント内の各種のコンテンツを識別して書式設定オプションを最大限に増やすために作成する必要のある新しいランクの数を決定します。




選択可能な方法の1つは、特定のスタイルがソース・ドキュメント内に存在していることがわかっている場合に、新しいスタイルを作成することです。ソース・ドキュメント内のそのスタイルと同じ名前の新しいスタイルを作成してから、そのスタイルの新しい要素を同時に作成できます。ただし、作成する新しいスタイルに必ず正確に名前を付けてください。

新しいスタイルを作成するには:

	
要素の設定アイコン(図2-24)をクリックしてから、「スタイル」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-24 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「新規作成」をクリックします。


	
新しいスタイルダイアログ・ボックスで、新しいスタイルの名前をテキスト・ボックスに入力します。


	
関連要素リストから、新しいスタイルと関連付ける要素を選択します。必要に応じて、「新規作成」をクリックして新しい要素を作成します。


	
スタイル・タイプで、段落スタイルについては「段落」を選択して、文字スタイルについては「文字」を選択します。


	
「OK」をクリックします。




通常は、段落スタイルを作成することをお薦めします。文字スタイルは、段落内のテキストやデータの特殊な処理のために使用されるからです。






2.5.6 スタイルと要素の間の関連付けの変更

スタイルとその要素の間の関連付けを変更できます。この操作を実行するケースとしては、たとえば、2つの類似するスタイルをインポートして、これらを単一の本文ページ内で同じ内容で書式設定しようとする場合が挙げられます。

スタイルと要素の間の関連付けを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-25)をクリックしてから、「スタイル」をクリックして該当するタブを開きます。


図2-25 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
現在開いているタブ・ダイアログに応じて、異なる要素と関連付けるスタイルを選択して、「アソシエーション」をクリックします。


	
スタイル・アソシエーションの変更ダイアログ・ボックスで、要素リストから新しい要素を選択します。


	
「OK」をクリックします。

選択したスタイルと関連付けられた新しい要素は、そのスタイル名の反対側にある要素列に表示されます。









2.5.7 スタイルのプロパティの変更

スタイルのプロパティを構成しているのは、そのスタイルの名前、およびそのスタイルが関連付けられている要素です。これらは、要素の設定のスタイルのプロパティで変更できます。

スタイルのプロパティを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-26)をクリックしてから、「スタイル」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-26 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
入力スタイルリストで、名前を変更するスタイルを右クリックして、ポップアップ・メニューから「プロパティ」を選択します(またはそのスタイルを選択して「プロパティ」ボタンをクリックします)。


	
「名前」テキスト・ボックスに、新しいスタイルの名前を入力します。


	
このスタイルと関連付けられている要素を変更するには、「要素」リストから別の要素を選択します。


	
「OK」をクリックします。











2.6 パターン

この項では、次のトピックについて説明します。

	
パターンについて


	
パターンのプロパティの変更


	
パターンと要素の間の関連付けの変更


	
パターンの名前の変更


	
文字パターン


	
新しいパターンの作成


	
図番号の段落パターンの作成


	
ソース・ドキュメント内のグラフィックの段落パターンの作成


	
番号付きリストの段落パターンの作成


	
箇条書きリストの段落パターンの作成


	
表の段落パターンの作成


	
パターン・マッチングの例


	
パターンのフォント・プロパティ


	
パターンの段落プロパティ


	
パターンのプロパティ


	
「パターン」タブ・ダイアログ


	
パターンのプレビュー


	
テンプレートからのパターンの削除


	
パターンのテキスト表現プロパティ






2.6.1 パターンについて

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。

Classic HTML Conversion Editorを使用すると、追加のランクや、スタイル、パターンを作成して、フォーマット・オプションを増やすことができます。字体、フォント・サイズ、フォント・エフェクト(太字や斜体など)、色などの属性を指定することで、Classic HTML Conversion Editorは、ドキュメント内のコンテンツを類似した書式設定が施された複数のグループに分けることができます。これらのグループはパターンと呼ばれます。






2.6.2 パターンのプロパティの変更

パターンには、要素の設定のパターンのプロパティで変更できるいくつかのプロパティが含まれています。

パターンのプロパティを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-27)をクリックしてから、「パターン」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-27 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「パターン」リストで、変更するパターンの名前を右クリックして、ポップアップ・メニューから「プロパティ」を選択します(またはそのパターンを選択して「プロパティ」ボタンをクリックします)。


	
パターンのプロパティプロパティ・シートで、適切なタブをクリックして開いて、希望の変更を加えます。


	
「OK」をクリックします。




「フォント」タブ・ダイアログ、「段落」タブ・ダイアログおよびテキスト表現タブ・ダイアログに用意されているオプションは、新しいパターンの作成時にパターン・マッチングのために使用します。パターンを作成した後に、ソース・ドキュメント内のコンテンツの特性が変化した場合は、これらのオプションを使用してそのパターンを更新できます。






2.6.3 パターンと要素の間の関連付けの変更

パターンとその要素の間の関連付けを簡単に変更できます。この操作を実行するケースとしては、2つの類似したパターンをインポートして、これらを同じ形で書式設定することを希望する場合が挙げられます。

関連付けを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-28)をクリックしてから、「パターン」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-28 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
異なる要素と関連付けるパターンを選択して、「アソシエーション」をクリックします。


	
パターン・アソシエーションの変更ダイアログ・ボックスで、このパターンと新たに関連付ける要素をリストから選択します。


	
「OK」をクリックします。









2.6.4 パターンの名前の変更

パターンには、要素の設定のパターンのプロパティで変更できるいくつかのプロパティが含まれています。

Dynamic Converterによって自動的に作成されるランクを補足するためにいくつかのパターンを作成した場合は、テンプレートを編集しやすくするために、これらのパターンの名前と、これらのパターンに割り当てられた要素を後で変更することが必要になる場合があります。

パターンの名前を変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-29)をクリックしてから、「パターン」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-29 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
変更するパターンを右クリックして、ポップアップ・メニューから「プロパティ」を選択します。


	
「一般」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに、パターンの新しい名前を入力します。


	
このパターンと関連付けられている要素を変更するには、新しい要素を「要素」リストから選択します。


	
「OK」をクリックします。




「一般」タブ・ダイアログでは、選択されたパターンのタイプ(段落または文字)と、そのパターンが格納されているテンプレートも示されます。「説明」ウィンドウには、そのパターンと関連付けられた属性が一覧表示されます。これらの属性は、「フォント」タブ・ダイアログ、「段落」タブ・ダイアログおよびテキスト表現タブ・ダイアログで変更でき、「プレビュー」タブ・ダイアログで表示できます。






2.6.5 文字パターン

文字パターンを使用して、段落内の特定の文字を識別できます。これにより、段落内の単語、フレーズ、または任意のデータを認識できるとともに、一致するデータのみの書式設定を制御できます。

文字パターンを作成するには:

	
要素の設定アイコン(図2-30)をクリックしてから、「要素」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-30 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「新規作成」をクリックして、新しい要素ダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに、新しい名前を入力して、「要素タイプ」で、「文字」を選択します。次に、「OK」をクリックします。


	
「パターン」をクリックして開いてから、「新規作成」をクリックして新しいパターンダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに、作成する文字パターンの名前を入力して、手順3で作成した要素を選択します。次に、「OK」をクリックします。


	
作成したパターンを選択して、「プロパティ」をクリックします。


	
パターンのプロパティで、このパターンと関連付けるコンテンツを見つけるために使用するプロパティを設定します。




文字パターンと一致させる場合は、段落の位置合せや表を含む段落などの一部のオプションは(「段落」タブ・ダイアログ内)、無関係なため使用できません。また、文字パターンでは部分式のみを使用できるため、"FISHING AND BOATING"のような文字パターンは無効です。






2.6.6 新しいパターンの作成

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。

次のことが必要です。

	
Dynamic Converterによって「タイトル」と見出し1のランクがコンテンツに正常に割り当てられたことを確認します。最適な確認方法は、「プレビュー」ウィンドウにカーソルを合わせることです。画面チップが表示されて、コンテンツの各部分と関連付けられた要素が示されます。


	
デフォルト段落と関連付けられたコンテンツをレビューして、ソース・ドキュメント内の各種のコンテンツを識別して書式設定オプションを最大限に増やすために作成する必要のある新しいランクの数を決定します。




パターン・マッチングを使用して、特殊なコンテンツを識別して、そのコンテンツに新しいパターン名を割り当ててから、そのパターンの要素を作成することをお薦めします。これにより、コンテンツの書式設定をより細かく制御できるようになります。

テンプレート内の新しいパターンを作成するには:

	
要素の設定アイコン(図2-31)をクリックしてから、「パターン」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-31 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「新規作成」をクリックして、新しいパターンダイアログ・ボックスを開きます。


	
新しいパターンダイアログ・ボックスで、新しいパターン名をテキスト・ボックスに入力します。


	
関連要素リストから、新しいパターンと関連付ける要素を選択します。


	
パターン・タイプで、「段落」を選択します。


	
「OK」をクリックします。




一般に、新しいパターンを作成するたびに、新しい要素を作成することをお薦めします。また、そのパターンと要素に同じ名前を使用することもお薦めします。

通常は、段落パターンを作成することをお薦めします。文字パターンは、段落内のテキストやデータの特殊な処理のために使用されるからです。






2.6.7 図番号の段落パターンの作成

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。

希望に応じて、追加のパターン(およびランクとスタイル)を作成できます。たとえば、パターン・マッチングを使用して、特定のコンテンツを識別して書式設定できます。

ここでは、ソース・ドキュメント内にある一連の図に、図1、図2というように順番に番号が付けられていると想定します。

図番号の段落パターンを作成するには:

	
要素の設定アイコン(図2-32)をクリックしてから、「パターン」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-32 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「新規作成」をクリックして、新しいパターンダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに図と入力(または希望する任意の名前を入力)して、「新規作成」ボタンをクリックして新しい要素ダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに図と入力して、「OK」をクリックして新しいパターンダイアログ・ボックスに戻ります。


	
「OK」をクリックして、「パターン」タブ・ダイアログに戻ります。


	
新しいパターンである「図」を選択した状態で、「プロパティ」をクリックしてパターンのプロパティを開いてから、テキスト表現をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
テキスト段落位置で、先頭をクリックします。


	
テキスト表現テキスト・ボックスに、次の文字列を引用符で囲んで入力します。

図\d+


	
「OK」をクリックして、「パターン」タブ・ダイアログに戻ります。これで、パターンの詳細ボックスには、ソース・ドキュメント内の図を定義するために使用した属性が一覧表示されます。この時点で、この要素を使用して、「書式設定」でこのテキストを書式設定できるようになります。さらに、この新しい要素を使用して図のリストを作成できます。




ソース・ドキュメント内の図に、図1-1、図1-2のような形式で番号が付けられている場合でも、手順7で作成したパターンは、これらの図番号に正常に一致します。






2.6.8 ソース・ドキュメント内のグラフィックの段落パターンの作成

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。

ランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成し、これらの要素はテンプレートに保存されます。希望に応じて、追加のパターン(およびランクとスタイル)を作成できます。

パターン・マッチングを使用して、デフォルト要素と現在関連付けられている特定のコンテンツを識別して書式設定できます。たとえば、ソース・ドキュメント内のグラフィックが含まれた段落専用のパターンを作成したいとします。この場合は、このパターンの新しい要素を書式設定することで、これらのグラフィックを書式設定できます(「書式設定」のグラフィックタブ・ダイアログを使用)。

ソース・ドキュメント内のグラフィックの段落パターンを作成するには:

	
要素の設定アイコン(図2-33)をクリックしてから、「パターン」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-33 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「新規作成」をクリックして、新しいパターンダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスにグラフィックと入力(または希望する任意の名前を入力)して、「新規作成」ボタンをクリックして新しい要素ダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスにグラフィックと入力して、「OK」をクリックして新しいパターンダイアログ・ボックスに戻ります。


	
「OK」をクリックして、「パターン」タブ・ダイアログに戻ります。


	
新しいパターンである「グラフィック」を選択した状態で、「プロパティ」をクリックしてパターンのプロパティを開いてから、「段落」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
図を含む段落ボックスで、「はい」を選択します。


	
「OK」をクリックして、「パターン」タブ・ダイアログに戻ります。これで、パターンの詳細ボックスには、新しいパターンを定義するために使用した段落属性が一覧表示されます。




これらのグラフィックがデフォルト段落要素と関連付けられている場合でも、Dynamic Converterはこれらのグラフィックを変換します。これらのグラフィックがGIFでない場合、デフォルトでは、これらのグラフィックはGIFに変換されます。ただし、これらのグラフィックに特殊な要素を割り当てることで、フォーマット・オプションを増やすことができます。






2.6.9 番号付きリストの段落パターンの作成

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。

パターン・マッチングを使用して、デフォルト要素と現在関連付けられている特殊なコンテンツを識別して書式設定できます。たとえば、ソース・ドキュメント内にある番号付きリストに対して、ソース・ドキュメントの残りのコンテンツと同じフォントおよびフォント・サイズを適用しているとします。

番号付きリストの段落パターンを作成するには:

	
要素の設定アイコン(図2-34)をクリックしてから、「パターン」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-34 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「新規作成」をクリックして、新しいパターンダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに番号付きリストと入力(または希望する任意の名前を入力)して、「新規作成」ボタンをクリックして新しい要素ダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに番号付きリストと入力して、「OK」をクリックして新しいパターンダイアログ・ボックスに戻ります。


	
「OK」をクリックして、「パターン」タブ・ダイアログに戻ります。


	
新しいパターンである「番号付きリスト」を選択した状態で、「プロパティ」をクリックしてパターンのプロパティを開いてから、テキスト表現をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
テキスト表現テキスト・ボックスに、次の文字列を入力します。


"\d+\.[\t| ]"


このテキスト表現を入力すると、Dynamic Converterのパターン検索では、1つ以上の任意の数字(\d+)、それに続く1つのピリオド(\.)、それに続く1つのタブ文字または空白(\t| )で構成される文字列が検索されます。表現の末尾部分(\t| )は、数字の後にタブ文字が入力されているリストとそうでないリストの両方に対応するためのものです。


	
「OK」をクリックして、「パターン」タブ・ダイアログに戻ります。これで、パターンの詳細ボックスには、ソース・ドキュメント内の番号付きリストを定義するために使用した属性が一覧表示されます。この時点で、「書式設定」内の「リスト」タブ・ダイアログで、この番号付きリストを書式設定できるようになります。









2.6.10 箇条書きリストの段落パターンの作成

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。

ランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成し、これらの要素はテンプレートに保存されます。希望に応じて、追加のパターン(およびランクとスタイル)を作成できます。たとえば、パターン・マッチングを使用して、特定のコンテンツを識別して書式設定できます。

たとえば、ソース・ドキュメント内にある箇条書きリストに対して、ソース・ドキュメントの残りのコンテンツと同じフォントおよびフォント・サイズを適用しているとします。

箇条書きリストの段落パターンを作成するには:

	
要素の設定アイコン(図2-35)をクリックしてから、「パターン」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-35 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「新規作成」をクリックして、新しいパターンダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに箇条書きリストと入力(または希望する任意の名前を入力)して、「新規作成」ボタンをクリックして新しい要素ダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに箇条書きリストと入力して、「OK」をクリックして新しいパターンダイアログ・ボックスに戻ります。


	
「OK」をクリックして、「パターン」タブ・ダイアログに戻ります。


	
新しいパターンである「箇条書きリスト」を選択した状態で、「プロパティ」をクリックしてパターンのプロパティを開いてから、テキスト表現をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
テキスト段落位置で、先頭が選択されていることを確認します。


	
テキスト表現テキスト・ボックス内の引用符の間にカーソルを合わせて、行頭文字ボタンをクリックして、[\t| ]と入力します。




	
注意:

実際には、行頭文字の直後に配置されている文字がパターン・マッチングにおいて重要でない場合は、単に行頭文字をクリックするだけでかまいません。








	
「OK」をクリックして、「パターン」タブ・ダイアログに戻ります。これで、パターンの詳細ボックスには、ソース・ドキュメント内の箇条書きリストを定義するために使用した属性が一覧表示されます。この時点で、「書式設定」内の「リスト」タブ・ダイアログで、この箇条書きリストを書式設定できるようになります。









2.6.11 表の段落パターンの作成

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。Dynamic Converterは、そのドキュメントと関連付けられたテンプレート内にこれらの要素を格納します。

パターン・マッチングを使用して、デフォルト要素と現在関連付けられている特殊なコンテンツを識別して書式設定できます。たとえば、ソース・ドキュメント内にある番号付きリストに対して、ソース・ドキュメントの残りのコンテンツと同じフォントおよびフォント・サイズを適用しているとします。

ソース・ドキュメント内の表の段落パターンを作成するには:

	
要素の設定アイコン(図2-36)をクリックしてから、「パターン」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-36 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「新規作成」をクリックして、新しいパターンダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに「表」と入力(または希望する任意の名前を入力)して、「新規作成」ボタンをクリックして新しい要素ダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに「表」と入力して、「OK」をクリックして新しいパターンダイアログ・ボックスに戻ります。


	
「OK」をクリックして、「パターン」タブ・ダイアログに戻ります。


	
新しいパターンである「表」を選択した状態で、「プロパティ」をクリックしてパターンのプロパティを開いてから、「段落」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
表を含む段落ボックスで、「はい」を選択します。


	
「OK」をクリックして、「パターン」タブ・ダイアログに戻ります。これで、パターンの詳細ボックスには、新しいパターンを定義するために使用した段落属性が一覧表示されます。




上記の手順では、実際には、表の直前の段落を選択しました。このことは重要です。なぜなら、表の外観を書式設定するためには(「書式設定」の「表」タブ・ダイアログを使用)、その表の直前の要素を選択する必要があるからです。






2.6.12 パターン・マッチングの例

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。Dynamic Converterは、そのドキュメントと関連付けられたテンプレート内にこれらの要素を格納します。

ソース・ドキュメント内で明確に識別されていないコンテンツの新しい要素を作成することをお薦めします。そうすることで、テンプレートの編集時により多くのフォーマット・オプションが得られます。そのためには、パターン・マッチングを使用してそのコンテンツを識別します。作成するパターンは、段落であっても文字であってもかまいません。

場合によっては、ソース・ドキュメント内で明確に識別されていない他のコンテンツの新しい要素を作成することも必要になります。そうすることで、テンプレートの編集時により多くのフォーマット・オプションが得られます。そのためには、パターン・マッチングを使用してそのコンテンツを識別します。作成するパターンは、段落であっても文字であってもかまいません。

次のトピックでは、パターン・マッチングのいくつかの例を紹介しています。

	
図番号の段落パターンの作成


	
ソース・ドキュメント内のグラフィックの段落パターンの作成


	
番号付きリストの段落パターンの作成


	
箇条書きリストの段落パターンの作成


	
表の段落パターンの作成




Dynamic Converterに付属しているテンプレートのいくつかには、HTTP、WWWおよび電子メールという3つのデフォルト文字パターンが含まれています(要素名はそれぞれ「HTTP」、「Webリンク」および「電子メール」です)。それぞれに含まれているHTMLコードは、ソース・ドキュメント内の文字列のうち、httpプロトコルで始まるもの、Webリンクを意味するwwwで始まるもの、または電子メール・リンクを意味するMailto:で始まるものを、Dynamic Converterによって作成される出力ページで自動的にアクティブ化する役割を果たします。






2.6.13 パターンのフォント・プロパティ

パターンには、要素の設定のパターンのプロパティにある一連のタブ・ダイアログで変更できるいくつかのプロパティが含まれています。「パターン」タブ・ダイアログでは、変更または定義するパターンを選択して、「プロパティ」をクリックしてパターンのプロパティを開きます。

「フォント」タブ・ダイアログでは、ソース・ドキュメント内のテキストの属性を使用してパターン・マッチングを実行できます。

	
「太字」や「イタリック」などのボックスには3つの設定が用意されています。「はい」を選択した場合は、コンテンツにその属性が含まれている場合にのみパターン・マッチングが有効になります。「いいえ」を選択した場合は、コンテンツにその属性が含まれていない場合にのみパターン・マッチングが有効になります。そして「N/A」を選択した場合は、その属性の有無にかかわらずマッチングが有効になります。


	
マッチング条件として、字体、フォント・サイズおよびフォント色を選択することもできます。これらのボックスのいずれかを選択解除した場合は、その属性の値に関係なくパターン・マッチングが有効になります。




段落パターンのマッチングでこれらのフォント属性のいずれかを選択した場合は、その属性は段落全体に適用されている必要があります。文字パターンのマッチングでこれらのフォント属性のいずれかを選択した場合は、その属性は文字列全体に適用されている必要があります。






2.6.14 パターンの段落プロパティ

パターンには、要素の設定のパターンのプロパティにある一連のタブ・ダイアログで変更できるいくつかのプロパティが含まれています。「パターン」タブ・ダイアログでは、変更または定義するパターンを選択して、「プロパティ」をクリックしてパターンのプロパティを開きます。

「段落」タブ・ダイアログでは、グラフィックや表が含まれている段落を識別できるとともに、段落をその位置合わせに基づいて識別できます。各段落には、3つの設定が用意されているボックス(グラフィック、表および位置合わせ)が含まれています。

	
グラフィック: 「はい」を選択した場合は、ソース・ドキュメント内の段落にグラフィックが含まれている場合にのみ、パターン・マッチングが有効になります。「いいえ」を選択した場合は、コンテンツにグラフィックが含まれていない場合にのみ、パターン・マッチングが有効になります。「N/A」を選択した場合は、この属性の有無にかかわらず、パターン・マッチングが有効になります。このオプションが役に立つのは、グラフィックが含まれているすべての段落を対象とした単一の新しいパターンを作成することで、これらのグラフィックの一貫した書式設定を可能にする場合です(「書式設定」のグラフィックタブ・ダイアログを使用)。


	
「表」: 「はい」を選択した場合は、ソース・ドキュメント内の段落に表が含まれている場合にのみ、パターン・マッチングが有効になります。「いいえ」を選択した場合は、コンテンツに表が含まれていない場合にのみ、パターン・マッチングが有効になります。「N/A」を選択した場合は、この属性の有無にかかわらず、パターン・マッチングが有効になります。ここでは、実際にはその表の直前の段落を識別することになります。なぜなら、表の外観を書式設定する場合は、「書式設定」の「表」タブ・ダイアログで、そのスタイルと関連付けられた要素を選択する必要があるからです。


	
「位置合せ」: このボックスについては、段落の位置合わせ(「左揃え」、「中央揃え」、または「右揃え」)が選択されている場合にのみ、パターン・マッチングが有効になります。「N/A」を選択した場合は、この属性の有無にかかわらず、パターン・マッチングが有効になります。このオプションが役に立つ事例としては、ページ上で中央揃えになっている特定の見出しのパターンを作成したい場合が挙げられます。このような場合は、「中央揃え」オプションを選択した上で、「フォント」タブ・ダイアログで特定のフォント設定を選択するとよいでしょう。









2.6.15 パターンのプロパティ

パターンには、要素の設定のパターンのプロパティで変更できるいくつかのプロパティが含まれています。「パターンのプロパティの変更」を参照してください。

	
「一般」タブ・ダイアログでは、パターンの名前と、そのパターンに割り当てられた要素を変更できます。


	
「フォント」タブ・ダイアログをパターン・マッチングで使用して、使用されているフォント、フォントのサイズと色、および太字や斜体などの文字属性に基づいて、テキストの一部を識別できます。


	
「段落」タブ・ダイアログをパターン・マッチングで使用して、グラフィックや表が含まれている段落を識別したり、段落をその位置合わせに基づいて識別したりできます。


	
テキスト表現タブ・ダイアログでは、現在のパターンのテキスト表現プロパティ設定を変更して、パターン・マッチングの構文を確認できます。


	
「段落」タブ・ダイアログでは、プロパティを変更したりパターンをテストしたりしながら、パターンに一致するソース・ドキュメントのコンテンツをプレビューできます。









2.6.16 「パターン」タブ・ダイアログ

ソース・ドキュメントには、Classic HTML Conversion Editorで指定および命名できるテキストのパターンが含まれており、これらのパターンに要素を割り当てることで、コンテンツに対する書式設定機能を拡充できます。

要素の設定に含まれている一連のタブ・ダイアログでは、作成したパターンと、それらに割り当てられた要素を表示できます。「パターン」タブ・ダイアログでは、次のことが可能です。

	
パターンとそれらに割り当てられた要素の間の関係を制御できます。


	
新しいパターンを追加できます。


	
不要なパターンを削除できます。


	
パターンのプロパティを変更できます。









2.6.17 パターンのプレビュー

パターンには、要素の設定のパターンのプロパティで変更できるいくつかのプロパティが含まれています。

「プレビュー」タブ・ダイアログでは、選択したパターンに一致する段落を表示できます。

パターンをプレビューするには:

	
要素の設定アイコン(図2-37)をクリックしてから、「パターン」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-37 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
プレビューするパターンを右クリックして、ポップアップ・メニューから「プロパティ」を選択します。


	
「プレビュー」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
変更のプレビューをクリックしてそのダイアログ・ボックスを開きます。


	
現在のテンプレートと関連付けられたドキュメントの1つを選択して、「OK」をクリックします。




「プレビュー」タブ・ダイアログに戻ると、選択したドキュメント内で最初に登場する該当パターンが「プレビュー」ウィンドウに表示されます。「前へ」ボタンと「次へ」ボタンをクリックして前後にスクロールして、ドキュメント内に登場するすべての該当パターンをプレビューできます。ダイアログ・ボックスの右上に、該当パターンの合計登場回数が表示されます。

「プレビュー」ウィンドウに何も表示されない場合は、現在プレビューしているドキュメントに、該当パターンがまったく含まれていないということです。






2.6.18 テンプレートからのパターンの削除

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。

ランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。希望に応じて、追加のパターン(およびランクとスタイル)を作成できます。たとえば、パターン・マッチングを使用して、特定のコンテンツを識別して書式設定できます。

パターンの削除は、プロジェクトの設定時(複数のパターンを同じように書式設定する場合)に行うことも、その後(修正後のソース・ドキュメントに特定種類の段落書式設定やテキスト書式設定が含まれていない場合)で行うこともできます。

パターンをテンプレートから削除するには:

	
要素の設定アイコン(図2-38)をクリックしてから、「パターン」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-38 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「パターン」列で、削除するパターンを選択して、「削除」をクリックします。

選択したパターンがテンプレートから削除されます。


	
「OK」をクリックします。




パターンを削除すると、Dynamic Converterはそのコンテンツを別の要素と自動的に再び関連付けます。ほとんどの場合、その要素はデフォルト段落です。ただしそのコンテンツは、かわりにパターン・リスト上の1つ下のパターンと関連付けられる場合もあります。たとえば、パターン4(11pt Arial 太字 斜体)と関連付けられた要素を削除した場合に、テンプレートにパターン5(11 pt Arial 太字)も含まれている場合は、パターン4と関連付けられていたコンテンツは、パターン5と関連付けられます。






2.6.19 パターンのテキスト表現プロパティ

パターンには、要素の設定のパターンのプロパティにある一連のタブ・ダイアログで変更できるいくつかのプロパティが含まれています。「パターン」タブ・ダイアログでは、変更または定義するパターンを選択して、「プロパティ」をクリックしてパターンのプロパティを開きます。

テキスト表現タブ・ダイアログでは、テキスト表現の設定を変更できます。これらの設定を使用すると、段落(または文字要素のテキスト文字列)を、その書式設定のかわりにそのコンテンツに基づいてマッチングできます。テキスト段落位置で適切なラジオ・ボタンを選択することで、段落の先頭、末尾、または任意の箇所を基準にして、コンテンツのマッチングを行うことができます。

テキスト表現編集ボックスでは、マッチング対象の文字列を編集できます。チェックボタンをクリックしてこの文字列を解析および検証することで、この文字列がパターン・マッチングの正しい構文に従っていることを確認できます。


式演算子

次の式演算子をテキスト表現編集ボックスで使用できます。

	
" " - 引用符。すべての式は、式の先頭と末尾を示す引用符で囲まれる必要があります。


	
< > - 式をネストするために使用します。


	
AND - 両方の部分式の一致対象が見つかる必要があることを指定します。


	
OR - どちらかの部分式の一致対象が見つかる必要があることを指定します。


	
NOT - 部分式の一致対象が見つかってはいけないことを指定します。





部分式演算子

次の式演算子をテキスト表現編集ボックスで使用できます。

	
[ ] - 文字の範囲を表します。たとえば、0から9の数字を表すには、[0-9]を使用します。


	
( ) - 部分式をネストできます。


	
| - 部分式内に OR 式を設定するために使用します。


	
? - 直前の表現の0個分または1個分と一致します。直前の表現が登場しないか1個だけ登場する場合に使用します。


	
+ - 直前の表現の1個分以上と一致します。直前の表現が2個以上は確実に登場する場合に使用します。


	
* - 直前の表現の0個分以上と一致します。直前の表現が何個登場するかわからない場合に使用します。





一般的な文字の定義

次の文字定義は、特定の文字と一致させることができます。

	
. - 任意の1文字と一致します。


	
[0-9] - 任意の1つの数字と一致します。


	
[A-Z] - 任意の1つの大文字英字と一致します。


	
[a-z] - 任意の1つの小文字英字と一致します。


	
[A-Za-z] - 任意の1つの大文字英字または小文字英字と一致します。


	
行頭文字 - 任意の行頭文字を検出するために使用します。行頭文字は、通常はANSI文字の0149または0183です。挿入された文字は、これらのANSI値を表します。


	
「タブ」 - 任意のタブ文字を検出するために使用します。タブ文字は、ANSI値を挿入することで表現されます。




次の4つの表現を検索ワイルドカードとして使用することもできます。

	
\d - 任意の1つの数字と一致します。


	
\u - 任意の1つの大文字英字と一致します。


	
\l - 任意の1つの小文字英字と一致します。


	
\t - 1つのタブ文字と一致します。




さらに、キャレット(^)を使用して、その直後に配置された文字以外の任意の文字を表すこともできます。たとえば、[^ ]は、空白以外の任意の1文字を表します。

円記号(\)は、エスケープ文字として使用します。引用符やかっこなどの検索構文用文字と一致させるには、その文字の直前に円記号を配置します。








2.7 メタデータ

この項では、次のトピックについて説明します。

	
メタデータについて


	
メタデータのタイプ


	
メタデータの使用法


	
新しいメタデータの作成


	
標準メタデータのリスト


	
メタデータのオプション


	
メタデータの要素ベース化


	
新しいメタデータに対するカスタム・タグの使用


	
メタデータと要素の間の関連付けの変更


	
標準メタデータとカスタム・メタデータ


	
メタデータのプロパティの変更


	
「メタデータ」タブ・ダイアログ


	
メタデータの順序付け


	
テンプレートからのメタデータの削除






2.7.1 メタデータについて

メタデータとは、単に「データに関するデータ」のことです。標準的なソース・ドキュメントには、コンテンツが含まれているだけでなく、タイトルや作成者などの様々な方法で使用できる他の情報が関連付けられています。






2.7.2 メタデータのタイプ

Classic HTML Conversion Editorは以下を認識できます。

	
標準メタデータ: ソース・ドキュメントを作成するために使用されたアプリケーションによって自動的に生成されるプロパティ。


	
カスタム・メタデータ: ソース・ドキュメント用のアプリケーションで作成する特殊なプロパティ。




	
注意:

すべてのソース・ドキュメントに標準メタデータやカスタム・メタデータが含まれているわけではありません。(詳細は「標準メタデータとカスタム・メタデータ」を参照してください)。















2.7.3 メタデータの使用法

メタデータをWebページ内やそれらのWebページのメタ・タグ内に配置することで、Webサイトの使いやすさを向上させて、サイト上の情報検索を簡易化できます。

メタデータをWebページ内やメタ・タグ内に配置するためには、そのメタデータを要素ベース化する必要があります(「メタデータの要素ベース化」を参照)。要素ベース化された標準メタデータやカスタム・メタデータは、コンテンツ・サーバーに公開できます。

使用する予定のすべてのメタデータは、Dynamic ConverterによってWeb出力内に正常に配置されるためには、ソース・ドキュメントに含まれているか関連付けられている必要があります。

ソース・ドキュメントのプロパティ(標準メタデータ)は、そのドキュメントの正確な情報を示していない場合があります。たとえば、既存のドキュメントをコピーすることで新しいドキュメントを作成した場合は、新しいドキュメントは既存のドキュメントのプロパティを継承します。






2.7.4 新しいメタデータの作成

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、デフォルトのランク・セットをコンテンツに適用しますが、メタデータをインポートしません。

ソース・ドキュメント内のメタデータをWebページに組み込むには、使用するメタデータをまず「作成」して、要素と関連付ける必要があります。次に、そのメタデータの使用法を決定する必要があります(「Webページへの要素の配置」を参照)。

新しいメタデータを作成するには:

	
要素の設定アイコン(図2-39)をクリックしてから、「メタデータ」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-39 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「新規作成」をクリックして、新しいメタデータダイアログ・ボックスを開きます。


	
「標準」または「カスタム」を選択します。

	
「標準」を選択した場合は、ページ用に作成する特定タイプのメタデータをリストから選択します。「メタデータのオプション」を参照してください。


	
「カスタム」を選択した場合は、ソース・ドキュメント用に作成したカスタム・メタデータの名前を入力します。





	
「新規作成」ボタンをクリックして、新しい要素ダイアログ・ボックスを開きます。作成するメタデータごとに新しい要素を常に作成することをお薦めします。


	
「名前」テキスト・ボックスに、そのメタデータの名前を入力します。通常は、メタデータ自体の名前を使用すると、そのメタデータを識別しやすくなります。


	
「OK」をクリックして新しいメタデータダイアログ・ボックスに戻り、「OK」をもう一度クリックします。これで、新しいメタデータが「メタデータ」タブ・ダイアログのリストに表示されます。


	
「要素」をクリックして表示を切り替えます。このメタデータの新しい要素が要素のリストに追加されています。




どのメタデータが実際に組み込まれるのかは、お使いのソース・ドキュメントで使用できるものに依存します。「メタデータのオプション」を参照してください。

デフォルトでは、作成したメタデータは、ページの出力HTMLの<HEAD>内のメタ・タグに組み込まれます。コンテンツとともに表示するために、本文ページにメタデータを組み込むこともできます。

通常は、作成するメタデータごとに新しい要素を作成することをお薦めします。標準リストの「タイトル」を使用する場合は注意してください。お使いのドキュメントには、すでに「タイトル」要素が(スタイルに基づいて)存在する可能性があります。その場合は、そのメタデータの新しい要素に「タイトル(メタ)」という名前を付けることをお薦めします。






2.7.5 標準メタデータのリスト

次のリストでは、Dynamic Converterによって認識されるすべての標準メタデータを列挙しています。すべてのソース・ドキュメントですべてのメタデータを使用できるわけではありません。次のリストで示すメタデータの中には、Wordファイルのみで登場するものもあれば、PowerPointファイルのみで登場するものもあります。ソース・ドキュメントによっては、標準メタデータがまったく含まれていない場合もあります。

標準メタデータとカスタム・メタデータを作成できるアプリケーションのリストについては、「標準メタデータとカスタム・メタデータ」を参照してください。

これらのメタデータは、メタデータを要素ベース化する際に「標準」リストから選択できます(「メタデータの要素ベース化」を参照してください)。


標準メタデータ

	
タイトル


	
作成者


	
件名


	
キーワード


	
作成日


	
変更日


	
説明


	
コメント


	
時間


	
マネージャ


	
会社名


	
ページ数


	
文字数


	
単語数


	
編集日時


	
バイト数


	
行数


	
段落数


	
スライド数


	
注釈数


	
非表示スライド数


	
サウンドまたはビデオ・クリップの数


	
宛先


	
CC


	
送信元


	
返信先


	
改訂数


	
バージョン


	
最終作成者


	
アカウント


	
カテゴリ


	
プレゼンテーション対象


	
拡大/縮小またはトリミング


	
最新リンク


	
文字数(空白含む)




標準メタデータを要素ベース化しても、そのメタデータは必ずしもソース・ドキュメントで使用可能になるわけではありません。このため、試行を通じて何が可能なのかを確認する必要があります(特に、様々なタイプのソース・ドキュメントを同じテンプレートに関連付けている場合)。






2.7.6 メタデータのオプション

Dynamic Converterを使用すると、ソース・ドキュメント内のメタデータをWebページに組み込むことができます。新しいメタデータダイアログ・ボックスでは、使用する特定形式のメタデータを「標準」リストから選択することも、カスタム・メタデータを指定することもできます。

標準またはカスタムのオプションを使用してソース・ドキュメント内のメタデータを組み込む場合は、作成する新しいメタデータは必ずしもソース・ドキュメントで使用可能になるわけではないことに留意してください。詳細は、次の注意事項を参照してください。

次のことに注意してください。

	
使用可能な標準メタデータとカスタム・メタデータは、ソース・ドキュメントのタイプに応じて異なり、場合によっては、ソース・ドキュメントを作成するために使用したアプリケーションのバージョンによっても異なります。


	
標準メタデータにばらつきが生じる可能性があります。Microsoft Word、Microsoft ExcelおよびMicrosoft PowerPointの場合は、「ドキュメント・プロパティ」ダイアログ・ボックスの「サマリー」タブ・ダイアログ内と「統計」タブ・ダイアログ内の情報を使用できる可能性がありますが、他のアプリケーションの場合は、「サマリー」タブ・ダイアログ内のメタデータしか使用できない可能性があります。


	
カスタム・メタデータは、表で示しているアプリケーションでのみ使用できます。


	アプリケーション	標準	カスタム
	Word 97以上	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

	Excel 97以上	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

	PowerPoint 97以上	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

	Ami Pro	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	

	Word Pro	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	

	Wordバージョン2および6	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	

	Excel	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	

	RTF	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	

	Corel WordPerfect	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	














2.7.7 メタデータの要素ベース化

ソース・ドキュメント内のメタデータは、Webページに自動的に組み込まれません。(標準メタデータである「キーワード」は、Dynamic Converterに付属しているテンプレート用に特別に作成されています)。メタデータをHTMLファイルのメタ・タグ内とWebページ内に配置するには、そのメタデータを任意の要素に正式に関連付ける必要があります。




	
注意:

そのメタデータ自体がソース・ドキュメント内に存在している必要があります。作成するメタデータは、編集対象のテンプレートと関連付けられたすべてのソース・ドキュメントに適用されます。







メタデータを要素ベース化するには:

	
要素の設定アイコン(図2-40)をクリックしてから、「メタデータ」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-40 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
「新規作成」をクリックして、新しいメタデータダイアログ・ボックスを開きます。


	
「標準」または「カスタム」を選択します。

	
「標準」を選択した場合は、ソース・ドキュメント内で使用されている特定タイプのメタデータをリストから選択します。「標準メタデータとカスタム・メタデータ」および「標準メタデータのリスト」を参照してください。


	
「カスタム」を選択した場合は、ソース・ドキュメント用に作成したカスタム・メタデータの名前を入力します。





	
関連要素で、「新規作成」ボタンをクリックして新しい要素ダイアログ・ボックスを開きます。作成するメタデータごとに新しい要素を常に作成することをお薦めします。


	
「名前」テキスト・ボックスに、そのメタデータの名前を入力します。通常は、メタデータ自体の名前を使用すると、そのメタデータを識別しやすくなります。


	
「OK」をクリックして新しいメタデータダイアログ・ボックスに戻り、「OK」をもう一度クリックします。これで、新しいメタデータが「メタデータ」タブ・ダイアログのリストに表示されます。


	
「要素」をクリックして、要素のリストに切り替えます。このメタデータの新しい要素が要素のリストに追加されています。


	
「OK」をクリックしてメイン・ウィンドウに戻ります。




デフォルトでは、すべての新しいメタデータは出力HTMLファイルのヘッド部分のメタ・タグ内に配置されます(「メタ・タグへの要素の配置」を参照)。

どのメタデータがWebページに実際に組み込まれるのかは、お使いのソース・ドキュメントで使用できるものに依存します。「標準メタデータとカスタム・メタデータ」を参照してください。

通常は、作成するメタデータごとに新しい要素を作成することをお薦めします。ただし、「標準」リストの「タイトル」を使用する場合は注意してください。お使いのドキュメントには、すでに「タイトル」要素が(スタイルに基づいて)存在する可能性があります。その場合は、メタデータの新しい要素に「タイトル(メタ)」という名前を付けることをお薦めします。






2.7.8 新しいメタデータに対するカスタム・タグの使用

発行物のHTML出力のヘッダー部分に組み込む新しいメタデータを作成すると、デフォルトでは、Dynamic Converterによってそのメタデータがメタ・タグ内に配置されます。希望に応じて、カスタム・タグをかわりに使用できます。

新しいメタデータに対してカスタム・タグを使用するには:

	
要素の設定アイコン(図2-41)をクリックしてから、「メタデータ」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-41 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
対象のメタデータと関連付けられている新しい要素を選択して、「プロパティ」をクリックして要素のプロパティダイアログ・ボックスを開きます。


	
メタ・タグをクリックして、そのタブ・ダイアログを開きます。


	
カスタム・タグを使用を選択して、メタデータの前にカスタム・タグを使用をクリックします。使用する開始カスタム・タグをテキスト・ボックスに入力します。たとえば、<TITLE>と入力します。


	
メタデータの後にカスタム・タグを使用をクリックして、終了タグを入力します。たとえば、</TITLE>と入力します。


	
「OK」をクリックしてから、もう一度「OK」をクリックします。




HTML出力内に2つのTITLEタグを配置することはできません。このため、上記の例では、TITLEタグをカスタム・タグとして使用した場合は、グローバルの「タイトル」タブ・ダイアログでタイトルを無効にしてください。






2.7.9 メタデータと要素の間の関連付けの変更

メタデータとその要素の間の関連付けをいつでも変更できます。

メタデータと要素の間の関連付けを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-42)をクリックしてから、「メタデータ」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-42 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
異なる要素と関連付けるメタデータを選択して、「アソシエーション」をクリックします。


	
アソシエーションの変更ダイアログ・ボックスで、リストから新しい要素を選択します。


	
「OK」をクリックします。そのメタデータと関連付けられた新しい要素がそのメタデータ名の反対側にある「要素」列に表示されます。


	
「OK」をクリックしてメイン・ウィンドウに戻ります。




メタデータのプロパティダイアログ・ボックスを開いて、そこで要素を変更することもできます。要素の名前だけを変更する場合は、「要素」タブ・ダイアログを開いて、目的の要素を選択して、「プロパティ」をクリックします。次に、要素のプロパティダイアログ・ボックスで名前を変更します。






2.7.10 標準メタデータとカスタム・メタデータ

Dynamic Converterは、ソース・ドキュメントが生成元である標準メタデータとカスタム・メタデータを、その作成に使用されたアプリケーションとともに認識します。

標準メタデータとカスタム・メタデータは、要素と関連付けて、Web出力内やメタ・タグ内に配置できます。

Dynamic Converterによって認識される標準メタデータの一覧については、「標準メタデータのリスト」を参照してください。このセクションに列記されているメタデータ名を使用して、要素ベースの標準メタデータを作成できます。次の表では、特定のアプリケーションで使用できるメタデータのタイプを示しています。


	アプリケーション	標準	カスタム
	Word 97以上	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

	Excel 97以上	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

	PowerPoint 97以上	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

	Ami Pro	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	

	Word Pro	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	

	Wordバージョン2および6	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	

	Excel	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	

	RTF	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	

	Corel WordPerfect	[image: bgbaby.gifについては周囲のテキストで説明しています。]
	







次のことに注意してください。

	
Dynamic Converterで使用するメタデータ名は、ソース・ドキュメント内で使用されている名前と同じである必要があります。


	
使用できるメタデータは、ソース・ドキュメントのタイプに応じて異なるとともに、場合によっては、ソース・ドキュメントを作成するために使用されたアプリケーションのバージョンによっても異なります。


	
標準メタデータは、アプリケーション間で異なる可能性があります。Microsoft Word、ExcelおよびPowerPointの場合は、「ドキュメント・プロパティ」ダイアログ・ボックスの「サマリー」タブ・ダイアログ内と「統計」タブ・ダイアログ内の情報を使用できる可能性があります。他のアプリケーションの場合は、「サマリー」タブ・ダイアログ内のメタデータしか使用できない可能性があります。


	
カスタム・メタデータは、表で示しているアプリケーションでのみ使用できます。









2.7.11 メタデータのプロパティの変更

Classic HTML Conversion Editorでのメタデータのプロパティは、そのメタデータの名前と、そのメタデータに関連付けられた要素です。

標準メタデータの名前を作成した後に、その名前を変更することはできません。ただし、カスタム・メタデータの名前は変更できます。(当然ながら、最初の時点でメタデータの名前をどのように作成するのかに注意する必要があります。「メタデータの要素ベース化」を参照してください)。どのような場合でも、メタデータと関連付けられた要素の名前を常に変更できます。

メタデータのプロパティを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-43)をクリックしてから、「メタデータ」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-43 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
変更するメタデータを選択して、「プロパティ」をクリックしてメタデータのプロパティダイアログ・ボックスを開きます。


	
そのメタデータがカスタムまたはメタデータであると想定して、希望に応じてそのメタデータの名前を変更します。


	
別の要素をそのメタデータと関連付けるには、その要素をリストから選択します。

そのメタデータの新しい要素を作成する場合は、新しい要素を作成してから、メタデータのプロパティダイアログ・ボックスを開く必要があります。その場合は、メタデータのプロパティダイアログ・ボックスで「要素」ドロップダウン・リストから新しい要素を選択する際に、その要素が線の下にグレー表示されています。


	
「OK」をクリックしてから、もう一度「OK」をクリックします。




メタデータと関連付ける要素には、独自のプロパティがあります。これらのプロパティを表示するには、「要素」タブ・ダイアログを開いて、その要素を選択して、「プロパティ」をクリックします。






2.7.12 「メタデータ」タブ・ダイアログ

「メタデータ」タブ・ダイアログは、要素の設定プロパティ・シートにある5つのタブ・ダイアログの1つです。このタブ・ダイアログでは、ランク、スタイル、パターンおよび要素を基準にして、テンプレートを初期構成します。

ランク、スタイルおよびパターンの要素を使用して、Webページのコンテンツを書式設定したり、ナビゲーション・リンクを作成したりできます。

Dynamic Converterは、ソース・ドキュメントのコンテンツにランクを自動的に適用しますが、ソース・ドキュメント内のメタデータ(およびスタイルとパターン)を認識しません。このため、「メタデータ」タブ・ダイアログは初期状態では空になっています(「キーワード」メタデータを除く)。

メタデータを要素ベース化したら(「メタデータの要素ベース化」を参照)、そのメタデータは出力HTMLファイルのヘッダー部分のメタ・タグに自動的に組み込まれます。メタデータは、本文ページ内のWeb出力に配置することもできます(「Webページへの要素の配置」を参照)。






2.7.13 メタデータの順序付け

要素の設定の「メタデータ」タブ・ダイアログにメタデータが表示される順序によって、メタデータがHTMLファイルのメタ・タグ内やWebページ内に表示される順序が決定されます。

ドラッグ・アンド・ドロップ操作によって、任意のメタデータをリストで上下に移動できます。


図2-44 要素の設定ダイアログの「メタデータ」タブ

[image: これは要素の設定ダイアログの「メタデータ」タブです。]



「メタデータ」タブ・ダイアログには、特定のテンプレートのすべての要素ベースのメタデータが表示されます。表示されているすべてのメタデータが、メタ・タグ内に配置されており、Webページに組み込まれている場合は、そのテンプレートと関連付けられたソース・ドキュメントのメタデータは、その表示されている順序で、対応する出力ページに表示されます。






2.7.14 テンプレートからのメタデータの削除

ソース・ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインしても、そのドキュメントのメタデータはテンプレート内の要素と自動的に関連付けられません。メタデータを出力HTMLファイルのメタ・タグ内やWebページ内に配置するためには、各メタデータを要素ベース化する必要があります。

作成したすべてのメタデータは、テンプレートから簡単に削除できます。

メタデータをテンプレートから削除するには:

	
要素の設定アイコン(図2-45)をクリックしてから、「メタデータ」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-45 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
削除するメタデータを選択して、「削除」をクリックします。これで、そのメタデータがテンプレートから削除されました。ただし、そのメタデータ専用に作成した要素は、テンプレート内にまだ残っています。


	
「要素」をクリックして表示を切り替えます。この時点で、削除したメタデータと関連付けられていた要素は、線の下にグレー表示されており、これはその要素はテンプレート内で現在は使用されていないことを意味します。この要素をテンプレートから削除するには、この要素を選択して「削除」をクリックします。


	
「OK」をクリックしてメイン・ウィンドウに戻ります。











2.8 要素とHTMLタグ

この項では、次のトピックについて説明します。

	
HTMLタグについて


	
要素に割り当てられたHTMLタグの変更


	
要素の前後へのカスタム・タグの追加






2.8.1 HTMLタグについて

Dynamic Converterは、要素にHTMLタグを自動的に割り当てます。要素は、ソース・ドキュメント内のランク、スタイルおよびパターンを表し、コンテンツの外観をHTML形式で設定するために使用されます。希望に応じて、デフォルトの割当て内容を変更できます。ここでは、Dynamic Converterが使用する業界で定義された標準HTMLタグのいくつかを紹介します。


	HTMLタグ	「拡張」	説明
	アドレス・ブロック	<ADDRESS>	Webサイトの発行元の住所を他のコンテンツと分離して表示します。
	ブロック引用	<BLOCKQUOTE>	長い引用部分を他のコンテンツと分離して表示します。
	改行	<BR>	テキストの途中で強制的に改行します。
	定義	<DD>	用語リスト内の訳語の定義。
	区分	<DIV>	各種のコンテンツ単位(章、節、要約、付録など)を他のコンテンツと分離して表示します。
	用語	<DT>	定義項目の説明部分。
	見出し1～見出し6	<H1> ～ <H6>	第1レベルの見出しから第6レベルの見出し。
	リスト見出し	<LH>	リストの見出しを指定します。
	リスト項目	<LI>	任意のタイプのリストのメンバー項目を指定します。
	タグなし	
	コンテンツがどのタグにも割り当てられていない場合に使用します。
	注釈	<NOTE>	注意を喚起する文章を表示します(「注意」や「警告」など)。
	段落	<P>	テキストを改行して、空白行に挟まれたブロックを構成します。
	整形済	<PRE>	等幅フォントを使用してテキストを表示し、入力された空白文字をそのまま空白文字として表示します。










2.8.2 要素に割り当てられたHTMLタグの変更

要素には、要素の設定の要素のプロパティで変更できるいくつかのプロパティが含まれています。

1つのプロパティとして、要素に割り当てられたHTMLタグがあります。Dynamic Converterは、見出しスタイルが関連付けられた要素に見出しタグを割り当てて、他のすべての要素に段落タグを割り当てます。希望に応じて、これらの割当て内容を変更できます。

要素に割り当てられたHTMLタグを変更するには:

	
要素の設定アイコン(図2-46)をクリックしてから、「要素」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-46 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
割当て内容を変更する要素を右クリックして、ポップアップ・メニューから「プロパティ」を選択します。


	
HTMLタグをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
標準タグで、選択した要素にデフォルトで割り当てられているHTMLタグが「タグ」テキスト・ボックスに表示されます。別のタグをリストから選択するか、新しいタグをテキスト・ボックスに入力します。


	
「OK」をクリックします。




標準のHTMLタグを使用するかわりに、カスタム・タグを割り当てることもできます。「要素の前後へのカスタム・タグの追加」を参照してください。






2.8.3 要素の前後へのカスタム・タグの追加

要素には、要素の設定の要素のプロパティで変更できるいくつかのプロパティが含まれています。

1つのプロパティとして、要素に割り当てられたHTMLタグがあります。Dynamic Converterは、見出しスタイルが関連付けられた要素に見出しタグを割り当てて、他のすべての要素に段落タグを割り当てます。希望に応じて、これらの割当て内容を変更できます。その方法の1つは、カスタム・タグを使用することです。

要素の前後にカスタム・タグを追加するには:

	
要素の設定アイコン(図2-47)をクリックしてから、「要素」をクリックしてそのタブを開きます。


図2-47 要素の設定アイコン

[image: これは要素の設定アイコンです。]



	
変更する要素を選択して、「プロパティ」をクリックします。


	
HTMLタグをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
カスタム・タグを使用で、コンテンツの前にカスタム・タグを使用をクリックして、選択した要素の前に配置するHTMLタグをテキスト・ボックスに入力します。


	
コンテンツの後にカスタム・タグを使用をクリックして、選択した要素の後ろに配置するHTMLタグをテキスト・ボックスに入力します。


	
「OK」をクリックします。




特定の要素と関連付けられたコンテンツの各段落の前のキャリッジ・リターン(改行)を削除するには、カスタム・タグの前の外観に関する書式設定を削除チェック・ボックスを選択します。このオプションは、JavaScriptをコードに組み込む場合に特に役立つことがあります。











3 書式設定

この項では、次のトピックについて説明します。

	
書式設定について


	
カスケード・スタイルシート(CSS)


	
段落


	
文字


	
表


	
リスト


	
ソース・ドキュメント内のグラフィックの変換


	
HTMLコードまたはスクリプト・コードと要素の関連付け


	
テキスト・エフェクト


	
視覚支援






3.1 書式設定について

「書式設定」は、テンプレートを編集するために使用されるClassic HTML Conversion Editor内の4つのプロパティ・シートのうちの1つです。「書式設定」で設定した内容に基づいて、テンプレートと関連付けられた任意のソース・ドキュメントから作成されたWebページの外観と動作が決定されます。ほとんどの作業は、Webブラウザでのテキストの表示形式を指定するための「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログで行います。

「書式設定」に用意されている様々なオプションを使用すると、たとえば次のようなことを実行できます。

	
表やリストに起因する特別な問題に対処する。


	
グラフィカル表示を追加して、コンテンツを区切って、ドキュメント階層を強調する。


	
ソース・ドキュメント内のグラフィックに対する変換オプションを選択する。


	
HTMLコードを要素と関連付ける。




「書式設定」を開くには、Classic HTML Conversion Editorで「書式設定」アイコン(図3-1)をクリックします。


図3-1 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



Classic HTML Conversion Editorでは、4つのプロパティ・シートの間を移動して、これらを任意の順序で使用できます。変更を加えるたびに、その変更内容を「プレビュー」ウィンドウで確認できます。また、「プレビュー」ウィンドウのコンテンツにカーソルを合わせると、画面チップが表示されて各要素の名前が示されます。

「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログで使用できるオプションの種類は、グローバルでCSSが有効になっているかどうかによって異なります。「カスケード・スタイルシート(CSS)」を参照してください。






3.2 カスケード・スタイルシート(CSS)

Classic HTML Conversion Editorは、埋め込まれたインライン・スタイルを通じてカスケード・スタイルシート(CSS)を実装します。これらのインライン・スタイルは主に、「書式設定」の「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログで作成します。

	
CSSはテンプレート・ベースです。


	
一部のテンプレートでは、CSSがあらかじめ有効になっています(名前に「CSS」が含まれたテンプレート)。


	
CSSの影響を受ける設定は、「書式設定」の「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログにあります。これらには、表のオーバーライドダイアログ・ボックスの設定が含まれます。


	
「ナビゲーション」のテキスト・バーを作成するためのオプションも、CSSの影響を受けます。


	
一部のCSS設定については(特に「段落」タブ・ダイアログの「詳細」セクションの設定)、ブラウザの動作が一貫していません。必要に応じて、CSSによってWebページの外観をどのように向上可能であるのかを試行を通じて確認してください。




カスケード・スタイルシートを有効または無効にするには:

	
グローバルアイコン(図3-2)をクリックしてから、「オプション」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-2 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
CSS文字および段落の書式設定を許可チェック・ボックスを選択します。


	
「OK」をクリックします。




Dynamic Converterでスタイルシートを使用するには、ファイルを参照するか、完全なスタイルシートをHTMLコードとしてHTMLファイルに入力します。この作業は、グローバルの「HTML」タブ・ダイアログで実行できます。ただし、結果は想定どおりにならない可能性があります。

Dynamic Converterは、CSS1対応とCSS2対応のスタイルシートをインラインで生成します(CSS1とCSS2は両方ともW3C標準です。新しいバージョンである推奨のCSS2はCSS1をベースにして策定されています)。

CSSを使用すると、テキストの画面上の表示を向上させることができます。ただし、画面上の表示内容を印刷する際は、お使いのブラウザではCSSが正しく処理されない場合があります。






3.3 段落

この項では、次のトピックについて説明します。

	
段落へのパディングの追加


	
段落の詳細オプションの設定


	
段落の枠線の設定


	
CSSを使用した段落の書式設定


	
CSSを使用しない段落の書式設定


	
インデント、マージン、枠線およびパディング


	
先頭行のインデントの設定


	
段落のマージンの設定


	
行の高さの設定


	
段落の幅の設定






3.3.1 段落へのパディングの追加

CSSを有効にした状態で段落を書式設定するためのオプションとして、段落にパディングを追加できます。パディングは、通常は枠線を設定する際に追加され、枠線と実際のコンテンツの間の余白のことを指します。




	
注意:

これらのオプションの相互関係の詳細は、「インデント、マージン、枠線およびパディング」を参照してください。







段落にパディングを追加するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-3)をクリックしてから、「段落」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-3 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、パディングを設定する要素(複数可)を選択します。追加するパディングは、これらの要素と関連付けられたすべての段落に適用されます。


	
「詳細」で、「詳細」ボタンをクリックします。「注意」ダイアログ・ボックスが開いて、「詳細」セクションの各種機能のうちどれがサポートされるのかは、ブラウザによって異なる可能性があるというメッセージが表示されることがあります。「OK」をクリックします。


	
「枠線」をクリックして表示を切り替えます。「パディング」で「パディング」ボタンをクリックして、「パディング」ダイアログ・ボックスを開きます。この操作を実行する際に、「枠線」タブ・ダイアログでどのタブが選択されていてもかまいません。


	
「パディング」ダイアログ・ボックスで、パディングを設定する対象となる枠線のタブを選択します(「左」、「上」、「右」、「下」)。パディングを設定する対象となる枠線は、任意の1つ、任意の2つ、任意の3つ、または4つすべてのいずれでもかまいません。すべて設定ボタンをクリックすることで、任意の1つの枠線の設定をすべての枠線に適用することもできます。


	
「左」で、左のパディングを設定するをクリックします。最初のテキスト・ボックスに値を入力して、リストから単位(ポイント、インチ、センチメートル、またはピクセル)を選択します。これらの手順を繰り返して、「上」、「右」、または「下」のパディングを設定します。


	
「パディング」ダイアログの任意の設定を他のすべての設定に適用するには、該当するパネルですべて設定をクリックします。









3.3.2 段落の詳細オプションの設定

「書式設定」の「段落」タブ・ダイアログでは、位置合わせ、先頭行のインデント、間隔などの段落オプションを設定します(テキストの書式設定は「文字」タブ・ダイアログで行います)。使用できるオプションの種類は、CSSが有効になっているかどうかによって大幅に異なります。「カスケード・スタイルシート(CSS)」を参照してください。

CSSを有効にすると、いくつかの追加の設定が使用可能になります。「詳細」で、以下を設定できます。

	
行の高さ。「行の高さの設定」を参照してください。


	
背景色。「背景色の設定」を参照してください。


	
背景イメージ。「背景イメージの設定」を参照してください。


	
先頭行のインデント。「先頭行のインデントの設定」を参照してください。


	
枠線。「段落の枠線の設定」を参照してください。


	
段落の幅。「段落の幅の設定」を参照してください。









3.3.3 段落の枠線の設定

CSSを有効にした状態で段落を書式設定するためのオプションとして、段落の枠線を設定できます。枠線は、インデント、マージンおよびパディングとは異なります。後者の3つでは、画面の端とコンテンツの間に間隔を設けます。枠線の場合は、様々な形式、太さおよび色の罫線を追加できます。




	
注意:

これらのオプションの相互関係の詳細は、「インデント、マージン、枠線およびパディング」を参照してください。







枠線を設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-4)をクリックしてから、「段落」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-4 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、枠線を設定する要素(複数可)を選択します。設定するインデントは、これらの要素と関連付けられたすべての段落で使用されます。


	
「詳細」で、「詳細」ボタンをクリックします。「注意」ダイアログ・ボックスが開いて、「詳細」セクションの各種機能のうちどれがサポートされるのかは、ブラウザによって異なる可能性があるというメッセージが表示されることがあります。「OK」をクリックします。


	
「枠線」をクリックして表示を切り替えます。設定する枠線のタブ(「左」、「上」、「右」、「下」)を選択します。これらのうち任意のタブ(複数可)の枠線を設定できます。これらの設定をすべての辺に適用するボタンをクリックすることで、1つのタブの設定を他のすべてのタブに適用することもできます。


	
選択したタブについて、「サイズ」で、ソースから取得する、指定しない、または次の値に設定するを選択します。

ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。次の値に設定するオプションを使用すると、希望の枠線サイズを指定できます。


	
「サイズ」で次の値に設定するを選択した場合は、最初のテキスト・ボックスに値を入力して、2つ目のボックスから単位(ポイント、インチ、センチメートル、またはピクセル)を選択します。


	
「スタイル」で、ソースから取得する、指定しない、またはこのスタイルを使用を選択します。このスタイルを使用を選択した場合は、希望の枠線スタイルをリストから選択します。


	
「色」で、ソースから取得する、指定しない、またはこの色を使用を選択します。この色を使用を選択した場合は、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログ・ボックスを開いて、枠線の色を選択します。


	
パディングを追加するには、「パディング」ボタンをクリックします。「段落へのパディングの追加」を参照してください。









3.3.4 CSSを使用した段落の書式設定

Classic HTML Conversion Editorは、標準のHTMLタグまたはCSS(カスケード・スタイルシート)マークアップを使用した書式を生成するように構成できます。テンプレートに対してCSSを有効にすると、「書式設定」の「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログで使用できるオプションの種類が変化します。「カスケード・スタイルシート(CSS)」を参照してください。

「書式設定」の「段落」タブ・ダイアログでは、位置合わせ、インデント、間隔などの段落オプションを設定します(テキストの書式設定は「文字」タブ・ダイアログで行います)。これらのオプションは、CSSを無効にすると大幅に変化します。「CSSを使用しない段落の書式設定」を参照してください。

CSSを有効にした状態で段落を書式設定するには:

	
グローバルアイコン(図3-5)をクリックしてから、「オプション」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-5 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
CSS文字および段落の書式設定を許可チェック・ボックスを選択します。


	
「OK」をクリックして、Classic HTML Conversion Editorのメイン・ウィンドウに戻ります。


	
「書式設定」をクリックしてから、「段落」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
「要素」リストから、書式設定する要素(複数可)を選択します。

	
「位置合せ」で、3つのオプションのいずれかを選択します。この位置合わせを使用を選択した場合は、下矢印をクリックして、ボックスから「左揃え」、「中央揃え」、「右揃え」、または「両端の調整」を選択します。


	
「インデント」で、左側について3つのオプションのいずれかを選択します。右側についても、同様にいずれかのオプションを選択します。どちらについても、次の値に設定するを選択した場合は、希望の値を編集ボックスに入力するか、上下の矢印をクリックして値を設定します。2つ目のボックスで下矢印をクリックして、単位(ポイント、インチ、またはセンチメートル)を選択します(1インチ = 72ポイント)。


	
「間隔」で、各段落の前後に設ける追加の行間隔を設定します(注意: ブラウザによって段落の間隔が自動的に追加されることがあります)。


	
「特別」で、段落をグラフィックとして表示するをクリックすると、変換時に要素情報がグラフィック形式で保存されます。このオプションが役に立つ事例としては、ユーザーのマシンで表示できない可能性のある特殊なフォントを使用している場合が挙げられます。


	
「詳細」で、枠線やパディングなどの詳細オプションを設定するには、「詳細」ボタンをクリックしてそのダイアログ・ボックスを開きます。「段落の詳細オプションの設定」を参照してください。


	
ドキュメント内の表のコンテンツに他のコンテンツとは異なる書式設定を適用するには、表のオーバーライドで、表内ではオーバーライドするをクリックします。「表内の段落の書式設定」を参照してください。





	
「OK」をクリックしてテンプレートへの変更内容を保存します。




「プレビュー」ボックスを使用して、変更を加えるたびにWebページがどのように変化するのかを確認できます。また、「プレビュー」ウィンドウのコンテンツにカーソルを合わせると、ツール・チップが表示されて各要素の名前が示されます。






3.3.5 CSSを使用しない段落の書式設定

Classic HTML Conversion Editorは、標準のHTMLタグまたはCSS(カスケード・スタイルシート)マークアップを使用した書式を生成するように構成できます。テンプレートに対してCSSを有効にすると、「書式設定」の「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログで使用できるオプションの種類が変化します。「カスケード・スタイルシート(CSS)」を参照してください。

「書式設定」の「段落」タブ・ダイアログでは、位置合わせ、インデント、間隔などの段落オプションを設定しますこれらのオプションは、CSSを有効にすると大幅に変化します。「CSSを使用した段落の書式設定」を参照してください。

CSSを無効にした状態で段落を書式設定するには:

	
グローバルアイコン(図3-6)をクリックしてから、「オプション」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-6 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
CSS文字および段落の書式設定を許可チェック・ボックスを選択解除して、「OK」をクリックしてClassic HTML Conversion Editorダイアログ・ボックスに戻ります。


	
「書式設定」をクリックしてから、「段落」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
「要素」リストから、書式設定する要素(複数可)を選択します。

	
「位置合せ」で、3つのオプションのいずれかを選択します。この位置合わせを使用を選択した場合は、下矢印をクリックして「左揃え」、「中央揃え」、または「右揃え」をボックスから選択します。


	
「インデント」で、4つのオプションのいずれかを選択します。左側のみ次のインデント幅を設定するまたは両側に次のインデント幅を設定するを選択した場合は、希望の値を編集ボックスに入力するか、上下の矢印をクリックして希望のタブ・ストップの数を選択します。


	
「間隔」で、各段落の前後に設ける追加の行間隔を設定します(注意: ブラウザによって段落の間隔が自動的に追加されることがあります)。


	
「特別」で、段落をグラフィックとして表示するをクリックすると、変換時に要素情報がグラフィック形式で保存されます。このオプションが役に立つ事例としては、ユーザーのマシンで表示できない可能性のある特殊なフォントを使用している場合が挙げられます。


	
ドキュメント内の表のコンテンツに他のコンテンツとは異なる書式設定を適用するには、表のオーバーライドで、表内ではオーバーライドするをクリックします。詳細は、「表内の段落の書式設定」を参照してください。





	
「OK」をクリックしてテンプレートへの変更内容を保存します。




「プレビュー」ボックスを使用して、変更を加えるたびにWebページがどのように変化するのかを確認できます。また、「プレビュー」ウィンドウのコンテンツにカーソルを合わせると、画面チップが表示されて各要素の名前が示されます。

インデントは、CSSを無効にした状態で段落のレイアウトを調整できる唯一のオプションです。これに対して、CSSを有効にした状態では、マージン、枠線、パディングおよび段落の幅も設定できます。






3.3.6 インデント、マージン、枠線およびパディング

CSS(カスケード・スタイルシート)を有効にした状態でソース・ドキュメントを書式設定する際は、インデント、マージン、枠線およびパディングをテンプレートに対して非常に柔軟に設定できます。「カスケード・スタイルシート(CSS)」を参照してください。

次の図では、これらのフォーマット・オプションの相互関係を示しています。


図3-7 フォーマット・オプション間の相互関係

[image: この図では、フォーマット・オプションの相互関係を示しています。]



	
インデント: 左側または右側のみに設定できます。フレームの端とコンテンツの間に間隔を設けます(「書式設定」の「段落」タブ・ダイアログで設定します)。


	
マージン: 上下左右に設定できます。インデントと枠線の間に間隔を設けます(「書式設定」の「段落」タブ・ダイアログで「マージン」ボタンをクリックします)。


	
枠線: 上下左右に設定できます。マージンとパディングの間の区切り線を表す視覚効果です(「書式設定」の「段落」タブ・ダイアログで「詳細」ボタンをクリックします)。


	
パディング: 上下左右に設定できます。枠線とコンテンツの間の間隔を表します。要素に背景色や背景イメージを割り当てた場合は、その色やイメージは、その要素と関連付けられたコンテンツと、設定したパディングの両方に適用されます(「詳細」ダイアログ・ボックスの「枠線」タブ・ダイアログで「パディング」ボタンをクリックします)。




これらすべての設定は、デフォルトではゼロになっています。

任意の要素に先頭行のネガティブ・インデントを設定できます。その際に、インデント、マージン、枠線およびパディングの設定がゼロである場合は、その行の先頭部分がWebページ内に収まらず表示されなくなります(ただしフレームのプロパティダイアログ・ボックスで十分なマージンを設定している場合は除く)。






3.3.7 先頭行のインデントの設定

CSSを有効にした状態で段落を書式設定するためのオプションとして、各段落のテキストの先頭行のインデントを設定できます。先頭行に後続行とは異なるインデントを設定することで、多くの場合、段落間の区切りがわかりやすくなります。これは、通常のインデントでもネガティブ・インデントでもかまいません。ネガティブ・インデントを設定した場合は、実質的には、先頭行の後ろにぶら下がり段落が作成されます。

先頭行のインデントを設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-8)をクリックしてから、「段落」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-8 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、先頭行のインデントを設定する要素(複数可)を選択します。設定されたインデントは、これらの要素と関連付けられたすべての段落に適用されます。


	
「詳細」で、「詳細」ボタンをクリックします。「注意」ダイアログ・ボックスが開いて、「詳細」セクションの各種機能のうちどれがサポートされるのかは、ブラウザによって異なる可能性があるというメッセージが表示されることがあります。「OK」をクリックします。


	
「一般」タブ・ダイアログの先頭の行をインデントで、 ソースから取得する、インデントなし、または次の値に設定するを選択します。

ソースから取得するを選択した場合は、Classic HTML Conversion Editorはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。次の値に設定するオプションを使用すると、行のインデント幅を細かく調整できます。


	
次の値に設定するを選択した場合は、最初のテキスト・ボックスでインデントの単位を選択します。2つ目のボックスで、単位(ポイント、インチ、またはセンチメートル)を選択します。ぶら下げインデントを設定するには、負の値を指定します。


	
「OK」をクリックします。




負のインデント値を指定した場合は、インデント、マージン、枠線、またはパディングによって十分な余白を設けてください。そうしないと、段落の先頭行の一部が表示されない可能性があります。「インデント、マージン、枠線およびパディング」を参照してください。






3.3.8 段落のマージンの設定

CSSを有効にした状態で段落を書式設定するためのオプションとして、マージンを設定できます。マージンとは、画面の端からテキストまでの間隔のことです。




	
注意:

これらのオプションの相互関係の詳細は、「インデント、マージン、枠線およびパディング」を参照してください。







段落のマージンを設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-9)をクリックしてから、「段落」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-9 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、行の高さを設定するコンテンツと関連付けられた要素(複数可)を選択します。


	
「マージン」で、「マージン」ボタンをクリックしてそのダイアログ・ボックスを開きます。


	
必要に応じて、「左」、「上」、「右」および「下」のマージンを設定します。それぞれのマージンについて、ソースから取得する、指定しない、または次の値に設定するを選択します。

ソースから取得するを選択した場合は、Classic HTML Conversion Editorはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。


	
次の値に設定するを選択した場合は、最初のテキスト・ボックスに値を入力して(または上下の矢印をクリックして値を設定します)、2つ目のリスト・ボックスから、単位(ポイント、インチ、センチメートル、またはピクセル)を選択します。

注意: 「左」、「上」、「右」および「下」に同じマージンを適用するには、4つのうちどれか1つのパネルで設定を行ってから、すべて設定をクリックします。


	
「OK」をクリックして、「段落」タブ・ダイアログに戻ります。




マージンを設定した後に、結果をよく確認してください。上下のマージンは、すべてのブラウザで同じように処理されるわけではありません。

上や下のマージンを適用した場合は、書式設定した要素と関連付けられているすべての段落間の間隔が広がります。






3.3.9 行の高さの設定

CSSを有効にした状態で段落を書式設定するためのオプションとして、行の高さを設定できます。行の高さは、1つのテキスト行が占有する高さであり、その行のベースラインから上または下の行のベースラインまでの距離に相当します。

行の高さを設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-10)をクリックしてから、「段落」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-10 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、行の高さを設定するコンテンツと関連付けられた要素(複数可)を選択します。


	
「詳細」で、「詳細」ボタンをクリックします。「注意」ダイアログ・ボックスが開いて、「詳細」セクションの各種機能のうちどれがサポートされるのかは、ブラウザによって異なる可能性があるというメッセージが表示されます。「OK」をクリックします。


	
「一般」タブ・ダイアログの「行の高さ」で、ソースから取得する、指定しない、または次の値に設定するを選択します。

ソースから取得するを選択した場合は、Classic HTML Conversion Editorはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。次の値に設定するオプションを使用すると、行の高さを細かく調整できます。


	
次の値に設定するを選択した場合は、値を入力して、単位(ポイント、インチ、センチメートル、またはピクセル)を選択します。設定した行の高さは、編集対象の要素と関連付けられた段落内のすべての行に適用されます。


	
「OK」をクリックして、「段落」タブ・ダイアログに戻ります。




行の高さは、フォント・サイズとの組合せを考慮して設定する必要があります。たとえば、お使いのフォント・サイズが20ポイントの場合に、行の高さを12ポイントに設定すると、当然ながら、テキスト行が重なり合います。






3.3.10 段落の幅の設定

CSSを有効にした状態で段落を書式設定するためのオプションとして、段落の幅を設定できます。

段落の幅を設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-11)をクリックしてから、「段落」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-11 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、段落の幅を設定する要素(複数可)を選択します。設定した幅は、これらの要素と関連付けられたすべての段落に適用されます。


	
「詳細」で、「詳細」ボタンをクリックします。「注意」ダイアログ・ボックスが開いて、「詳細」セクションの各種機能のうちどれがサポートされるのかは、ブラウザによって異なる可能性があるというメッセージが表示されることがあります。「OK」をクリックします。


	
「詳細設定」ダイアログ・ボックスで、「幅」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
コンテンツの幅で、指定しないまたは次の値に設定するを選択します。

指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用される可能性があります。次の値に設定するオプションを使用すると、段落の幅を細かく調整できます。


	
次の値に設定するを選択した場合は、最初のテキスト・ボックスで幅の値を選択します。2つ目のボックスでは、単位(ポイント、インチ、センチメートル、ピクセル、またはパーセント)を選択します。「OK」をクリックして「書式設定」に戻ります。


	
「OK」をクリックします。




Webページでテキストがどのように表示されるのかは、他の機能の使用状況によっても左右されます。「インデント、マージン、枠線およびパディング」を参照してください。

段落の幅が画面にどのように表示されるのかや、このCSS設定を使用してページがどのように印刷されるのかは、ブラウザによって大きく異なる可能性があります。








3.4 文字

この項では、次のトピックについて説明します。

	
CSSを使用した文字の書式設定


	
CSSを使用しない文字の書式設定






3.4.1 CSSを使用した文字の書式設定

Classic HTML Conversion Editorは、標準のHTMLタグまたはCSS(カスケード・スタイルシート)マークアップを使用した書式を生成するように構成できます。テンプレートに対してCSSを有効にすると、「書式設定」の「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログで使用できるオプションが変化します。「カスケード・スタイルシート(CSS)」を参照してください。

「書式設定」の「文字」タブ・ダイアログでは、Webページのテキストを文字レベルで書式設定します。CSS機能を無効にすると、「フォント・サイズ」で使用できるオプションが変化します。「CSSを使用しない文字の書式設定」を参照してください。

CSSを有効にした状態で文字を書式設定するには:

	
グローバルアイコン(図3-12)をクリックしてから、「オプション」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-12 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
CSS文字および段落の書式設定を許可チェック・ボックスを選択して、「OK」をクリックします。


	
「書式設定」で、「文字」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
「要素」リストから、書式設定する要素(複数可)を選択します。


	
「フォント名」、「フォント色」および「フォント・サイズ」で、希望のオプションのラジオ・ボタンを選択します。

ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。


	
このフォントを使用を選択した場合は、該当するボックスの下矢印をクリックして、希望のフォントを選択します。


	
このサイズを使用を選択した場合は、ボックスからいくつかのオプションを選択できます。拡大と縮小、およびxx-小からxx-大までの一連の7つのサイズに加えて(CSSを無効にした場合に使用できる1から7の番号付きサイズと類似)、「カスタム」オプションが新たに含まれています。

「カスタム」を選択すると、4つの単位(ポイント、インチ、センチメートル、またはパーセント)のいずれかを使用して、Webページ内のテキストのサイズを細かく調整できます。フォント・サイズの値を入力して、単位を選択します。

1インチ = 72ポイントです。「パーセント」とは、親要素のフォント・サイズのパーセンテージを意味します(たとえば、<P>タグのデフォルト・フォント・サイズは「中」です)。


	
この色を使用を選択した場合は、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログ・ボックスを開いて、色を選択します。


	
ソース・ドキュメント内で使用されているエフェクトの一部を変更するには、テキスト・エフェクトで、エフェクトをクリックします。「テキスト・エフェクトについて」を参照してください。


	
ドキュメント内の表のコンテンツに他のコンテンツとは異なる書式設定を適用するには、表のオーバーライドで、表内ではオーバーライドするをクリックします。「表内の文字の書式設定」を参照してください。


	
「OK」をクリックしてテンプレートへの変更内容を保存します。




表のコンテンツとソース・ドキュメント内の他のコンテンツの両方に同じスタイルが使用されている場合は、表のオーバーライドを使用することをお勧めします。

Webページに表示される実際のフォント、フォント・サイズおよびフォント色は、使用されるWebブラウザの種類や、ユーザーのマシン上のオプションに依存します。

表のコンテンツを書式設定するには、「書式設定」の「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログのオプションを使用します。表の外観を書式設定するには、「表」タブ・ダイアログのオプションを使用します。






3.4.2 CSSを使用しない文字の書式設定

Classic HTML Conversion Editorは、標準のHTMLタグまたはCSS(カスケード・スタイルシート)マークアップを使用した書式を生成するように構成できます。テンプレートに対してCSSを有効にすると、「書式設定」の「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログで使用できるオプションが変化します。「カスケード・スタイルシート(CSS)」を参照してください。

「書式設定」の「文字」タブ・ダイアログでは、Webページのテキストを文字レベルで書式設定します。CSS機能を有効にすると、「フォント・サイズ」で使用できるオプションが変化します。「CSSを使用した文字の書式設定」を参照してください。

CSSを無効にした状態で文字を書式設定するには:

	
グローバルアイコン(図3-13)をクリックしてから、「オプション」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-13 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
CSS文字および段落の書式設定を許可を選択解除します。


	
「書式設定」で、「文字」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
「要素」リストから、書式設定する要素(複数可)を選択します。


	
「フォント名」、「フォント色」および「フォント・サイズ」で、希望のオプションのラジオ・ボタンを選択します。

ソースから取得するを選択した場合は、Classic HTML Conversion Editorはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。


	
このフォントを使用またはこのサイズを使用を選択した場合は、該当するボックスの下矢印をクリックして、希望のフォントやサイズを選択します。


	
この色を使用を選択した場合は、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログ・ボックスを開いて、色を選択します。


	
ソース・ドキュメント内で使用されているエフェクトの一部を変更するには、テキスト・エフェクトで、エフェクトをクリックします。「テキスト・エフェクトについて」を参照してください。


	
ドキュメント内の表のコンテンツに他のコンテンツとは異なる書式設定を適用するには、表のオーバーライドで、表内ではオーバーライドするをクリックします。「表内の文字の書式設定」を参照してください。


	
「OK」をクリックしてテンプレートへの変更内容を保存します。




表のコンテンツとソース・ドキュメント内の他のコンテンツの両方に同じスタイルが使用されている場合は、表のオーバーライドを使用することをお勧めします。

Webページに表示される実際のフォント、フォント・サイズおよびフォント色は、使用されるWebブラウザの種類や、ユーザーのマシン上のオプションに依存します。

表のコンテンツを書式設定するには、「書式設定」の「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログのオプションを使用します。表の外観を書式設定するには、「表」タブ・ダイアログのオプションを使用します。








3.5 表

この項では、次のトピックについて説明します。

	
表内の文字の書式設定


	
表の外観の書式設定


	
表内の色の設定


	
表内の段落の書式設定


	
表の外観を書式設定するためのスタイルの設定


	
表の枠線とサイズの設定


	
表の位置合わせの設定


	
表内の見出しの書式設定


	
キャプションからの代替テキストの作成






3.5.1 表内の文字の書式設定

テンプレート内の要素の文字を書式設定すると、その書式設定指示は、表内のテキストを含めてWebページ全体にわたって適用されます。

理想的には、表のコンテンツに固有のスタイルを使用することをお薦めします。ただし、ソース・ドキュメントの残り部分と同じスタイルを使用した場合でも、表のオーバーライドを使用することで、表内のテキストに異なる書式設定を適用できます。

表内の文字を書式設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-14)をクリックしてから、「文字」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-14 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
表を対象にして書式設定する要素(複数可)を選択します。


	
表のオーバーライドで、表内ではオーバーライドするをクリックして、「文字」をクリックします。


	
表のオーバーライドのための「文字」ダイアログ・ボックスで、使用するフォント名、フォント色およびフォント・サイズを選択します。「CSSを使用しない文字の書式設定」を参照してください。


	
テキスト・エフェクトを変更するには、エフェクトをクリックして、そのダイアログ・ボックスで適切なオプションを設定します。「テキスト・エフェクトの変更」を参照してください。


	
「OK」をクリックして、テンプレートに加えた変更内容を保存して、「文字」タブ・ダイアログに戻ります。




表のコンテンツを書式設定するには、「書式設定」の「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログのオプションを使用します。表の外観を書式設定するには、「表」タブ・ダイアログのオプションを使用します。






3.5.2 表の外観の書式設定

表のコンテンツと外観の両方を書式設定できます。表のコンテンツの書式設定は、必要に応じて表のオーバーライド要素を使用して、「書式設定」の「段落」タブ・ダイアログで行います。「表内の文字の書式設定」と「表内の段落の書式設定」を参照してください。表の外観の書式設定は、「表」タブ・ダイアログで行います。

表の外観を書式設定するには、ソース・ドキュメント内でその表の直前に位置するスタイルと関連付けられた要素を選択する必要があります。Classic HTML Conversion Editorの表書式設定機能を最大限に活用する方法の詳細は、「表の外観を書式設定するためのスタイルの設定」を参照してください。

表の外観を書式設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-15)をクリックしてから、「表」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-15 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、ソース・ドキュメント内で目的の表の直前に位置する要素を選択します。


	
「外観」で、次のいずれかの操作を実行します。

	
表の外観を書式設定するには、枠線とサイズ設定、「位置合せ」、または「色」をクリックします(3つのボタンのどれをクリックしても同じプロパティ・シートが開きますが、初期状態で開かれるタブ・ダイアログが異なります)。


	
出力にどの表も含まれないようにするには、すべての表マークアップ・タグを出力HTMLから除外するを選択します。このオプションを選択すると、その要素の出力は表内に表示されなくなるため、その要素のプレビュー・ウィンドウはブランクになります。





	
枠線を持たない2つの列で構成される表を見出しと段落に変換するには、「特別」で、表示される枠線を持たない2列形式の表を見出しと段落に変換して、このタグを見出し部分に使用するを選択してから、見出しを選択します。


	
表の出力HTMLに改行なしスペースを配置するには、空のセルで、デフォルト設定である改行なしスペースをそのまま使用します。HTMLでは、適切な書式を保持するためには、ブランク・セル内に改行なしスペースが必要です。空のセルを残すかわりにテキストを追加するには、ブランクのテキスト・ボックスを選択して、表示するテキストを入力します(「意図的に空白のままにしています」など)。


	
Webページ上で表の1行目または1列目を見出しとして扱うには、「ヘッダー」で、行ヘッダーの使用または列ヘッダーの使用を選択します(詳細は、「表内の見出しの書式設定」を参照してください)。


	
表の書式設定を希望どおりに行います。









3.5.3 表内の色の設定

表の外観を書式設定するためのオプションとして、表の4つの個別要素(表の枠線、セル、枠線、表の背景およびセルの背景)の色を設定できます。

表内の色を設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-16)をクリックします。


図3-16 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、ソース・ドキュメント内で目的の表の直前に位置する要素を選択します。


	
「表」をクリックして開いてから、「色」をクリックします。


	
表の枠線で、いずれかのラジオ・ボタンをクリックします。


	
この色を使用を選択した場合は、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログ・ボックスを開いて、使用する色を選択します。「OK」をクリックして、「表」の「色」タブ・ダイアログに戻ります。


	
手順4と5を繰り返して、表の背景の色と、セルの枠線と背景の色を設定します。


	
「OK」をクリックします。




「プレビュー」ボックスには、変更内容が反映されます。






3.5.4 表内の段落の書式設定

「書式設定」の「段落」タブ・ダイアログでは、位置合わせ、インデント、間隔などの段落オプションを設定します選択した各要素について、それらの書式設定指示は、表内の段落を含めてWebページ全体にわたって適用されます。

理想的には、表のコンテンツに固有のスタイルを使用することをお薦めします。ただし、表のコンテンツにソース・ドキュメントの残り部分と同じスタイルを使用する場合でも、表のオーバーライドを使用することで、表内の段落に他のコンテンツとは異なる書式設定を適用できます。

表内の段落を書式設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-17)をクリックしてから、「段落」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-17 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、表を対象にして書式設定する要素(複数可)を選択します。


	
表のオーバーライドで、表内ではオーバーライドするをクリックして、「段落」をクリックします。


	
表のオーバーライドの「段落」ダイアログ・ボックスで、使用する位置合わせ、インデントおよび間隔を選択します。「CSSを使用しない段落の書式設定」を参照してください。


	
「OK」をクリックして変更内容を保存し、「段落」タブ・ダイアログに戻ります。




表のコンテンツを書式設定するには、「書式設定」の「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログのオプションを使用します。表の外観を書式設定するには、「表」タブ・ダイアログのオプションを使用します。






3.5.5 表の外観を書式設定するためのスタイルの設定

「書式設定」の「表」タブ・ダイアログを使用して表の外観を書式設定するには、その表の直前に位置する要素を選択する必要があります。こうすることで得られる利点として、すべての表のコンテンツに固有のスタイルを使用する一方で、表の外観に異なる書式設定を適用するという選択肢を確保できます。

すべての表を同じように書式設定する予定の場合は、ソース・ドキュメント内でそれらの表の前に位置するスタイルを特定する必要があります。次に、「書式設定」の「表」タブ・ダイアログを使用する準備ができたら、それらのスタイルに基づいたすべての要素を選択するだけです。Classic HTML Conversion Editorを使用すると、複数の要素を同時に書式設定できるため、時間を節約できます。

その一方で、一部の表に異なる書式設定を適用する予定の場合は、ソース・ドキュメントのわずかな編集が必要になることがあります。ただし、その結果として、Webページでの表の表示形式をより細かく制御できるようになります。

表を書式設定するためのスタイルを設定するには:

	
ソース・ドキュメント内で、たとえば「表1」、「表2」のように連番の名前を付けた特殊な一連のスタイルを作成します。これらのスタイルはすべて、同じ属性を持つことができ、「標準」をベースにできます(これらのスタイルをこの目的のみに使用する場合はこれらのスタイルの属性は何であってもかまいません)。


	
これらのスタイルをドキュメント内の表に割り当てます。たとえば、「表1」のスタイルを適用する対象としては、青色の枠線と黄色のセル背景が使用された左揃えの表が考えられます。同様に、「表2」のスタイルを適用する対象としては、セル同士を分離するために追加のパディングを設定した中央揃えの表が考えられます。つまり、ソース・ドキュメント内の各表の前に、適切なスタイルを配置します。入力するのは、1つの空の段落だけであることに留意してください。このため、フォント・サイズを2または3ポイントに設定することで、その段落が占有するスペースを最小限に抑えることができます。


	
次に、ソース・ドキュメント内にそれらのスタイルの新しい要素を作成します。「書式設定」の「表」タブ・ダイアログで表の外観を書式設定する際は、「表1」や「表2」などの適切な要素を選択してください。









3.5.6 表の枠線とサイズの設定

表の外観を書式設定するためのオプションとして、表の枠線とサイズを設定できます。枠線の書式設定は、枠線の幅を設定してから、セルの間隔とセルのパディングを調整するという3段階のプロセスです。表サイズの設定とは、表自体の幅を設定することを指します。

表の枠線とサイズを設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-18)をクリックします。


図3-18 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、ソース・ドキュメント内で目的の表の直前に位置する要素を選択します。


	
「表」をクリックして開いてから、枠線とサイズ設定をクリックします。


	
表の幅で、適切なラジオ・ボタンをクリックして、Webページ内の表の幅を設定します。「ピクセル」または「パーセンテージ」チェック・ボックスを選択した場合は、横にある該当ボックスに値を入力する必要があります。上下の矢印をクリックして値をリセットできます。


	
セル幅で、ソースから取得するまたは指定しないをクリックします。


	
枠線の太さで、いずれかのラジオ・ボタンを選択します。この太さを使用を選択した場合は、上下の矢印をクリックしてボックス内で値を設定します。


	
セルの間隔を設定するチェック・ボックスを選択して、横にあるボックスに値を入力します。


	
セルのパディングを設定するチェック・ボックスを選択して、横にあるボックスに値を入力します。




「プレビュー」ボックスには、変更内容が反映されます。






3.5.7 表の位置合わせの設定

表の外観を書式設定するためのオプションとして、表の位置合わせを設定できます。そのためには、Webページ上の表の水平位置を設定して、セル・コンテンツの垂直位置を調整します。

表の位置合わせを設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-19)をクリックします。


図3-19 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、ソース・ドキュメント内で目的の表の直前に位置する要素を選択します。


	
「表」をクリックして開いて、「位置合せ」をクリックします。


	
表の水平位置で、いずれかのラジオ・ボタンをクリックします。


	
この位置合わせを使用チェック・ボックスを選択した場合は、「左揃え」、「右揃え」、または「中央揃え」をリストから選択します。


	
セルのコンテンツで、表のセル内のコンテンツを垂直方向にどのように位置合わせするのかに応じて、4つのラジオ・ボタンのいずれかを選択します。


	
「OK」をクリックします。




「プレビュー」ボックスには、変更内容が反映されます。






3.5.8 表内の見出しの書式設定

表の外観を書式設定する際は(「表の外観の書式設定」を参照)、それらの表の1行目または1列目をWeb出力において見出しとして扱うことを選択できます。このように選択するのが望ましいケースとしては、ソース・ドキュメント内の表に別個のスタイル(およびその結果として要素)が関連付けられていない場合が挙げられます。

このフォーマット・オプションを使用することで、その見出しと関連付けられたコンテンツは、出力内の<TH>タグと関連付けられるようになります(<TD>タグではなく)。お使いのブラウザでは、このコンテンツを区別しやすくするために、このコンテンツが他のコンテンツとは異なる形で扱われます。

<TH>タグを使用することで、HTMLスクリーン・リーダーを使用してWebサイトにアクセスしてコンテンツを参照している身体の不自由なユーザーにとって、表のコンテンツがわかりやすくなります。

表内の見出しを書式設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-20)をクリックします。


図3-20 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
書式設定する表の直前にある要素を選択して、「表」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
ヘッダーで、行ヘッダーの使用や列ヘッダーの使用を選択します。選択したテンプレートと関連付けられたすべての表が同じ構造になっており、各表の1列目と1行目の両方を見出しとして扱うことが適切である場合は、両方のオプションを使用できます。


	
「OK」をクリックして変更内容を保存し、メイン・ウィンドウに戻ります。




Classic HTML Conversion Editorダイアログ・ボックスでそのドキュメントを表示すると、表の行見出しや表の列見出しは、お使いのブラウザによる<TH>タグの解釈方法に応じて異なる形で書式設定されています。たとえば、Internet Explorer 5.5では、これらの見出しは太字で表示されて、各セル内で中央揃えになります。






3.5.9 キャプションからの代替テキストの作成

Classic HTML Conversion Editorでは、ソース・ドキュメント内のグラフィックに代替テキストを関連付けるための3つの方法が用意されています(「ソース内のグラフィックと代替テキストの関連付け」を参照)。それらの方法の1つは、「キャプション・テキスト」を使用することです。

「キャプション・テキスト」とは、ソース・ドキュメント内のグラフィックの直前または直後に配置されているテキストのことです。どちらの位置にあるテキストも、出力Webページで代替テキストとして使用できます。キャプション・テキストは、ユーザーがそのグラフィックにマウス・カーソルを合わせると画面上に表示されます。そのグラフィックがWebページに表示されてない場合は、キャプション・テキストがグラフィックのかわりに表示されます。

キャプションから代替テキストを作成するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-21)をクリックしてから、グラフィックをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-21 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
キャプションで、キャプションの使用をクリックしてから、「キャプション」ボタンをクリックしてキャプションダイアログ・ボックスを開きます。


	
キャプションのソースで、グラフィックの前またはグラフィックの後をクリックします。


	
「OK」をクリックします。




これで、選択したテンプレートと関連付けられた各グラフィックの直前または直後にあるテキストが、Web出力ページで代替テキストとして使用されるようになります。

実際のキャプションのテキストをこの方法で使用するには、それらのキャプションは、グラフィックの直後に配置されている必要があります(図番号などの直後ではなく)。

キャプション・テキストを代替テキストとして使用するには、グラフィックタブ・ダイアログで可能な場合にソース・ドキュメントからの代替テキストを使用チェック・ボックスを選択してはいけません。このチェック・ボックスを選択した場合は、そのテキストがかわりに使用されます。








3.6 リスト

この項では、次のトピックについて説明します。

	
<LI>タグをカスタム・タグとして適用


	
リストの行頭文字の選択


	
箇条書きリストの書式設定


	
リストの書式設定


	
番号付きリストの書式設定


	
非リスト項目の削除






3.6.1 <LI>タグをカスタム・タグとして適用

箇条書きリストを扱う際は、<LI>タグをカスタム・タグとして適用することで、そのリストをWebページで左揃えで表示できます。

リストを初めて変換すると、Classic HTML Conversion Editorは、そのリストのコンテンツと関連付けられた要素に<P>タグを適用し、その結果として、そのリストはソース・ドキュメント内で表示されているとおりにWebページで表示されるようになります。書式設定をより細かく制御するには、「書式設定」の「リスト」タブ・ダイアログで箇条書きリストを選択して、最初の空白またはタブまでの入力を削除するチェック・ボックスを選択して、リスト項目の行頭文字を選択します。「箇条書きリストの書式設定」を参照してください。

これらの変更に伴って、Dynamic Converterは<P>タグを<LI>タグに置換します。その箇条書きリストは、以前の行頭文字が削除されてその位置に新しい行頭文字が配置された状態で、Webページに正しく表示されます。ただし、このリストはインデントされています。その理由は、Dynamic Converterは<LI>タグを各リスト項目に適用する際に、リスト自体にも<UL>タグを適用しますが、<UL>タグによって強制的にインデントが行われるからです。

リストがWebページで左揃えで表示されることを希望する場合は、<LI>タグをカスタム・タグとして適用することで、<UL>タグの使用を回避できます。

<LI>タグをカスタム・タグとして適用するには:

	
「書式設定」で、リスト項目と関連付けられた要素を選択して、「リスト」タブ・ダイアログを開きます。


	
「タイプ」で、リスト以外を選択します。最初の空白またはタブまでの入力を削除するチェック・ボックスを選択します。


	
要素が選択されたままの状態で、右クリックしてポップアップ・メニューから「プロパティ」を選択します。


	
「プロパティ」ダイアログ・ボックスで、HTMLタグをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
カスタム・タグを使用をクリックします。コンテンツの前で使用するタグとして<LI>を入力して、コンテンツの後ろで使用するタグとして</LI>を入力します。


	
「OK」をクリックしてから、もう一度「OK」をクリックします。




ソース・ドキュメントを変換すると、Classic HTML Conversion Editorは、この箇条書きリストが左揃えで表示されるWebページを作成します。ソースを表示すると、<LI>タグが各リスト項目に適用されている一方で、<UL>タグはまったく使用されていないことがわかります。

なお、このリストをリスト以外(手順2)として指定した結果として、カスタム行頭文字を使用できなくなります。






3.6.2 リストの行頭文字の選択

箇条書きリストを書式設定する際は、そのリストの行頭文字のタイプを選択できます。

行頭文字を選択するには:

	
「書式設定」の「リスト」タブ・ダイアログで、行頭文字をクリックします。


	
次のいずれかの操作を行います。

	
行頭文字のタイプで、標準の行頭文字を使用チェック・ボックスを選択して、リストから行頭文字のタイプを選択します。


	
カスタム行頭文字を使用チェック・ボックスを選択して、「ファイル名」テキスト・ボックスに、使用する行頭文字のファイルの名前を入力します。または、ギャラリをクリックして、ギャラリから行頭文字を選択します。





	
代替テキストボックスに、その行頭文字が表示されない場合に画面に表示するテキストを入力します。


	
「OK」をクリックします。




テンプレート用にデフォルトのグラフィック・セットを使用している場合に、カスタム行頭文字を使用チェック・ボックスを選択した場合は、そのグラフィックのパスと名前が「ファイル名」テキスト・ボックスに直接表示されます。「リスト」タブ・ダイアログに戻ると、そのセット内の行頭文字が、行頭文字パネルと「プレビュー」ボックスに表示されます。

代替テキストが表示されるのは、ユーザーのブラウザがテキスト専用の場合、ユーザーがブラウザのグラフィック機能を無効にしている場合、または目の不自由なユーザーがHTMLスクリーン・リーダーを使用してWebページを参照している場合です。

代替テキストを追加しなかった場合、デフォルトのテキストは使用されません。






3.6.3 箇条書きリストの書式設定

リストは、番号付きまたは箇条書き形式の一連の関連する項目で構成される特殊なタイプのコンテンツです。リストは、Webページで適切に表示されるためには、Dynamic Converterで特別な方法で扱われる必要があります。

最適な表示結果を得るためには、リストのコンテンツに対して固有の要素を使用する必要があります。これらの要素に<LI>リスト・タグを割り当てる必要もあります。次の手順では、これら2つの条件が満たされていることを前提としています。これらが満たされていない場合は、「リストの書式設定」の注意事項を参照してください。

箇条書きリストを書式設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-22)をクリックしてから、「リスト」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-22 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
書式設定する要素を選択します。


	
「タイプ」で、箇条書きリストを選択します。


	
行頭文字で、指定しないまたはこの行頭文字を使用を選択します。後者を選択した場合は、行頭文字をクリックしてそのダイアログ・ボックスを開きます。(詳細は「リストの行頭文字の選択」を参照してください)。


	
ソース・ドキュメント内の元の行頭文字を削除するには、最初の空白またはタブまでの入力を削除するチェック・ボックスを選択します。


	
Webブラウザでは、ソース・ドキュメント内で使用されている行頭文字が適切に表示されないことがあります。元の行頭文字を削除して、新しい行頭文字を追加するには、このオプションを選択します。


	
「OK」をクリックします。




箇条書きリストを選択すると、Dynamic Converterは、<LI>タグを各リスト項目に適用するだけでなく、リスト自体にも<UL>タグを適用します。その結果として、リストはWebページ上でインデントされた状態で表示されます。希望に応じて、<LI>タグをカスタム・タグとして適用することで、<UL>タグの使用を回避して、リストを左揃えで表示することもできます。「<LI>タグをカスタム・タグとして適用」を参照してください。






3.6.4 リストの書式設定

リストは、番号付きまたは箇条書き形式の一連の関連する項目で構成される特殊なタイプのコンテンツです。リストがWebページで適切に表示されるためには、特別な書式設定指示をテンプレートに適用することが必要な場合があります。

次のような問題があります。

	
リストでは、番号や行頭文字とコンテンツの間隔を空けるためにタブ文字が使用されることがよくありますが、Webブラウザではタブ文字は認識されません。このため、番号や行頭文字とコンテンツの間隔がなくなります。


	
ソース・ドキュメント内の黒丸型の行頭文字は、変換後にほとんど見えなくなることがあります。


	
番号付きリストの最初の項目の番号が1ではなくなることがあります。


	
Webブラウザでは、リストの番号や行頭文字が「重複化」されることがよくあり、そのような場合は、Dynamic Converterを通じてソース・ドキュメント内の番号や行頭文字を削除する必要があります。


	
ワード・プロセッサ・ソフトウェアの自動番号付け機能や自動行頭文字付加機能も問題の原因となる可能性があります。




Dynamic Converterは、ソース・ドキュメント内のリストに<LI>リスト・タグを適用しません。その結果として、ソース・ドキュメント内のすべてのリストは、変換時に「無視」される可能性があります。タブ文字は失われる可能性があり、行頭文字は縮小される可能性がありますが、それ以外の点については、リストのコンテンツはWebページで問題なく表示されます。

リストの書式設定で最適な結果を得るためには、<LI>リスト・タグをリストのコンテンツに割り当てる必要があります。そのためには、ソース・ドキュメント内のリストに固有のスタイルを関連付ける必要があり、このことが強く推奨されます。この操作を実行していない場合は、ソース・ドキュメント内で新しいスタイルを作成するか、リストのコンテンツを検索するための文字パターンを作成できます。ドキュメントにスタイルが適用されている場合でも、パターンを使用できます(ただし、そのパターンが固有の要素にマップされていることが条件)。

詳細は、次を参照してください:

	
番号付きリストの書式設定


	
箇条書きリストの書式設定


	
要素に割り当てられたHTMLタグの変更









3.6.5 番号付きリストの書式設定

リストは、番号付きまたは箇条書き形式の一連の関連する項目で構成される特殊なタイプのコンテンツです。リストがWebページで適切に表示されるためには、特別な書式設定指示をテンプレートに適用することが必要な場合があります。

最適な表示結果を得るためには、リストのコンテンツに対して固有の要素を使用する必要があります。これらの要素に<LI>リスト・タグを割り当てる必要もあります。次の手順では、これら2つの条件が満たされていることを前提としています。これらが満たされていない場合は、「リストの書式設定」の注意事項を参照してください。

番号付きリストを書式設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-23)をクリックしてから、「リスト」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-23 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
リストのコンテンツと関連付けられた要素を選択します。


	
「タイプ」で、番号付きリストを選択します。


	
番号付けタイプで、指定しないまたはこのタイプを使用を選択します。後者を選択した場合は、使用する番号付けのタイプを番号付けタイプリストから選択します。

ソース・データから番号を削除するには、最初の空白またはタブまでの入力を削除するチェック・ボックスを選択します。

Webブラウザでは通常、番号付きリストにさらに番号が追加されます。Webページ上でリストの番号が「二重表示」されることを防ぐには、このオプションを選択します。


	
「OK」をクリックします。









3.6.6 非リスト項目の削除

Dynamic Converterを使用すると、特定の要素と関連付けられた各段落の最初の文字または単語の後ろの最初の空白までの内容を削除できます。

このオプションを使用する目的は通常、ブラウザによって箇条書きリストに自動的に追加される行頭文字を削除して、独自のカスタム行頭文字を追加できるようにすることです。ただし、元のソース・ドキュメント内の特殊な段落番号付け方式などの他のコンテンツを削除することもお薦めします。

非リスト項目を削除するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-24)をクリックします。


図3-24 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストで、この方法で削除するコンテンツと関連付けられた要素を選択します。


	
「リスト」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


	
「タイプ」で、リスト以外を選択します。


	
最初の空白またはタブまでの入力を削除するチェック・ボックスを選択します。


	
「OK」をクリックします。




変換すると、この要素と関連付けられたコンテンツは、各段落の最初の空白文字やタブ文字の前にあるコンテンツから削除されます。








3.7 ソース・ドキュメント内のグラフィックの変換

ソース・ドキュメントに埋め込みグラフィックが含まれている場合は、それらのグラフィックがどのように変換されてWebページに表示されるのかを制御できます。これらのグラフィックは、グラフィックタブ・ダイアログの設定に従って変換されます。

一部のソース・ドキュメントには、埋め込みOLEオブジェクトが含まれています。埋め込みOLEオブジェクトには通常、Windowsメタファイル形式のグラフィック・「スナップショット」が付随しています。WindowsとUNIXの両方で、Dynamic Converterはこのメタファイル・スナップショットを使用してOLEオブジェクトを変換できます。このメタファイルを使用できない場合は、Dynamic ConverterはOLEテクノロジに戻って変換を行います。その場合の変換は、Windows上では成功しますが、UNIX上では失敗します。

ソース・ドキュメント内のグラフィックを変換するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-25)をクリックしてから、グラフィックをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-25 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」ボックスから、ソース・ドキュメント内のグラフィックと関連付けられた要素(複数可)を選択します。


	
「書式」で、グラフィックの変換後の書式として、GIF、「JPEG」、「PNG」、「BMP」、またはWBMPをクリックします。


	
グラフィック内のいずれかの色を透明にするには、この色を透明にするをクリックして、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログ・ボックスを開きます。目的の色を選択して、「OK」をクリックしてグラフィックタブ・ダイアログに戻ります。


	
「位置合せ」で、適切なラジオ・ボタンを選択して、Webページ内のグラフィックの位置合わせを決定します。

「中央」を選択した場合は、グラフィックは単独でラインの中央に配置されます。「上」を選択した場合は、グラフィックの上端がテキストのベースラインと揃えられます。「下」を選択した場合は、グラフィックの下端がテキストのベースラインと揃えられます。「中央揃え」を選択した場合は、グラフィックの中心がテキストのベースラインと揃えられます。


	
グラフィックの元のサイズをWebページで使用するには、「外観」で、画像サイズを元のグラフィックサイズに準拠(可能な場合)チェック・ボックスを選択します(たとえば、グラフィックをWordファイルに配置した際にグラフィックのサイズを変更したとします。このオプションを使用すると、本文ページに表示するために、グラフィックを元のサイズに戻すことができます)。


	
「外観」で、グラフィックを出力ページに埋め込むチェック・ボックスを選択します。


	
代替テキストテキスト・ボックスに、ユーザーのWebブラウザで特定のグラフィックを表示できない場合にWebページに表示するテキストを入力します。または可能な場合にソース・ドキュメントからの代替テキストを使用をクリックします。詳細は、「ソース内のグラフィックと代替テキストの関連付け」を参照してください。




グラフィックをファイルに埋め込むのかプレースホルダを使用するのかは、グラフィックの数やサイズなどに応じて決定します。また、グラフィックを埋め込む場合でも、Dynamic Converterは出力グラフィック・ファイルを作成します。






3.8 HTMLコードまたはスクリプト・コードと要素の関連付け

HTMLコードまたはスクリプト・コードをWebページに組み込むことをお薦めします。HTMLコードまたはスクリプト・コードは、Webページの特定の要素と関連付けることも、Webページ自体とグローバルに関連付けることもできます。グローバルに関連付けるには、「WebページへのHTMLまたはスクリプト・コードの組込み」を参照してください。

HTMLコードまたはスクリプト・コードを要素と関連付けるには:

	
「書式設定」アイコン(図3-26)をクリックしてから、「HTML」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-26 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、HTMLコードまたはスクリプト・コードと関連付ける要素を選択します。


	
コンテンツの前にHTMLまたはスクリプト・コードを含めるをクリックします。


	
用意されているテキスト・ボックスにHTMLコードを入力することも、コードが含まれたファイルを選択することもできます。次のいずれか1つを実行します。

	
次を使用を選択して、要素と関連付けるHTMLコードまたはスクリプト・コードをテキスト・ボックスに入力します。


	
このファイルのコンテンツを使用を選択して、ギャラリ内にあるコードが含まれたファイルの完全パスと名前をテキスト・ボックスに入力します。または、ギャラリをクリックして、HTMLコードまたはスクリプト・コードが含まれたファイルを探して選択します。





	
選択した要素の後ろにHTMLコードまたはスクリプト・コードを組み込むには、コンテンツの後にHTMLまたはスクリプト・コードを含めるをクリックして、手順5を繰り返します。









3.9 テキスト・エフェクト

この項では、次のトピックについて説明します。

	
テキスト・エフェクトについて


	
テキスト・エフェクトの変更


	
「色」ダイアログ・ボックスの使用






3.9.1 テキスト・エフェクトについて

テキスト・エフェクトとは、段落内の個別の文字と関連付けられた書式設定属性のことです。段落には、段落自体のスタイルに属していない、太字や斜体などに設定された単語やフレーズが含まれていることがよくあります。ソース・ドキュメントを変換する際は、これらの入力エフェクトをWebページ内でも維持できます。これらのエフェクトを無効にしたり、異なる出力エフェクトにマップしたりすることもできます。

一覧表示されている各エフェクトについて、次にオプションをボックスから選択できます。

	
ソースから: 変換時に特定のエフェクトを維持するか、Dynamic Converterを通じてそのエフェクトを再マップするには、このオプションを選択します。


	
「常にオン」: 対象のエフェクトを当該要素によって制御されているすべてのコンテンツに常に適用するには、このオプションを選択します。


	
「常にオフ」: 対象のエフェクトを完全に無効にして、そのエフェクトがWebページに表示されないようにするには、このオプションを選択します。そのエフェクトは当該要素全体に適用されます。




「常にオン」または「常にオフ」を選択した場合は、そのエフェクトはマッピングの変化のために使用できなくなるため、現行のマッピングボックスから削除されます。






3.9.2 テキスト・エフェクトの変更

テキスト・エフェクトとは、段落内の個別の文字と関連付けられた書式設定属性のことです。段落には、段落自体のスタイルに属していない、太字や斜体などに設定された単語やフレーズが含まれていることがよくあります。ソース・ドキュメントを変換する際は、個別の入力エフェクトを他の出力エフェクトにマップできます。

テキスト・エフェクトを変更するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-27)をクリックしてから、「文字」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-27 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
編集するテキスト・エフェクトが含まれた要素を選択して、エフェクトをクリックしてそのダイアログ・ボックスを開きます。


	
出力エフェクト列で、変更するエフェクトを選択して、次のいずれかの操作を実行します。

	
右クリックしてポップアップ・メニューを表示して、マップ先の新しいエフェクトを選択します。


	
「変更」をクリックしてテキスト・エフェクトの変更ダイアログ・ボックスを開いて、使用するエフェクトをボックスから選択します。次に、「OK」をクリックします。





	
「OK」をクリックして「書式設定」に戻ります。




挿入されたテキストと削除されたテキストというエフェクトは、ソース・ドキュメント内の修正に関するものです。これらのエフェクトは、それぞれ「下線」と「取消し線」にマップされています。修正テキストを出力ページに表示するには、グローバルの「オプション」タブ・ダイアログを開いて、ソース・ドキュメントのリビジョン情報を含めるチェック・ボックスを選択する必要があります。ソース・ドキュメント内の修正テキストと関連付けられているすべての色は、出力ページでは失われます。






3.9.3 「色」ダイアログ・ボックスの使用

「色」ダイアログ・ボックスを使用して、Webページのテキストや他の要素の色を設定します。このダイアログ・ボックスを開くと、使用されているデフォルト色のサンプルが「作成した色」に表示されます。

色を変更するには:

	
「基本色」で色を選択するか、「色の作成」をクリックして、カーソルを使用して色マトリックスから色を選択します。色バーを使用して、選択した色を微調整できます。「赤」、「緑」、「青」の値を入力して、色合いを指定することもできます。

「色 | 純色」サンプル・ボックスには、選択した各色が表示されます。


	
その色を今後も使用できるようにするには、「色の追加」をクリックします。「OK」をクリックして、その色を確定してダイアログ・ボックスを閉じます。

前のダイアログ・ボックスに戻ると、選択した色が、最初に表示されていた色サンプルのかわりに表示されています。




Webページに表示される色は、ブラウザによって左右されます。したがって、「色」ダイアログ・ボックスに表示される設定は、Webページに表示される設定と正確に一致しない可能性があります。








3.10 視覚支援

この項では、次のトピックについて説明します。

	
ナビゲーション支援と視覚支援の順序の設定


	
アイコンの挿入


	
罫線の挿入


	
セパレータの挿入


	
背景イメージの設定


	
背景色の設定


	
ソース内のグラフィックと代替テキストの関連付け






3.10.1 ナビゲーション支援と視覚支援の順序の設定

テンプレートを書式設定する際に、いくつかのナビゲーション支援や視覚支援を特定の要素と関連付けることができます。たとえば、テキスト・バー、ボタン・バー、罫線、セパレータ、アイコン、HTMLコードやスクリプト・コードなどを関連付けることができます。これらのナビゲーション支援や視覚支援がWebページに登場する順序を制御できます。

ナビゲーション支援や視覚支援の順序を設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-28をクリックしてから、「レイアウト」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-28 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
この順序を設定する対象となる要素を選択します。

サンプルのテキストとアイコンが3つのプレビュー・ウィンドウに表示されます。要素と関連付けることができるすべてのナビゲーション支援や視覚支援、およびHTMLコードやスクリプト・コードを表示できます。


	
マウスを使用して、個別のナビゲーション支援や視覚支援、またはCustom HTMLをドラッグ・アンド・ドロップして、これらがコンテンツの前後やコンテンツと同一線上に登場する順序を設定します。この方法で位置合わせを変更することもできます。または、任意のアイテムを選択して「並替え」ボタンをクリックします。


	
「OK」をクリックします。




「書式設定」の他のタブ・ダイアログとは異なり、「レイアウト」タブ・ダイアログでは、同時に複数の要素を書式設定することはできません。

Webページ全体のナビゲーション支援や視覚支援のレイアウト順序を設定するには、グローバルの「レイアウト」タブ・ダイアログを参照してください。






3.10.2 アイコンの挿入

アイコンは、コンテンツを区切るためにWebページに追加できるグラフィックです。アイコン、セパレータおよび罫線はすべて、同じ方法で使用できます。このため、Webページを作成する際は、求めている効果を考慮した上で、これらのうちどれを使用するのかを決定する必要があります。

アイコンを挿入するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-29)をクリックしてから、「HTML」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-29 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、変更する要素を選択します。


	
選択した要素の前にアイコンを挿入するには、コンテンツの前にアイコンを挿入チェック・ボックスを選択します。


	
次のいずれか1つを実行します。

	
「ファイル名」テキスト・ボックスに、アイコン・グラフィックのファイル名を入力します。


	
ギャラリをクリックしてギャラリを開いて、Dynamic Converterで使用できるグラフィックからアイコンを選択します。いずれかを選択して、「OK」をクリックします。





	
「位置合せ」で、そのアイコンをWebページで表示する方法に応じて、左揃えまたはコンテンツ付きを選択します。


	
アイコンを要素の後ろに挿入するには、要素の後にアイコンを挿入チェック・ボックスを選択して、手順4と5を繰り返します。


	
代替テキストボックスに、セパレータが表示されない場合にWebページに画面チップとして表示するテキストを入力します。


	
書式設定対象の要素が表内でも使用されている場合に、それらの表にアイコンが表示されないようにするには、要素が表内にある場合にアイコンを省略チェック・ボックスを選択します。


	
「OK」をクリックします。




代替テキスト(手順7)が表示されるのは、ユーザーのブラウザがテキスト専用の場合、ユーザーがブラウザのグラフィック機能を無効にしている場合、または目の不自由なユーザーがHTMLスクリーン・リーダーを使用してWebページを参照している場合です。

代替テキストを追加しなかった場合、デフォルトのテキストは使用されません。






3.10.3 罫線の挿入

コンテンツを区切るためにWebページに罫線を挿入できます。罫線、セパレータおよびアイコンはすべて、同じ方法で使用できます。このため、Webページを作成する際は、求めている効果を考慮した上で、これらのうちどれを使用するのかを決定する必要があります。

罫線を挿入するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-30)をクリックしてから、「ルール」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-30 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、変更する要素を選択します。


	
選択した要素の前に罫線を挿入するには、コンテンツの前に罫線を挿入チェック・ボックスを選択します。

グラフィック・セットをデフォルトとして選択済の場合は、そのセット内の罫線のパスと名前が「ファイル名」テキスト・ボックスに自動的に表示されて、その罫線がその下の「プレビュー」ボックスに表示されます。(「Webページのグラフィック・セットの選択」を参照してください)。その場合は、手順8に進んでください。そうでない場合は、デフォルト設定で問題なければ、手順7に進んでください。


	
幅の設定編集ボックスで、罫線の幅のパーセンテージ(Webブラウザ・ウィンドウに対する比率)を入力するか、上下の矢印をクリックしてパーセンテージを設定します。幅の単位で「ピクセル」を選択した場合は、入力した値はピクセル単位になります。


	
高さの設定編集ボックスで、罫線の高さをピクセル単位で入力するか、上下の矢印をクリックしてピクセル単位の高さを設定します。


	
罫線に色を付けるかわりに3Dエフェクトを適用するには、 3Dシェーディングチェック・ボックスを選択します。罫線に色を付けるには、「色」で色の設定をクリックして、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログ・ボックスを開きます。色を選択して、「OK」をクリックします(「「色」ダイアログ・ボックスの使用」を参照してください)。


	
「位置合せ」で、罫線をWebページでどのように表示するのかに応じて、「左揃え」、「中央揃え」、または「右揃え」を選択します。


	
要素の後ろに罫線を挿入するには、コンテンツの後に罫線を挿入チェック・ボックスを選択して、手順4から7を繰り返します。


	
書式設定対象の要素が表内でも使用されている場合に、それらの表に罫線が表示されないようにするには、要素が表内にある場合に罫線を省略チェック・ボックスを選択します。次に、「OK」をクリックします。




Webページ全体に対して罫線を設定することもできます。「Webページへの罫線の追加」を参照してください。






3.10.4 セパレータの挿入

セパレータは、コンテンツを区切るためにWebページに追加するグラフィックです。セパレータ、罫線およびアイコンはすべて、同じ方法で使用できます。このため、Webページを作成する際は、求めている効果を考慮した上で、これらのうちどれを使用するのかを決定する必要があります。

セパレータを挿入するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-31)をクリックしてから、セパレータをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-31 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、変更する要素を選択します。


	
選択した要素の前にセパレータを挿入するには、要素の前にセパレータを挿入チェック・ボックスを選択します。


	
次のいずれかの操作を行います。

	
「ファイル名」テキスト・ボックスに、セパレータ・グラフィックのファイル名を入力します。


	
ギャラリをクリックしてギャラリを開いて、セパレータグラフィック・グループからセパレータを選択します。




グラフィック・セットをデフォルトとして選択済の場合は、そのセット内のセパレータのパスと名前が「ファイル名」テキスト・ボックスに自動的に表示されて、そのセパレータがその下の「プレビュー」ボックスに表示されます。「Webページのグラフィック・セットの選択」を参照してください。


	
「位置合せ」で、セパレータをWebページでどのように表示するのかに応じて、「左揃え」、「中央揃え」、または「右揃え」を選択します。


	
セパレータを要素の後ろに挿入するには、要素の後にセパレータを挿入チェック・ボックスを選択して、手順4と5を繰り返します。


	
代替テキストボックスに、そのセパレータが表示されない場合に画面に表示するテキストを入力します。


	
書式設定対象の要素が表内でも使用されている場合に、それらの表にセパレータが表示されないようにするには、要素が表内にある場合は、セパレータを省略チェック・ボックスを選択します。


	
「OK」をクリックします。




Webページ全体に対してセパレータを設定することもできます。「Webページへのセパレータの追加」を参照してください。

代替テキストが表示されるのは、ユーザーのブラウザがテキスト専用の場合、ユーザーがブラウザのグラフィック機能を無効にしている場合、または目の不自由なユーザーがHTMLスクリーン・リーダーを使用してWebページを参照している場合です。






3.10.5 背景イメージの設定

CSSを有効にした状態で段落を書式設定するためのオプションとして、背景イメージを設定できます。

背景イメージを設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-32)をクリックしてから、「段落」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-32 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、背景イメージを設定する要素(複数可)を選択します。選択するイメージは、これらの要素と関連付けられたすべてのコンテンツの背景として使用されます。


	
「詳細」で、「詳細」ボタンをクリックします。「注意」ダイアログ・ボックスが開いて、「詳細」セクションの各種機能のうちどれがサポートされるのかは、ブラウザによって異なる可能性があるというメッセージが表示されることがあります。「OK」をクリックします。


	
「一般」タブ・ダイアログの「背景イメージ」で、背景イメージの設定を選択して、ギャラリボタンをクリックして、使用するグラフィック・ファイルを探して選択します。または、イメージのパスとファイル名がわかっている場合は、そのパスとファイル名をテキスト・ボックスに直接入力できます。


	
「OK」をクリックして、「詳細」ダイアログ・ボックスを閉じて、「段落」ダイアログ・ボックスに戻ります。




イメージのかわりに背景色を設定できます。「背景色の設定」を参照してください。






3.10.6 背景色の設定

CSSを有効にした状態で段落を書式設定するためのオプションとして、背景色を設定できます。

背景色を設定するには:

	
「書式設定」アイコン(図3-33)をクリックしてから、「段落」をクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-33 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
「要素」リストから、背景色を設定する要素(複数可)を選択します。選択する色は、これらの要素と関連付けられたすべてのコンテンツの背景として使用されます。


	
「詳細」で、「詳細」ボタンをクリックします。「注意」ダイアログ・ボックスが開いて、「詳細」セクションの各種機能のうちどれがサポートされるのかは、ブラウザによって異なる可能性があるというメッセージが表示されることがあります。「OK」をクリックします。


	
「一般」タブ・ダイアログの「背景色」で、ソースから取得する、指定しない、またはこの色を使用を選択します。

ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。この色を使用オプションを使用すると、希望の色を指定できます。


	
この色を使用を選択した場合は、「色」ボタンをダブルクリックして「色」ダイアログ・ボックスを開きます。使用する色を選択して、「OK」をクリックします。詳細は、「「色」ダイアログ・ボックスの使用」を参照してください。


	
「OK」をもう一度クリックして、「詳細」ダイアログ・ボックスを閉じて、「段落」ダイアログ・ボックスに戻ります。




色のかわりに背景イメージを設定できます。「背景イメージの設定」を参照してください。

ユーザーのブラウザに実際に表示される色は、選択した色とは異なる場合があります。






3.10.7 ソース内のグラフィックと代替テキストの関連付け

Classic HTML Conversion Editorでは、ソース・ドキュメント内のグラフィックに代替テキストを関連付けるための3つの方法が用意されています。そのグラフィックが表示されない場合は、関連付けられた任意のテキストがブラウザに表示されます。(このテキストは、Webページ上でそのグラフィックにマウス・カーソルが合わせられたときにも表示されます)。

ソース内のグラフィックに代替テキストを関連付けるには:

	
「書式設定」アイコン(図3-34)をクリックしてから、グラフィックをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図3-34 「書式設定」アイコン

[image: これは「書式設定」アイコンです。]



	
次のいずれか1つを実行します。

	
代替テキストで、可能な場合にソース・ドキュメントからの代替テキストを使用をクリックします。


	
キャプションで、キャプションの使用をクリックしてから、「キャプション」ボタンをクリックして、キャプションダイアログ・ボックスで、グラフィックの前またはグラフィックの後をクリックして、「OK」をクリックします。


	
代替テキストで、グラフィックのかわりに表示するテキストを代替テキストフィールドに入力します。





	
「OK」をクリックします。




代替テキストをグラフィックと関連付けるには、そのグラフィックと関連付けられた要素を選択する必要があります。ただし、希望に応じて複数の要素を選択することで、テンプレートの要素のうち、グラフィックと関連付けられたすべての適切な要素を確実に編集できます。

複数の方法を選択して代替テキストを関連付けることもできます。つまり、手順2の箇条書きで示されている3つの方法すべてを選択できます。その場合は、Dynamic Converterは、この箇条書き項目の順序に従って、表示する代替テキストを決定します。すなわち、ソース・ドキュメント内に埋め込まれたグラフィックと代替テキストを関連付けた場合は、そのテキストが常に使用されて、他の2種類の代替テキストは、選択されている場合でも、そのグラフィックについては使用されません。ソース・ドキュメント内の代替テキストを指定しなかった場合は、キャプション・テキストが指定されている場合はそのテキストが使用されて、代替テキストフィールドに入力された代替テキストは使用されません。最終的に、代替テキストフィールドに入力された代替テキストが使用されるのは、他の代替テキストが指定されていない場合のみです。

ソース・ドキュメント内で指定された代替テキストを使用することの利点の1つは、グラフィックごとに異なるテキストを関連付けることができる点です。代替テキストフィールドに入力されたテキストを使用する場合は、グラフィックごとに異なるスタイル(およびしたがって要素)を作成していないかぎり、これと同じことは通常は実現できません。

「キャプション・テキスト」とは、グラフィックの直前または直後に配置されたテキストのことです。詳細は、「キャプションからの代替テキストの作成」を参照してください。











4 ナビゲーション

この項では、次のトピックについて説明します。

	
ナビゲーションについて


	
リンクのプロパティ


	
別のWebサイトへの移動


	
"ソースへのリンクリンク


	
ナビゲーション・バー


	
グラフィック・ギャラリ






4.1 ナビゲーションについて

「ナビゲーション」は、テンプレートを編集するために使用されるClassic HTML Conversion Editor内の4つのプロパティ・シートの1つです。「ナビゲーション」では、ユーザーがWebページ間を移動するのに役立つリンクを作成します。オプションとして、次のことを実行できます。

	
ページ・ボタン・バーやページ・テキスト・バーの作成


	
要素ボタン・バーや要素テキスト・バーの作成




どのタイプのナビゲーション・バーを作成した場合でも、一連のボタンをリンク用に使用できます。ギャラリでは28組のグラフィック・セットが用意されており、それぞれのグラフィック・セットは、すべてのナビゲーション目的に対応した独自のデザインが施された一連のボタンで構成されています。「前のページ」や「次のページ」などの通常のリンクに加えて、Classic HTML Conversion Editorでは次の特殊目的リンクが用意されています。

	
特定ページ: 任意の場所のURLへのリンクです。「別のWebサイトへの移動」を参照してください。


	
ソースへのリンク: このボタンが配置されたWebページを作成するために使用されたソース・ドキュメントを開くことができます。「ソースへのリンクリンク」を参照してください。




これらの各特殊目的リンクは、作成するナビゲーション・ボタン・バーに追加できます。

「ナビゲーション」は、Classic HTML Conversion Editorダイアログ・ボックスから開くことができ、このダイアログ・ボックスでは4つのプロパティ・シート間を移動できます。これらのプロパティ・シートは、任意の順序で使用できます。

デフォルトのグラフィック・セットを使用する予定の場合は、そのグラフィック・セットを選択してから、「ナビゲーション」プロパティ・シートを開いてください。「Webページのグラフィック・セットの選択」を参照してください。






4.2 リンクのプロパティ

リンクのプロパティとは、ページ・ボタン・バーまたは要素ボタン・バーを作成する際に選択するナビゲーション・リンクのプロパティのことです。リンクのプロパティは、以下で構成されています。

	
「リンク・タイプ」: ページ・ボタン・バーまたは要素ボタン・バーに追加するリンクのタイプです。「前のページ」や「次のページ」などの通常のリンクに加えて、Classic HTML Conversion Editorでは、ソースへのリンクと特定ページという特殊なリンクが用意されています。リンク・タイプを選択してから、リンクのプロパティダイアログ・ボックスを開く必要があります。


	
「リンク」アイコン: リンクを表すためにWebページに表示されるボタンです。特定リンク用のボタンを選択済の場合は、そのボタンがリンクのプロパティダイアログ・ボックスに表示されます。


	
このタイプのリンクを含む: そのリンクをWebページに配置します。「コンテンツの前」オプションを選択した場合は、ページ・ボタン・バーについてはWebページの先頭にリンクが配置されて、要素ボタン・バーについては選択された要素の前にリンクが配置されます。「コンテンツの後」オプションを選択した場合は、リンクはWebページの末尾または要素の後ろに配置されます。


	
「ファイル名」: リンクを表すグラフィックのパスとファイル名です。グラフィック・セットをテンプレートと関連付けている場合は、適切なボタンが自動的に選択されます。ボタンが自動的に選択されない場合は、ギャラリボタンをクリックしてギャラリを開いて、ボタンを選択します。


	
代替テキスト: Webページ上のナビゲーション・ボタンにカーソルを合わせたときに、画面チップとして表示されるテキストです。ユーザーのブラウザでテキストしか表示できない場合は、グラフィックのかわりに表示されるテキストとしても使用されます。


	
ソース・ページのURL: ソースへのリンクナビゲーション・ボタンを作成する際にのみ適用できます。リンク先のソース・ドキュメントの場所に応じて、異なるURL(デフォルトは%%TRANSIT-INPUTPATH%%)を使用できます。詳細は、「ソースへのリンクリンク」を参照してください。


	
特定のページのURL: 別のWebサイトの特定ページへのリンクを作成する際にのみ適用できます。ここには、リンク先ページの完全なURLを入力します。Dynamic Converterでは、この目的用の3つのリンクが用意されています。詳細は、「別のWebサイトへの移動」を参照してください。




Dynamic Converterのギャラリには、28組のグラフィック・セットがあります。それぞれのグラフィック・セットには、ナビゲーション・リンクを作成するための独自のボタン・セットが含まれています。

特定ページリンク用に使用されるボタンは、グラフィック・セットによって異なります。場合によっては、ホームボタンが使用されます。このボタンは、ソースへのリンクリンク用にも使用されるため、両方のタイプのリンクを偶然同じナビゲーション・バーで使用している場合は、どのボタンを選択するのが最適かを考慮することをお薦めします。






4.3 別のWebサイトへの移動

Classic HTML Conversion Editorでのナビゲーション・オプションとして、ページ・ボタン・バーまたは要素ボタン・バーに追加できるいくつかの特殊目的リンクが用意されています。その1つである特定ページリンクを使用すると、任意のURLにリンクできます。






4.4 ソースへのリンクリンク

Dynamic Converterでのナビゲーション・オプションとして、ページ・ボタン・バーまたは要素ボタン・バーに追加できるいくつかの特殊目的リンクが用意されています。その1つであるソースへのリンクリンクを使用すると、ユーザーは、このリンクが配置されているWebページを作成するために使用されたソース・ドキュメントを開くことができます。

この項では、次のトピックについて説明します。

	
ページ・ボタン・バーへのソースへのリンクリンクの追加


	
要素ボタン・バーへのソースへのリンクリンクの追加






4.4.1 ページ・ボタン・バーへのソースへのリンクリンクの追加

Classic HTML Conversion Editorでのナビゲーション・オプションとして、ページ・ボタン・バーまたは要素ボタン・バーに追加できるいくつかの特殊目的リンクが用意されています。その1つであるソースへのリンクリンクを使用すると、ユーザーは、このリンクが配置されているWebページを作成するために使用されたソース・ドキュメントを開くことができます。

ユーザーがWebページからソース・ドキュメントをオリジナル形式で開くためには、そのソース・ドキュメントを作成するために使用されたアプリケーションをユーザーのマシンで使用できる必要があります。

ソースへのリンクリンクをページ・ボタン・バーに追加するには:

	
「ナビゲーション」アイコン(図4-1)をクリックしてから、ページ・ボタン・バーをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図4-1 「ナビゲーション」アイコン

[image: これは「ナビゲーション」アイコンです。]



	
「リンク・タイプ」で、ソースへのリンクを選択して、「プロパティ」をクリックしてリンクのプロパティダイアログ・ボックスを開きます。


	
このタイプのリンクを含むチェック・ボックスを選択してから、「前」チェック・ボックスや「後」チェック・ボックスを選択します。


	
「ファイル名」テキスト・ボックスに、ボタン用に使用するグラフィックのパスと名前を入力します。または、必要に応じてギャラリをクリックして、使用するグラフィックを探して選択します。


	
代替テキストテキスト・ボックスに、Webページに表示する代替テキストを入力します(デフォルトのテキストは「ソース・ドキュメント」です)。


	
ソース・ページのURLに、ソース・ドキュメントの場所を特定するための必要なURLを入力します。デフォルトは次の値です。

%%TRANSIT-INPUTPATH%%

この「トークン」は、ソース・ファイルが共有された場所にあるすべてのイントラネット環境に有効です。


	
「OK」をクリックして、ページ・ボタン・バータブ・ダイアログに戻ります。この時点で、ナビゲーション・ボタンのパスとファイル名がリンク・アイコン列に表示されます。


	
上に揃えるや下に揃えるで、「左揃え」、「中央揃え」、または「右揃え」を選択して、グラフィックをページ上に配置します。複数のグラフィックがプレビュー・ボックスに表示されている場合は、ドラッグ・アンド・ドロップ操作によってこれらのグラフィックの順序を変更できます。次に、「OK」をクリックしてメイン・ウィンドウに戻ります。




ボタンを選択または選択解除するには、「前」列または「後」列(ページ・ボタン・バータブ・ダイアログ)でダブルクリックすることで、赤い×印を緑のチェック・マークに変更することもできます。別の方法として、右クリックしてポップアップ・メニューから緑のチェック・マークを選択するか、[Ctrl]キーを押しながら[B]キー(「前」列)または[A]キー(「後」列)を押すこともできます。

テンプレート用のデフォルトのグラフィック・セットを選択済の場合は、リンクを指定してリンクのプロパティダイアログ・ボックスを閉じた時点で、そのセット内のボタンが適切な「プレビュー」ウィンドウに表示されます。選択済でない場合は、ギャラリをグループ・モードで開いて、使用可能なグラフィックのソースへのリンクグループからボタンを選択します。または、「参照」をクリックして、使用するファイルを探して選択します。

特定ページリンク用に使用されるボタンは、グラフィック・セットによって異なります。場合によっては、ホームボタンが使用されます。このボタンは、ソースへのリンクリンク用にも使用されるため、両方のタイプのリンクを偶然同じナビゲーション・バーで使用している場合は、どのボタンを選択するのが最適かを考慮することをお薦めします。






4.4.2 要素ボタン・バーへのソースへのリンクリンクの追加

Classic HTML Conversion Editorでのナビゲーション・オプションとして、ページ・ボタン・バーまたは要素ボタン・バーに追加できるいくつかの特殊目的リンクが用意されています。その1つであるソースへのリンクリンクを使用すると、ユーザーは、このリンクが配置されているWebページを作成するために使用されたソース・ドキュメントを開くことができます。

ユーザーがWebページからソース・ドキュメントをオリジナル形式で開くためには、そのソース・ドキュメントを作成するために使用されたアプリケーションをユーザーのマシンで使用できる必要があります。

要素ボタン・バーにソースへのリンクリンクを追加するには:

	
「ナビゲーション」アイコン(図4-2)をクリックしてから、要素ボタン・バーをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図4-2 「ナビゲーション」アイコン

[image: これは「ナビゲーション」アイコンです。]



	
「要素」リストから、ボタン・バーを関連付ける要素を選択します。「リンク・タイプ」で、ソースへのリンクを選択して、「プロパティ」をクリックしてリンクのプロパティダイアログ・ボックスを開きます。


	
このタイプのリンクを含むチェック・ボックスを選択してから、「前」チェック・ボックスや「後」チェック・ボックスを選択します。


	
「ファイル名」テキスト・ボックスに、ボタン用に使用するグラフィックのパスと名前を入力します。または、必要に応じてギャラリをクリックして、使用するグラフィックを探して選択します。


	
代替テキストテキスト・ボックスに、Webページに表示する代替テキストを入力します(デフォルトのテキストは「ソース・ドキュメント」です)。


	
ソース・ページのURLに、ソース・ドキュメントの場所を特定するための必要なURLを入力します。デフォルトは次の値です。

%%TRANSIT-INPUTPATH%%

このURLは、ソース・ファイルが共有された場所にあるすべてのイントラネット環境に有効です。


	
「OK」をクリックして、要素ボタン・バータブ・ダイアログに戻ります。この時点で、ナビゲーション・ボタンのパスとファイル名がリンク・アイコン列に表示されます。


	
「位置合せ」で、新しいリンクをページ上でどのように配置するのかに応じて、適切なラジオ・ボタンを選択します。次に、「OK」をクリックしてメイン・ウィンドウに戻ります。




ボタンを選択または選択解除するには、「前」列または「後」列(要素ボタン・バータブ・ダイアログ)でダブルクリックすることで、赤い×印を緑のチェック・マークに変更することもできます。別の方法として、右クリックしてポップアップ・メニューから緑のチェック・マークを選択するか、[Ctrl]キーを押しながら[B]キー(「前」列)または[A]キー(「後」列)を押すこともできます。

テンプレート用のデフォルトのグラフィック・セットを選択済の場合は、リンクを指定してリンクのプロパティダイアログ・ボックスを閉じた時点で、そのセット内のボタンが適切な「プレビュー」ウィンドウに表示されます。選択済でない場合は、ギャラリをグループ・モードで開いて、使用可能なグラフィックの特定ページグループからボタンを選択します。または、「参照」をクリックして、使用するファイルを探して選択します。

特定ページリンク用に使用されるボタンは、グラフィック・セットによって異なります。場合によっては、ホームボタンが使用されます。このボタンは、ソースへのリンクリンク用にも使用されるため、両方のタイプのリンクを偶然同じナビゲーション・バーで使用している場合は、どのボタンを選択するのが最適かを考慮することをお薦めします。

ボタンが要素と関連付けられて、コンテンツから離れて配置されるように設定された場合は、Dynamic ConverterはHTML表を使用してこの状況を実現します。対象ユーザーが表をサポートしていないブラウザを使用している場合は、コンテンツから離れて表示されるように書式設定されたアイコン、行頭文字およびナビゲーション・ボタンの使用は避けてください。








4.5 ナビゲーション・バー

この項では、次のトピックについて説明します。

	
ページ・ボタン・バーへの特定ページリンクの追加


	
要素ボタン・バーへの特定ページリンクの追加


	
CSSを使用したテキスト・バーの書式設定


	
ページ・ボタン・バーを使用した移動


	
ページ・テキスト・バーを使用した移動


	
要素ボタン・バーを使用した移動


	
要素テキスト・バーを使用した移動






4.5.1 ページ・ボタン・バーへの特定ページリンクの追加

ユーザーがWebページを移動しやすくするためのページ・ボタン・バーを作成する際は、任意のURLへの特殊リンクを組み込むことができます。Classic HTML Conversion Editorでは、このようなリンクを3つ作成できます。

ページ・ボタン・バーに特定ページリンクを追加するには:

	
「ナビゲーション」アイコン(図4-3)をクリックしてから、ページ・ボタン・バーをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図4-3 「ナビゲーション」アイコン

[image: これは「ナビゲーション」アイコンです。]



	
「リンク・タイプ」で、特定ページエントリのいずれかを選択して、「プロパティ」をクリックしてリンクのプロパティダイアログ・ボックスを開きます。


	
このタイプのリンクを含むチェック・ボックスを選択してから、「前」チェック・ボックスや「後」チェック・ボックスを選択します。


	
「ファイル名」テキスト・ボックスに、ボタン用に使用するグラフィックのパスと名前を入力します。または、必要に応じてギャラリをクリックして、使用するグラフィックを探して選択します。


	
代替テキストテキスト・ボックスに、Webページに表示する代替テキストを入力します。

このテキストは、Webページ上のナビゲーション・ボタンにカーソルを合わせたときに、画面チップとして表示されます。このテキストは、ユーザーのブラウザでテキストしか表示できない場合にも、グラフィックのかわりに表示されます。


	
特定のページのURLテキスト・ボックスに、リンク先にするWebサイト上の特定ページの完全なURLを入力します。


	
「OK」をクリックして、ページ・ボタン・バータブ・ダイアログに戻ります。この時点で、ナビゲーション・ボタンのパスとファイル名がリンク・アイコン列に表示されます。


	
上に揃えるや下に揃えるで、「左揃え」、「中央揃え」、または「右揃え」を選択して、グラフィックをページ上に配置します。複数のグラフィックがプレビュー・ボックスに表示されている場合は、ドラッグ・アンド・ドロップ操作によってこれらのグラフィックの順序を変更できます。


	
「OK」をクリックしてメイン・ウィンドウに戻ります。




リンクを選択または選択解除するには、「前」列または「後」列(ページ・ボタン・バータブ・ダイアログ)でダブルクリックすることで、赤い×印を緑のチェック・マークに変更することもできます。別の方法として、右クリックしてポップアップ・メニューから緑のチェック・マークを選択するか、[Ctrl]キーを押しながら[B]キー(「前」列)または[A]キー(「後」列)を押すこともできます。

テンプレート用のデフォルトのグラフィック・セットを選択済の場合は、リンクを指定してリンクのプロパティダイアログ・ボックスを閉じた時点で、そのセット内のボタンが適切な「プレビュー」ウィンドウに表示されます。選択済でない場合は、ギャラリを(グループ・モードで)開いて、特定ページグループからボタンを選択します。または、「参照」をクリックして、使用するファイルを探して選択します。

特定ページリンク用に使用されるボタンは、グラフィック・セットによって異なります。場合によっては、ホームボタンが使用されます。このボタンは、ソースへのリンクリンク用にも使用されるため、両方のタイプのリンクを偶然同じナビゲーション・バーで使用している場合は、どのボタンを選択するのが最適かを考慮することをお薦めします。






4.5.2 要素ボタン・バーへの特定ページリンクの追加

ユーザーがWebページを移動しやすくするための要素ボタン・バーを作成する際は、任意のURLへの特殊リンクを組み込むことができます。Classic HTML Conversion Editorでは、このようなリンクを3つ作成できます。

要素バーに特定ページリンクを追加するには:

	
「ナビゲーション」アイコン(図4-4)をクリックしてから、要素ボタン・バーをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図4-4 「ナビゲーション」アイコン

[image: これは「ナビゲーション」アイコンです。]



	
「要素」リストから、ボタン・バーを関連付ける要素を選択します。「リンク・タイプ」で、特定ページエントリのいずれかを選択して、「プロパティ」をクリックしてリンクのプロパティダイアログ・ボックスを開きます。


	
このタイプのリンクを含むチェック・ボックスを選択してから、「前」チェック・ボックスや「後」チェック・ボックスを選択します。


	
「ファイル名」テキスト・ボックスに、ボタン用に使用するグラフィックのパスと名前を入力します。または、必要に応じてギャラリをクリックして、使用するグラフィックを探して選択します。


	
代替テキストテキスト・ボックスに、Webページに表示する代替テキストを入力します。

このテキストは、Webページ上のナビゲーション・ボタンにカーソルを合わせたときに、画面チップとして表示されます。このテキストは、ユーザーのブラウザでテキストしか表示できない場合にも、グラフィックのかわりに表示されます。


	
特定のページのURLテキスト・ボックスに、リンク先にするWebサイト上の特定ページの完全なURLを入力します。


	
「OK」をクリックして、要素ボタン・バータブ・ダイアログに戻ります。この時点で、ナビゲーション・ボタンのパスとファイル名がリンク・アイコン列に表示されます。


	
「位置合せ」で、新しいリンクをページ上でどのように配置するのかに応じて、適切なラジオ・ボタンを選択します。


	
「OK」をクリックしてメイン・ウィンドウに戻ります。




ボタンを選択または選択解除するには、「前」列または「後」列(要素ボタン・バータブ・ダイアログ)でダブルクリックすることで、赤い×印を緑のチェック・マークに変更することもできます。別の方法として、右クリックしてポップアップ・メニューから緑のチェック・マークを選択するか、[Ctrl]キーを押しながら[B]キー(「前」列)または[A]キー(「後」列)を押すこともできます。

テンプレート用のデフォルトのグラフィック・セットを選択済の場合は、リンクを指定してリンクのプロパティダイアログ・ボックスを閉じた時点で、そのセット内のボタンが適切な「プレビュー」ウィンドウに表示されます。選択済でない場合は、ギャラリを(グループ・モードで)開いて、特定ページグループからボタンを選択します。または、「参照」をクリックして、使用するファイルを探して選択します。

特定ページリンク用に使用されるボタンは、グラフィック・セットによって異なります。場合によっては、ホームボタンが使用されます。このボタンは、ソースへのリンクリンク用にも使用されるため、両方のタイプのリンクを偶然同じナビゲーション・バーで使用している場合は、どのボタンを選択するのが最適かを考慮することをお薦めします。

ボタンが要素と関連付けられて、コンテンツから離れて配置されるように設定された場合は、Dynamic ConverterはHTML表を使用してこの状況を実現します。対象ユーザーが表をサポートしていないブラウザを使用している場合は、コンテンツから離れて表示されるように書式設定されたアイコン、行頭文字およびナビゲーション・ボタンの使用は避けてください。






4.5.3 CSSを使用したテキスト・バーの書式設定

テキスト・バーを作成するためのフォーマット・オプションは、カスケード・スタイルシート(CSS)が有効になっているかどうかに応じて変化します。

CSSを無効にしている場合は、「ナビゲーション」のページ・テキスト・バータブ・ダイアログと要素テキスト・バータブ・ダイアログにある「フォント」パネルは、次のように表示されます。


図4-5 CSSが無効の場合の「フォント」パネル

[image: これはCSSが無効になっている場合の「フォント」パネルです。]



CSSを有効にしている場合は、この「フォント」パネルは次のように表示されます。


図4-6 CSSが有効の場合の「フォント」パネル

[image: これはCSSが有効になっている場合の「フォント」パネルです。]



すなわち、CSSを有効にした場合は、このサイズを使用のドロップダウン・リストにオプションが追加されます。具体的には、「カスタム」を選択した場合は、単位(ポイント、インチ、センチメートルまたはパーセンテージ)と正確なフォント・サイズの両方を選択できます。

「カスケード・スタイルシート(CSS)」を参照してください。






4.5.4 ページ・ボタン・バーを使用した移動

ナビゲーション・オプションとして、各Webページに配置されるボタン・バーを作成できます。

特定の要素と関連付けられた要素ボタン・バーを作成することもできます(「要素ボタン・バーを使用した移動」を参照してください)。

ページ・ボタン・バーを作成するには:

	
「ナビゲーション」アイコン(図4-7)をクリックしてから、ページ・ボタン・バーをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図4-7 「ナビゲーション」アイコン

[image: これは「ナビゲーション」アイコンです。]



	
「リンク・タイプ」で、作成するリンクを選択します。


	
希望するリンクのタイプごとに、そのリンクを配置する場所に応じて(ページの先頭や末尾)、「前」列や「後」列の赤い×印をダブルクリックします。赤い×印が緑のチェック・マークに変わります。

テンプレート用のデフォルトのグラフィック・セットを選択済の場合は、そのセット内のボタンがその下の適切な「プレビュー」ウィンドウにただちに表示されて、グラフィックのパスとファイル名がリンク・アイコン列に表示されます。選択済でない場合は、ギャラリをクリックして、適切なグループからボタンを選択します。


	
バー上のボタンの順序を変更するには、移動するボタンを選択して、ページ上部のプレビューウィンドウの上にある「並替え」矢印を使用するか、ボタンのグラフィック・イメージを単にドラッグ・アンド・ドロップします。


	
上に揃えるで、ボタン・バーを配置する位置に応じて、「左揃え」、「中央揃え」、または「右揃え」を選択します。 下に揃えるでも、同じようにいずれかを選択します。


	
「OK」をクリックします。




手順4では、右クリックしてポップアップ・メニューから緑のチェック・マークを選択するか、[Ctrl]キーを押しながら[B]キー(「前」列)または[A]キー(「後」列)を押すこともできます。別の方法として、リンク・タイプを選択した後で(手順3)、「プロパティ」をクリックしてリンクのプロパティダイアログ・ボックスを開いて、そこで選択することもできます(「リンクのプロパティ」を参照してください)。






4.5.5 ページ・テキスト・バーを使用した移動

ナビゲーション・オプションとして、Webページにページ・テキスト・バーを追加できます。このテキストは、ソース・ドキュメントの見出し(または他のコンテンツ)から取得されます。

そのテキスト・バーの配置先であるWebページ上の見出しからそのコンテンツが取得される要素テキスト・バーを作成することもできます(「要素テキスト・バーを使用した移動」を参照してください)。

ページ・テキスト・バーを作成するには:

	
「ナビゲーション」アイコン(図4-8)をクリックしてから、ページ・テキスト・バーをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図4-8 「ナビゲーション」アイコン

[image: これは「ナビゲーション」アイコンです。]



	
すべてからテキスト・バーを作成をクリックして、1つ目のリストから、テキスト・バーを構成するために使用する要素を選択します。2つ目のリストから、各エントリに使用する単語の数を選択します。

例: 見出し1を選択して、デフォルトの単語数である「2」のままにした場合は、Classic HTML Conversion Editorは、各見出しの最初の2語を使用して、そのレベルの見出しごとに1つのエントリが含まれたテキスト・バーを作成します。


	
必要に応じて、最初の空白またはタブまでの入力を削除するをクリックします(選択した要素に番号が付けられている場合はこのオプションをクリックすることが推奨され、その結果として要素のテキストのみがテキスト・バーに表示されるようになります)。


	
配置で、「ページのトップ」またはページのボトムを選択します。


	
「位置合せ」で、「左揃え」、「中央揃え」、または「右揃え」を選択します。


	
「フォント」で、このフォントを使用をクリックして、使用するフォントをリストから選択します。次に、このサイズを使用をクリックして、「絶対」、より大きい、またはより小さいを選択します。「絶対」を選択した場合は、2つ目のリストから相対サイズを選択します。


	
テキスト・バーの最後の書式設定として、「太字」、「イタリック」およびすべて大文字のうち希望のオプション(複数可)を選択します。


	
「OK」をクリックします。




テンプレートに対してカスケード・スタイルシートを有効にすると、フォント・サイズのリストにオプションが追加されます。具体的には、「カスタム」を選択してから、単位(デフォルトはポイント)と正確なフォント・サイズの両方を選択できます。「CSSを使用したテキスト・バーの書式設定」を参照してください。

テキスト・バー用に選択するフォントは、ユーザーのマシンで使用できる必要があります。そうでない場合は、ユーザーのブラウザではかわりのフォントが使用されます。






4.5.6 要素ボタン・バーを使用した移動

ナビゲーション・オプションとして、Webページ上の特定の要素にボタン・バーを関連付けることができます。ボタン・バーには特殊リンクを埋め込むことができ、これらのリンクを通じて、たとえば、そのWebページを作成するために使用されたソース・ドキュメントをユーザーが開くことを可能にします。

Webページの最上部や最下部に表示されるページ・ボタン・バーを作成することもできます(「ページ・ボタン・バーを使用した移動」を参照してください)。

要素ボタン・バーを作成するには:

	
「ナビゲーション」アイコン(図4-9)をクリックしてから、要素ボタン・バーをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図4-9 「ナビゲーション」アイコン

[image: これは「ナビゲーション」アイコンです。]



	
「要素」リストから、ボタン・バーを関連付ける要素を選択します。「リンク・タイプ」で、作成するリンクを選択します。


	
希望するリンクのタイプごとに、そのリンクを配置する場所に応じて(要素の前や後ろ)、「前」列や「後」列の赤い×印をダブルクリックします。赤い×印が緑のチェック・マークに変わります。

テンプレート用のデフォルトのグラフィック・セットを選択済の場合は、そのセット内のボタンがその下の適切な「プレビュー」ウィンドウにただちに表示されて、グラフィックのパスとファイル名がリンク・アイコン列に表示されます。選択済でない場合は、ギャラリをクリックして、適切なグループからボタンを選択します。


	
バー上のボタンの順序を変更するには、移動するボタンを選択して、「プレビュー」ウィンドウの上にある「並替え」矢印を使用するか、ボタンのグラフィック・イメージを単にドラッグ・アンド・ドロップします。


	
「位置合せ」で、新しいリンクをこのページ上でどのように配置するのかに応じて、適切なラジオ・ボタンを選択します。


	
「OK」をクリックします。




手順4では、右クリックしてポップアップ・メニューから緑のチェック・マークを選択するか、[Ctrl]キーを押しながら[B]キー(「前」列)または[A]キー(「後」列)を押すこともできます。別の方法として、リンク・タイプを選択した後で(手順3)、「プロパティ」をクリックしてリンクのプロパティダイアログ・ボックスを開いて、そこで選択することもできます(「リンクのプロパティ」を参照してください)。

ドキュメント間のリンクを継続チェック・ボックスは、デフォルトで選択されています。その結果として、ユーザーは、単一の発行物内のすべてのソース・ドキュメントから作成された複数のWebページをスクロールして順番に表示できます。各ドキュメントの最後のWebページの後ろに正式な区切りを設けるには、このチェック・ボックスを選択解除します。

ボタンが要素と関連付けられて、コンテンツから離れて配置されるように設定された場合は、Classic HTML Conversion EditorはHTML表を使用してこの状況を実現します。対象ユーザーが表をサポートしていないブラウザを使用している場合は、コンテンツから離れて表示されるように書式設定されたアイコン、行頭文字およびナビゲーション・ボタンの使用は避けてください。






4.5.7 要素テキスト・バーを使用した移動

ナビゲーション・オプションとして、Webページの要素をリンクするための要素テキスト・バーを作成できます。このテキストは、このテキスト・バーが配置されたWebページ上の見出し(または他のコンテンツ)から取得されます。

単一の発行物のすべてのWebページからそのコンテンツが取得されるページ・テキスト・バーを作成することもできます(「ページ・テキスト・バーを使用した移動」を参照してください)。

要素テキスト・バーを作成するには:

	
「ナビゲーション」アイコン(図4-10)をクリックしてから、要素テキスト・バーをクリックしてそのタブ・ダイアログを開きます。


図4-10 「ナビゲーション」アイコン

[image: これは「ナビゲーション」アイコンです。]



	
すべてからテキスト・バーを作成をクリックして、1つ目のリストから、テキスト・バーを構成するために使用する要素を選択します。2つ目のリストから、各エントリに使用する単語の数を選択します。

例: 見出し1を選択して、デフォルトの単語数である「2」のままにした場合は、Dynamic Converterは、各見出しの最初の2語を使用して、そのレベルの見出しごとに1つのエントリが含まれたテキスト・バーを作成します。


	
必要に応じて、最初の空白またはタブまでの入力を削除するをクリックします(選択した要素に番号が付けられている場合はこのオプションをクリックすることが推奨され、その結果として要素のテキストのみがテキスト・バーに表示されるようになります)。


	
配置で、「ページのトップ」またはページのボトムをクリックして、Webページの上部または下部にテキスト・バーを配置します。テキスト・バーを特定の要素の前または後ろに配置するには、すべての前またはすべての後をクリックして、その要素を適切なリストから選択します。


	
「位置合せ」で、「左揃え」、「中央揃え」、または「右揃え」を選択します。


	
「フォント」で、このフォントを使用をクリックして、使用するフォントをリストから選択します。次に、このサイズを使用をクリックして、「絶対」、より大きい、またはより小さいを選択します。「絶対」を選択した場合は、2つ目のリストから相対サイズを選択します。


	
テキスト・バーの最後の書式設定として、「太字」、「イタリック」およびすべて大文字のうち希望のオプション(複数可)を選択します。


	
「OK」をクリックします。




テンプレートに対してカスケード・スタイルシートを有効にすると、フォント・サイズのリストにオプションが追加されます。具体的には、「カスタム」を選択してから、単位(デフォルトはポイント)と正確なフォント・サイズの両方を選択できます。「CSSを使用したテキスト・バーの書式設定」を参照してください。

テキスト・バー用に選択するフォントは、ユーザーのマシンで使用できる必要があります。そうでない場合は、ユーザーのブラウザではかわりのフォントが使用されます。








4.6 グラフィック・ギャラリ

この項では、次のトピックについて説明します。

	
グラフィック・ギャラリ


	
グラフィック・セット


	
テンプレートおよび関連付けられたグラフィック・セット


	
グラフィック・セットのプロパティの変更


	
グラフィック・グループのプロパティの変更






4.6.1 グラフィック・ギャラリ

グラフィックを使用すると、Webページを様々な形で向上させることができます。Classic HTML Conversion Editorには、28組の事前構成済セットから選択できる900点を超えるGIFが付属しています。それぞれのセットには、同じグラフィック・スタイルのナビゲーション支援と視覚支援が含まれています。背景やセパレータなどのカテゴリにグループ分けされたグラフィックを選択することもできます(これらと同じカテゴリがギャラリディレクトリ内にあるフォルダに反映されています)。独自のセットを作成することもできます。

グラフィック・ギャラリには、セット・モードとグループ・モードという2つのモードがあります。セット・モード(デフォルト)では、セットウィンドウでオプションをクリックして(アップル・バターなど)、特定スタイルの使用可能な様々なナビゲーション・ボタンや他の視覚支援を表示できます(グラフィックを個別に表示するには、「セット名」の横にあるプラス型ボックスをクリックしてフォルダを開いてから、表示するグラフィックをクリックします)。

グループ・モードでは、「グループ」ウィンドウで任意のプラス型ボックスをクリックしてフォルダを開くと、使用可能な特定タイプのすべてのグラフィックが表示されます。グループ内の1つ目のグラフィックを選択して、下矢印を繰り返しクリックすることで、すべての使用可能なオプションをスクロールして表示できます。






4.6.2 グラフィック・セット

Classic HTML Conversion Editorには、ナビゲーション支援や視覚支援として使用できる900点を超えるGIFが付属しています。これらの多くは28組のグラフィック・セットに含まれており、これらのセットからグラフィックを選択することで、Webページの一貫した外観を実現できます。

各セットは、Webページのページ間の必要なジャンプを作成するために必要なすべてのナビゲーション・ボタンと、1つのセパレータ、1つの水平罫線、1つの行頭文字、および1つの背景で構成されています。各セットは、固有のデザインに基づいています。

任意のセットを、特定テンプレート用のデフォルト・セットとして指定できます。デフォルト・セットを指定したら、そのセット内のグラフィックは、当プログラムの適切な箇所でそのセットからただちに選択できるようになります。

たとえば、「書式設定」で、選択した要素の前にセパレータを配置するには、セパレータタブ・ダイアログでコンテンツの前にセパレータを挿入チェック・ボックスを選択するだけです。デフォルト・グラフィック・セット内のセパレータは、「プレビュー」ウィンドウにただちに表示されて、そのグラフィックのパスとファイル名が「ファイル名」テキスト・ボックスに表示されます。

グラフィック・セットをテンプレートと関連付けると、そのセット内の背景グラフィックが、そのテンプレートによって制御されているすべてのWebページに自動的に適用されます。この背景グラフィックは、希望に応じて、グローバルの「色」タブ・ダイアログで変更できます。






4.6.3 テンプレートおよび関連付けられたグラフィック・セット

次の表では、デフォルト・プロジェクト・ファイル内の19個の全本文テンプレートを示しています。各本文テンプレートの横に示しているグラフィック・セットもテンプレートと関連付けられています(Dynamic Converterには28組のグラフィック・セットがあるため、すべてが使用されているわけではありません)。


	テンプレート	グラフィック・セット
	アカデミー	アクア・ウィーブ
	アクレイムCSS	投資
	アカウント	クリアリング・ハウス
	アダージオCSS	グレー・タブ
	管理	プランナー
	分析	グラウト・タイル
	アーカイブCSS	スカロップ
	ブランク	なし
	ビジネス	ブルー・ベベル
	セレモニー	ブルー・メキシコ
	コーテシーCSS	クランベリー・スクリプト
	エグゼクティブ	グレー・タブ
	概要CSS	ブルー・ピーチ
	Lotus 1-2-3	ロイヤル・クロス
	Lotus Freelance	オリーブ
	MS Excel	スキル・セット
	MS PowerPoint	マルーン・サンド
	パープル・フロスト	ライラック・スパイラル
	レトロ風CSS	サーモン・レトロ










4.6.4 グラフィック・セットのプロパティの変更

ギャラリ用の新しいグラフィック・セットを作成したり、既存のセットを編集したりできます。この操作を実行するためのセットのプロパティダイアログ・ボックスには、セット・モード時のギャラリダイアログ・ボックスからアクセスできます。(「プロパティ」をクリックしてこのダイアログ・ボックスを開きます)。

この項では、次のトピックについて説明します。

	
新しいグラフィック・セットの作成


	
グラフィック・セットの編集


	
グラフィック・セットの罫線の書式設定


	
グラフィック・セットの名前変更


	
グラフィック・セットの削除






4.6.4.1 新しいグラフィック・セットの作成

どの既存セットも使用しない場合は、ギャラリで新しいグラフィック・セットを作成できます。

ギャラリは、様々な方法で開くことができます。開始場所がグローバルの場合は、「セット」タブをクリックして、ギャラリをクリックすると、ギャラリはすでにセット・モードになっています。

新しいグラフィック・セットを作成するには:

	
「新規作成」をクリックして、セットのプロパティダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに、新しいセットの名前を入力します。


	
使用する任意のボタンをダブルクリックします(左上にある「前のページ」など)。これにより、この時点でグループ・モードになっているギャラリに戻ります。


	
「グループ」ボックスで、「前のページ」の反対側にあるプラス型ボックスをクリックして、そのカテゴリに含まれているすべてのグラフィックを一覧表示します。


	
いくつかのグラフィックを順番にクリックして、希望のグラフィックを探します。希望のグラフィックを選択して、「OK」をクリックします。セットのプロパティダイアログ・ボックスに戻ると、「前のページ」ボックスで選択したグラフィックが表示されます。


	
セットのプロパティダイアログ・ボックスで、使用する2つ目のボタンをダブルクリックして、手順4と5を繰り返します。


	
上記の手順を繰り返して、Webページに必要なすべてのナビゲーション支援や視覚支援が含まれたグラフィック・セットを作成します。


	
終了したら、「OK」をクリックします。今度は、ギャラリに戻ると、セット・モードになっており、新しいセットの名前が左側のセットの下に表示されています。




作成したグラフィック・セットの一部として罫線を選択する場合は、「グラフィック・セットの罫線の書式設定」を参照して、罫線のサイズと色の編集方法を確認してください。






4.6.4.2 グラフィック・セットの編集

ギャラリでは、グラフィック・セットをいつでも編集できます。これは、Dynamic Converter側で用意されているセットでも、独自に作成したセットでもかまいません。

ギャラリは、様々な方法で開くことができます。開始場所がグローバルの場合は、「セット」タブをクリックして、ギャラリをクリックすると、ギャラリはすでにセット・モードになっています。

グラフィック・セットを編集するには:

	
セットで、編集するグラフィック・セットを選択します。


	
「プロパティ」をクリックして、セットのプロパティダイアログ・ボックスを開きます。


	
変更するグラフィック・セットをダブルクリックします(「索引」など)。ギャラリに戻ると、この時点でグループ・モードになっています。


	
「グループ」で、「索引」グループを探して、プラス型ボックスをクリックして、そのグループに含まれているすべてのグラフィックを表示します。


	
別のグラフィックを選択して、「OK」をクリックします。セットのプロパティダイアログ・ボックスに戻ると、「索引」ボックスで選択した新しいグラフィックが表示されます。


	
上記の手順を繰り返して、変更する追加のボタンを編集します。


	
「OK」をクリックします。









4.6.4.3 グラフィック・セットの罫線の書式設定

ギャラリ内の各グラフィック・セットには、罫線が含まれています。新しいグラフィック・セットを作成する際は(「新しいグラフィック・セットの作成」を参照)、そのセットに罫線を含めることができます。

セットのプロパティダイアログ・ボックスで、罫線が含まれたバーを選択します。これにより、水平の罫線パネルの「プロパティ」ボタンが有効になります。次に、「プロパティ」をクリックして、罫線のプロパティダイアログ・ボックスを開くことができます。

グラフィック・セットの罫線を書式設定するには:

	
幅の設定ボックスの横で、デフォルト値の80%をそのまま使用するか、上下の矢印をクリックして値を調整します。ピクセル単位の値を設定するには、幅の単位パネルで「ピクセル」をクリックしてから、幅の設定ボックスで値を調整します。


	
高さの設定(ピクセル)の横で、罫線の高さをピクセル単位で設定します。必要に応じて、上下の矢印をクリックして値を調整します。


	
罫線に3Dエフェクトを適用するには、3Dシェーディングをクリックします。または、「色」パネルで色の設定をクリックして、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログ・ボックスを開きます。色を選択して、「OK」をクリックして罫線のプロパティダイアログ・ボックスに戻ります。

変更を加えながら、現在の書式設定を「サンプル」ボックスで随時確認できます。


	
「位置合せ」で、罫線の水平方向の配置方法として「左揃え」、「中央揃え」、または「右揃え」チェック・ボックスを選択します。


	
「OK」をクリックして、セットのプロパティダイアログ・ボックスに戻ります。




当該グラフィック・セットをいずれかのテンプレートのデフォルトとして指定した場合は、この罫線は、そのテンプレートについてDynamic Converter全体にわたって使用可能になります。つまり、任意の罫線を選択するたびに、これらの設定が自動的に使用されます。ただし、希望に応じていつでも、特定用途のためにこの罫線に異なる書式設定を適用できます。






4.6.4.4 グラフィック・セットの名前変更

グラフィック・セットの名前を変更するには:

	
グローバルプロパティ・シートを開きます。


	
「セット」をクリックして開いてから、ギャラリをクリックしてギャラリを開きます。


	
名前を変更するセットを選択して、「プロパティ」をクリックしてセットのプロパティダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」テキスト・ボックスに、このセットの新しい名前を入力して、「OK」をクリックします。


	
「OK」をクリックして「セット」タブ・ダイアログに戻り、もう一度「OK」をクリックしてメイン・ウィンドウに戻ります。









4.6.4.5 グラフィック・セットの削除

ギャラリ内のグラフィック・セットをいつでも削除できます。

グラフィック・セットを削除するには:

	
「モード」で、セットを選択します。


	
セットのリストから、削除するセットを選択します。


	
「削除」をクリックします。











4.6.5 グラフィック・グループのプロパティの変更

ギャラリに追加する新しいグラフィック・グループを作成したり、新しいグループや既存のグループを編集したりできます。これらの操作は、グループ・モードのセットのプロパティダイアログ・ボックスで実行します。

この項では、次のトピックについて説明します。

	
新しいグラフィック・グループの作成


	
グラフィック・グループの編集






4.6.5.1 新しいグラフィック・グループの作成

Classic HTML Conversion Editorには、セパレータや行頭文字などのカテゴリ別またはグループ別に分けられた、900点を超えるGIFが付属しています。希望に応じて、新しいグループを作成できます。ギャラリ内の既存のグラフィックのいくつかを使用することも、独自に作成したグラフィックを使用することもできます。

新しいグラフィック・グループを作成するには:

	
ギャラリダイアログ・ボックスで、「モード」で「グループ」を選択します。


	
「新規作成」をクリックします。


	
「名前」テキスト・ボックスに、作成するグループの名前を入力します。


	
ファイル名の仕様テキスト・ボックスに、このグループに含めるグラフィックの形式の仕様を入力します(*.gifなど)。複数の仕様を入力する場合は、それらをカンマで区切ります。


	
「ディレクトリ」に、新しいグループに含めるグラフィックが格納されているディレクトリのパスを入力します(または「参照」ボタンをクリックしてそのディレクトリを探して選択します)。


	
「グループ・タイプ」で、作成するグループのタイプを選択します。


	
「OK」をクリックします。









4.6.5.2 グラフィック・グループの編集

ギャラリ内のグラフィック・グループをいつでも編集できます。これは、既存のグループであっても、独自に作成したグループであってもかまいません。

グラフィック・グループを編集するには:

	
「モード」で、「グループ」を選択します。


	
「グループ」で、編集するグループを選択します。


	
「プロパティ」をクリックして、セットのプロパティダイアログ・ボックスを開きます。


	
「名前」、ファイル名の仕様、「ディレクトリ」および「グループ・タイプ」の値を必要に応じて編集します。


	
「OK」をクリックします。
















5 グローバル

この項では、次のトピックについて説明します。

	
「グローバルについて」


	
「Webページへの罫線の追加」


	
「Webページへのセパレータの追加」


	
「HTMLおよびスクリプト」


	
「Webページでの相互参照の抑制」


	
「外部ハイパーリンクのターゲットの指定」


	
「グラフィック要素」


	
「Webページのその他の設定」






5.1 グローバルについて

グローバルは、テンプレートの編集に使用される4つのプロパティ・シートの1つです。グローバルで行った設定はWebページ全体に適用されます。この設定はテンプレートの一部として保存されますが、特定の要素には関連付けられません。

グローバルのオプションには、次のものがあります。

	
Webページ全体の色の設定(ステータスに応じたリンクの色など)


	
Webページの先頭と末尾に配置するセパレータおよび罫線の挿入


	
Webページへの、住所、コピーライト行、および電子メール・アドレスの挿入




グローバルを開くには、Classic HTML Conversion Editorのメイン・ウィンドウでグローバルアイコン(図5-1)をクリックします。


図5-1 グローバルアイコン

[image: 図5-1については周囲のテキストで説明しています。]



Classic HTML Conversion Editorでは、4つのプロパティ・シートの間を移動して、これらを任意の順序で使用できます。また、変更処理中に変更をプレビューすることもできます。






5.2 Webページへの罫線の追加

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、Webページに罫線を追加するオプションが含まれています。

Webページに罫線を追加するには:

	
グローバル(図5-2)をクリックし、「ルール」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-2 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
コンテンツの前に罫線を挿入をクリックします。デフォルト設定を受け入れる場合は、ステップ7に進みます。


	
幅パネルで、%または「ピクセル」を選択します。幅の設定編集ボックスに、使用するパーセントまたはピクセル数の値を入力するか、または「上へ/下へ」コントロールを使用して値を選択します。


	
高さの設定編集ボックスに、使用するピクセル数の値を入力するか、または「上へ/下へ」コントロールを使用して値を選択します。


	
「色」で、色の設定をクリックし、「色」ボタンをクリックして、「色」ダイアログ・ボックスを開きます。罫線に使用する色を選択して「OK」をクリックします。


	
「位置合せ」で、罫線を配置するページ上の位置に応じて、「左」、「中央」または「右」をクリックします。


	
変更内容を確認するには、「サンプル」チェック・ボックスを選択します。


	
コンテンツの後ろに罫線を追加するには、コンテンツの後に罫線を挿入をクリックして、ステップ4～7を繰り返します。次に、「OK」をクリックします。









5.3 Webページへのセパレータの追加

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、Webページにセパレータを追加するオプションが含まれています。

Webページにセパレータを追加するには:

	
グローバルアイコン(図5-3)をクリックし、セパレータをクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-3 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
コンテンツの前にセパレータを挿入をクリックします。


	
使用するグラフィックのパスとファイル名をテキスト・ボックスに入力するか、ギャラリをクリックしてグラフィックを見つけます。デフォルトのグラフィック・セットがすでにある場合は、このチェック・ボックスをクリックすると、そのセット内のセパレータが表示されます。


	
「位置合せ」で、セパレータを配置するページ上の位置に応じて、「左」、「中央」または「右」をクリックします。


	
コンテンツの後ろにセパレータを追加するには、コンテンツの後ろにセパレータを挿入をクリックして、前述のステップを繰り返します。


	
代替テキストボックスに、そのセパレータが表示されない場合に画面に表示するテキストを入力します。


	
「OK」をクリックします。




代替テキストが表示されるのは、ユーザーのブラウザがテキスト専用の場合、ユーザーがブラウザのグラフィック機能を無効にしている場合、または目の不自由なユーザーがHTMLスクリーン・リーダーを使用してWebページを参照している場合です。

代替テキストを追加しなかった場合、デフォルトのテキストは使用されません。






5.4 HTMLおよびスクリプト

この項では、次のトピックについて説明します。

	
「HTMLファイルの先頭へのHTMLまたはスクリプト・コードの組込み」


	
「本文ページ内でのイベントの処理」


	
「WebページへのHTMLまたはスクリプト・コードの組込み」


	
「WebページのヘッダーへのHTMLまたはスクリプト・コードの組込み」


	
「HTMLタグ内へのHTMLまたはスクリプト・コードの組込み」


	
「出力へのスクリプト変数の組込み」


	
「HTML 4.0準拠」


	
「XMLに準拠した出力の生成」






5.4.1 HTMLファイルの先頭へのHTMLまたはスクリプト・コードの組込み

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、HTMLファイルの先頭(<HTML>タグの前)にHTMLまたはスクリプト・コードを配置するオプションが含まれています。(「WebページのヘッダーへのHTMLまたはスクリプト・コードの組込み」も参照してください。)

ファイルの先頭にHTMLまたはスクリプト・コードを配置するには:

	
グローバルアイコン(図5-4)をクリックし、「ヘッダー」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-4 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
ファイルの先頭にHTMLまたはスクリプト・コードを含めるをクリックして、次のいずれかを実行します。

	
次を使用をクリックして、ボックスにコードを入力します。


	
このファイルのコンテンツを使用をクリックし、テキスト・ボックスにパスとファイル名を入力するか、またはギャラリボタンをクリックしてファイルを見つけます。





	
「OK」をクリックします。




挿入するHTMLまたはスクリプト・コードにリンクしているファイルがある場合、リンク先ファイルの供給と検証は作成者が行います。HTMLまたはスクリプト・コードから別のファイルを呼び出す場合は、そのファイルを適切な出力ディレクトリに配置しておく必要があります。

WebページがHTMLバージョン4.0に準拠していることを記述するには、HTMLファイルの先頭で<!DOCTYPE>宣言を使用します。つまり、対応するチェック・ボックスを選択し、最初のテキスト・ボックスに<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C/DTD HTML 4.0 Final//EN">という記述を挿入します。「HTML 4.0準拠」を参照してください。






5.4.2 本文ページ内でのイベントの処理

ブラウザでイベントが発生するたびにトリガーされるイベント・ハンドラをWebページに割り当てることができます。このようなイベント・ハンドラには、onLoadやonUnloadなどがあります。また、ページ内にHTMLコードやJavaScriptを含めることもできます。

イベント・ハンドラを割り当てるかHTMLコードやスクリプト・コードを組み込むには:

	
グローバルアイコン(図5-5)をクリックし、「タグ」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-5 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
BodyタグにHTMLまたはスクリプト・コードを含めるをクリックし、次を使用またはこのファイルのコンテンツを使用のいずれかをクリックします。


	
次を使用をクリックした場合は、該当するボックスに使用するコードを入力します。


	
このファイルのコンテンツを使用をクリックした場合は、テキスト・ボックスにパスとファイル名を入力するか、ギャラリをクリックして、ギャラリ内のHTMLコードフォルダからファイルを選択します。


	
「OK」をクリックします。




本文ページからイベント・ハンドラを(将来また使用できるように)一時的に削除するには、BodyタグにHTMLまたはスクリプト・コードを含めるチェック・ボックスの選択を解除します。本文ページ内で再びそのイベント・ハンドラを使用する準備ができたら、このチェック・ボックスを選択します。

「要素のイベントの処理」および「HTMLタグ内へのHTMLまたはスクリプト・コードの組込み」も参照してください。






5.4.3 WebページへのHTMLまたはスクリプト・コードの組込み

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、WebページにHTMLまたはスクリプト・コードを配置するオプションが含まれています。

WebページにHTMLまたはスクリプト・コードを含めるには:

	
グローバルアイコン(図5-6)をクリックし、「HTML」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-6 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
コンテンツの前にHTMLまたはスクリプト・コードを含めるをクリックします。


	
次のいずれか1つを実行します。

	
次を使用をクリックして、使用するコードをボックスにコードを入力します。


	
このファイルのコンテンツを使用をクリックし、テキスト・ボックスにパスとファイル名を入力するか、またはギャラリボタンをクリックしてファイルを見つけます。





	
必要に応じて、コンテンツの後にHTMLまたはスクリプト・コードを含めるをクリックし、ステップ3を繰り返します。


	
「OK」をクリックします。









5.4.4 WebページのヘッダーへのHTMLまたはスクリプト・コードの組込み

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、ページのヘッダーにHTMLコードを配置するオプションが含まれています。(「HTMLファイルの先頭へのHTMLまたはスクリプト・コードの組込み」も参照してください。)

WebページのヘッダーにHTMLまたはスクリプト・コードを含めるには:

	
グローバルアイコン(図5-7)をクリックし、「ヘッダー」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-7 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
ヘッダーにHTMLまたはスクリプト・コードを含めるをクリックして、次のいずれかを実行します。

	
次を使用をクリックして、ボックスにコードを入力します。


	
このファイルのコンテンツを使用をクリックし、テキスト・ボックスにパスとファイル名を入力するか、またはギャラリボタンをクリックしてファイルを見つけます。





	
「OK」をクリックします。




適切なヘッダー情報を出力ファイルに追加することによって、HTMLソース・ファイル(ASPファイルなど)を変換できます。前述の手順に従ってヘッダー情報を含むコードを追加するほかに、HTMLドキュメント用に含めるチェック・ボックスも選択する必要があります。選択したテンプレートに関連付けられているすべてのHTMLソース・ファイルの先頭に、指定したコードが追加されます。






5.4.5 HTMLタグ内へのHTMLまたはスクリプト・コードの組込み

HTMLタグ内にHTMLまたはスクリプト・コードを含めることができます。このコードは、Web出力ページにグローバルに適用されます。この場合の最も一般的な使用方法は、LANG属性やVersion属性を挿入することです。

LANG属性では、テンプレートに関連付けれらているWebページで使用する言語を指定できます。Version属性では、バージョン番号を出力に含めることができます。LANG属性は、ユーザー・エージェントで、補助用の検索エンジンや音声合成装置などの様々な方法で使用できます。

HTMLタグにHTMLまたはスクリプト・コードを含めるには:

	
グローバルアイコン(図5-8)をクリックし、「タグ」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-8 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
HTMLタグにHTMLまたはスクリプト・コードを含めるをクリックし、次を使用またはこのファイルのコンテンツを使用のいずれかをクリックします。


	
次を使用をクリックした場合は、使用するコードを入力します。たとえば、イタリア語のWebページであることを示すには、LANG="it"と入力します(言語の略称を引用符で囲む点に注意してください)。


	
このファイルのコンテンツを使用をクリックした場合は、テキスト・ボックスにパスとファイル名を入力してファイルの場所を明らかにします。


	
「OK」をクリックします。




本文ページからHTMLまたはスクリプト・コードを(将来また使用できるように)一時的に削除するには、HTMLタグにHTMLまたはスクリプト・コードを含めるチェック・ボックスの選択を解除します。HTMLタグ内で再びそのコードを使用する準備ができたら、このチェック・ボックスを選択します。

「本文ページ内でのイベントの処理」も参照してください(この処理についても、「タグ」タブ・ダイアログで設定します)。






5.4.6 出力へのスクリプト変数の組込み

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、出力ページにスクリプト変数を組み込むオプションが含まれています。JavaScriptでは、このような変数を使用して、出力HTMLファイルに格納された様々な情報にアクセスできます。

出力にスクリプト変数を含めるには:

	
グローバルアイコン(図5-9)をクリックし、「オプション」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-9 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
出力にスクリプト変数を含めるをクリックします。


	
TRANSIT_SOURCE変数にソース・ドキュメントのパスが格納されるようにするには、変数はソース・ファイルの詳細を含むをクリックします。


	
「OK」をクリックします。









5.4.7 HTML 4.0準拠

CSSに対応したテンプレートを使用する場合、Classic HTML Conversion EditorはHTML 4.0標準に完全に準拠します。CSS非対応のテンプレートを使用する場合、Classic HTML Conversion Editorは次の1つの面でHTML 4.0に非準拠となります。

Classic HTML Conversion Editorは、作成するWebページでソース・ドキュメントの外観を複製しようとします。そのため、Classic HTML Conversion Editorは、ソース・ドキュメントの情報を複製するにあたって<BLOCKQUOTE>タグと<UL>タグを使用します。HTML 4.0に完全に準拠したWebページを作成する必要がある場合は、これらを削除できます。

HTML 4.0に準拠したWebページを作成するには:

	
「書式設定」アイコン(図5-10)をクリックします。


図5-10 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
「要素」リスト内のすべての要素を選択します。


	
「段落」タブをクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


	
「位置合せ」で、指定しないをクリックします。


	
「保存」をクリックして、テンプレートの変更を保存します。









5.4.8 XMLに準拠した出力の生成

Classic HTML Conversion Editorで利用できるグローバル設定には、XML出力を生成するオプションが含まれています。

Dynamic Converterでは、HTML出力に変換可能なソース・ドキュメントはすべて、XML出力にも容易に変換できます。それにより、情報がWebページ内に固定されなくなり、他のアプリケーションで利用できるようになります。

Classic HTML Conversion Editorは、HTMLタグ、Headタグ、Bodyタグなどの明示的なHTML要素を削除することによって、XML出力を生成します。また、必要に応じて、タグのバランスを取ります。つまり、Classic HTML Conversion Editorは、HTML出力に対して<IMG SRC="filename.gif">と生成するかわりに、<IMG SRC="filename.gif"/>と生成します(要素の末尾のスラッシュは終了タグを表すために使用されます)。

XMLに準拠した出力を生成するには:

	
グローバルアイコン(図5-11)をクリックし、「オプション」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-11 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
XML準拠の出力の生成をクリックします。


	
XMLオプションボタンをクリックして、このダイアログ・ボックスを開きます。


	
すべての出力HTMLファイルの先頭と最後に適切なXMLコードを入力します。そのためには、対応するチェック・ボックスを選択し、これを使用をクリック(コードを指定)するか、またはこのファイルのコンテンツを使用をクリック(コードを含むファイルを指定)します。


	
「OK」をクリックして「オプション」タブ・ダイアログに戻り、もう一度「OK」をクリックしてメイン・ウィンドウに戻ります。




XMLオプションダイアログ・ボックスでは、必要に応じて、<?xml version="1.0"?>などのXML宣言を指定できます。








5.5 Webページでの相互参照の抑制

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、相互参照の組込みまたは抑制を行うオプションが含まれています。

Classic HTML Conversion Editorは、相互参照をWebページに自動的に組み込み、ソース・ドキュメントに挿入されているリンクを維持します。しかし、この相互参照は、必要に応じて抑制できます。

Webページで相互参照を抑制するには:

	
グローバルアイコン(図5-12)をクリックし、「オプション」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-12 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
出力に相互参照を含めるチェック・ボックスの選択を解除します。


	
「OK」をクリックします。

Webページでターゲット・テキストへの相互参照のリンクが無効になります(ただし、ソース・ドキュメントでは相互参照のリンクが維持されます)。









5.6 外部ハイパーリンクのターゲットの指定

まったく異なるWebサイトなどの外部の場所へのリンクをWebページに含める必要がある場合があります。この種の外部リンクを含める際には、リンクで参照しているサイトが別のブラウザ・ウィンドウで開かれるようにすることもできます。このようにすると、Webサイトの閲覧者は、元のサイトの表示を維持でき、外部サイトを閉じても、元のサイトへの接続は失われません。

外部リンクのターゲットを指定するには:

	
グローバルアイコン(図5-13)をクリックし、「オプション」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-13 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
出力に相互参照を含めるで、外部ハイパーリンクにこのターゲットを使用を選択して、テキスト・ボックスに_blankと入力します(次を参照)。


	
「OK」をクリックします。




テキスト・ボックスには、必要に応じて任意の標準HTMLターゲットを入力できます。

	
_blankを指定すると、現在のWebサイトとは別に、新しいブラウザ・ウィンドウが開きます。


	
_selfを指定すると、リンク元のページが表示されているウィンドウでそのままドキュメントが開かれます。したがって、現在のページは上書きされます。


	
_topを指定すると、ブラウザのウィンドウ全体を使用してドキュメントが開かれます。









5.7グラフィック要素

この項では、次のトピックについて説明します。

	
「Webページの色の設定」


	
「Webページのグラフィック・セットの選択」


	
「Webページの背景グラフィックの選択」






5.7.1 Webページの色の設定

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、Webページのテキスト、リンクおよび背景の色を設定するオプションが含まれています。

Webページの色を設定するには:

	
グローバルアイコン(図5-14)をクリックし、「色」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-14 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
背景色を選択するには、「背景」チェック・ボックスを選択し、「色」ボタンをクリックして、「色」ダイアログ・ボックスを開きます。任意の色を選択し、「OK」をクリックして、「色」タブ・ダイアログに戻ります。

選択した色が色バーに表示されます。また、選択した色は、「サンプル」ボックスで確認することもできます。


	
必要に応じて、Webページの他のコンポーネントに使用するその他の色を選択します。「サンプル」ボックスに、それぞれの色の選択結果が表示されます。




4つの色オプションに加えて、Webページの背景として色のかわりにグラフィックを使用できる5番目のオプションがあります。

かわりに背景グラフィックを選択することもできます(「Webページの背景グラフィックの選択」を参照してください)。または、グラフィックが透明なら、背景色と背景グラフィックを併用することもできます。






5.7.2 Webページのグラフィック・セットの選択

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、Classic HTML Conversion Editorに付属している28のグラフィック・セットのいずれかを選択するオプションが含まれています。

いずれかのグラフィック・セットを特定のテンプレートのデフォルトのグラフィック・セットとして設定することによって、そのテンプレートをもとに作成されたすべてのWebページで、ナビゲーション・ボタンと視覚支援の使用に一貫性が維持されます。各セットは随時、切り替えることができ、この切替えによって、Webページのルック・アンド・フィールを劇的に変更できます。

セットを選択または変更するには:

	
グローバルアイコン(図5-15)をクリックし、「Set」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-15 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
「Set」テキスト・ボックスに、テンプレートに対して現在選択されているセット名が表示されます。ギャラリをクリックして、ギャラリダイアログ・ボックスを開きます。


	
使用するセットを選択します。そのセットに含まれているグラフィックが「プレビュー」ウィンドウに表示されます。


	
「デフォルトに設定」をクリックします。選択したセットの名前が太字で表示されるようになります。


	
「OK」をクリックして、「Set」タブ・ダイアログに戻ります。


	
セットの選択の適用をクリックします。それにより、テンプレートで現在指定されているすべてのグラフィックが変更されます。

セットの選択を確認するよう求めるダイアログ・ボックスが表示されます。「はい」をクリックします。


	
「OK」をクリックして、グローバルに戻ります。




いずれかのグラフィック・セットを特定のテンプレートのデフォルトのセットに設定すると、Classic HTML Conversion Editorによって、そのセットに含まれている背景グラフィックが、そのテンプレートをもとに作成されたすべてのWebページに自動的に適用されます。背景グラフィックの変更や無効化は、グローバルの「色」タブ・ダイアログで行えます。






5.7.3 Webページの背景グラフィックの選択

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、背景グラフィックを追加するオプションが含まれています。Dynamic Converterに付属しているGIF選集からグラフィックを選択できます。

背景グラフィックを選択するには:

	
グローバルアイコン(図5-16)をクリックし、「色」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-16 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
背景グラフィックを使用をクリックします。

ギャラリからグラフィック・セットを選択し、それをデフォルトのセットに設定した場合は、そのセットに含まれている背景グラフィックが、「サンプル」ボックスに自動的に表示され、そのGIFのパスが「ファイル名」テキスト・ボックスに表示されます。


	
グラフィック・セットを選択していない場合や、別のグラフィックを選択する場合は、次のいずれかを実行します。

	
使用するグラフィックのパスと名前を入力します。


	
ギャラリをクリックし、背景のグラフィック・グループからグラフィックを選択します。





	
「OK」をクリックします。




必要に応じて、グラフィックのかわりに背景色を使用することもできます。「Webページの色の設定」を参照してください。グラフィックが透明なら、背景色と背景グラフィックを併用することもできます。








5.8 Webページのその他の設定

この項では、次のトピックについて説明します。

	
「Webページへの住所の追加」


	
「Webページへの電子メール・アドレスの追加」


	
「Webページへのタイトルの追加」


	
「Webページでのヘッダーとフッターの表示」


	
「ソース・ドキュメントのリビジョン情報の組込み」


	
「Webページでのナビゲーションおよび視覚支援の順序の設定」


	
「単一の強制改行のスキップ」


	
「Webページでの脚注と最後の注釈の抑制」


	
「Webページへのオプションの追加」


	
「Webページでの表の抑制」






5.8.1 Webページへの住所の追加

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、Webページに住所を追加するオプションが含まれています。

Webページに住所を追加するには:

	
グローバルアイコン(図5-17)をクリックし、「住所」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-17 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
住所行で、住所を含めるをクリックします。4つのテキスト・ボックスに、Webページに表示する情報を入力します。これはページの最後に表示されます。

注意: 住所には任意の情報を含めることができます。たとえば、ここにコピーライト行を入力できます。


	
「OK」をクリックします。




住所の書式は、アドレス(システム)を使用して設定できます。アドレス(システム)は、Classic HTML Conversion Editorのすべてのテンプレートに自動的に組み込まれる特殊要素です。この場合、住所は常に斜体で表示されます。これは、Dynamic Converterによってこの情報に<ADDRESS>タグが適用されるためです。このタグはブラウザで斜体として解釈されます。住所が斜体で表示されないようにするには、かわりに<P>タグをこのコンテンツに適用します。






5.8.2 Webページへの電子メール・アドレスの追加

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、電子メール・アドレスを追加するオプションが含まれています。

Webページに電子メール・アドレスを追加するには:

	
グローバルアイコン(図5-18)をクリックし、「アドレス」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-18 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
電子メール行で、電子メール・アドレスを含めるをクリックします。


	
電子メール・プロンプトテキスト・ボックスに、電子メールのリンクとしてWebページに表示するテキストを入力します。


	
「電子メール・アドレス」テキスト・ボックスに、使用する完全な電子メール・アドレスを入力します。


	
「OK」をクリックします。




電子メール・アドレスの書式は、電子メール(システム)を使用して設定できます。電子メール(システム)は、Classic HTML Conversion Editorのすべてのテンプレートに自動的に組み込まれる特殊要素です。






5.8.3 Webページへのタイトルの追加

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、タイトルを追加するオプションが含まれています。Classic HTML Conversion Editorでは、Webブラウザのタイトル・バーとWebページの本文の両方にタイトルを配置できます。

Webページにタイトルを追加するには:

	
グローバルアイコン(図5-19)をクリックし、「タイトル」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-19 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
タイトルの配置で、Webページの本文にタイトルを配置をクリックします。

Webブラウザのタイトル・バーにもタイトルが表示されるようにするには、Webブラウザのタイトル・バーにタイトルを配置をクリックします。


	
タイトルのコンテンツで、該当するチェック・ボックスを選択して、タイトルの作成に使用するコンポーネントを決定します。任意の数のチェック・ボックスを選択します。


	
選択したコンポーネントが、Classic HTML Conversion Editorによって1つのタイトルに結合されます。


	
タイトルのドキュメント・コンポーネントで(ステップ3で対応するチェック・ボックスを選択した場合)、タイトルを要素から導出するか(タイトル要素に対応するラジオ・ボタンをクリックするか、リストから代替要素を選択)、または「ドキュメント・プロパティ」ダイアログ・ボックスの「タイトル」の入力内容から導出するか(最後のラジオ・ボタンをクリック)を決定します。


	
タイトルのページ・コンポーネントで(ステップ3で対応するチェック・ボックスを選択した場合)、要素から導出したコンテンツを使用するか(リストから要素を選択)、またはテキスト・ボックスにタイトルを入力するかを決定します。


	
ページ番号付けで、「なし」を選択するか、またはこのコンポーネントをタイトルに追加する場合は、利用可能な番号付けオプションのいずれかを選択します。


	
「OK」をクリックします。




デフォルトでは、本文ページ・テンプレートのタイトル(システム)要素はドキュメント・タイトルで構成されます。

タイトルの書式は、タイトル(システム)を使用して設定できます。タイトル(システム)は、Classic HTML Conversion Editorで作成したすべてのテンプレートに自動的に組み込まれる特殊要素です。






5.8.4 Webページでのヘッダーとフッターの表示

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、出力ページにヘッダーとフッターを配置するオプションが含まれています。Classic HTML Conversion Editorでは、Webページへのヘッダーとフッターの自動組込みは行われませんが、これらが必要な場合は表示できます。

Webページにヘッダーとフッターを表示するには:

	
グローバルアイコン(図5-20)をクリックし、「オプション」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-20 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
出力ページにヘッダーを含める場合は、出力にヘッダーを含めるをクリックします。


	
すべてのページに配置または最初のページにのみ配置を選択します。ソース・ドキュメントを複数のWebページに分割する場合は、必要に応じて2番目のオプションを選択できます。


	
出力ページにフッターを含める場合は、出力にフッターを含めるをクリックします。再び、すべてのページに配置または最初のページにのみ配置を選択します。


	
「OK」をクリックします。









5.8.5 ソース・ドキュメントのリビジョン情報の組込み

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、出力ページにリビジョン情報を組み込むオプションが含まれています。

デフォルトでは、リビジョンがオンの状態で挿入または削除されたテキストがソース・ドキュメントに含まれている場合、Dynamic Converterは出力Webページにリビジョンを実装します。つまり、Webページは、変換前にソース・ドキュメントでリビジョンが受け入れられた場合と同じ外観になります。または、ソース・ドキュメントでのリビジョンの状態を維持してそのまま表示することもできます。

Webページにリビジョン情報を含めるには:

	
グローバルアイコン(図5-21)をクリックし、「オプション」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-21 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
ソース・ドキュメントのリビジョン情報を含めるをクリックします。


	
「OK」をクリックします。




Classic HTML Conversion Editorは、挿入されたテキストをアンダースコアにマップし、削除されたテキストを取消線にマップします。このマッピングは、必要に応じて変更できます。「テキスト・エフェクトの変更」を参照してください。

Classic HTML Conversion Editorは、ソース・ドキュメントで挿入または削除が行われたテキストに関連付けられた色は維持しません。






5.8.6 Webページでのナビゲーションおよび視覚支援の順序の設定

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、Webページでのナビゲーションおよび視覚支援の順序を設定するオプションが含まれています。

Webページの作成時には、ナビゲーション・ボタン・バーやテキスト・バー、セパレータや罫線、HTMLコードやスクリプト・コード、および通常の住所や電子メール・アドレスを追加することがあります。ソース・ドキュメントにタイトルが付けられていたり、ヘッダーやフッターが含まれていたりする場合もあります。

Webページでのこれらすべての順序を設定できます。

ナビゲーション支援や視覚支援の順序を設定するには:

	
グローバルアイコン(図5-22)をクリックし、「レイアウト」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-22 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



使用していないものも含めて、利用可能なすべてのナビゲーションおよび視覚支援が2つの「プレビュー」ウィンドウに表示されます。同じ支援に対してページの先頭と最後で異なる順序を適用できます。また、アイテムの位置合せを変更することもできます。


	
ページの先頭用の「プレビュー」ウィンドウで、移動するナビゲーション支援、セパレータまたは罫線を選択し、「並替え」矢印を使用して順序を変更します。あるいは、ナビゲーション支援、セパレータまたは罫線を選択し、マウス・ボタンを押しながらアイテムをドラッグして順序を変更します。


	
ナビゲーションまたは視覚支援の位置合せを変更するには、アイテムを選択し、マウス・ボタンを押しながらアイテムをドラッグして、ペイン内の左揃え、中央揃えまたは右揃えの位置に移動します。イメージをドラッグすると、カーソルが変わり、左揃え、中央揃えまたは右揃えであることが示されます。


	
ページの最後でもアイテムの順序を変更する場合は、ページの最後用の「プレビュー」ウィンドウで同様の操作を行います。


	
「OK」をクリックします。









5.8.7 単一の強制改行のスキップ

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、単一の強制改行をスキップするオプションが含まれています。これは、ソース・ドキュメントがASCII形式の場合に役立つことがあります。

単一の強制改行をスキップするには:

	
グローバルアイコン(図5-23)をクリックし、「オプション」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-23 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
単一の強制改行をスキップチェック・ボックスを選択します。


	
「OK」をクリックします。









5.8.8 Webページでの脚注と最後の注釈の抑制

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、脚注と最後の注釈の表示を制御する機能が含まれています。

Dynamic Converterは脚注と最後の注釈を自動的にWebページに組み込みます。しかし、これらは必要に応じて抑制できます。また、Dynamic Converterは自動的に最後の注釈を専用の独立したページに配置します。これについても変更できます。

Webページで脚注と最後の注釈を抑制するには:

	
グローバルアイコン(図5-24)をクリックし、「オプション」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-24 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
出力に脚注と最後の注釈を含めるチェック・ボックスの選択を解除します。


	
「OK」をクリックします。




また、脚注および最後の注釈に関連付けられている要素がWebページの本文に含まれていないことを確認する必要があります。要素の設定を開き、「要素」タブ・ダイアログでこのような要素のステータスをチェックします。






5.8.9 Webページへのオプションの追加

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、出力ページにヘッダーとフッターを配置するオプションが含まれています。必要に応じて、脚注と最後の注釈を抑制することもできます。また相互参照と表も抑制できます。

Webページでこれらのオプションを設定するには:

	
グローバルアイコン(図5-25)をクリックし、「オプション」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-25 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
該当する各チェック・ボックスを選択するか、または選択を解除します。


	
「OK」をクリックします。









5.8.10 Webページでの表の抑制

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、表の組込みまたは抑制を行うオプションが含まれています。Dynamic Converterは表を自動的にWebページに組み込みます。しかし、これらは必要に応じて抑制できます。

Webページで表を抑制するには:

	
グローバルアイコン(図5-26)をクリックし、「オプション」をクリックして、このタブ・ダイアログを開きます。


図5-26 グローバルアイコン

[image: これはグローバルアイコンです。]



	
表を含めるチェック・ボックスの選択を解除します。


	
「OK」をクリックします。

ソース・ドキュメント内の表がWebページに表示されなくなります。




表をサポートしていないブラウザでファイルが適切に表示されるようにすることが目的の場合は、さらに特定の書式設定オプションをオフにする必要があります。これは、Dynamic Converterでは、Webページ上での特定のグラフィック要素の配置に表が使用されるためです。たとえば、表を抑制した場合、このようなブラウザを使用してページを表示したときに、次のものが影響を受けます。

	
黒丸にグラフィックを使用した箇条書きリスト


	
要素と同じ行にボタンが配置される要素ボタン・バー


	
コンテンツから離れた位置に設定されるアイコン














6 ドキュメントの書式設定

この項では、次のトピックについて説明します。

	
「ドキュメントの書式設定について」


	
「テキスト/ワープロ・ファイルの書式設定」


	
「スプレッドシート・ファイルの書式設定」


	
「プレゼンテーション・ファイルの書式設定」


	
「イメージ・ファイルの書式設定」


	
「アーカイブ・ファイルの書式設定」


	
「データベース・ファイルの書式設定」






6.1 ドキュメントの書式設定について

ドキュメントの書式設定は、HTML変換エディタの4つあるメイン・メニュー・オプションの1つです。このページには、各種ファイルから変換されたHTML出力の書式に関するオプションを設定できるタブがあります。






6.2 テキスト/ワープロ・ファイルの書式設定

「テキスト/語句の処理」タブでは、テキストやワープロ・ファイルを変換したHTML出力のレイアウトを定義するオプションを設定できます。次の各項では、レイアウトの設定方法について説明します。

	
「レイアウトの作成」


	
「埋込みグラフィックの処理」


	
「ページ区切りのオプションの設定」






6.2.1 レイアウトの作成

「テキスト/語句の処理」タブでは、テキストやワープロ・ファイルを変換したドキュメントの外観全体を制御できます。

	
出力ページ→出力ページ・レイアウトに移動し、「追加」をクリックします。出力ページ・レイアウトページが表示されます。


	
「名前」フィールドに、text/wpなど、このレイアウトを定義する名前を入力します。


	
このページ・レイアウトにナビゲーション・レイアウトを追加する場合は、「ナビゲーション・レイアウトを含める」の前にあるボックスをクリックします。このオプションにより、ユーザーは目次ページを作成できます。


	
ドキュメントの書式設定ページの「テキスト/語句の処理」タブに戻ります。「レイアウト」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したページ・レイアウトの名前(text/wp)を選択します。


	
「<li>タグなしでリストの箇条書きを生成する」(デフォルト)を選択すると、HTMLリスト・タグを使用するかわりに、リストの各エントリに黒丸または数字が生成されます。生成された黒丸または数字は、元のドキュメントの外観により忠実なものになる傾向がありますが、かわりに、この場合はHTMLリスト・タグでリストを配置できません。生成される黒丸または数字および段落テキストは、通常の段落テキストとして処理されます。このオプションを選択しない場合はHTMLリスト・タグが使用されますが、ブラウザに表示できる黒丸および数字のタイプは非常に限定されます。


	
「脚注と最後の注釈を含める」を選択すると、入力ドキュメントの脚注と最後の注釈が出力に組み込まれます。脚注は、常に、注釈が参照されるHTMLページの最後に配置されます。最後の注釈の配置は、次に示す「最後の注釈を分ける」オプションにより決定されます。


	
「最後の注釈を区切る」を選択すると、最後の注釈がドキュメントの最後に別ページとして配置されます。そうでない場合、最後の注釈は出力の最後のページの続きとして処理されます。  このオプションを有効にするには、「ページ・レイアウト」で「ページで区切る」オプションを有効にする必要があります。


	
「名前なし文字スタイルの無視」を選択すると、ソース・ドキュメント内の名前のない文字スタイルからの書式設定は無視され、出力に表示されません。これは、テンプレートの作成者が書式マッピングを通じて出力内の段落の書式設定を上書きする場合に便利です。このオプションを選択しないと、ソース・ドキュメントが適切に書式設定されていない場合に、たとえばドキュメント作成者がテキストのブロックを選択し、スタイルを指定するかわりに文字書式を適用することにより、テンプレートで指定された書式が上書きされることがあります。


	
「ノート・セパレータ」フィールドに、本文と、ページの最後の脚注または最後の注釈の間に置くHTMLマークアップ(ルールなど)を入力します。デフォルトでは、ここでHTMLマークアップを指定しないかぎり、分けられることはありません。









6.2.2 埋込みグラフィックの処理

これらのオプションを使用すると、テキスト/ワープロ・ファイルからのHTML出力に埋め込まれたグラフィックの処理方法を指定できます。

	
「最大幅(ピクセル単位)を次に設定」フィールドにピクセル数を入力すると、大きすぎるイメージをこの値の幅(ピクセル)以下に縮小できます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。この値をゼロ(0)に設定すると、制限がなくなります。


	
「最大高さ(ピクセル単位)を次に設定」フィールドにピクセル数を入力すると、大きすぎるイメージを、この値の高さ(ピクセル)以下に縮小できます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。この値をゼロ(0)に設定すると、制限がなくなります。


	
「最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定」フィールドにピクセル数を入力すると、大きすぎるイメージを領域内でこの値のサイズ(ピクセル)以下に縮小できます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。この値をゼロ(0)に設定すると、制限がなくなります。









6.2.3 ページ区切りのオプションの設定

ページ区切りのオプションを使用すると、変換されたHTML出力での改ページの処理方法を制御できます。

	
出力ページ→出力ページ・レイアウト→[レイアウト名(text/wpなど)]→「ページ・レイアウト」に移動します。「ページで区切る」オプションを選択し、HTML出力でページ区切りが実行されるようにします。


	
ドキュメントの書式設定ページの「テキスト/語句の処理」タブに戻ります。「強制改ページが発生した場合に改ページする」>を選択すると、ソース・ドキュメントに強制改ページが発生するたびに、出力が別の出力ファイルに分割されます。


	
ページ当たりx文字フィールドで、生成される出力のページ・サイズを文字数で指定できます。つまり、出力は、ソース・ドキュメントで指定したサイズ(文字数)のページにほぼ区切られます。

この機能は、構造化が不完全なドキュメントを変換する場合に特に役に立ちます。大半のドキュメントには、Dynamic Converterがドキュメントを出力マークアップ・アイテムに分割にする際に使用するスタイル情報は含まれていません。このオプションを設定することにより、エクスポートされたドキュメントを、単一の大きな出力ファイルよりも管理しやすい小さなピースのセットとして表示できます。これは、構造化されてはいるものの、構造内に大きなピースを含むドキュメントにも役立ちます。

このサイズでは、ソース・ドキュメントから挿入したテキストのみがカウントされ、テンプレートから挿入したマークアップおよびテキストはカウントされません。また、本製品により生成されたHTMLマークアップ・タグも、ページ・サイズにカウントされません。このオプションをゼロに設定すると、設定は無効になります。

このオプションが有効な場合のページ区切りのルールは、次のとおりです。

	
現在の段落がページ・サイズを超えると、ページ境界が作成されます。したがって、この機能の通常の操作では、ページは、指定したページ・サイズを若干、つまり1段落以内で超える場合があります。


	
表、リスト、脚注、または最後の注釈の中にページ境界が作成されることはありません。














6.3 スプレッドシート・ファイルの書式設定

スプレッドシートタブでは、スプレッドシート・ファイルから変換されたHTML出力のレイアウトを定義するオプションを設定できます。次の各項では、レイアウトの設定方法について説明します。

	
「レイアウトの作成」


	
「表の書式設定」


	
「埋込みグラフィックの処理」






6.3.1 レイアウトの作成

スプレッドシートタブの最初のセクションでは、スプレッドシート・ファイルから変換した出力の外観全体を制御できます。

	
出力ページ→出力ページ・レイアウトに移動し、「追加」をクリックします。出力ページ・レイアウトページが表示されます。


	
「名前」フィールドに、このレイアウトを定義する名前(ssなど)を入力します。


	
ドキュメントの書式設定ページのスプレッドシートタブに戻ります。「レイアウト」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したページ・レイアウトの名前(ss)を選択します。


	
(デフォルトの段落スタイルを使用するかわりに)セクション・タイトルに使用する書式を定義する場合は、まず、出力ページ→「出力テキスト書式」に移動し、「追加」をクリックします。「出力テキスト書式」ページが表示されます。


	
「名前」フィールドに、この書式を定義する名前(Section Titleなど)を入力します。この段落書式に使用するタグ、および段落の前後に挿入するカスタムのマークアップを指定することもできます。


	
ドキュメントの書式設定ページのスプレッドシートタブに戻ります。「セクション・タイトルの書式」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したテキスト書式の名前(Section Title)を選択します。


	
「デフォルトのセクション・ラベル」テキスト・ボックスに、セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。









6.3.2 表の書式設定

スプレッドシートタブには、HTML出力でスプレッドシート表の書式設定方法に適用される次の2つのオプションがあります。

	
「グリッド線の表示」を選択すると、スプレッドシートを表す表は、値が1の枠線付きで出力されます。


	
「セル・オーバーフローの許可」を選択すると、スプレッドシートを表す表に、ラップされていないテキストおよびフレームが配置されます。ほとんどの場合、これにより、エクスポート・フィルタは、ソース・ドキュメントに非常に忠実な出力を生成でき、そこでは、複数のセルをオーバーラップするテキストまたはグラフィック、あるいはその両方が表の他の部分のレイアウトを変えることはありません。また、このオプションを使用すると、選択範囲内で中央揃えされたテキストを正しくレンダリングできます（選択範囲が1つのセルのみの場合、テキストは左揃えにレンダリングされます）。ただし、このオプションを有効にしている場合でも、ソース・ドキュメントの書式設定によっては、テキストが読み取れないことがあります。

Dynamic ConverterはHTML表を使用してスプレッドシートをレンダリングし、デフォルトで、テキストおよびフレームのコンテンツをその割り当てられたセルに配置します。ソース・ドキュメントでテキストまたはグラフィックがセルをオーバーフローしている場合、セルがコンテンツに合わせて拡大して、表が変形する可能性があります。また、選択範囲内で中央揃えされたテキストの場合（マージされたセルに配置されたテキストとは対照的に）、表のセル・テキストがセルの外側にフローされないため、テキストが正しく表示されない可能性があります。ただし、このレンダリング設定は、ソース・ドキュメントのテキストを常に読取り可能にします。

Lotus 123スプレッドシートのエクスポート時には、このオプションは無視されます。このオプションを有効にするには、出力ページの「CSS生成」オプションを有効にする必要があります。現在、このオプションが設定されている場合にHTML出力を正しく表示するには、Internet Explorer 6または7が必要です。









6.3.3 埋込みグラフィックの処理

これらのオプションを使用すると、スプレッドシート・ファイルからのHTML出力に埋め込まれたグラフィックの処理方法を指定できます。

	
「最大幅(ピクセル単位)を次に設定」フィールドにピクセル数を入力すると、大きすぎるイメージをこの値の幅(ピクセル)以下に縮小できます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。この値をゼロ(0)に設定すると、制限がなくなります。


	
「最大高さ(ピクセル単位)を次に設定」フィールドにピクセル数を入力すると、大きすぎるイメージを、この値の高さ(ピクセル)以下に縮小できます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。この値をゼロ(0)に設定すると、制限がなくなります。


	
「最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定」フィールドにピクセル数を入力すると、大きすぎるイメージを領域内でこの値のサイズ(ピクセル)以下に縮小できます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。この値をゼロ(0)に設定すると、制限がなくなります。











6.4 プレゼンテーション・ファイルの書式設定

「プレゼンテーション」タブでは、プレゼンテーション・ファイルから変換されたHTML出力のレイアウトを定義するオプションを設定できます。次の各項では、レイアウトの設定方法について説明します。

	
「レイアウトの作成」


	
「スライドのサイズ変更」






6.4.1 レイアウトの作成

「プレゼンテーション」タブの最初のセクションでは、プレゼンテーション・ファイルを変換した出力の外観全体を制御できます。

	
出力ページ→出力ページ・レイアウトに移動し、「追加」をクリックします。出力ページ・レイアウトページが表示されます。


	
「名前」フィールドに、このレイアウトを定義する名前(slidesなど)を入力します。


	
ドキュメントの書式設定ページの「プレゼンテーション」タブに戻ります。「レイアウト」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したページ・レイアウトの名前(slides)を選択します。


	
(デフォルトの段落スタイルを使用するかわりに)セクション・タイトルに使用する書式を定義する場合は、まず、出力ページ→「出力テキスト書式」に移動し、「追加」をクリックします。「出力テキスト書式」ページが表示されます。


	
「名前」フィールドに、この書式を定義する名前(Section Titleなど)を入力します。この段落書式に使用するタグ、および段落の前後に挿入するカスタムのマークアップを指定することもできます。


	
ドキュメントの書式設定ページの「プレゼンテーション」タブに戻ります。「セクション・タイトルの書式」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したテキスト書式の名前(Section Title)を選択します。


	
「デフォルトのセクション・ラベル」テキスト・ボックスに、セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。









6.4.2 スライドのサイズ変更

次のオプションを使用すると、プレゼンテーション・ファイルを変換したHTML出力でのスライドのサイズ変更方法を制御できます。

	
「正確な幅(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、指定した値に幅が正確に一致するようにイメージが縮小または拡大されます。「正確な高さ(ピクセル単位)を次に設定」を設定しない場合は、イメージは元のアスペクト比のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。


	
「正確な高さ(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、指定した値に高さが正確に一致するようにイメージが縮小または拡大されます。「正確な幅(ピクセル単位)を次に設定」を設定しない場合は、イメージは元のアスペクト比のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。


	
「最大幅(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、非常に大きなイメージがこの値の幅(ピクセル)以下に縮小されます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）にすると、最大幅が設定されていないということになります。


	
「最大高さ(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、非常に大きなイメージがこの値の高さ(ピクセル)以下に縮小されます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）にすると、最大高さが設定されていないということになります。


	
「最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、非常に大きなイメージが領域内でこの値のサイズ(ピクセル)以下に縮小されます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）にすると、最大サイズが設定されていないということになります。











6.5 イメージ・ファイルの書式設定

「イメージ」タブでは、イメージ・ファイルから変換されたHTML出力のレイアウトを定義するオプションを設定できます。次の各項では、レイアウトの設定方法について説明します。

	
「レイアウトの作成」


	
「イメージのサイズ変更」






6.5.1 レイアウトの作成

「イメージ」タブの最初のセクションでは、イメージ・ファイルを変換した出力の外観全体を制御できます。

	
出力ページ→出力ページ・レイアウトに移動し、「追加」をクリックします。出力ページ・レイアウトページが表示されます。


	
「名前」フィールドに、このレイアウトを定義する名前(grafxなど)を入力します。


	
ドキュメントの書式設定ページの「イメージ」タブに戻ります。「レイアウト」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したページ・レイアウトの名前(grafx)を選択します。


	
(デフォルトの段落スタイルを使用するかわりに)セクション・タイトルに使用する書式を定義する場合は、まず、出力ページ→「出力テキスト書式」に移動し、「追加」をクリックします。「出力テキスト書式」ページが表示されます。


	
「名前」フィールドに、この書式を定義する名前(Section Titleなど)を入力します。この段落書式に使用するタグ、および段落の前後に挿入するカスタムのマークアップを指定することもできます。


	
ドキュメントの書式設定ページの「イメージ」タブに戻ります。「セクション・タイトルの書式」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したテキスト書式の名前(Section Title)を選択します。


	
「デフォルトのセクション・ラベル」テキスト・ボックスに、セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。









6.5.2 イメージのサイズ変更

次のオプションを使用すると、イメージを変換したHTML出力でのイメージのサイズ変更方法を制御できます。

	
「正確な幅(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、指定した値に幅が正確に一致するようにイメージが縮小または拡大されます。「正確な高さ(ピクセル単位)を次に設定」を設定しない場合は、イメージは元のアスペクト比のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。


	
「正確な高さ(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、指定した値に高さが正確に一致するようにイメージが縮小または拡大されます。「正確な幅(ピクセル単位)を次に設定」を設定しない場合は、イメージは元のアスペクト比のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。


	
「最大幅(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、非常に大きなイメージがこの値の幅(ピクセル)以下に縮小されます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）にすると、最大幅が設定されていないということになります。


	
「最大高さ(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、非常に大きなイメージがこの値の高さ(ピクセル)以下に縮小されます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）にすると、最大高さが設定されていないということになります。


	
「最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、非常に大きなイメージが領域内でこの値のサイズ(ピクセル)以下に縮小されます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）にすると、最大サイズが設定されていないということになります。











6.6 アーカイブ・ファイルの書式設定

「アーカイブ」タブでは、アーカイブ・ファイルから変換されたHTML出力のレイアウトを定義するオプションを設定できます。次の各項では、レイアウトの設定方法について説明します。

	
「レイアウトの作成」


	
「表示方法の設定」






6.6.1 レイアウトの作成

「アーカイブ」タブの最初のセクションでは、スプレッドシートを変換した出力の外観全体を制御できます。

	
出力ページ→出力ページ・レイアウトに移動し、「追加」をクリックします。出力ページ・レイアウトが表示されます。


	
「名前」フィールドに、このレイアウトを定義する名前(archiveなど)を入力します。


	
ドキュメントの書式設定ページの「アーカイブ」タブに戻ります。「レイアウト」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したページ・レイアウトの名前(archive)を選択します。









6.6.2 表示方法の設定

「表示方法」ドロップダウン・ボックスには次の2つのオプションがあります。

	
「ファイル名」を選択すると、アーカイブ内のファイル名とフォルダ名が出力されます。


	
解凍ファイルを選択すると、ファイル名は、エクスポートされたファイルへのリンクとして出力されます。











6.7 データベース・ファイルの書式設定

「データベース」タブでは、データベース・ファイルから変換されたHTML出力のレイアウトを定義するオプションを設定できます。次の各項では、レイアウトの設定方法について説明します。

	
「レイアウトの作成」


	
「ページ区切りのオプションの設定」






6.7.1 レイアウトの作成

「データベース」タブの最初のセクションでは、データベース・ファイルを変換した出力の外観全体を制御できます。

	
出力ページ→出力ページ・レイアウトに移動し、「追加」をクリックします。出力ページ・レイアウトページが表示されます。


	
「名前」フィールドに、このレイアウトを定義する名前(dbなど)を入力します。


	
ドキュメントの書式設定ページの「データベース」タブに戻ります。「レイアウト」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したページ・レイアウトの名前(db)を選択します。


	
(デフォルトの段落スタイルを使用するかわりに)セクション・タイトルに使用する書式を定義する場合は、まず、出力ページ→「出力テキスト書式」に移動し、「追加」をクリックします。「出力テキスト書式」ページが表示されます。


	
「名前」フィールドに、この書式を定義する名前(Section Titleなど)を入力します。この段落書式に使用するタグ、および段落の前後に挿入するカスタムのマークアップを指定することもできます。


	
ドキュメントの書式設定ページの「データベース」タブに戻ります。「セクション・タイトルの書式」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したテキスト書式の名前(Section Title)を選択します。


	
「デフォルトのセクション・ラベル」テキスト・ボックスに、セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。









6.7.2 ページ区切りのオプションの設定

このセクションでは、データベース・ファイルから変換されたHTML出力にページ区切りのオプションを設定できます。

	
出力ページ→出力ページ・レイアウト→[レイアウト名(dbなど)]→「ページ・レイアウト」に移動します。「ページで区切る」オプションを選択し、HTML出力でページ区切りが実行されるようにします。


	
ドキュメントの書式設定ページの「データベース」タブに戻ります。「ページ当たりのレコード数」テキスト・ボックスに値を入力し、各ページに出力されるレコード数を指定します。














7 ドキュメント・プロパティ

この項では、次のトピックについて説明します。

	
「ドキュメント・プロパティについて」


	
「ドキュメント・プロパティの定義」






7.1 ドキュメント・プロパティについて

ドキュメント・プロパティの追加ページを使用すると、ドキュメント・プロパティを追加または削除できます。ドキュメント・プロパティには、定義済とカスタムの2つのタイプがあります。

	
「定義済」プロパティは、多数のファイル形式で格納されているメタデータ・フィールドです。たとえば、入力ドキュメントの作成者を意味するプライマリ作成者などです。実際、どのプロパティを使用できるのかは入力ファイル形式に大きく左右され、ほとんどの場合、作成者がこの情報を提供しているかどうかによっても決まります。


	
カスタム・プロパティは、作成者により定義されます。これらのプロパティを使用して、任意のテキストおよびHTMLマークアップを出力ファイルに挿入できます。




デフォルトで、ドキュメント・プロパティは何も定義されていません。変換による出力にドキュメント・プロパティを含めるには、必要なドキュメント・プロパティを最初にここで定義する必要があります。その後、出力ページ・レイアウトページで定義されているページ・レイアウトにドキュメント・プロパティを挿入することにより、変換による出力に追加します。






7.2 ドキュメント・プロパティの定義

	
ドキュメント・プロパティの追加ページで、「追加」をクリックします。「ドキュメント・プロパティ」ページが表示されます。


	
最初のフィールドには、「定義済」と「カスタム」の2つのオプションがあります。

	
「定義済」ドロップダウン・ボックスでは、各種ファイル形式で格納されているメタデータ・フィールドのリストから選択します。


	
「カスタム」テキスト・ボックスには、「定義済」ドロップダウン・リストに含まれていないプロパティを追加できます。そのためには、「カスタム」ボタンをクリックして、ソース・ドキュメントに表示されているプロパティ名、または新たに作成するプロパティ名を入力します。プロパティ名では大文字と小文字が区別されます。





	
「デフォルト値」テキスト・ボックスに、変換中の入力ドキュメントにプロパティが見つからない場合に使用するデフォルト値を入力します。この値は、カスタム・プロパティの値としても使用されます。デフォルト値の指定はオプションです。


	
「メタ・タグ名」テキスト・ボックスでは、プロパティをHTMLメタ・タグで表示する場合、これが、メタ・タグで使用するname属性の値となります。content属性の値は、ソース・ドキュメントから取得されるか、または必要に応じて前述の「デフォルト値」オプションの設定から取得されます。

入力ドキュメントに作成者が指定されていない場合、生成されるメタ・タグは、次のようになります。

<meta name="author" content="Unknown">

メタ・タグ名の指定はオプションですが、出力ファイルの<head>に残りのメタ・タグとともにプロパティを挿入する場合、メタ・タグ名を指定する必要があります。定義されたメタ・タグ名を含むプロパティは、自動的に<head>に追加されます。プロパティを「ヘッダー」レイアウト・セクションから追加することはできません。


	
「出力書式」ドロップダウン・ボックスで、以前に定義した段落の出力書式の名前を選択します。これは、参照可能なテキストとしてプロパティの値を出力に含める際に、プロパティの書式設定に使用されます。段落の出力書式は、出力ページ→「出力テキスト書式」で定義されます。












8 生成済コンテンツ

この項では、次のトピックについて説明します。

	
「生成済コンテンツについて」


	
「テキスト要素の追加」


	
「ナビゲーション要素の追加」






8.1 生成済コンテンツについて

生成されたコンテンツは、2種類の要素から構成されています。

	
テキスト要素。これを使用すると、変換時に、テキスト文字列をテンプレートやサーバーから出力に挿入できます。


	
ナビゲーション要素。特定のドキュメント要素へのリンクを提供します。









8.2 テキスト要素の追加

テキスト要素は、HCテンプレートで指定されたテキストを出力に直接挿入する方法です。テキスト要素は、ドキュメントの<head>の<meta>タグ内にテキスト要素を配置できない点を除き、カスタム・ドキュメント・プロパティとまったく同様に機能します。

デフォルトで、テキスト要素は定義されていません。変換による出力にテキスト要素を含めるには、必要なテキスト要素を最初にここで定義する必要があります。その後、出力ページ・レイアウトで定義されているページ・レイアウトにテキスト要素を挿入することにより、変換による出力に追加します。

	
生成済コンテンツ→「テキスト要素」に移動します。「追加」ボタンをクリックします。「テキスト要素」ページが表示されます。

テキスト要素を削除するには、定義したテキスト要素をリストから選択し、「削除」をクリックします。要素がページ・レイアウトで使用されている場合は、その要素を削除できない場合があります。


	
「名前」テキスト・ボックスに、ページ・レイアウトを作成または編集する際にこのテキスト要素の参照に使用する名前を入力します。このフィールドは必須です。


	
「値」テキスト・ボックスに、このテキスト要素をページ・レイアウトで使用する場合に出力に挿入する値を入力します。


	
「出力書式」ドロップダウン・ボックスで、出力書式の名前を選択します。これは、参照可能なテキストとして値を出力に含めるときのテキスト要素のフォーマットとして使用されます。出力書式は、「出力テキスト書式」で定義します。









8.3 ナビゲーション要素の追加

ナビゲーション要素を使用して、HTML出力にナビゲーション・リンクを生成できます。次の各項では、3種類のナビゲーション要素の作成方法について説明します。

	
「ドキュメント・ナビゲーションの追加」


	
「ページ・ナビゲーションの追加」


	
「セクション・ナビゲーションの追加」






8.3.1 ドキュメント・ナビゲーションの追加

ドキュメント・ナビゲーションは、ドキュメントの構造に基づいて、ソース・ドキュメント内の様々なアイテムにリンクする方法です。このタイプのナビゲーションの一般的な使用例としては、アウトライン・レベル1によってマーキングされたドキュメント内のすべての段落（「Heading 1」の段落など）へのリンクの作成があります。この形態のナビゲーションを使用する前に、最初にリンク・マッピング・ルールを追加する必要があります。これは、リンク・マッピング・ルールページで実行します。

	
Generated Content→「ナビゲーション要素」に移動します。ドロップダウン・ボックスで、ドキュメント・ナビゲーションを選択します。「追加」をクリックして、該当のタイプの要素を追加します。ドキュメント・ナビゲーションページが表示されます。


	
「名前」フィールドに、ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前を入力します。これは必須です。


	
「リンク・タグ」ドロップダウン・ボックスで、この要素のリンクを閉じるためにアンカーやオプション・タグ(<a>または<option>)を使用するかどうかを指定します。


	
「親なしのレベルが発生した場合に親レベルを生成します」を選択し、クリーンなアウトライン・レベルを生成します。変換中のドキュメントでのアウトライン・レベルの使用が緻密でない場合、アウトライン・レベルに基づいてナビゲーションを作成すると問題が発生することがあります。緻密でないアウトラインの例としては、アウトライン・レベル1というタグ付きの段落の後に、アウトライン・レベル3というタグ付きの段落があるものの、その間にアウトライン・レベル2の段落が存在しない場合があります。このアウトライン・レベル3の段落は、「親なしのレベル」であると見なされます。

このオプションを設定すると、リンク・セット（後述）のリンク・セットのマークアップ・タブで指定した「このリンク・セットの前に挿入するようマークアップ」および「このリンク・セットの後に挿入するようマークアップ」が親なしのレベルの出力に挿入されます。デフォルトでは、このオプションは設定されません。親なしのレベルについて考慮する必要がないナビゲーションの例としては、リンク・セットで「このリンク・セットの前に挿入するようマークアップ」や「このリンク・セットの後に挿入するようマークアップ」を定義する必要がないナビゲーションがあります。


	
「同じページ上のターゲットへのリンクのみを含めます」を選択し、同一のHTML出力ページ上に表示される複数のターゲットに対して小さなリンク・セットを生成します。たとえば、各HTML出力ページにアウトライン・レベル1の段落が1つ作成されるようドキュメントを分割する場合などです。ユーザーはその後、ページに表示されるすべてのアウトライン・レベル2の段落に移動する1行のリンクをページ最上部に作成する手順の一部として、このオプションを設定できます。

このオプションを設定しない（デフォルト）場合、ドキュメント全体にわたるターゲットに対するリンクが生成されます。


	
「ラベルの語句の制限」に値を入力し、指定した単語数の後のラベルを切り捨てます。リンクのラベルは、リンク先のドキュメント要素のテキストから取得されます。ターゲット要素の中には、大量のテキストを含むものもあります。このため、リンク・リストのフォーマットで問題が発生することがあります。

このオプションをゼロに設定（デフォルト）すると、ターゲット要素のすべてのテキストがリンク・ラベルとして使用されます。


	
「リンク・セット」セクションで、ルールが定義可能な定義(outline level 1など)を追加します。「追加」をクリックし、リンク・セットのマークアップタブを表示します。


	
リンク・セットのマークアップタブで、「カスタム・リンク属性」の「属性の追加」ボタンをクリックし、新しい名前と値のペアを挿入します。この表のいずれかの行をハイライトし、「属性の削除」ボタンをクリックしてカスタム属性を削除します。


	
「カスタム・マークアップ」セクションで、リンク・セットの前後に表示する特定のHTMLタグを入力します。


	
リンクの書式設定タブでは、次の2つの方法のいずれかを選択して、リンクの書式設定を指定できます。

「外部CSSクラスの使用」を選択する場合は、この外部CSSファイルからのクラス名を入力する必要があります。外部CSSファイルのURLは、出力ページの「外部ユーザー・スタイルシート」オプションの設定により指定します。

「文字の書式設定」を選択すると、使用可能なタイプの文字レベルの書式設定が画面に明確に表示されます。書式設定の各種類に対して次の4つの値の1つを設定できます。

	
常にオフ: リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオフにします。


	
常にオン: リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオンにします。


	
継承: ナビゲーション・リンクの場合は、次の指定しないと同様の結果になります。


	
指定しない: 書式設定を指定しないままにします。属性の状態は、ブラウザのレンダリング設定に従います。





	
リンクのマークアップタブでは、セット内の各リンクの前後またはリンクの間に挿入できるカスタム・マークアップを定義できます。









8.3.2 ページ・ナビゲーションの追加

これは、出力のうち、特定の主要なページ（最初のページ、次のページなど）にリンクする方法を提供します。また、外部ページ(http://www.oracle.com/など)にリンクする方法も提供します。

	
Generated Content→「ナビゲーション要素」に移動します。ドロップダウン・ボックスで、「ページ・ナビゲーション」を選択します。「追加」をクリックして、該当のタイプの要素を追加します。「ページ・ナビゲーション」ページが表示されます。


	
「名前」フィールドに、ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前を入力します。これは必須です。


	
「リンク・タグ」ドロップダウン・ボックスで、この要素のリンクを閉じるためにアンカーやオプション・タグ(<a>または<option>)を使用するかどうかを指定します。


	
「カスタム・マークアップ」タブに、このリンク・セットの前後に挿入するカスタムのHTMLタグを入力します。


	
ナビゲーションの書式設定タブで、次の2つの方法のいずれかを選択して、リンクの書式設定を指定できます。

「外部CSSクラスの使用」を選択する場合は、この外部CSSファイルからのクラス名を入力する必要があります。外部CSSファイルのURLは、出力ページの「外部ユーザー・スタイルシート」オプションの設定により指定します。

「文字の書式設定」を選択すると、使用可能なタイプの文字レベルの書式設定が画面に明確に表示されます。書式設定の各種類に対して次の4つの値の1つを設定できます。

	
常にオフ: リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオフにします。


	
常にオン: リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオンにします。


	
継承: ナビゲーション・リンクの場合は、次の指定しないと同様の結果になります。


	
指定しない: 書式設定を指定しないままにします。属性の状態は、ブラウザのレンダリング設定に従います。





	
ナビゲーションのマークアップタブでは、セット内の各リンクの前後またはリンクの間に挿入できるカスタム・マークアップを定義できます。









8.3.3 セクション・ナビゲーションの追加

これは、スプレッドシートやプレゼンテーションなど、複数セクションから構成されるドキュメントへのナビゲーションを提供します。

	
Generated Content→「ナビゲーション要素」に移動します。ドロップダウン・ボックスで、「セクション・ナビゲーション」を選択します。「追加」をクリックして、該当のタイプの要素を追加します。「セクション・ナビゲーション」ページが表示されます。


	
「名前」フィールドに、ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前を入力します。これは必須です。


	
「リンク・タグ」ドロップダウン・ボックスで、この要素のリンクを閉じるためにアンカーやオプション・タグ(<a>または<option>)を使用するかどうかを指定します。


	
「カスタム・マークアップ」タブに、このリンク・セットの前後に挿入するカスタムのHTMLタグを入力します。


	
ナビゲーションの書式設定タブで、次の2つの方法のいずれかを選択して、リンクの書式設定を指定できます。

「外部CSSクラスの使用」を選択する場合は、この外部CSSファイルからのクラス名を入力する必要があります。外部CSSファイルのURLは、出力ページの「外部ユーザー・スタイルシート」オプションの設定により指定します。

「文字の書式設定」を選択すると、使用可能なタイプの文字レベルの書式設定が画面に明確に表示されます。書式設定の各種類に対して次の4つの値の1つを設定できます。

	
常にオフ: リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオフにします。


	
常にオン: リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオンにします。


	
継承: ナビゲーション・リンクの場合は、次の指定しないと同様の結果になります。


	
指定しない: 書式設定を指定しないままにします。属性の状態は、ブラウザのレンダリング設定に従います。





	
ナビゲーションのマークアップタブでは、セット内の各リンクの前後またはリンクの間に挿入できるカスタム・マークアップを定義できます。














9 出力ページ

この項では、次のトピックについて説明します。

	
「出力ページについて」


	
「HTML設定の構成」


	
「出力マークアップ・アイテムの構成」


	
「出力テキスト書式の構成」


	
「書式マッピング・ルールの設定」


	
「出力ページ・レイアウトの構成」






9.1 出力ページについて

出力ページセクションを使用すると、一般的なHTML出力に加え、マークアップ・アイテム、テキスト書式およびページ・レイアウトのオプションを設定できます。






9.2 HTML設定の構成

最上位の出力ページページを使用すると、HTML出力の全般的なオプションを設定できます。

	
「DOCTYPEの使用」を選択し、各出力ファイルの先頭にDOCTYPE文を挿入します。CSSが有効な場合、生成されるHTMLはXHTML 1.0 Transitional DTDに準拠します。CSSが無効な場合は、HTML 4.0 Transitionalに準拠するHTMLが出力されます。このオプションはデフォルトで有効化されています。


	
「言語文字列」テキスト・ボックスに、 <html>タグのlang属性の値を入力します。この値は、ドキュメントのプライマリ自然言語を示します。


	
「CSS生成」ドロップダウン・ボックスでは、カスケード・スタイルシート（CSS）による書式設定を使用するかどうかを指定し、使用する場合にはCSSプレゼンテーションの手法を指定できます。CSSを使用すると、HTMLコンバータでソース・ドキュメントに忠実な出力を作成できます。CSSのサポートはブラウザによって異なることに注意してください。

このオプションは、次の値に設定できます。

	
なし: フォーマットにはHTMLタグのみを使用します。


	
埋込み: CSSスタイルは各出力ファイルのヘッダーに含まれます。


	
外部: CSSスタイルは別ファイルに出力されます。このファイルは、変換中に生成されるすべての出力ファイルによって参照されます。


	
インライン: CSSスタイル情報が各段落に格納されます。このオプションは、出力ファイルのサイズを激増する可能性がありますが、フラグメントの生成にテンプレートを使用する場合には必要です。




デフォルトでは、各出力ファイルのHTMLにCSSが埋め込まれます。CSSが埋め込まれると、CSSファイルを別に作成する必要がなくなるため、変換により生成されるファイルの総数が少なくなります。変換の最終出力のどこかでスタイルが必要な場合は、すべてのHTMLファイルのスタイル定義にそのスタイルが表示されます。


	
「外部ユーザー・スタイルシート」テキスト・ボックスに、該当のCSSファイルのURIを入力すると、適切な参照が出力HTMLファイルに配置されます。これが便利な場合とは、たとえば、複数のテンプレートを必要とするサイトを、共通のルック・アンド・フィールを持つよう維持する必要がある場合です。この機能を使用しない場合、サイトの外観を変更した場合には、複数のテンプレートを更新する必要があります。しかし、共通の.cssファイルを使用した場合、スタイル定義を1箇所のみ変更することにより、すべての変換が一度に更新されます。

このオプションを空白のままにすると、「テキスト要素」での要素の定義方法に基づいてCSSスタイルが生成されます。

「CSS生成」(前述)が「なし」に設定されている場合、このオプションは無視されます。


	
「出力キャラクタ・セット」ドロップダウン・ボックスで、出力ファイルに使用するキャラクタ・セットを選択します。必要に応じて、HTML変換エディタにより、入力ドキュメントのキャラクタ・セットから出力キャラクタ・セットに文字が翻訳、つまりマップされます。この文字マッピングには、文字が入力と出力の両方のキャラクタ・セットに存在する必要があるという制限があります。文字をマッピングできない場合、出力でその文字は、「マッピングできない文字の値」オプション（後述）により決定される「マッピングできない文字」として表示されます。出力にこれらのマッピングできない文字が過剰に含まれる場合は、より適切な出力キャラクタ・セットを選択すると状況が改善されます。

現在、HTML標準では、ドキュメントは単一の出力キャラクタ・セットに制限されています。このキャラクタ・セットは、<meta>タグのCONTENT属性を使用して出力ファイルで指定されます。これにより、複数のキャラクタ・セットを持つドキュメントの処理が制限されます。一般に、単一のアジア言語と英語の文字が混在するドキュメントは、適切なDBCS、UTF-8またはUnicodeの出力キャラクタ・セットが選択されていれば、正しく変換されます（ただし、非英数文字が失われる場合があります）。これは、ほとんどのDBCSキャラクタ・セットに7ビットの標準ラテン1の文字が含まれるためです。1つ以上のDBCSキャラクタ・セットを含むドキュメント、またはDBCSキャラクタ・セットと英語以外（チリ語など）のキャラクタ・セットを含むドキュメントは、UnicodeまたはUTF-8を使用しないかぎり、すべての文字の字形を損傷されずにエクスポートされることはありません。

多数のキャラクタ・セットからの文字を含むソース・ドキュメントは、このオプションがデフォルト、つまりUnicode(UTF-8)に設定されている場合のみ、最良の状態で表示されます。UnicodeおよびUTF-8のキャラクタ・セットには、ほとんどの一般的な言語のすべての文字が含まれているためです。

W3CはUnicodeの使用を推奨していますが、現時点では、そのマイナス面もあります。すべてのシステムにUnicodeまたはUTF-8の使用に必要な適切なフォントがあるとは限りません。また、これらのキャラクタ・セットを認識しないエディタも多数存在します。さらに、ブラウザにより、2バイトのUnicode文字のバイト順を解釈する方法に若干の違いがあります（このため、このオプションでは、ビッグ・エンディアンとリトル・エンディアンの両方のUnicodeを設定できます）。


	
「マッピングできない文字の値」テキスト・ボックスに、出力キャラクタ・セットに文字が見つからない場合に使用する文字の16進数値を入力します。デフォルト値の2Aはアスタリスク(*)文字に相当します。

「CSS生成」オプション（前述）が設定されている場合、HTMLにマッピングできない文字はありません。かわりに、マッピングされない文字は、その文字のUnicode値の10進法表記を使用して、&#....;の表記で記述されます。この表記は、比較的新しいブラウザではサポートされ、使用中のフォントにある場合は適切な文字に変換されます。使用中のフォントに該当の文字がない場合、ブラウザ固有のマッピングできない文字の記号（通常は長方形）が表示されます。また、グラフィックにレンダリングされたテキストには、マッピングされない文字が今なお存在することに注意してください。これはグラフィック・ファイルは、ブラウザによってレンダリングされるのでなく、変換時に生成されるためです。


	
「グラフィック書式」ドロップダウン・ボックスで、システムにより生成されるグラフィックの書式を指定します。許容される値は次のとおりです。

	
GIF


	
JPEG(デフォルト)


	
PNG


	
なし




このオプションの設定時には、JPEGファイル・フォーマットで透過性がサポートされないことに注意してください。GIFファイル形式は透過性をサポートしますが、透過ピクセルを表すために使用できる色は、使用可能な256色のうち1つの色のみに制限されます（インデックス透過）。

PNGは様々なタイプの透過性をサポートします。書込み済のPNGファイルは、各ピクセルで様々なレベルの透過性が可能であるよう作成されています。これは、8ビットのアルファ・チャネルの導入により達成されています。ただし、現時点では、複数レイヤーを含むメタファイルが変換される場合、透過性データは無視されます。


	
GIFを選択した場合は、「インタレースGIF」チェック・ボックスが使用可能になります。これは、デフォルトで選択されます。インタレース・イメージは、非インタレース・イメージよりもモニタのちらつきを引き起こしません。


	
「出力DPI」テキスト・ボックスに0～2400の値を入力し、出力グラフィック・デバイスの解像度をDPIで指定します。これは、サイズが物理単位(インチまたはcm)で指定されているオブジェクトにのみ適用されます。たとえば、100 DPIグラフィックでの1インチの正方形を50 DPIのデバイス（「出力DPI」オプションを50に設定）にレンダリングするとします。この場合、出力されるJPEG、GIF、BMPまたはPNGは、50×50ピクセルとなります。

このオプションは、表のサイズの計算に使用される場合もありますが、基本的にはグラフィック・オプションです。初期のブラウザや初期バージョンのHTML標準では、画像サイズの仕様はピクセル単位のサイズに限定されています。GIF、JPEG、BMPおよびPNGはビットマップ形式であり、そのサイズはピクセルで定義されているため、これは画像には適切です。ただし、ソース・グラフィックや変換される表の多くでは、サイズがインチやセンチメートルなどの物理単位で指定されており、変換されるドキュメントのターゲット・デバイスで1ピクセルがどの程度の大きさになるかは予測できません。実際、1つのドキュメントは究極的には多数のデバイスで表示される可能性があり、デバイスごとに1インチ当たりピクセル数または1インチ当たりドット数（DPI）が異なります。グラフィックが過度に小さく変換されると、画像の詳細が見えません。反対に過度に大きく変換された場合、変換に時間がかかり、ファイルのダウンロード時間も長くなります。

このオプションをゼロに設定した場合、極端に大きい画像が作成される可能性があります。実行中のシステムには限度があり、バンド幅が大量に消費されるか、エラー・メッセージが表示される可能性があります。また、システム・メモリーが特別に大きい画像を処理するには不十分な場合、メモリー不足エラーのメッセージが生成される可能性もあります。

また、このオプションを0に設定すると、ラスター・イメージにすでに表示されているDPI設定が強制的に使用されることにも注意してください。その他の種類の入力ファイルについては、現在の画面解像度がDPI設定として使用されます。


	
JPEGをグラフィック書式として選択した場合は、「JPEGクオリティ」テキスト・ボックスが使用可能になります。デフォルト(100)が最高のクォリティと最大のファイル・サイズを実現します。


	
「画像サイズの変更方法」ドロップダウン・ボックスでは、次のオプションから選択できます。

	
クイック


	
スムース


	
グレースケール




これらのどのオプションを選択しても、変換後のイメージ品質および変換速度が多少犠牲になります。


	
「カスタム・ターゲット属性」ドロップダウン・ボックスで、ソース・ドキュメント・リンクを開くフレームやウィンドウのブラウザでの選択方法に関する設定を選択します。次の値で、このような場合にシステムによって生成されるリンクのターゲット属性を指定します。このtarget値は、ソース・ドキュメントに出現する同様のリンクすべてに適用されます。

	
設定なし: ソース・ドキュメントからのリンクにtarget属性は組み込まれません。


	
_self: ドキュメントが、このターゲットを参照する要素と同じフレームにロードされます(ターゲットを指定しない場合と、基本的に同じです)。


	
_parent: ドキュメントが、現在のフレームのすぐ上位のFRAMESETにロードされます。現在のフレームに親がない場合、この値は_selfと同等になります。


	
_top: ドキュメントが、完全な、元のウィンドウにロードされます（したがって、他のすべてのフレームは取り消されます）。現在のフレームに親がない場合、この値は_selfと同等になります。


	
_blank: リンクが、名前のない新しいウィンドウで開きます。





	
「HTMLソースを読みやすく書式設定する」(デフォルト)を選択し、出力に改行が正確に書き込まれ、生成されるHTMLが読みやすく、視覚的にも美しくなるようにします。この改行は、「出力テキスト書式」のこの段落の前に新しい行を追加を設定した場所にのみ表示されます。

このオプションが次には影響しないことに注意してください。

	
このオプションの設定は、テキスト・エディタに生成されるマークアップを読みやすくしますが、ブラウザへのドキュメントのレンダリングには影響しません。


	
.cssファイルのコンテンツにはソース・ドキュメントからのテキストが含まれないため、このオプションは、.cssファイルのコンテンツには影響しません。


	
テンプレートの内容はすでにユーザーの制御下にあるため、このオプションはテンプレートからコピーされた空白や改行には影響しません。





	
「スタイル情報の表示」を選択し、ソース・ドキュメントのスタイル名および使用しているテンプレートによるマッピング方法に関する情報を格納します。この上でマウスを動かすことで、ユーザーは、特定の段落または一連のテキストにどの書式がマッピングされているかを確認できます。









9.3 出力マークアップ・アイテムの構成

マークアップ・アイテムとは、ページ・レイアウトの一部として、出力HTMLに直接挿入できるHTMLの断片です。各マークアップ・アイテムは、名前と値のペアです。名前は、ページ・レイアウトの編集用画面に表示されるものです。値は、ページ・レイアウトにマークアップ・アイテムが表示される場合は常に出力HTMLに挿入されるHTMLのブロックです。このセクションにあるデフォルト名はbreakの1つのみです。この値は、<br />として定義されます。

	
「追加」をクリックし、出力マークアップ・アイテムページを表示します。出力マークアップ・アイテムという新しいアイテムが、出力マークアップ・アイテムの左側のツリー・ビューの、デフォルトのアイテムbreakの下に表示されます。


	
「名前」フィールドで、このアイテムを参照する名前(ruleなど)を割り当てます。左側のツリー・ビューの表示が変更され、この名前が反映されます。


	
「マークアップ」テキスト・ボックスに、このアイテムに関連付けるHTMLの断片(<br />など)を入力します。


	
テンプレートからマークアップ・アイテムを削除するには、ツリー内で該当のアイテムの名前をハイライトし、「削除」をクリックします。









9.4 出力テキスト書式の構成

出力テキスト・フォーマットでは、出力ドキュメント・テキストのテキストおよび書式設定の属性を定義します。この書式は、フォント・ファミリ、フォント・サイズ、およびフォント・カラーなどの属性、標準のテキスト属性（太字、イタリック、下線など）、および罫線の属性などを定義します。これにより、テンプレート作成者は、ソース・ドキュメントで多数の作成者が様々な書式スタイルを使用している場合も、出力の外観を規格化できます。このセクションにあるデフォルトの書式はDefault Paragraphの1つのみです。このタグは、pです。ここで作成した出力テキスト書式は、書式マッピング・ルールに従って構成できます。マッピング・ルールは、ソース・ドキュメント・テキストのタイプをチェックすることによって書式を選択します。




	
注意:

テキスト書式はワープロ・ファイルからのテキストにのみ適用されることに留意してください。変換により生成されたグラフィックの部分として表示されるテキストの書式設定を変更する場合、テキスト書式は使用できません。また、スプレッドシート内のテキストにも適用されません。







	
「追加」をクリックし、「出力テキスト書式」→「マークアップ」タブを表示します。出力テキスト書式という新しいアイテムが、「出力書式」の左側のツリー・ビューの、デフォルトのアイテムDefault Paragraphの下に表示されます。テンプレートから段落アイテムを削除するには、ツリー内で該当のアイテムの名前をハイライトし、「削除」をクリックします。


	
「名前」フィールドで、この書式を参照する名前(Bold Italicなど)を割り当てます。この名前が、左側のツリー・ビューに表示されます。


	
「タグ名」テキスト・ボックスに、この書式を使用する段落の前後に配置する段落レベルのHTMLタグを入力します。正しいかそうでないかに関係なく、ここには任意のタグ名を入力できることに注意してください。両側の角カッコ（「<」および「>」）は入力せず、タグ名のみを入力します。段落タグ（「p」）がデフォルトとなります。


	
「属性の追加」をクリックし、「カスタム属性」表に新規の名前と値のペアを追加します。これらの属性は、前述の名前が指定されているタグに適用されます。新規属性に名前および値を設定するには、「カスタム属性」表内でそれらをクリックします。デフォルトでは、この表は空です。属性を削除するには、表で該当の名前をハイライトして「属性の削除」をクリックします。


	
「カスタム・マークアップ」テキスト・ボックスに、段落の前後に配置するHTML(または通常のテキスト)を入力します。


	
「この段落の前にHTMLの新しい行を挿入します。」を選択し、変換の出力でHTMLが読みやすくなるように、段落の前にHTMLの新しい行を挿入します。このオプションは、ブラウザにおける出力の外観には影響を及ぼしません。この新しい行は、出力ページで「HTMLソースを読みやすく書式設定する」オプションが設定されている場合にのみ書き込まれます。デフォルトでは、このオプションは設定されていません。


	
「この段落から新しいページを開始します。」を選択し、このテキスト書式が使用されるたびに出力ページが新たに作成されるようにします。デフォルトでは、このオプションは無効です。このオプションを選択すると、デフォルトで、「このタイプの最初の段落でページを開始しないでください。」が選択されます。このオプションの目的は、出力の冒頭に空またはほぼ空のページが作成されないようにすることです。


	
「出力テキスト書式」→「書式設定」タブをクリックします。「外部CSSクラスの使用」を選択する場合は、この外部CSSファイルからのクラス名を入力する必要があります。


	
「外部CSSクラスの使用」を選択しないままにすると(デフォルト)、ページの最初のセクションで、文字の書式設定を指定できます。文字レベルの書式設定の種類には、太字、イタリック、下線、取消し線、上付き、大文字およびスモールキャップスがあります。書式設定の各種類に対して次の4つの値の1つを設定できます。

	
常にオフ: テキストの書式設定時に、属性を常にオフにします。


	
常にオン: テキストの書式設定時に、属性を常にオンにします。


	
継承(デフォルト): ソース・ドキュメントから属性の状態を取得します。つまり、ソース・ドキュメントのテキストが太字にレンダリングされている場合は、太字のテキストが作成されます。


	
指定しない: 書式設定を指定しないままにします。場合によっては、これにより、「常にオフ」と異なるHTMLが生成される場合があります。




フォント設定には、フォント・ファミリ、サイズおよび色の3種類があります。これらは、「常にオン」に設定した場合のみ、使用できます。この3つの設定のデフォルトは、Arial、12ptおよび000000(黒色16進数)です。


	
このページの次のセクションでは、段落の書式設定を指定できます。段落レベルの書式設定の種類には、整列、行の高さ、背景色およびインデントがあります。これらそれぞれは、前述の文字の書式設定で指定した4つの値に設定できます。また、フォント設定と同様に、「常にオン」に設定されている場合にのみ変更できます。これらの設定のデフォルトは、それぞれ左、単一、FFFFFF (白色16進数)および0です。


	
このページの最下部のセクションでは、罫線を指定できます。これらのオプションは、「枠線の使用」を「常にオン」に設定すると使用できます。段落の枠線の各辺（上下左右）について、次の属性を指定できます。

	
枠線のスタイル: デフォルトは「なし」です。このドロップダウン・ボックスから、許可できる枠線のスタイル(点線、破線、実線、二重線、くぼみ線、隆起線、凹枠、凸枠)を1つ選択できます。


	
枠線の色: デフォルトは000000(黒色16進数)で、有効なCSS書式で色を指定できます。


	
枠線の幅: デフォルトは1ptで、有効なCSS書式で枠線の幅を指定できます。












9.5 書式マッピング・ルールの設定

書式マッピング・ルールを使用すると、出力ドキュメントの書式設定やルール確認のシーケンスを指定できます。

	
「書式マッピング・ルールの追加」ページで、「書式マッピング・ルールの追加」をクリックします。「書式マッピング・ルールの追加」ページが表示され、outline level = xという新しいアイテムが左側のナビゲーション・ペインに表示されます。ルールを定義すると、「上に移動」ボタンと「下に移動」ボタンを使用して、このページでルールを整列できます。マッピング・ルールは、最初に一致したルールのみ適用されます。

次のような例を考えます。スタイルが「マイ・スタイル」の段落にマッピングするためのルールを作成します。このルールの下には、アウトライン・レベル1が適用された段落にマッピングする別のルールが存在します。入力ドキュメントには、スタイルがマイ・スタイルで、かつアウトライン・レベル1が適用されている段落が1つ以上あります。この例の場合、該当する段落にはマイ・スタイルの書式設定のみ適用され、アウトライン・レベル1のルールは無視されます。


	
「書式マッピング・ルール」ページで、「書式」ドロップダウンボックスの下矢印をクリックします。このマッピング・ルールが有効なときに適用するあらかじめ定義済の出力テキスト書式の1つを選択します。デフォルト段落書式は常に使用可能であり、常にデフォルトです。ここで使用する書式を新規作成する方法については、「出力テキスト書式の構成」を参照してください。


	
「次が一致」で、ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、ルール・チェックを行うための段落の書式設定情報を定義します。

	
アウトライン・レベル: ソース・ドキュメントで指定されているアウトライン・レベルに一致します。アプリケーションで事前定義された「heading」のスタイルには、通常、スタイル定義の一部として適用される対応するアウトライン・レベルが含まれます。


	
スタイル名: 段落または文字のスタイル名に一致します。


	
脚注: いずれかの脚注に一致します。


	
最後の注釈: いずれかの最後の注釈に一致します。


	
ヘッダー: ドキュメントのいずれかのヘッダー・テキストに一致します。


	
フッター: ドキュメントのいずれかのフッター・テキストに一致します。





	
「段落のアウトライン・レベル」について、前述の「次が一致」が「アウトライン・レベル」に設定されている場合に、ここで、一致する必要があるアウトライン・レベルを定義します。他のすべてのマッチング・ルールでは、このオプションは設定できないか、または無視されます。


	
「段落スタイルまたは文字スタイル」については、前述の「次が一致」がスタイル名に設定されている場合、ここで、一致する必要があるソース・ドキュメントの段落または文字のスタイル名を定義します。スタイル名を一致させる場合、テンプレート作成者は、ここでスタイル名を指定する必要があります。デフォルト値は用意されていません。名前は、ソース・ドキュメントのスタイル名と完全に一致している必要があります。スタイル名の一致では、大/小文字が区別されます。他のすべてのマッチング・ルールでは、このオプションは設定できないか、または無視されます。





適用例: CSSスタイルへのソース・ドキュメント・スタイルのマップ

この例では、ソース・ドキュメントのヘッダーのスタイルをCSSスタイルにマップしてHTMLに表示する方法を示します。

	
ヘッダーのスタイルをマップするには、まず、出力テキスト書式を追加する必要があります。出力ページ→「出力テキスト書式」に移動し、「追加」をクリックして名前をHeading 1と指定します。


	
「タグ名」テキスト・ボックスに、出力で使用するHTMLタグ、この場合はh1を入力します。


	
「書式設定」タブで、すべての書式設定をソースから継承できるようにします。


	
次に、スタイル名が一致する書式マッピング・ルールを定義する必要があります。マッピング・ルールでは、様々な基準を使用して、ドキュメント・テキストを書式にマップできます。左側のペインで、「書式マッピング・ルール」に移動し、「書式マッピング・ルールの追加」をクリックします。


	
「書式」ドロップダウン・メニューで、作成した出力テキスト書式の名前、Heading 1を選択します。


	
「次が一致」ドロップダウン・メニューで、スタイル名を選択します。


	
「段落スタイルまたは文字スタイル」テキスト・ボックスで、ソース・ドキュメントに表示されるスタイルの名前(Heading 1など)を正確に入力します。


	
エディタを終了すると、テンプレートの保存を求めるプロンプトが表示されます。









9.6 出力ページ・レイアウトの構成

ページ・レイアウトは、出力の様々な部分をどのように配置するかを決定するために使用します。これには、出力ドキュメントのどこに目次を配置するのかを指定するアイテムなどが含まれます。見やすいレイアウトであれば出力の細部にはこだわらないというユーザーのために、デフォルトのレイアウトが用意されています。

ユーザーは、複数のページ・レイアウトを作成し、それぞれを特定のファイル・タイプに対して最適化できます。ドキュメント・フォーマットページでは、使用するページ・レイアウトを指定できます。

	
出力ページ・レイアウトの追加ページで、「追加」をクリックします。新しく追加されたレイアウトはナビゲーション画面の左側に表示され、編集用に新規レイアウトに自動でナビゲートされます。出力ページ・レイアウトページが表示されます。


	
「名前」フィールドで、このレイアウトの参照に使用する名前を入力します（必須）。入力してから、エディタの左側にあるアイコンをクリックして、このレイアウトの下位のレベルを展開します。3つのアイテム、<title>「ソース」、「ナビゲーション・レイアウト」および「ページ・レイアウト」があります。


	
ドキュメントのコンテンツの前に目次ページを配置する場合は、「ナビゲーション・レイアウトを含める」オプションを選択します。


	
「タイトル・ソース」ページをクリックして、HTML <title>タグに使用する値の取得場所を選択します。デフォルトでは、新しいレイアウトに対してこの指定は空ですが、DTDに準拠するために<title>タグは常に出力されます。<title>タグのソースには次の4つのオプションを選択できます。

	
セクション名: 現在のドキュメントのセクション・タイトルを使用します。セクション・タイトルは、すべてのドキュメント形式で使用できるわけでなく、たとえばワープロ・ファイルでは使用できません。セクション・タイトルが非常に有効な2つの例として、プレゼンテーションとスプレッドシート（またはデータベース・ファイル）があり、前者ではスライド・タイトルに、後者ではシート名に対応します。セクション名の使用は、1つのスライドまたはシートが各HTML出力ページに配置される出力レイアウトで効果的に機能します。この場合、各ページはそのコンテンツのタイトルに一致するタイトルを持つことになります。ドキュメントがセクションで区切られないページ・レイアウトの場合は、最初のセクションがタイトル・テキストとして使用されます。


	
テキスト要素: 「テキスト要素」ですでに定義済のテキスト要素を使用します。タイトルにテキスト要素を使用すると、他のすべてのタイトル・ソースが定義されていないかまたは使用できない場合に、リストの最後に安全なエントリを作成します。


	
プロパティ: 「ドキュメント・プロパティ」ですでに定義済のドキュメント・プロパティを使用します。


	
出力テキスト書式: 「出力テキスト書式」ですでに定義済の段落の出力書式を使用します。この書式の、空でない最初の段落が使用されます。





	
「ナビゲーション・レイアウト」ページでは、以前に定義したナビゲーション要素を選択し、出力ページ・レイアウトに組み込むことができます。ナビゲーション・レイアウトは、リンク・マッピング・ルールで定義したマッピング・ルールに基づいて、目次のHTMLページを別個に生成することを目的としています。このナビゲーション・ページは、変換による最初の出力ファイルとなり、出力でルールに違反する他のページから完全に独立します。

ナビゲーション・レイアウトの本体には、ナビゲーション・アイテムとマークアップのみを含めることができます。ページ・ナビゲーションはナビゲーション・レイアウトでサポートされず、ドキュメントおよびセクションのレイアウト・アイテムとともに使用することを目的としています。

ナビゲーション・レイアウトの使用はオプションです。このオプションを使用すると、マークアップ・アイテムをヘッダーまたは本文のいずれかに配置するように指定できます。

	
「ヘッダー」アイテムでは、このレイアウトが適用されるすべての出力ファイルのHTML <head>に配置されるコンテンツを定義できます。次のアイテムが、デフォルトでヘッダーに配置されます。

HTMLファイルがエンコードされているキャラクタ・セットを示す<meta>タグ。

コンテンツが「タイトル・ソース」ページで定義される<title>タグ。

HTMLが生成されたことを示す<meta>タグ。

メタ・タグ名を指定する「ドキュメント・プロパティ」で定義されたすべてのドキュメント・プロパティの<meta>タグ。

出力ページで「CSS生成」オプションを選択した場合は、このテクノロジによって生成されたCSSスタイル定義が、<style>タグ(埋込みCSSの場合)または変換により生成されたCSSファイルへの<link>タグに含められます。

出力ページで 外部CSSスタイルシートオプションが選択されている場合、ユーザー指定のCSSファイルへのHTML <link>タグが組み込まれます。

また、出力マークアップ・アイテムで以前に定義したマークアップ・アイテムをここに挿入できます。この画面で指定したマークアップ・アイテムは、上にリストしたすべての自動生成アイテムの後に、ヘッダーに表示されます。デフォルトでは、ここには何もリストされていません。


	
「本文」アイテムでは、このレイアウトにより作成されるナビゲーション・ページの本文に配置するコンテンツを定義します。上部には次のアイテムを挿入できます。

マークアップ・アイテム: 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。

ナビゲーション要素: ナビゲーション要素の追加で定義されているナビゲーション要素。





	
「ページ・レイアウト」では、次のオプションを使用してドキュメントのページ区切りを有効にできます。

	
セクションで区切る: 選択すると、ドキュメント・セクションでの改ページが有効になります。複数のセクションが含まれるドキュメントにのみ適用されます。


	
ページで区切る: 選択すると、ドキュメント固有のページ区切りオプションに基づいて改ページが有効になります。





	
「ヘッダー」をクリックすると、このレイアウトから生成されるすべての出力ファイルのHTML <head>に配置されるコンテンツを定義できます。次のアイテムが、デフォルトでヘッダーに配置されます。

	
HTMLファイルがエンコードされているキャラクタ・セットを示す<meta>タグ。


	
コンテンツが「タイトル・ソース」ページで定義される<title>タグ。


	
HTMLが生成されたことを示す<meta>タグ。


	
メタ・タグ名を指定する「ドキュメント・プロパティ」で定義されたすべてのドキュメント・プロパティの<meta>タグ。


	
出力ページで「CSS生成」オプションを選択した場合は、このテクノロジによって生成されたCSSスタイル定義が含められます。


	
出力ページで 外部CSSスタイルシートオプションが選択されている場合、ユーザー指定のCSSファイルへのHTML <link>タグが組み込まれます。


	
また、出力マークアップ・アイテムで以前に定義したマークアップ・アイテムをここに挿入できます。この画面で指定したマークアップ・アイテムは、上にリストしたすべての自動生成アイテムの後に、ヘッダーに表示されます。デフォルトでは、ここには何もリストされていません。





	
「ページの先頭」をクリックすると、このレイアウトが適用されるすべての出力ファイルの上部に配置するコンテンツを定義できます。このコンテンツは、HTML<body>タグの直後に表示されます。ページ上部にアイテムを配置するには、そのアイテムが最初にテンプレートの別の場所で定義されている必要があります。一般的な「ページの先頭」のコンテンツの例としては、出力の最初のページ、前のページおよび次のページにリンクするナビゲーション・バーがあります。デフォルトでは、HTML変換エディタにより、「ページの先頭」は空のままになります。次のアイテムを挿入できます。

	
ヘッダー: 入力ドキュメントのヘッダー。


	
ナビゲーション・アイテム: ナビゲーション要素の追加で定義されたナビゲーション・アイテム。


	
ドキュメント・プロパティ: 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム: 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: 「テキスト要素」で定義されたテキスト要素。





	
「コンテンツの前」をクリックすると、変換されたドキュメントの（各ページ上ではなく）出力の開始場所より前に配置するコンテンツを定義できます。このようなコンテンツの例として、変換されるすべてのドキュメントで作成される標準の表紙があります。デフォルトでは、HTML変換エディタにより、「コンテンツの前」は空のままになります。次のアイテムを挿入できます。

	
ドキュメント・プロパティ: 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム: 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: 「テキスト要素」で定義されたテキスト要素。





	
「セクションの前」をクリックすると、ドキュメントの各セクションの前に配置するコンテンツを定義できます。次のドキュメント書式は、スプレッドシート、プレゼンテーション、イメージおよびデータベースといった複数のセクションをサポートしています。書式が複数のセクションをサポートする場合でも、変換される特定のファイルには1つのセクションしか含まれない場合があることに留意してください。このレイアウト領域の典型的な使用例として、2つの空白行と1つの水平ルールを挿入して、セクションが同時に実行されないようにするというものがあります。デフォルトでは、HTML変換エディタにより、「セクションの前」は空のままになります。次のアイテムを挿入できます。

	
セクション名: 現在のセクションの名前を挿入します。現在のセクションの名前がソース・ドキュメントで指定されていない場合やワープロ文書などで定義されていない場合は、何も挿入されません。このタイプのアイテムを追加すると、作成者が要素に使用する出力書式を選択する簡単な画面が表示されます。


	
ドキュメント・プロパティ: 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム: 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: 「テキスト要素」で定義されたテキスト要素。





	
「コンテンツの後」をクリックすると、ドキュメントのコンテンツの最後に配置するコンテンツを定義できます。テンプレートで脚注や最後の注釈を指定している場合は、このコンテンツは、これらよりも後に配置されます。デフォルトでは、HTML変換エディタにより、「コンテンツの後」は空のままになります。次のアイテムを挿入できます。

	
ヘッダー: 入力ドキュメントのヘッダー。


	
フッター: 入力ドキュメントのフッター。


	
ドキュメント・プロパティ: 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム: 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: 「テキスト要素」で定義されたテキスト要素。





	
「ページの最後」をクリックすると、このレイアウトが適用されるすべての出力ファイルの下部に配置するコンテンツを定義できます。このコンテンツは、HTMLの<body>タグが閉じられる直前に表示されます。このようなコンテンツの例として、著作権表示があります。デフォルトでは、HTML変換エディタにより、「ページの最後」は空のままになります。次のアイテムを挿入できます。

	
フッター: 入力ドキュメントのフッター。


	
ナビゲーション・アイテム: ナビゲーション要素の追加で定義されたナビゲーション・アイテム。


	
ドキュメント・プロパティ: 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム: 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: 「テキスト要素」で定義されたテキスト要素。















A Classic HTML Conversion Editorユーザー・インタフェース

Dynamic ConverterのClassic HTML Conversion Editorには、Classic変換テンプレートのカスタマイズに使用する複数のダイアログ・ボックスおよび管理ページが用意されています。

	
「Classic HTML Conversion Editorのメイン・ダイアログ」


	
「ドキュメントの選択ダイアログ」


	
「プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ」


	
「要素の設定ダイアログ」


	
「「書式設定」ダイアログ」


	
「「ナビゲーション」ダイアログ」


	
「グローバルダイアログ」


	
「ギャラリダイアログ」






A.1 Classic HTML Conversion Editorのメイン・ダイアログ

Classic HTML Conversion Editorのメイン・ダイアログを使用すると、ドキュメントのプレビューや更新に加え、ドキュメント要素、書式設定、ナビゲーションおよびグローバルの編集を実行できます。


図A-1 Classic HTML Conversion Editorのメイン・ダイアログ

[image: 図A-1については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	プレビューの変更	選択したドキュメントを「プレビュー」ウィンドウに表示するには、このボタンをクリックします。
	プレビュー:	現在作業中のドキュメントのリストを表示します。
	テンプレートの使用	現在使用中のテンプレートのリストを表示します。
	即時更新	ドキュメントを更新するには、このボタンをクリックします。
	自動	更新を自動的にプレビューするには、このオプションを選択します。
	要素の設定	要素を編集するには、このボタンをクリックします。要素の設定では、ソース・ドキュメントに適用されたランクに応じて生成された要素の確認、新しいランクや要素の作成、および作成したWebページのコンテンツ処理の制御が可能です。
	書式設定	書式設定を編集するには、このボタンをクリックします。「書式設定」の設定により、テンプレートに関連付られたソース・ドキュメントから作成したWebページの外観と動作が決まります。ほとんどの作業は、Webブラウザでのテキストの表示形式を指定するための「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログで行います。
	ナビゲーション	ナビゲーションを編集するには、このボタンをクリックします。「ナビゲーション」では、Webページの移動に役立つリンクを作成できます。オプションには、ページ・ボタン・バーやページ・テキスト・バーを作成したり、要素ボタン・バーや要素テキスト・バーを作成する機能もあります。どのタイプのナビゲーション・バーを作成した場合でも、一連のボタンをリンク用に使用できます。ギャラリでは28組のグラフィック・セットが用意されており、それぞれのグラフィック・セットは、すべてのナビゲーション目的に対応した独自のデザインが施された一連のボタンで構成されています。前のページ、次のページなどへの通常のリンクに加え、Classic HTML Conversion Editorには、特殊用途のリンクが用意されています。
	グローバル	グローバルを編集するには、このボタンをクリックします。グローバルは、テンプレートの編集に使用される4つのプロパティ・シートの1つです。グローバルで行った設定はWebページ全体に適用されます。この設定はテンプレートの一部として保存されますが、特定の要素には関連付けられません。
	要素情報をプレビューに含める	要素情報をドキュメントのプレビューに組み込むには、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.2 ドキュメントの選択ダイアログ

ドキュメントの選択ダイアログを使用すると、選択したドキュメントを「プレビュー」ウィンドウで表示できます。


図A-2 ドキュメントの選択ダイアログ

[image: ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	[image: 左矢印]
	前のプレビューに戻ります。
	[image: 右矢印]
	別のプレビューに進みます。
	[image: 取消]
	ロードを中止する、または操作を取り消します。
	[image: リフレッシュ]
	プレビューをリフレッシュします。
	「プレビュー」ペイン	選択したドキュメントを「プレビュー」ウィンドウに表示します。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.3 プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ

プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログを使用すると、プレビューするドキュメントを選択できます。


図A-3 プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	コンテンツID	プレビューするドキュメントのコンテンツIDを入力するか、「参照」を選択して該当のドキュメントに移動します。
	参照	プレビューするドキュメントに移動するには、このボタンをクリックします。
	次回はこのプレビュー・ドキュメントで開始	次回プレビューを開いたときに選択したドキュメントを表示するには、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4 要素の設定ダイアログ

Classic HTML Conversion Editorは要素をハンドルとして使用し、ソース・ドキュメントのコンテンツを書式設定したり、これらのドキュメントのランク(および作成するスタイルやパターン)をWebページの外観を制御するHTMLタグに関連付けます。Classic HTML Conversion Editorはこの操作を自動的に実行するため、開発者がHTMLタグ自体について配慮する必要はありません。

ソース・ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェック・インする場合は、ドキュメントにテンプレートを選択します。すると、Classic HTML Conversion Editorにより、ドキュメントのコンテンツにランクが自動的に適用されます。次に、各ランクに対応する要素が生成され、これらの要素がテンプレートに配置されます。追加のランク、スタイル、またはパターンを作成して、これらに割り当てる要素を作成できます。

特定のWebページの外観を作成するには、ソース・ドキュメントと関連付けられたテンプレートを編集します。一部の指示はテンプレート自体に適用されますが、ほとんどの指示はテンプレート内の個別の要素に適用されます。

Classic HTML Conversion Editor全体にわたる要素のリストは、編集する要素の選択に役立ちます。たとえば、どのタブ・ダイアログで作業していようとも、要素リストは「書式設定」で常に使用可能であり、現在選択されている要素がリスト上で常にハイライトされます。

要素の設定ダイアログは、次のタブで構成されています。

	
「「要素」タブ」


	
「ランクタブ」


	
「「スタイル」タブ」


	
「「パターン」タブ」


	
「「メタデータ」タブ」






A.4.1 「要素」タブ

「要素」タブを使用すると、要素の表示、要素がドキュメントの本文に含まれているかどうかの確認、および選択したドキュメントの複数の出力ページへの分割を実行できます。

さらに、次のダイアログ・ボックスを生成できます。

	
「「新規要素」ダイアログ」


	
「要素のプロパティ: 「一般」タブ」


	
「要素のプロパティ: 「分割」タブ」


	
「要素のプロパティ: HTMLタグタブ」


	
「要素のプロパティ: メタ・タグタブ」


	
「要素のプロパティ: 「イベント」タブ」





図A-4 「要素」タブ

[image: 要素の設定: 「要素」タブ]




	要素	説明
	名前	要素名のリストを表示します。
	本文内	要素がドキュメントの本文に含まれるかどうかを指定します。
	分割	要素を複数の出力ページに分割して組み込むかどうかを指定します。
	強制改ページごとに、ソース・ドキュメントを複数の出力ページに分割	強制改ページごとに、選択したドキュメントを複数の出力ページに分割するには、このオプションを選択します。
	新規	新規要素を追加するには、このボタンをクリックします。「新規要素」ダイアログも参照してください。
	削除	選択した要素を削除するには、このボタンをクリックします。
	プロパティ	選択した要素のプロパティを表示するには、このボタンをクリックします。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.2 「新規要素」ダイアログ

「新規要素」ダイアログを使用すると、新しい要素を作成できます。


図A-5 「新規要素」ダイアログ

[image: 「新規要素」ダイアログ]




	要素	説明
	名前	記述的な名前を指定します。
	HTMLタグ	ドロップダウン・リストからHTMLタグを選択します。
	要素タイプ	段落または文字のどちらかの要素タイプを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.3 要素のプロパティ: 「一般」タブ

「一般」タブを使用すると、要素の名前付け、およびその要素を配置する出力ページ内の場所を選択できます。


図A-6 要素のプロパティ: 「一般」タブ

[image: 要素のプロパティ: 「一般」タブ]




	要素	説明
	名前	記述的な名前を指定します。
	タイプ	要素タイプです。
	テンプレート	編集中のテンプレートの名前です。
	本文に含める	該当の要素を出力ページの本文に配置するには、このオプションを選択します。
	メタ・タグを使用してヘッダーに含める	メタ・タグを使用して該当の要素を出力ページのヘッダーに配置するには、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.4 要素のプロパティ: 「分割」タブ

「分割」タブを使用すると、ソース・ドキュメントを複数の出力ページに分割できます。


図A-7 要素のプロパティ: 「分割」タブ

[image: 要素のプロパティ: 「分割」タブ]




	要素	説明
	ファイルの分割	この要素が発生するたびにソース・ドキュメントを複数の出力ページに分割するには、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.5 要素のプロパティ: HTMLタグタブ

HTMLタグタブを使用すると、標準のHTMLタグを使用するのか、カスタムのタグを使用するのかを選択できます。


図A-8 要素のプロパティ: HTMLタグタブ

[image: 要素のプロパティ: 「HTML」タブ]




	要素	説明
	標準タグを使用	標準のHTMLタグを使用するには、このオプションを選択します。
	タグ	ドロップダウン・リストからHTMLタグを選択します。
	一致する終了タグも使用	終了タグを自動的に組み込むには、このオプションを選択します。
	カスタム・タグを使用	カスタム・タグを使用するには、このオプションを選択します。
	タグ	選択に応じて、タグが(カッコも含めて)コンテンツの前後に自動的に適用されます。「タグ」フィールドは2つあり、それぞれに異なる値を指定できます。
	カスタム・タグの前の外観に関する書式設定を削除	カスタム・タグの前にある見栄えのための書式設定を削除するには、このオプションを選択します。特定の要素に関連付けられたコンテンツの各段落の前にある改行を削除するには、これを使用します。このオプションは、JavaScriptをコードに組み込む場合に特に役立つことがあります。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.6 要素のプロパティ: メタ・タグタブ

メタ・タグタブを使用すると、標準のメタ・タグを使用するのか、カスタムのタグを使用するのかを選択できます。


図A-9 要素のプロパティ: メタ・タグタブ

[image: 要素のプロパティ: メタ・タグタブ]




	要素	説明
	標準のメタ・タグを使用	標準のメタ・タグを使用するには、このオプションを選択します。
	メタデータ名	メタデータ名を指定します。
	カスタム・タグを使用	メタデータのマークにカスタム・タグを使用するには、このオプションを選択します。
	タグ	選択に応じて、タグが(カッコも含めて)コンテンツの前後に自動的に適用されます。「タグ」フィールドは2つあり、それぞれに異なる値を指定できます。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.7 要素のプロパティ: 「イベント」タブ

「イベント」タブを使用すると、HTMLコードまたはスクリプト・コードをこの要素のタグに含めるかどうかを選択できます。


図A-10 要素のプロパティ: 「イベント」タブ

[image: 要素のプロパティ: 「イベント」タブ]




	要素	説明
	HTMLまたはスクリプト・コードを要素のタグに含める	HTMLまたはスクリプト・コードを要素のタグに含めるには、このオプションを選択します。
	次を使用	HTMLおよびスクリプト・コードのリストを表示するには、このオプションを選択します。
	このファイルのコンテンツを使用	選択したファイルのコンテンツ全体を要素のタグに組み込むには、このオプションを選択します。
	ギャラリ	ギャラリを開いて使用するグラフィック・ファイルを見つけるには、このボタンをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	ファイル名	使用可能なグラフィックを表示するには、パスまたはファイル名を入力するか、ギャラリをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.8 ランクタブ

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。

次の表では、記載どおりの手動で書式設定されたスタイルを持つ2つのドキュメントの状態に関する簡単な例を示しています。


	コンテンツ	ドキュメントA	ドキュメントB	ランク	要素
	タイトル	Times 20 pt 太字	Arial 16pt 太字	タイトル	タイトル
	第1レベルの見出し	Times 14 pt 斜体	Arial 12 pt 太字  	見出し 1   	見出し1
	他の見出し	Times 12 pt 下線付	
	最低2	デフォルト段落
	キャプション	
	Times 9 pt 太字	最低2	デフォルト段落
	テキスト	Times 10 pt	Times 9 pt	最低1	デフォルト段落






ランクを使用した場合、Dynamic Converterは、ソース・ドキュメントに含まれている可能性のある各種のコンテンツすべてを認識することはできません。しかしDynamic Converterは、ソース・ドキュメントの最上位階層を定義するのに役立つコンテンツを認識できるため、ソース・ドキュメント内の最も重要なコンテンツを正常に書式設定できます。

コンテンツのどの部分が指定される必要があるのかをDynamic Converterが特定する方法に留意してください。「タイトル」、見出し1、最低1、または最低2の順序は、ランク・ルールによって決定されます。これらをカスタマイズできます。

ランクタブでは、さらに次のダイアログ・ボックスを生成できます。

	
「新しいランクダイアログ」


	
「ランクのデフォルト設定ダイアログ」


	
「アソシエーションの変更ダイアログ」


	
「ランク・プロパティダイアログ」


	
「ランク・ルールダイアログ」




ランクタブを使用すると、要素ランクの変更、編集、関連付けを実行できます。


図A-11 要素の設定: ランクタブ

[image: 要素の設定: ランクタブ]




	要素	説明
	ランク	要素のランクのリストを表示します。ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。
	使用	要素で使用されるかどうかを示します。
	要素	要素のリストを表示します。
	新規	新規ランクを作成するには、このボタンをクリックします。
	削除	選択したランクの削除には、このボタンをクリックします。
	プロパティ	ランク・プロパティを変更するには、このボタンをクリックします。ランクの名前と、そのランクに割り当てられた要素を変更できます。さらに、ランクの階層レベルを変更できるとともに、ランクがソース・ドキュメント内に登場する頻度も変更できます。これらのプロパティが特に重要となるのは、ソース・ドキュメント内の固有のコンテンツを識別しやすくするために新しいランクを作成する場合です。必要に応じて、固有のコンテンツを正常に識別するために、階層と頻度について試行してください。
	アソシエーション	選択したランクを別の要素に関連付けるには、このボタンをクリックします。
	上へ移動	選択したランクを上に移動するには、このボタンをクリックします。
	下へ移動	選択したランクを下に移動するには、このボタンをクリックします。
	詳細	選択したランクのランク・ルールダイアログを開くには、このボタンをクリックします。ランク・ルールによって、Classic HTML Conversion Editorが階層を識別するためにランクを割り当てる際に、ソース・ドキュメント内のコンテンツがどのように扱われるのかが決定されます。ランク・ルールは、すべての設定可能なテキスト属性を表す複数の「エフェクト」で構成されています。ランク付けのために、各エフェクトには「重要度」と「順序」というプロパティがあります。これらのプロパティを変更することで、Dynamic Converterによるランクの割当て方法を規定するランク・ルールを変更できます。ランクを多用する場合は、ソース・ドキュメントのコンテンツの特性に応じて、ランク・ルールを変更することをお薦めします。ルールを変更するには、各エフェクトの重要度や順序を変更します。「ランク・ルールダイアログ」も参照してください。
	デフォルトの設定	現在のランクをデフォルトとして使用するには、このボタンをクリックします。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.9 新しいランクダイアログ

新しいランクダイアログを使用すると、新しいランクを作成し、要素を関連付けできます。


図A-12 要素の設定: 新規ランクタブ

[image: 図A-12については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	名前	記述的な名前を指定します。
	関連要素	新規要素を作成するには、関連する要素をドロップダウン・リストから選択するか、「新規」をクリックします。「新規要素」ダイアログも参照してください。
	新規	新規要素を作成するには、このボタンをクリックします。「新規要素」ダイアログも参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.10 ランクのデフォルト設定ダイアログ

ランクのデフォルト設定ダイアログを使用すると、新しいランクの作成、ランクの削除、ランク・プロパティの変更、ランクの関連付け、およびランクの上下への移動を実行できます。


図A-13 要素の設定: ランクのデフォルト設定ダイアログ

[image: 要素の設定: ランクのデフォルト設定ダイアログ]




	要素	説明
	ランク	要素のランクのリストを表示します。ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。
	使用	要素で使用されるかどうかを示します。
	要素	要素のリストを表示します。
	新規	新規ランクを作成するには、このボタンをクリックします。
	削除	選択したランクの削除には、このボタンをクリックします。
	プロパティ	ランク・プロパティを変更するには、このボタンをクリックします。ランクの名前と、そのランクに割り当てられた要素を変更できます。さらに、ランクの階層レベルを変更できるとともに、ランクがソース・ドキュメント内に登場する頻度も変更できます。これらのプロパティが特に重要となるのは、ソース・ドキュメント内の固有のコンテンツを識別しやすくするために新しいランクを作成する場合です。必要に応じて、固有のコンテンツを正常に識別するために、階層と頻度について試行してください。
	アソシエーション	選択したランクを別の要素に関連付けるには、このボタンをクリックします。
	上へ移動	選択したランクを上に移動するには、このボタンをクリックします。
	下へ移動	選択したランクを下に移動するには、このボタンをクリックします。
	詳細	選択したランクのランク・ルールダイアログを開くには、このボタンをクリックします。ランク・ルールによって、Classic HTML Conversion Editorが階層を識別するためにランクを割り当てる際に、ソース・ドキュメント内のコンテンツがどのように扱われるのかが決定されます。ランク・ルールは、すべての設定可能なテキスト属性を表す複数の「エフェクト」で構成されています。ランク付けのために、各エフェクトには「重要度」と「順序」というプロパティがあります。これらのプロパティを変更することで、Dynamic Converterによるランクの割当て方法を規定するランク・ルールを変更できます。ランクを多用する場合は、ソース・ドキュメントのコンテンツの特性に応じて、ランク・ルールを変更することをお薦めします。ルールを変更するには、各エフェクトの重要度や順序を変更します。「ランク・ルールダイアログ」も参照してください。
	デフォルトのリセット	元のデフォルト設定に戻すには、このボタンをクリックします。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.11 ランク・プロパティダイアログ

ランク・プロパティダイアログを使用すると、要素の割当ておよび階層の定義を実行できます。


図A-14 要素の設定: ランク・プロパティダイアログ

[image: 要素の設定: ランク・プロパティダイアログ]




	要素	説明
	名前	記述的な名前を指定します。
	テンプレート	現在使用中のテンプレートのリストを表示します。
	要素	ドロップダウン・リストから使用する要素を選択します。
	階層	使用可能な最上位の階層または最下位の階層を使用するかどうかを選択します。
	頻度	リストから適切なオプションを選択し、2番目のテキスト・ボックスに値を入力します。たとえば、第2レベルのヘッダーにランクを作成する場合は、頻度次より多い発生数を選択し、値0を入力します。
	
次と等しい発生数: ランクに関連付けるコンテンツの正確な発生数がわかっている場合に使用し、対のテキスト・ボックスに数値を入力します。値1を入力した場合、このオプションは、ソース・ドキュメントをコンテンツ・サーバーに初めて追加する際に、タイトル・ランクの作成のためにDynamic Converterにより使用されます。


	
次より少ない発生数: 特定のコンテンツのインスタンス数を対のテキスト・ボックスに入力した値に制限する場合に使用します。


	
次より多い発生数: 通常、テキスト・ボックスに値0を入力して使用します。Dynamic Converterによって作成される4つのデフォルト・ランクのうち3つには、このプロパティが割り当てられています。





	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.12 ランク・ルールダイアログ

ランク・ルールによって、Classic HTML Conversion Editorが階層を識別するためにランクを割り当てる際に、ソース・ドキュメント内のコンテンツがどのように扱われるのかが決定されます。ランク・ルールは、すべての設定可能なテキスト属性を表す複数の「エフェクト」で構成されています。ランク付けのために、各エフェクトには「重要度」と「順序」というプロパティがあります。これらのプロパティを変更することで、Dynamic Converterによるランクの割当て方法を規定するランク・ルールを変更できます。ランクを多用する場合は、ソース・ドキュメントのコンテンツの特性に応じて、ランク・ルールを変更することをお薦めします。各効果の重要性や順序を変更することにより、ルールを変更できます。


図A-15 要素の設定: ランク・ルールダイアログ

[image: 要素の設定: ランク・ルールダイアログ]




	要素	説明
	効果	書式設定の効果のリストを表示します。
	重要性	負の効果とは、Dynamic Converterがコンテンツの階層を決定する際に、この効果を持つランクをリストの最下部に配置することを意味します。正の効果とは、Dynamic Converterがこの効果を使用してソース・ドキュメントの上位コンテンツのランクを確実にすることを意味します。
	OK	変更が完了した場合に、このボタンをクリックします。
	取消	変更を取り消すには、このボタンをクリックします。
	プロパティ	ランク・プロパティを変更するには、このボタンをクリックします。ランクの名前と、そのランクに割り当てられた要素を変更できます。さらに、ランクの階層レベルを変更できるとともに、ランクがソース・ドキュメント内に登場する頻度も変更できます。これらのプロパティが特に重要となるのは、ソース・ドキュメント内の固有のコンテンツを識別しやすくするために新しいランクを作成する場合です。必要に応じて、固有のコンテンツを正常に識別するために、階層と頻度について試行してください。
	上へ移動	選択した効果を上に移動して順序を変更するには、このボタンをクリックします。
	下へ移動	選択した効果を下に移動して順序を変更するには、このボタンをクリックします。
	リセット	効果を元の設定に戻すには、このボタンをクリックします。










A.4.13 「スタイル」タブ

Dynamic Converterでの「スタイル」とは、一般にワード・プロセッシング・ドキュメントで使用される名前付きスタイルのことを指します。名前付きスタイルは、名前を付けて保存することでドキュメント内の任意の段落に適用できる一連の書式設定属性です。

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。ランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成し、これらの要素はテンプレートに保存されます。

ソース・ドキュメントにスタイルが含まれている場合は、HTML出力を通常より細かく制御できます。スタイルは要素の設定で作成可能であり、ソース・ドキュメント内のスタイルごとに1つの補足要素を作成できます。Classic HTML Conversion Editorによってこれらのスタイルは認識されるため、これらのスタイルに関連付けられた要素を書式設定し、関連付けられたコンテンツに対する制御を強化できます。

「スタイル」タブには、さらに次のダイアログがあります。

	
「新しいスタイルダイアログ」


	
「「スタイルのプロパティ」ダイアログ」


	
「スタイル・アソシエーションの変更ダイアログ」




「スタイル」タブを使用すると、新規スタイルの追加、スタイルの削除、プロパティの変更およびアソシエーションの変更ができます。


図A-16 要素の設定: 「スタイル」タブ

[image: 要素の設定: 「スタイル」タブ]




	要素	説明
	ランク	要素のランクのリストを表示します。ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。
	使用	要素で使用されるかどうかを示します。
	要素	要素のリストを表示します。
	新規	新規スタイルを追加するには、このボタンをクリックします。
	削除	選択したスタイルを削除するには、このボタンをクリックします。
	プロパティ	選択したスタイルのプロパティを変更するには、このボタンをクリックします。スタイルのプロパティを構成しているのは、そのスタイルの名前、およびそのスタイルが関連付けられている要素です。
	アソシエーション	選択したスタイルを別の要素に関連付けるには、このボタンをクリックします。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.14 新しいスタイルダイアログ

新しいスタイルダイアログを使用すると、新しいスタイルを作成し、要素を関連付けできます。


図A-17 要素の設定: 新しいスタイルダイアログ

[image: 要素の設定: 新しいスタイルダイアログ]




	要素	説明
	名前	記述的な名前を指定します。
	関連要素	新規要素を作成するには、関連する要素をドロップダウン・リストから選択するか、「新規」をクリックします。 「「新規要素」ダイアログ」も参照してください。
	新規	新規要素を作成するには、このボタンをクリックします。 「「新規要素」ダイアログ」も参照してください。
	スタイル・タイプ	スタイル・タイプを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.15 「スタイルのプロパティ」ダイアログ

「スタイルのプロパティ」ダイアログを使用すると、新しいスタイル・プロパティを作成し、要素を関連付けできます。


図A-18 要素の設定: 「スタイルのプロパティ」ダイアログ

[image: 要素の設定: 「スタイルのプロパティ」ダイアログ]




	要素	説明
	名前	記述的な名前を指定します。
	タイプ	スタイル・タイプのリストを表示します。
	テンプレート	現在のテンプレートのリストを表示します。
	要素	ドロップダウン・リストから要素を選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.16 スタイル・アソシエーションの変更ダイアログ

アソシエーションの変更ダイアログを使用すると、関連する要素を変更できます。入力スタイルに関連付けられた要素は、そのスタイルで発生したソース・コンテンツに適用される出力書式設定を制御します。


図A-19 要素の設定: スタイル・アソシエーションの変更ダイアログ

[image: 要素の設定: スタイル・アソシエーションの変更ダイアログ]




	要素	説明
	要素	ドロップダウン・リストから要素を選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.17 「パターン」タブ

Classic HTML Conversion Editorを使用すると、追加のランクや、スタイル、パターンを作成して、フォーマット・オプションを増やすことができます。字体、フォント・サイズ、フォント・エフェクト(太字や斜体など)、色などの属性を指定することで、Classic HTML Conversion Editorは、ドキュメント内のコンテンツを類似した書式設定が施された複数のグループに分けることができます。これらのグループはパターンと呼ばれます。

「パターン」タブには、さらに次のダイアログ・ボックスがあります。

	
「新しいパターンダイアログ」


	
「パターン・アソシエーションの変更ダイアログ」


	
「パターンのプロパティ: 「一般」タブ」


	
要素の設定: 「パターンのプロパティ」: 「フォント」タブ


	
「パターンのプロパティ: 「段落」タブ」


	
「パターンのプロパティ: テキスト表現タブ」




「パターン」タブを使用すると、新規パターンの追加、パターンの削除、プロパティの変更、パターンの移動およびアソシエーションの変更を実行できます。


図A-20 要素の設定: 「パターン」タブ

[image: 要素の設定: 「パターン」タブ]




	要素	説明
	ランク	要素のランクのリストを表示します。ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。
	使用	要素で使用されるかどうかを示します。
	要素	要素名のリストを表示します。
	サンプル	「サンプル」ウィンドウにパターンを表示します。
	パターンの詳細	ウィンドウにパターンの詳細を表示します。
	新規	新規パターンを作成するには、このボタンをクリックします。
	削除	選択したパターンを削除するには、このボタンをクリックします。
	プロパティ	選択したパターンのプロパティを変更するには、このボタンをクリックします。
	アソシエーション	パターンを別の要素に関連付けるには、このボタンをクリックします。
	上へ移動	選択したパターンを上に移動するには、このボタンをクリックします。
	下へ移動	選択したパターンを下に移動するには、このボタンをクリックします。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.18 新しいパターンダイアログ

新しいパターンダイアログを使用すると、新しいパターンの作成や要素の関連付けを実行できます。


図A-21 要素の設定: 新しいパターンダイアログ

[image: 要素の設定: 新規パターンダイアログ]




	要素	説明
	名前	記述的な名前を指定します。
	関連要素	新規要素を作成するには、関連する要素をドロップダウン・リストから選択するか、「新規」をクリックします。「新規要素」ダイアログも参照してください。
	新規	新規要素を作成するには、このボタンをクリックします。「新規要素」ダイアログも参照してください。
	パターン・タイプ	パターン・タイプを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.19 パターン・アソシエーションの変更ダイアログ

アソシエーションの変更ダイアログを使用すると、関連する要素を変更できます。パターンに関連付けられた要素は、そのパターンに対応するソース・コンテンツに適用される出力書式設定を制御します。


図A-22 要素の設定: パターン・アソシエーションの変更ダイアログ

[image: 要素の設定: パターン・アソシエーションの変更ダイアログ]




	要素	説明
	要素	ドロップダウン・リストから要素を選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.20 パターンのプロパティ: 「一般」タブ

「一般」タブを使用すると、プロパティの名前付けや要素の関連付けを実行できます。


図A-23要素の設定: パターンのプロパティ: 「一般」タブ

[image: 要素の設定: パターンのプロパティ: 「一般」タブ]




	要素	説明
	名前	記述的な名前を指定します。
	タイプ	パターン・タイプのリストを表示します。
	テンプレート	現在使用中のテンプレートのリストを表示します。
	要素	ドロップダウン・リストから要素を選択します。
	説明	ウィンドウにパターンの説明を表示します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.21 要素の設定: パターンのプロパティ: 「フォント」タブ

「フォント」タブを使用すると、フォントのプロパティを変更できます。これにより、ソース・ドキュメントのテキストの特性を使用してパターンを照合できます。


図A-24 要素の設定: パターンのプロパティ: 「フォント」タブ

[image: 要素の設定: 「パターンのプロパティ」: 「フォント」タブ]




	要素	説明
	太字	希望の設定を選択します。次の3つの設定を使用できます。「はい」は、コンテンツにこの特性が含まれる場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「いいえ」は、コンテンツにこの特性が含まれない場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「N/A」は、この特性の有無にかかわらず、照合が成功することを意味します。
	イタリック	希望の設定を選択します。次の3つの設定を使用できます。「はい」は、コンテンツにこの特性が含まれる場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「いいえ」は、コンテンツにこの特性が含まれない場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「N/A」は、この特性の有無にかかわらず、照合が成功することを意味します。
	下線	希望の設定を選択します。次の3つの設定を使用できます。「はい」は、コンテンツにこの特性が含まれる場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「いいえ」は、コンテンツにこの特性が含まれない場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「N/A」は、この特性の有無にかかわらず、照合が成功することを意味します。
	二重下線	希望の設定を選択します。次の3つの設定を使用できます。「はい」は、コンテンツにこの特性が含まれる場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「いいえ」は、コンテンツにこの特性が含まれない場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「N/A」は、この特性の有無にかかわらず、照合が成功することを意味します。
	下付き	希望の設定を選択します。次の3つの設定を使用できます。「はい」は、コンテンツにこの特性が含まれる場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「いいえ」は、コンテンツにこの特性が含まれない場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「N/A」は、この特性の有無にかかわらず、照合が成功することを意味します。
	上付き	希望の設定を選択します。次の3つの設定を使用できます。「はい」は、コンテンツにこの特性が含まれる場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「いいえ」は、コンテンツにこの特性が含まれない場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「N/A」は、この特性の有無にかかわらず、照合が成功することを意味します。
	取消線	希望の設定を選択します。次の3つの設定を使用できます。「はい」は、コンテンツにこの特性が含まれる場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「いいえ」は、コンテンツにこの特性が含まれない場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「N/A」は、この特性の有無にかかわらず、照合が成功することを意味します。
	非表示	希望の設定を選択します。次の3つの設定を使用できます。「はい」は、コンテンツにこの特性が含まれる場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「いいえ」は、コンテンツにこの特性が含まれない場合にのみパターン照合が行われることを意味します。「N/A」は、この特性の有無にかかわらず、照合が成功することを意味します。
	フォント名	このオプションを選択してから、ドロップダウン・リストからフォント名を選択します。
	フォント・サイズ	このオプションを選択してから、ドロップダウン・リストからサイズを選択します。
	フォントの色	このオプションを選択してから、「色」をクリックして色を選択します。 「色」タブも参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.22 パターンのプロパティ: 「段落」タブ

「段落」タブを使用すると、パターンのプロパティを変更できます。これにより、グラフィックや表を含む段落を識別したり、また、位置合せによっても段落を識別できるようになります。各段落には、3つの設定が用意されているボックス(グラフィック、表および位置合わせ)が含まれています。


図A-25 要素の設定: パターンのプロパティ: 「段落」タブ

[image: 要素の設定: パターンのプロパティ: 「段落」タブ]




	要素	説明
	図を含む段落:	ドロップダウン・リストからオプションを選択します。「はい」は、ソース・ドキュメントの段落にグラフィックが含まれる場合にのみパターン照合が成功することを意味します。「いいえ」は、コンテンツにグラフィックが含まれない場合にのみパターン照合が成功することを意味します。「N/A」は、この特性の有無にかかわらず、パターン照合が成功することを意味します。このオプションは、グラフィックを(「書式設定」のグラフィックタブ・ダイアログで)一貫して書式設定できるため、グラフィックを含むすべての段落に新しいパターンを作成する場合に役立ちます。
	表を含む段落:	ドロップダウン・リストからオプションを選択します。「はい」は、ソース・ドキュメントの段落に表が含まれる場合にのみパターン照合が成功することを意味します。「いいえ」は、コンテンツに表が含まれない場合にのみパターン照合が成功することを意味します。「N/A」は、この特性の有無にかかわらず、パターン照合が成功することを意味します。ここで、表の前にある段落を実際に識別しています。表の外観を書式設定する場合に「書式設定」の「表」タブ・ダイアログで選択する必要があるのは、そのスタイルに関連付けられた要素です。
	段落の位置合せ:	ドロップダウン・リストからオプションを選択します。段落に選択した位置合せ(「左揃え」、「中央揃え」、「右揃え」)が適用されている場合にのみ、パターン照合は成功します。「N/A」は、この特性の有無にかかわらず、パターン照合が成功することを意味します。このオプションが役に立つ事例としては、ページ上で中央揃えになっている特定の見出しのパターンを作成したい場合が挙げられます。このような場合は、「中央揃え」オプションを選択した上で、「フォント」タブ・ダイアログで特定のフォント設定を選択するとよいでしょう。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.23 パターンのプロパティ: テキスト表現タブ

テキスト表現編集ボックスでは、マッチング対象の文字列を編集できます。パターンのプロパティは、変更または定義するパターンを選択し、「プロパティ」をクリックすると開くことができます。

テキスト表現タブを使用すると、テキスト表現の設定を変更できます。これにより、書式設定ではなくコンテンツに基づいて段落(または文字要素のテキスト文字列)を照合できます。テキスト段落位置で適切なラジオ・ボタンを選択することで、段落の先頭、末尾、または任意の箇所を基準にして、コンテンツのマッチングを行うことができます。


図A-26 要素の設定: パターンのプロパティ: テキスト表現タブ

[image: 要素の設定: 「パターンのプロパティ」: 「フォント」タブ]




	要素	説明
	テキスト段落位置	テキスト段落位置を選択します。
	テキスト表現	テキスト表現を入力します。
	チェック	文字列を解析および検証してパターン照合用の適切な構文が含まれていることを確認するには、このボタンをクリックします。
	式演算子	次のリストを参照してください。
	副次式演算子	次のリストを参照してください。
	共通文字定義	次のリストを参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。







式演算子

次の式演算子をテキスト表現編集ボックスで使用できます。

	
" " - 引用符。すべての式は、式の先頭と末尾を示す引用符で囲まれる必要があります。


	
< > - 式をネストするために使用します。


	
AND - 両方の部分式の一致対象が見つかる必要があることを指定します。


	
OR - どちらかの部分式の一致対象が見つかる必要があることを指定します。


	
NOT - 部分式の一致対象が見つかってはいけないことを指定します。





部分式演算子

次の式演算子をテキスト表現編集ボックスで使用できます。

	
[ ] - 文字の範囲を表します。たとえば、0から9の数字を表すには、[0-9]を使用します。


	
( ) - 部分式をネストできます。


	
| - 部分式内に OR 式を設定するために使用します。


	
? - 直前の表現の0個分または1個分と一致します。直前の表現が登場しないか1個だけ登場する場合に使用します。


	
+ - 直前の表現の1個分以上と一致します。直前の表現が2個以上は確実に登場する場合に使用します。


	
* - 直前の表現の0個分以上と一致します。直前の表現が何個登場するかわからない場合に使用します。





一般的な文字の定義

次の文字定義は、特定の文字と一致させることができます。

	
. - 任意の1文字と一致します。


	
[0-9] - 任意の1つの数字と一致します。


	
[A-Z] - 任意の1つの大文字英字と一致します。


	
[a-z] - 任意の1つの小文字英字と一致します。


	
[A-Za-z] - 任意の1つの大文字英字または小文字英字と一致します。


	
行頭文字 - 任意の行頭文字を検出するために使用します。行頭文字は、通常はANSI文字の0149または0183です。挿入された文字は、これらのANSI値を表します。


	
「タブ」 - 任意のタブ文字を検出するために使用します。タブ文字は、ANSI値を挿入することで表現されます。




次の4つの表現を検索ワイルドカードとして使用することもできます。

	
\d - 任意の1つの数字と一致します。


	
\u - 任意の1つの大文字英字と一致します。


	
\l - 任意の1つの小文字英字と一致します。


	
\t - 1つのタブ文字と一致します。




さらに、キャレット(^)を使用して、その直後に配置された文字以外の任意の文字を表すこともできます。たとえば、[^ ]は、空白以外の任意の1文字を表します。

円記号(\)は、エスケープ文字として使用します。引用符やかっこなどの検索構文用文字と一致させるには、その文字の直前に円記号を配置します。






A.4.24 「メタデータ」タブ

ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Dynamic Converterは、テンプレート内のデフォルトのランク・セット(最低1、「タイトル」、最低2、見出し1)をコンテンツに適用します。これらのランクは、ソース・ドキュメント内のコンテンツ階層を識別することを目的として設計されているため、特に最上位コンテンツの一貫した扱いが可能になります。同時に、Dynamic Converterはランクごとに1つの要素を生成します。これらの要素はテンプレートに保存されます。

Classic HTML Conversion Editorを使用すると、追加のランクや、スタイル、パターンを作成して、フォーマット・オプションを増やすことができます。字体、フォント・サイズ、フォント・エフェクト(太字や斜体など)、色などの属性を指定することで、Classic HTML Conversion Editorは、ドキュメント内のコンテンツを類似した書式設定が施された複数のグループに分けることができます。これらのグループはパターンと呼ばれます。

Classic HTML Conversion Editorは以下を認識できます。

	
標準メタデータ: ソース・ドキュメントを作成するために使用されたアプリケーションによって自動的に生成されるプロパティ。


	
カスタム・メタデータ: ソース・ドキュメント用のアプリケーションで作成する特殊なプロパティ。




	
注意:

すべてのソース・ドキュメントに標準メタデータやカスタム・メタデータが含まれているわけではありません。










メタデータをWebページ内やそれらのWebページのメタ・タグ内に配置することで、Webサイトの使いやすさを向上させて、サイト上の情報検索を簡易化できます。

Webページおよびメタ・タグにメタデータを配置するために、メタデータを要素ベースにする必要があります。要素ベース化された標準メタデータやカスタム・メタデータは、コンテンツ・サーバーに公開できます。

使用する予定のすべてのメタデータは、Dynamic ConverterによってWeb出力内に正常に配置されるためには、ソース・ドキュメントに含まれているか関連付けられている必要があります。

ソース・ドキュメントのプロパティ(標準メタデータ)は、そのドキュメントの正確な情報を示していない場合があります。たとえば、既存のドキュメントをコピーすることで新しいドキュメントを作成した場合は、新しいドキュメントは既存のドキュメントのプロパティを継承します。

「メタデータ」タブには、次のダイアログ・ボックスがあります。

	
「新しいメタデータダイアログ」


	
「メタデータ・アソシエーションの変更ダイアログ」


	
「メタデータのプロパティダイアログ」





図A-27 要素の設定: 「メタデータ」タブ

[image: 図A-27については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	入力メタデータ	入力メタデータのリストを表示します。
	使用	要素で使用されるかどうかを示します。
	要素	要素のリストを表示します。
	新規	新規メタデータを追加するには、このボタンをクリックします。
	削除	選択したメタデータを削除するには、このボタンをクリックします。
	プロパティ	要素のプロパティダイアログを開くには、このボタンをクリックします。「要素のプロパティ: 「一般」タブ」も参照してください。
	アソシエーション	選択したメタデータを別の要素に関連付けるには、このボタンをクリックします。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.25 新しいメタデータダイアログ

新しいメタデータダイアログを使用すると、標準のメタデータ名の選択、固有のカスタム名の入力またはリポジトリ・ベースのメタデータ名の入力を実行できます。


図A-28 要素の設定: 新しいメタデータダイアログ

[image: 要素の設定: 新しいメタデータダイアログ]




	要素	説明
	標準	ドロップダウン・リストから標準のメタデータ名を使用するには、このオプションを選択します。
	カスタム	固有のカスタムのメタデータ名を入力するには、このオプションを選択します。
	関連要素	新規要素を作成するには、関連する要素をドロップダウン・リストから選択するか、「新規」をクリックします。 「「新規要素」ダイアログ」も参照してください。
	新規	新規要素を作成するには、このボタンをクリックします。 「「新規要素」ダイアログ」も参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.26 メタデータ・アソシエーションの変更ダイアログ

アソシエーションの変更ダイアログを使用すると、関連する要素を変更できます。メタデータの一部に関連付けられた要素は、そのメタデータのソース・コンテンツに適用される出力書式設定を制御します。


図A-29 要素の設定: メタデータ・アソシエーションの変更ダイアログ

[image: 要素の設定: メタデータ・アソシエーションの変更ダイアログ]




	要素	説明
	要素	ドロップダウン・リストから要素を選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.4.27 メタデータのプロパティダイアログ

メタデータのプロパティダイアログを使用すると、要素を関連付けできます。


図A-30 要素の設定: メタデータのプロパティダイアログ

[image: 要素の設定: メタデータのプロパティダイアログ]




	要素	説明
	名前	記述的な名前を指定します。
	タイプ	メタデータ・タイプのリストを表示します。
	テンプレート	現在のテンプレートのリストを表示します。
	要素	ドロップダウン・リストから要素を選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。












A.5 「書式設定」ダイアログ

「書式設定」ダイアログには、次のダイアログがあります。

	
「文字の書式設定ダイアログ」


	
「段落の書式設定ダイアログ」


	
「セパレータの書式設定ダイアログ」


	
「罫線の書式設定ダイアログ」


	
「アイコンの書式設定ダイアログ」


	
「リストの書式設定ダイアログ」


	
「表の書式設定ダイアログ」


	
「グラフィックの書式設定ダイアログ」


	
「HTMLの書式設定ダイアログ」


	
「レイアウトの書式設定ダイアログ」






A.5.1 文字の書式設定ダイアログ

「書式設定」は、テンプレートの編集に使用されるClassic HTML Conversion Editorの4つのプロパティ・シートのうちの1つです。「書式設定」の設定により、テンプレートに関連付られたソース・ドキュメントから作成したWebページの外観と動作が決まります。ほとんどの作業は、Webブラウザでのテキストの表示形式を指定するための「文字」タブ・ダイアログと「段落」タブ・ダイアログで行います。

「書式設定」の多数のオプションの中には、次の機能があります。

	
表やリストに起因する特別な問題に対処する。


	
グラフィカル表示を追加して、コンテンツを区切って、ドキュメント階層を強調する。


	
ソース・ドキュメント内のグラフィックに対する変換オプションを選択する。


	
HTMLコードを要素と関連付ける。




文字の書式設定ダイアログには、次のダイアログ・ボックスがあります。

	
「テキスト・エフェクトダイアログ」


	
「テキスト・エフェクトの変更ダイアログ」


	
「表のオーバーライドダイアログ」





図A-31文字の書式設定ダイアログ

[image: 文字の書式設定ダイアログ]




	要素	説明
	要素	要素のリストを表示します。
	フォント名	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。このフォントを使用を選択した場合は、ドロップダウン・リストから特定のフォントを選択します。
	フォント・サイズ	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。このサイズを使用を選択した場合は、ドロップダウン・リストから特定のフォントを選択します。
	フォントの色	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。この色を使用を選択した場合は、「色」をクリックして色を選択します。 「色」タブも参照してください。
	テキスト・エフェクト	テキスト・エフェクトダイアログを開くには、このボタンをクリックします。「テキスト・エフェクトダイアログ」も参照してください。
	表のオーバーライド	ドキュメント内の表のコンテンツを個別に書式設定する場合は、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.2 テキスト・エフェクトダイアログ

テキスト・エフェクトとは、段落内の個別の文字と関連付けられた書式設定属性のことです。段落には、段落自体のスタイルに属していない、太字や斜体などに設定された単語やフレーズが含まれていることがよくあります。ソース・ドキュメントを変換する際は、これらの入力エフェクトをWebページ内でも維持できます。これらのエフェクトを無効にしたり、異なる出力エフェクトにマップしたりすることもできます。


図A-32文字の書式設定: テキスト・エフェクトダイアログ

[image: 文字のテキスト・エフェクトダイアログ]




	要素	説明
	フォント・エフェクト	希望のフォント・エフェクトを選択します。
	
ソースから: 翻訳時に特定のエフェクトを維持する場合、またはDynamic Converterでエフェクトを再マップする場合に、このオプションを選択します。


	
「常にオン」: 要素によって制御されるすべてのコンテンツに対して常にエフェクトを適用する場合に選択します。


	
「常にオフ」: エフェクトを完全にオフにし、Webページに表示されないようにする場合に選択します。そのエフェクトは当該要素全体に適用されます。




希望のフォント・エフェクトを選択します。


	現行のマッピング	現行の入力効果および出力効果のリストを表示します。
	変更	エフェクトを変更するには、このボタンをクリックします。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.3 テキスト・エフェクトの変更ダイアログ

テキスト・エフェクトの変更ダイアログを使用すると、マップ済の出力エフェクトを変更できます。このマッピングでは、指定のエフェクトを備えたソース・テキストに適用される出力エフェクトを制御します。

テキスト・エフェクトとは、段落内の個別の文字と関連付けられた書式設定属性のことです。段落には、段落自体のスタイルに属していない、太字や斜体などに設定された単語やフレーズが含まれていることがよくあります。ソース・ドキュメントを変換する際は、個別の入力エフェクトを他の出力エフェクトにマップできます。


図A-33文字の書式設定: テキスト・エフェクトの変更ダイアログ

[image: 文字の書式設定: テキスト・エフェクトの変更ダイアログ]




	要素	説明
	マップ済エフェクト	ドロップダウン・リストから希望の出力エフェクトを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.4 表のオーバーライドダイアログ

表のオーバーライドダイアログを使用すると、表の外観を変更できます。テンプレート内の要素の文字を書式設定すると、その書式設定指示は、表内のテキストを含めてWebページ全体にわたって適用されます。

理想的には、表のコンテンツに固有のスタイルを使用することをお薦めします。ただし、ソース・ドキュメントの残り部分と同じスタイルを使用した場合でも、表のオーバーライドを使用することで、表内のテキストに異なる書式設定を適用できます。


図A-34文字の書式設定: 表のオーバーライドダイアログ

[image: 文字の書式設定: 表のオーバーライドダイアログ]




	要素	説明
	フォント名	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。このフォントを使用を選択した場合は、ドロップダウン・リストから特定のフォントを選択します。
	フォント・サイズ	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。このサイズを使用を選択した場合は、ドロップダウン・リストから特定のサイズを選択します。
	フォントの色	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。この色を使用を選択した場合は、「色」をクリックして色を選択します。 「色」タブも参照してください。
	テキスト・エフェクト	テキスト・エフェクトダイアログを開くには、このボタンをクリックします。「テキスト・エフェクトダイアログ」も参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.5 段落の書式設定ダイアログ

「段落」タブを使用すると、位置合せ、インデントおよび間隔などの段落オプションを設定できます。選択した各要素について、それらの書式設定指示は、表内の段落を含めてWebページ全体にわたって適用されます。

理想的には、表のコンテンツに固有のスタイルを使用することをお薦めします。ただし、表のコンテンツにソース・ドキュメントの残り部分と同じスタイルを使用する場合でも、表のオーバーライドを使用することで、表内の段落に他のコンテンツとは異なる書式設定を適用できます。


図A-35 段落の書式設定ダイアログ

[image: 段落の書式設定ダイアログ]




	要素	説明
	要素	要素のリストを表示します。
	位置合せ	段落の位置合せを変更するには、このオプションを選択します。
	インデント	段落のインデントを変更するには、このオプションを選択します。
	間隔	段落の間隔を変更するには、このオプションを選択します。
	特別	段落をグラフィックとしてレンダリングするには、このオプションを選択します。
	表のオーバーライド	表内で上書きを実行するには、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.6 「マージン」ダイアログ

「マージン」ダイアログを使用すると、マージンの位置合せ、インデントおよび間隔を変更できます。


	要素	説明
	要素	要素のリストを表示します。
	位置合せ	マージンの位置合せを変更するには、このオプションを選択します。
	インデント	マージンのインデントを変更するには、このオプションを選択します。
	間隔	マージンの間隔を変更するには、このオプションを選択します。
	特別	マージンをグラフィックとしてレンダリングするには、このオプションを選択します。
	表のオーバーライド	表内で上書きを実行するには、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.7 「詳細設定」ダイアログ: 「一般」タブ

「一般」タブを使用すると、行の高さ、最初の行のインデント、背景色および背景イメージなどの詳細設定を定義できます。


図A-36 「詳細設定」ダイアログ: 「一般」タブ

[image: 図A-36については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	行の高さ	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。次の値に設定するを選択した場合は、行の高さを定義する必要があります。
	最初の行をインデント	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。次の値に設定するを選択した場合は、行のインデントを定義する必要があります。
	背景色	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。この色を使用を選択した場合は、「色」をクリックして色を選択します。 「色」タブも参照してください。
	背景イメージ	このオプションを選択した場合は、背景に使用するイメージ(およびパス)を入力するか、ギャラリをクリックしてイメージを選択します。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	ギャラリ	ギャラリを開き、背景イメージとして使用するグラフィック・ファイルを見つけるには、このボタンをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.8 「詳細設定」ダイアログ: 「枠線」タブ

「枠線」タブを使用すると、枠線のサイズ、スタイル、色、および左右上下のパディングを定義できます。


図A-37 「詳細設定」ダイアログ: 「枠線」タブ

[image: 図A-37については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	サイズ	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。次の値に設定するを選択した場合は、枠線のサイズを定義する必要があります。
	スタイル	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。このスタイルを使用を選択した場合は、ドロップダウン・リストから希望のスタイルを選択します。
	色	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。この色を使用を選択した場合は、「色」をクリックして色を選択します。 「色」タブも参照してください。
	パディング	「パディング」ダイアログを開くには、このボタンをクリックします。「「詳細設定」ダイアログ: 「パディング」ダイアログ」も参照してください。
	これらの設定をすべての辺に適用する	選択後、設定をすべての辺、つまり上下左右に適用するには、このボタンをクリックします。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.9 「詳細設定」ダイアログ: 「パディング」ダイアログ

「パディング」ダイアログを使用すると、上下左右の枠線にパディングを設定できます。


図A-38 「詳細設定」ダイアログ: 「パディング」ダイアログ

[image: 図A-38については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	左	左の枠線にパディングを追加するには、このオプションを有効にし、パディング・サイズを定義します。
	右	右の枠線にパディングを追加するには、このオプションを有効にし、パディング・サイズを定義します。
	上	上の枠線にパディングを追加するには、このオプションを有効にし、パディング・サイズを定義します。
	下	下の枠線にパディングを追加するには、このオプションを有効にし、パディング・サイズを定義します。
	すべて設定	パディングを1つの側に設定した後、すべての側(上下左右)に設定を適用するには、このボタンをクリックします。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.10 「詳細設定」ダイアログ: 「幅」タブ

「幅」タブを使用すると、コンテンツの幅を設定できます。この設定では、該当の段落のコンテンツが表示される領域の幅を制御します。これは、マージン、インデント、パディングなどから独立しています。


図A-39 「詳細設定」ダイアログ: 「幅」タブ

[image: 図A-39については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	コンテンツの幅	幅を指定しないことを選択する、または次の値に設定するを選択して幅のサイズを定義できます。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.11 セパレータの書式設定ダイアログ

セパレータの書式設定ダイアログを使用すると、セパレータを挿入できます。セパレータは、コンテンツを区切るためにWebページに追加するグラフィックです。セパレータ、罫線およびアイコンはすべて、同じ方法で使用できます。このため、Webページを作成する際は、求めている効果を考慮した上で、これらのうちどれを使用するのかを決定する必要があります。


図A-40 セパレータの書式設定ダイアログ

[image: セパレータの書式設定ダイアログ]




	要素	説明
	要素	要素のリストを表示します。
	要素の前にセパレータを挿入	要素の前にセパレータを挿入するには、このオプションを選択します。
	要素の後にセパレータを挿入	要素の後にセパレータを挿入するには、このオプションを選択します。
	ファイル名	使用可能なグラフィックを表示するには、セパレータのグラフィックのパスおよびファイル名を入力するか、ギャラリをクリックします。
	ギャラリ	ギャラリを開いてセパレータ・グループのグラフィックからセパレータを選択するには、このボタンをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	代替テキスト	オプションで、代替テキストを追加できます。
	位置合せ	左揃え、中央揃えまたは右揃えのいずれかの位置合せを選択します。
	要素が表内にある場合は、セパレータを省略	要素が表内にある場合にセパレータを省略するには、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.12 罫線の書式設定ダイアログ

セパレータの書式設定ダイアログを使用すると、罫線を挿入できます。コンテンツを区切るためにWebページに罫線を挿入できます。罫線、セパレータおよびアイコンはすべて、同じ方法で使用できます。このため、Webページを作成する際は、求めている効果を考慮した上で、これらのうちどれを使用するのかを決定する必要があります。


図A-41 罫線の書式設定ダイアログ

[image: 罫線の書式設定ダイアログ]




	要素	説明
	要素	要素のリストを表示します。
	コンテンツの前に罫線を挿入	要素の前に罫線を挿入するには、このオプションを選択し、幅、高さおよび3Dシェーディングを選択します。
	コンテンツの後に罫線を挿入	要素の前に罫線を挿入するには、このオプションを選択し、幅、高さおよび3Dシェーディングを選択します。罫線を色付けするのではなく、3D効果を罫線に適用する場合は、3Dシェーディングを選択します。
	幅	罫線をパーセンテージまたはピクセルで定義するには、このオプションを選択します。
	色	「色」ダイアログを開くには、このオプションを選択してから「色」ボタンをクリックします。 「色」タブも参照してください。
	位置合せ	左揃え、中央揃えまたは右揃えのいずれかの位置合せを選択します。
	要素が表内にある場合に罫線を省略	要素が表内にある場合に罫線を省略するには、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.13 アイコンの書式設定ダイアログ

アイコンの書式設定ダイアログを使用すると、コンテンツの前後へのアイコンの挿入、グラフィック・ギャラリからのアイコンの選択、および位置合せや代替テキストの定義を実行できます。


図A-42 アイコンの書式設定ダイアログ

[image: アイコンの書式設定ダイアログ]




	要素	説明
	要素	要素のリストを表示します。
	コンテンツの前にアイコンを挿入	コンテンツの前にアイコンを挿入するには、このオプションを選択します。
	コンテンツの後にアイコンを挿入	コンテンツの後にアイコンを挿入するには、このオプションを選択します。
	ファイル名	使用可能なグラフィックを表示するには、アイコンのパスおよびファイル名を入力するか、ギャラリをクリックします。
	ギャラリ	ギャラリを開いて使用するグラフィック・ファイルを見つけるには、このボタンをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	代替テキスト	オプションで、代替テキストを追加できます。
	位置合せ	左揃え、中央揃えまたは右揃えのいずれかの位置合せを選択します。
	要素が表内にある場合にアイコンを省略	要素が表内にある場合にアイコンを省略するには、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.14 リストの書式設定ダイアログ

リストの書式設定ダイアログを使用すると、箇条書きリストや番号付きリストを書式設定できます。リストは、番号付きまたは箇条書き形式の一連の関連する項目で構成される特殊なタイプのコンテンツです。リストがWebページで適切に表示されるためには、特別な書式設定指示をテンプレートに適用することが必要な場合があります。

Dynamic Converterは、ソース・ドキュメント内のリストに<LI>リスト・タグを適用しません。その結果として、ソース・ドキュメント内のすべてのリストは、変換時に「無視」される可能性があります。タブ文字は失われる可能性があり、行頭文字は縮小される可能性がありますが、それ以外の点については、リストのコンテンツはWebページで問題なく表示されます。

リストの書式設定で最適な結果を得るためには、<LI>リスト・タグをリストのコンテンツに割り当てる必要があります。そのためには、ソース・ドキュメント内のリストに固有のスタイルを関連付ける必要があり、このことが強く推奨されます。この操作を実行していない場合は、ソース・ドキュメント内で新しいスタイルを作成するか、リストのコンテンツを検索するための文字パターンを作成できます。ドキュメントにスタイルが適用されている場合でも、パターンを使用できます(ただし、そのパターンが固有の要素にマップされていることが条件)。


図A-43 リストの書式設定ダイアログ

[image: リストの書式設定ダイアログ]




	要素	説明
	要素	要素のリストを表示します。
	タイプ	書式設定するリストのタイプ(番号付きまたは箇条書き)を選択します。リストでない場合は、リスト以外オプションを選択します。
	番号付けタイプ	ドロップダウン・リストから番号付けタイプを選択します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。
	箇条書き	使用する箇条書きタイプを選択します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。
	番号の値	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。
	リストを圧縮	リスト・アイテム間の空間を最小限にするには、このオプションを選択します。
	最初の空白またはタブへの入力を削除	番号をソース・データから削除するには、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.15 箇条書きリストの表示ダイアログ

箇条書きリストの表示ダイアログを使用すると、標準のHTML箇条書きを使用したり、カスタムの箇条書きスタイルを選択できます。


図A-44 リストの書式設定: 箇条書きリストの表示ダイアログ

[image: 箇条書きリストの表示ダイアログ]




	要素	説明
	標準の箇条書きを使用	標準のHTML箇条書きを使用するには、このオプションを選択します。
	カスタムの箇条書きを使用	カスタムの箇条書きとして、ギャラリからグラフィック・ファイルを使用するには、このオプションを選択します。
	ギャラリ	ギャラリを開いて使用するグラフィック・ファイルを見つけるには、このボタンをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	ファイル名	使用可能なグラフィックを表示するには、カスタムの箇条書きとして使用するグラフィックのパスおよびファイル名を入力するか、ギャラリをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	代替テキスト	オプションで、代替テキストを追加できます。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.16 表の書式設定ダイアログ

表の書式設定ダイアログを使用すると、表のコンテンツと外観の両方を書式設定できます。表の外観の書式設定は、「表」タブ・ダイアログで行います。表の外観を書式設定するには、ソース・ドキュメント内でその表の直前に位置するスタイルと関連付けられた要素を選択する必要があります。

表の書式設定ダイアログには、次のダイアログ・ボックスがあります。

	
「枠線とサイズ設定タブ」


	
「「位置合せ」タブ」


	
「「色」タブ」





図A-45 表の書式設定ダイアログ

[image: 表の書式設定ダイアログ]




	要素	説明
	要素	要素のリストを表示します。
	外観	枠線とサイズ設定ダイアログ、「位置合せ」ダイアログまたは「色」ダイアログを開くには、適切なボタンをクリックします。
	
枠線とサイズ設定タブ


	
「位置合せ」タブ


	
「色」タブ





	表のマークアップ・タグを出力HTMLから省略	確実に表が出力に組み込まれないようにするには、このオプションを選択します。このオプションを選択すると、その要素の出力は表内に表示されなくなるため、その要素のプレビュー・ウィンドウはブランクになります。
	特別	枠線のない、2列で構成された表をヘッダーと段落に変換する場合は、このオプションを選択してからヘッダーを選択します。
	キャプション	キャプションダイアログを開くには、このオプションを選択してから「キャプション」ボタンをクリックします。「キャプションダイアログ」も参照してください。
キャプション・テキストは、ソース・ドキュメントのグラフィックの直前または直後に表示されるテキストです。どちらの位置にあるテキストも、出力Webページで代替テキストとして使用できます。マウスをグラフィックの上で移動すると、画面に表示されます。そのグラフィックがWebページに表示されてない場合は、キャプション・テキストがグラフィックのかわりに表示されます。


	空のセル	表の出力HTMLに改行なしスペースを配置するには、改行なしスペースオプションを選択します。HTMLでは、適切な書式を保持するためには、ブランク・セル内に改行なしスペースが必要です。空のセルを残すかわりにテキストを追加するには、ブランクのテキスト・ボックスを選択して、表示するテキストを入力します(「意図的に空白のままにしています」など)。
	ヘッダー	表の最初の行または最初の列をWebページのヘッダーとして使用するには、行ヘッダーの使用または列ヘッダーの使用のいずれかを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.17 枠線とサイズ設定タブ

枠線とサイズ設定タブを使用すると、表の幅、セルの幅、枠線の太さおよびセルのレイアウトを指定できます。


図A-46 表の書式設定: 枠線とサイズ設定タブ

[image: 表の書式設定: 枠線とサイズ設定タブ]




	要素	説明
	表の幅	ピクセルまたはパーセンテージ単位で表の幅を定義するには、これを選択して値を入力するか、上下のコントロールを使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。
	セル幅	希望のオプションを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。
	枠線の太さ	ピクセル単位で値を入力するか、上下のコントロールを使用して、枠線の太さを定義します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。
	セルのレイアウト	ピクセル単位で値を入力するか、上下のコントロールを使用して、セルの間隔とパディングを定義します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.18 「位置合せ」タブ

「位置合せ」タブを使用すると、表の水平方向の位置合せおよびセルの垂直方向の位置合せを定義できます。セル内での水平方向の位置は、セル内の要素のタイプに応じた段落の位置合せとインデント設定によって設定されます。


図A-47 表の書式設定: 「位置合せ」タブ

[image: 表の書式設定: 「位置合せ」タブ]




	要素	説明
	表	ドロップダウン・リストから、希望の位置合せを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。
	セルのコンテンツ	セルのコンテンツの位置合せ(上詰め、中央揃え、下詰め)を実行するには、これを選択します。ドロップダウン・リストから、希望の位置合せを選択します。ソースから取得するを選択した場合は、Dynamic Converterはソース・ドキュメント内の設定を使用します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.19 「色」タブ

「色」タブを使用すると、表の枠線、セルの枠線、表の背景およびセルの背景の色を定義できます。


図A-48 表の書式設定: 「色」タブ

[image: 表の書式設定: 「色」タブ]




	要素	説明
	表の枠線	希望のオプションを選択します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。この色を使用を選択した場合は、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログを開きます。 「色」タブも参照してください。
	セルの枠線	希望のオプションを選択します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。この色を使用を選択した場合は、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログを開きます。 「色」タブも参照してください。
	表の背景	希望のオプションを選択します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。この色を使用を選択した場合は、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログを開きます。 「色」タブも参照してください。
	セルの背景	希望のオプションを選択します。指定しないを選択した場合は、Webページを表示するために使用されるWebブラウザでは、独自のデフォルト設定がかわりに使用されることがあります。この色を使用を選択した場合は、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログを開きます。 「色」タブも参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.20 グラフィックの書式設定ダイアログ

グラフィックの書式設定ダイアログには、次のダイアログ・ボックスがあります。

	
「キャプションダイアログ」


	
「メインの画像サイズダイアログ」




グラフィックの書式設定ダイアログを使用すると、グラフィックの書式、位置合せ、キャプション、外観および代替テキストを設定できます。


図A-49 グラフィックの書式設定ダイアログ

[image: グラフィックの書式設定ダイアログ]




	要素	説明
	要素	要素のリストを表示します。
	書式	ドロップダウン・リストから使用する書式を選択します。
	位置合せ	ドロップダウン・リストから位置合せを選択します。
	キャプションの使用	キャプションダイアログを開くには、このオプションを選択してから「キャプション」ボタンをクリックします。「キャプションダイアログ」も参照してください。
キャプション・テキストは、ソース・ドキュメントのグラフィックの直前または直後に表示されるテキストです。どちらの位置にあるテキストも、出力Webページで代替テキストとして使用できます。マウスをグラフィックの上で移動すると、画面に表示されます。そのグラフィックがWebページに表示されてない場合は、キャプション・テキストがグラフィックのかわりに表示されます。


	キャプション	キャプションダイアログを開くには、このボタンをクリックします。「キャプションダイアログ」も参照してください。
	メインの画像サイズ	メインの画像サイズダイアログを開くには、このボタンをクリックします。「メインの画像サイズダイアログ」も参照してください。
	サムネイル・サイズ	サムネイルのサイズを定義するには、このオプションを選択します。
	グラフィックの枠線を表示	グラフィックの枠線を表示するには、このオプションを選択します。
	画像サイズを元のグラフィックに準拠(可能な場合)	可能な場合に、元のグラフィックに準拠した画像サイズにするには、このオプションを選択します。Webページで元のグラフィック・サイズを使用する場合は、このオプションを使用します(たとえば、グラフィックをWordファイルに配置した際にグラフィックのサイズを変更したとします。このオプションを使用すると、本文ページに表示するために、グラフィックを元のサイズに戻すことができます)。
	代替テキスト	オプションで、代替テキストを追加できます。閲覧者のWebブラウザで特定のグラフィックを表示できない場合は、この代替テキストがWebページに表示されます。
	可能な場合にソース・ドキュメントからの代替テキストを使用	可能な場合にソース・ドキュメントから代替テキストを使用する場合は、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.21 メインの画像サイズダイアログ

メインの画像サイズダイアログを使用すると、画像サイズを定義できます。


図A-50 グラフィックの書式設定: メインの画像サイズダイアログ

[image: グラフィックの書式設定: メインの画像サイズダイアログ]




	要素	説明
	自動	Webブラウザでデフォルトの設定を使用して画像サイズを指定するには、このオプションを選択します。
	特定のディメンション	幅と高さをピクセル単位で入力します。
	最大ディメンション	最大幅または最大高さを定義するには、このオプションを選択します。
	アスペクト比を維持	イメージの元のアスペクト比を維持するには、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.22 HTMLの書式設定ダイアログ

HTMLの書式設定ダイアログを使用すると、コンテンツの前後にHTMLまたはスクリプト・コードを組み込むことができます。


図A-51 HTMLの書式設定ダイアログ

[image: HTMLの書式設定ダイアログ]




	要素	説明
	要素	要素のリストを表示します。
	コンテンツの前にHTMLまたはスクリプト・コードを含める	HTMLまたはスクリプト・コードをコンテンツの前に組み込むには、このオプションを選択します。次を使用を選択して使用するコードをボックスに入力するか、このファイルのコンテンツを使用を選択してテキスト・ボックスにパスおよびファイル名を入力するか、またはギャラリをクリックしてファイルを見つけることができます。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	コンテンツの後にHTMLまたはスクリプト・コードを含める	HTMLまたはスクリプト・コードをコンテンツの後に組み込むには、このオプションを選択します。次を使用を選択して使用するコードをボックスに入力するか、このファイルのコンテンツを使用を選択してテキスト・ボックスにパスおよびファイル名を入力するか、またはギャラリをクリックしてファイルを見つけることができます。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	ギャラリ	ギャラリを開いて使用するグラフィック・ファイルを見つけるには、このボタンをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	ファイル名	使用可能なグラフィックを表示するには、パスおよびファイル名を入力するか、ギャラリをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.5.23 レイアウトの書式設定ダイアログ

レイアウトの書式設定ダイアログを使用すると、コンテンツの前後、またはコンテンツと同じ行に表示される要素の順序を設定できます。「レイアウト」ダイアログを使用している場合は、一度に1つの要素しか書式設定できません。


図A-52 レイアウトの書式設定ダイアログ

[image: レイアウトの書式設定ダイアログ]




	要素	説明
	要素	要素のリストを表示します。
	コンテンツの前	コンテンツの前に要素を配置するには、このオプションを選択します。
	コンテンツと同一行	コンテンツと同一行に要素を配置するには、このオプションを選択します。
	コンテンツの後	コンテンツの後に要素を配置するには、このオプションを選択します。
	並替え	要素を並べ替えるには、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。












A.6 「ナビゲーション」ダイアログ

「ナビゲーション」ダイアログには、次のダイアログ・ボックスがあります。

	
「ページ・ボタン・バータブ」


	
「リンクのプロパティダイアログ」


	
「ナビゲーション要素ボタン・バータブ」


	
「ナビゲーション要素ボタン・バーのリンクのプロパティ」


	
「ナビゲーション・ページ・テキスト・バータブ」


	
「ナビゲーション要素テキスト・バータブ」






A.6.1 ページ・ボタン・バータブ

Classic HTML Conversion Editorのナビゲーション・オプションには、ページや要素のボタン・バーに追加できる特殊用途のリンクがいくつかあります。その1つであるソースへのリンクリンクを使用すると、ユーザーは、このリンクが配置されているWebページを作成するために使用されたソース・ドキュメントを開くことができます。ユーザーがWebページからソース・ドキュメントをオリジナル形式で開くためには、そのソース・ドキュメントを作成するために使用されたアプリケーションをユーザーのマシンで使用できる必要があります。


図A-53 ナビゲーション・ページ・ボタン・タブダイアログ

[image: ナビゲーション・ページ・ボタン・バータブ]




	要素	説明
	並替え	要素を並べ替えるには、このオプションを選択します。
	ギャラリ	ギャラリを開いて使用するグラフィック・ファイルを見つけるには、このボタンをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	プロパティ	リンクのプロパティダイアログを開くには、このボタンをクリックします。「リンクのプロパティダイアログ」も参照してください。
	ドキュメント間のリンクを継続	このオプションはデフォルトで選択されます。その結果として、ユーザーは、単一の発行物内のすべてのソース・ドキュメントから作成された複数のWebページをスクロールして順番に表示できます。各ドキュメントの最後のWebページの後ろに正式な区切りを設けるには、このチェック・ボックスを選択解除します。
	上に揃える	左揃え、中央揃えまたは右揃えのいずれかを選択し、ページにグラフィックを配置します。複数のグラフィックがプレビュー・ボックスに表示されている場合は、ドラッグ・アンド・ドロップ操作によってこれらのグラフィックの順序を変更できます。
	下に揃える	左揃え、中央揃えまたは右揃えのいずれかを選択し、ページにグラフィックを配置します。複数のグラフィックがプレビュー・ボックスに表示されている場合は、ドラッグ・アンド・ドロップ操作によってこれらのグラフィックの順序を変更できます。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.6.2 ナビゲーション要素ボタン・バータブ

ナビゲーション・オプションとして、Webページの要素をリンクするための要素テキスト・バーを作成できます。このテキストは、このテキスト・バーが配置されたWebページ上の見出し(または他のコンテンツ)から取得されます。


図A-54 ナビゲーション要素ボタン・バーダイアログ

[image: ナビゲーション要素ボタン・バータブ]




	要素	説明
	名前	要素のリストを表示します。
	リンク・タイプ	リンク・タイプのリストを表示し、要素の前後どちらで使用するのかを指定します。
	並替え	要素を並べ替えるには、このオプションを選択します。
	ギャラリ	ギャラリを開いて使用するグラフィック・ファイルを見つけるには、このボタンをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	プロパティ	リンクのプロパティダイアログを開くには、このボタンをクリックします。「リンクのプロパティダイアログ」も参照してください。
	要素が表内にある場合は、省略します。	表内にある場合にリンクを省略するには、このオプションを選択します。
	ドキュメント間のリンクを継続	このオプションはデフォルトで選択されます。その結果として、ユーザーは、単一の発行物内のすべてのソース・ドキュメントから作成された複数のWebページをスクロールして順番に表示できます。各ドキュメントの最後のWebページの後ろに正式な区切りを設けるには、このチェック・ボックスを選択解除します。
	位置合せ	新しいリンクをこのページにどのように配置するのかに応じて、左揃え、中央揃えまたは右揃えを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.6.3 ナビゲーション要素ボタン・バーのリンクのプロパティ

このダイアログを使用すると、ナビゲーション要素のリンク・プロパティを指定できます。


図A-55 ナビゲーション要素ボタン・バーのリンクのプロパティ

[image: ナビゲーション要素ボタン・バーのリンク・プロパティ]




	要素	説明
	リンク・タイプ	リンク・タイプのリストを表示します。
	リンク・アイコン	適切な場合に、リンク・アイコンのリストを表示します。
	このタイプのリンクを含む	コンテンツの前後どちらかにこのタイプのリンクを組み込むには、これを選択します。
	ギャラリ	ギャラリを開いて使用するグラフィック・ファイルを見つけるには、このボタンをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	代替テキスト	オプションで、代替テキストを追加できます。
	ソース・ファイルのURL	「ソースへのリンク」ナビゲーション・ボタンを作成する場合にのみ使用できます。リンク先のソース・ドキュメントの場所に応じて、異なるURLを使用できます(デフォルトは%%TRANSIT-INPUTPATH%%)。詳細は、4-2ページの「ソースへのリンクリンク」を参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.6.4 ナビゲーション・ページ・テキスト・バータブ

ナビゲーション・オプションとして、Webページにページ・テキスト・バーを追加できます。テキストは、ソース・ドキュメントのヘッダー(またはその他のコンテンツ)から取得されます。


図A-56 ナビゲーション・ページ・テキスト・バータブ

[image: ナビゲーション・ページ・テキスト・バータブ]




	要素	説明
	すべてからテキスト・バーを作成	すべてからテキスト・バーを作成するには、このオプションを選択します。1つ目のリストから、テキスト・バーの作成に使用する要素を選択します。2つ目のリストから、各エントリに使用する単語の数を選択します。
たとえば、「ヘッダー1」を選択し、デフォルトの2単語を受け入れた場合は、Dynamic Converterにより、各ヘッダーの最初の2単語を使用して、該当のレベルのヘッダーごとにエントリを1つ含むテキスト・バーが作成されます。


	最初の空白またはタブへの入力を削除	必要に応じて、このオプションを選択して最初の空白やタブに対する入力を削除します(選択した要素が番号付きの場合は、要素のテキストのみがテキスト・バーに表示されるように、このオプションの選択をお薦めします)。
	配置	配置するには、「ページのトップ」またはページのボトムを選択し、テキスト・バーをWebページの上部または下部に配置します。テキスト・バーを特定の要素の前後に配置するには、すべての前またはすべての後をクリックし、適切なリストから該当の要素を選択します。
	位置合せ	左揃え、中央揃えまたは右揃えのいずれかの位置合せを選択します。
	フォント	このフォントを使用を選択し、ドロップダウン・リストから希望のフォントを選択します。このサイズを使用を選択し、ドロップダウン・リストから希望のフォント・サイズと特性を選択します。オプションで、強調スタイル(太字、イタリック、すべて大文字)を選択できます。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.6.5 ナビゲーション要素テキスト・バータブ

ナビゲーション・オプションとして、Webページの要素をリンクするための要素テキスト・バーを作成できます。このテキストは、このテキスト・バーが配置されたWebページ上の見出し(または他のコンテンツ)から取得されます。


図A-57 ナビゲーション要素テキスト・バータブ

[image: ナビゲーション要素テキスト・バータブ]




	要素	説明
	すべてからテキスト・バーを作成	すべてからテキスト・バーを作成するには、このオプションを選択します。1つ目のリストから、テキスト・バーの作成に使用する要素を選択します。2つ目のリストから、各エントリに使用する単語の数を選択します。
たとえば、「ヘッダー1」を選択し、デフォルトの2単語を受け入れた場合は、Dynamic Converterにより、各ヘッダーの最初の2単語を使用して、該当のレベルのヘッダーごとにエントリを1つ含むテキスト・バーが作成されます。


	最初の空白またはタブへの入力を削除	必要に応じて、このオプションを選択して最初の空白やタブに対する入力を削除します(選択した要素が番号付きの場合は、要素のテキストのみがテキスト・バーに表示されるように、このオプションの選択をお薦めします)。
	配置	左揃え、中央揃えまたは右揃えのいずれかの位置合せを選択します。
	位置合せ	左揃え、中央揃えまたは右揃えのいずれかの位置合せを選択します。
	フォント	このフォントを使用を選択し、ドロップダウン・リストから希望のフォントを選択します。このサイズを使用を選択し、ドロップダウン・リストから希望のフォント・サイズと特性を選択します。オプションで、強調スタイル(太字、イタリック、すべて大文字)を選択できます。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。












A.7 グローバルダイアログ

グローバルは、テンプレートの編集に使用される4つのプロパティ・シートの1つです。グローバルを使用すると、設定がWebページ全体に適用されます。この設定はテンプレートの一部として保存されますが、特定の要素には関連付けられません。

グローバルダイアログには、次のタブがあります。

	
「グローバル色タブ」


	
「「タイトル」タブ」


	
「「アドレス」タブ」


	
「「ヘッダー」タブ」


	
「「タグ」タブ」


	
「「オプション」タブ」


	
「セパレータタブ」


	
「「ルール」タブ」


	
「「HTML」タブ」


	
「「セット」タブ」


	
「「レイアウト」タブ」






A.7.1 グローバル色タブ

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、Webページのテキスト、リンクおよび背景の色を設定するオプションが含まれています。色タブを使用すると、テキスト、リンク、背景色を選択したり、さらにWebページの背景として色のかわりにグラフィックを使用することもできます。


図A-58 色要素タブ

[image: 色要素タブ]




	要素	説明
	テキストの色	テキストの色を定義するにはこのオプションを選択し、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログを開きます。 「色」タブも参照してください。
	リンク色	リンクの色を定義するにはこのオプションを選択し、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログを開きます。 「色」タブも参照してください。
	背景色	背景色を定義するにはこのオプションを選択し、「色」ボタンをクリックして「色」ダイアログを開きます。 「色」タブも参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.7.2 「タイトル」タブ

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、タイトルを追加するオプションが含まれています。Classic HTML Conversion Editorでは、Webブラウザのタイトル・バーとWebページの本文の両方にタイトルを配置できます。


図A-59 「タイトル」タブ

[image: タイトル要素タブ]




	要素	説明
	タイトルの配置	タイトルの配置で、Webページの本文にタイトルを配置をクリックします。また、Webブラウザのタイトル・バーにタイトルを表示する場合は、Webブラウザのタイトル・バーにタイトルを配置をクリックします。
	タイトルのドキュメント・コンポーネント	タイトルを要素から取り込むのか(タイトル要素の適切なラジオ・ボタンをクリックするかリストから代替の要素を選択)、または「ドキュメント・プロパティ」ダイアログの「タイトル」エントリから取り込むのかを選択します。
	タイトルのコンテンツ	適切なオプションを選択し、タイトルの作成に使用するコンポーネントを決定します。
	タイトルのページ・コンポーネント	要素から取得したコンテンツを使用するのか(リストから選択)、テキスト・ボックスにタイトルを入力するのかを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.7.3 「アドレス」タブ

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、Webページに住所を追加するオプションが含まれています。


図A-60 アドレス要素タブ

[image: アドレス要素タブ]




	要素	説明
	住所を含める	このオプションを選択し、テキスト・ボックスに、Webページに表示する情報を入力します。これはページの最後に表示されます。住所には、任意の情報を入れることができます。たとえば、ここにコピーライト行を入力できます。Webページへの住所の追加
住所の書式は、アドレス(システム)を使用して設定できます。アドレス(システム)は、Classic HTML Conversion Editorのすべてのテンプレートに自動的に組み込まれる特殊要素です。この場合、住所は常に斜体で表示されます。これは、Dynamic Converterによってこの情報に<ADDRESS>タグが適用されるためです。このタグはブラウザで斜体として解釈されます。住所が斜体で表示されないようにするには、かわりに<P>タグをこのコンテンツに適用します。


	電子メール・アドレスを含める	電子メール・アドレスを組み込むには、このオプションを選択します。電子メール・プロンプトテキスト・ボックスに、電子メールのリンクとしてWebページに表示するテキストを入力します。「電子メール・アドレス」テキスト・ボックスに、使用する完全な電子メール・アドレスを入力します。
電子メール・アドレスの書式は、電子メール(システム)を使用して設定できます。電子メール(システム)は、Classic HTML Conversion Editorのすべてのテンプレートに自動的に組み込まれる特殊要素です。


	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.7.4 「ヘッダー」タブ

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、ページのヘッダーにHTMLコードを配置するオプションが含まれています。


図A-61 ヘッダー要素タブ

[image: ヘッダー要素タブ]




	要素	説明
	ファイルの先頭にHTMLまたはスクリプト・コードを含める	HTMLまたはスクリプト・コードをファイルの先頭に組み込むことができます。通常、これは、適切なヘッダー情報を出力ファイルに追加することにより、ソース・ファイル(ASPファイルなど)の変換に使用されます。ヘッダー情報を含むコードの追加に加え、HTMLドキュメントに含めるオプションを選択する必要があります。選択したテンプレートに関連付けられているすべてのHTMLソース・ファイルの先頭に、指定したコードが追加されます。
	ヘッダーにHTMLまたはスクリプト・コードを含める	HTMLまたはスクリプト・コードをヘッダーに組み込むには、このオプションを選択します。次を使用を選択してコードをボックスに入力するか、このファイルのコンテンツを使用を選択してテキスト・ボックスにパスおよびファイル名を入力するか、またはギャラリをクリックしてファイルを見つけることができます。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.7.5 「タグ」タブ

HTMLタグ内にHTMLまたはスクリプト・コードを含めることができます。このコードは、Web出力ページにグローバルに適用されます。この場合の最も一般的な使用方法は、LANG属性やVersion属性を挿入することです。

LANG属性では、テンプレートに関連付けれらているWebページで使用する言語を指定できます。Version属性では、バージョン番号を出力に含めることができます。LANG属性は、ユーザー・エージェントで、補助用の検索エンジンや音声合成装置などの様々な方法で使用できます。


図A-62 タグ要素タブ

[image: タグ要素タブ]




	要素	説明
	HTMLタグにHTMLまたはスクリプト・コードを含める	このオプションを選択してから、次を使用またはこのファイルのコンテンツを使用のいずれかを選択します。
次を使用を選択した場合は、使用するコードを入力します。たとえば、イタリア語のWebページであることを示すには、LANG="it"と入力します(言語の略称を引用符で囲む点に注意してください)。このファイルのコンテンツを使用を選択した場合は、テキスト・ボックスにパスとファイル名を入力してファイルを見つけます。


	BodyタグにHTMLまたはスクリプト・コードを含める	このオプションを選択してから、次を使用またはこのファイルのコンテンツを使用のいずれかを選択します。次を使用を選択した場合は、表示されているボックスに使用するコードを入力します。このファイルのコンテンツを使用を選択した場合は、テキスト・ボックスにパスおよびファイル名を入力するか、ギャラリをクリックしてギャラリのHTMLコードフォルダからファイルを選択します。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.7.6 「オプション」タブ

Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、出力ページにヘッダーとフッターを配置するオプションが含まれています。Classic HTML Conversion Editorによってヘッダーやフッターが自動的にWebページに組み込まれることはありませんが、必要に応じて表示することはできます。


図A-63 要素のオプションタブ

[image: 要素のオプションタブ]




	要素	説明
	出力にヘッダーを含める	ヘッダーを出力ページに組み込むには、このオプションを選択します。すべてのページに配置または最初のページに配置を選択します。ソース・ドキュメントを複数のWebページに分割する場合は、必要に応じて2番目のオプションを選択できます。
	出力にフッターを含める	フッターを出力ページに組み込むには、このオプションを選択します。すべてのページに配置または最初のページに配置を選択します。ソース・ドキュメントを複数のWebページに分割する場合は、必要に応じて2番目のオプションを選択できます。
	指定の要素が出現するたびにソース・ファイルを分割する場合でも、最初の要素の初回出現時には分割しない	指定の要素が出現するたびにソース・ファイルを分割する場合に、最初の要素の初回出現時には分割しないようにするには、このオプションを選択します。
	CSS文字および段落の書式設定を許可	CSS文字および段落の書式設定を許可するには、このオプションを選択します。
	圧縮した段落間隔の使用	圧縮した段落間隔を使用するには、このオプションを選択します。
	ソース・ドキュメントのリビジョン情報を含める	ソース・ドキュメントから得たリビジョン情報を組み込むには、このオプションを選択します。Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、出力ページにリビジョン情報を組み込むオプションが含まれています。
デフォルトでは、リビジョンがオンの状態で挿入または削除されたテキストがソース・ドキュメントに含まれている場合、Dynamic Converterは出力Webページにリビジョンを実装します。つまり、Webページは、変換前にソース・ドキュメントでリビジョンが受け入れられた場合と同じ外観になります。または、ソース・ドキュメントでのリビジョンの状態を維持してそのまま表示することもできます。


	出力にスクリプト変数を含める	スクリプト変数を出力に組み込むには、このオプションを選択します。Webページの外観をよくするために利用できるグローバル設定には、出力ページにスクリプト変数を組み込むオプションが含まれています。JavaScriptを使用すると、これらの変数を使用して出力HTMLファイルに格納された各種情報にアクセスできます。
	変数にソース・ファイルの詳細を含める	変数にソース・ファイルの詳細を格納するには、このオプションを選択します。TRANSIT_SOURCE変数にソース・ドキュメントのパスを格納する場合は、このオプションを使用します。
	XML準拠の出力の生成	XMLに準拠した出力を生成するには、このオプションを選択します。
	XMLオプション	XMLオプションダイアログを開くには、このボタンをクリックします。「XMLオプションダイアログ」も参照してください。
	相互参照を出力に含める	相互参照を出力に組み込むには、このオプションを選択します。
	プロジェクト内のハイパーリンクを出力ページで再リンク	プロジェクト内のハイパーリンクを出力ページで再リンクするには、このオプションを選択します。
	外部ハイパーリンクからパスを削除	パスを外部ハイパーリンクから削除するには、このオプションを選択します。
	このターゲットを外部ハイパーリンクに使用	該当のターゲットを外部ハイパーリンクに使用するには、このオプションを選択します。相互参照を出力に組み込むには、このオプションを選択し、テキスト・ボックスに_blankと入力します。
	出力に脚注と最後の注釈を含める	脚注と最後の注釈を出力に組み込むには、このオプションを選択します。脚注と最後の注釈に関連付られた要素がWebページのボディに組み込まれていないことを確認する必要があります。要素の設定を開き、「要素」ダイアログで該当の要素のステータスを確認します。「「要素」タブ」も参照してください。
	最後の注釈を固有のページに配置	最後の注釈を固有のページに配置するには、このオプションを選択します。
	表を含める	表を組み込むには、このオプションを選択します。このオプションの選択を解除すると、ソース・ドキュメントの表がWebページに表示されなくなります。
	単一の強制改行をスキップ	改行をスキップするには、このオプションを選択します。これは、ソース・ドキュメントがASCII形式の場合に役立つことがあります。
	可能な場合は埋込みOLEオブジェクトへのリンクを保持	可能な場合に埋込みOLEオブジェクトへのリンクを保持するには、このオプションを選択します。
	プロモートされた要素に対するハイパーリンク・ターゲットを省略	プロモートされた要素に対するハイパーリンク・ターゲットを省略するには、このオプションを選択します。
	元のブックマーク名を保持	元のブックマーク名を保持するには、このオプションを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.7.7 XMLオプションダイアログ

XMLオプションダイアログを使用すると、出力ページの上部または下部にXMLコードを組み込むことができます。


図A-64 オプション要素XMLオプションダイアログ

[image: オプション要素 XMLオプションダイアログ]




	要素	説明
	次を出力ページの最初に含める	このオプションを選択してから、次を使用またはこのファイルのコンテンツを使用のいずれかを選択します。次を使用を選択した場合は、表示されているボックスに使用するコードを入力します。このファイルのコンテンツを使用を選択した場合は、テキスト・ボックスにパスおよびファイル名を入力するか、ギャラリをクリックしてギャラリのHTMLコードフォルダからファイルを選択します。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	次を出力ページの最後に含める	このオプションを選択してから、次を使用またはこのファイルのコンテンツを使用のいずれかを選択します。次を使用を選択した場合は、表示されているボックスに使用するコードを入力します。このファイルのコンテンツを使用を選択した場合は、テキスト・ボックスにパスおよびファイル名を入力するか、ギャラリをクリックしてギャラリのHTMLコードフォルダからファイルを選択します。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	ギャラリ	ギャラリを開いて使用するグラフィック・ファイルを見つけるには、このボタンをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.7.8 セパレータタブ

セパレータタブを使用すると、コンテンツの前後にセパレータを挿入できます。


図A-65 セパレータの挿入タブ

[image: セパレータ要素タブ]




	要素	説明
	コンテンツの前にセパレータを挿入	コンテンツの前にセパレータを挿入するには、このオプションを選択します。使用するグラフィックのパスとファイル名をテキスト・ボックスに入力するか、ギャラリをクリックしてグラフィックを見つけます。デフォルトのグラフィック・セットがすでにある場合は、このチェック・ボックスをクリックすると、そのセット内のセパレータが表示されます。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	コンテンツの後にセパレータを挿入	コンテンツの後にセパレータを挿入するには、このオプションを選択します。使用するグラフィックのパスとファイル名をテキスト・ボックスに入力するか、ギャラリをクリックしてグラフィックを見つけます。デフォルトのグラフィック・セットがすでにある場合は、このチェック・ボックスをクリックすると、そのセット内のセパレータが表示されます。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	代替テキスト	オプションで、代替テキストを追加できます。
	位置合せ	左揃え、中央揃えまたは右揃えのいずれかの位置合せを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.7.9 「ルール」タブ

「ルール」タブを使用すると、コンテンツの前後へ罫線を挿入したり、幅、色、位置合せを定義できます。


図A-66 罫線の挿入タブ

[image: 罫線要素タブ]




	要素	説明
	コメントの前に罫線を挿入	要素の前に罫線を挿入するには、このオプションを選択し、幅、高さおよび3Dシェーディングを選択します。
	コメントの後に罫線を挿入	要素の前に罫線を挿入するには、このオプションを選択し、幅、高さおよび3Dシェーディングを選択します。罫線を色付けするのではなく、3D効果を罫線に適用する場合は、3Dシェーディングを選択します。
	幅	罫線をパーセンテージまたはピクセルで定義するには、このオプションを選択します。
	色	「色」ダイアログを開くには、このオプションを選択してから「色」ボタンをクリックします。 「色」タブも参照してください。
	位置合せ	左揃え、中央揃えまたは右揃えのいずれかの位置合せを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.7.10 「HTML」タブ

「HTML」タブを使用すると、HTMLまたはスクリプト・コードをコンテンツの前後に組み込むことができます。


図A-67 HTMLの組込みタブ

[image: HTML要素タブ]




	要素	説明
	コンテンツの前にHTMLまたはスクリプト・コードを含める	HTMLまたはスクリプト・コードをコンテンツの前に組み込むには、このオプションを選択します。次を使用を選択して使用するコードをボックスに入力するか、このファイルのコンテンツを使用を選択してテキスト・ボックスにパスおよびファイル名を入力するか、またはギャラリをクリックしてファイルを見つけることができます。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	コンテンツの後にHTMLまたはスクリプト・コードを含める	HTMLまたはスクリプト・コードをコンテンツの後に組み込むには、このオプションを選択します。次を使用を選択して使用するコードをボックスに入力するか、このファイルのコンテンツを使用を選択してテキスト・ボックスにパスおよびファイル名を入力するか、またはギャラリをクリックしてファイルを見つけることができます。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	ギャラリ	ギャラリを開いて使用するグラフィック・ファイルを見つけるには、このボタンをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.7.11 「セット」タブ

Webページの外観の向上に使用可能なグローバル設定には、Classic HTML Conversion Editorに用意されている28個のグラフィック・セットのいずれかを選択するオプションがあります。いずれかのグラフィック・セットを特定のテンプレートのデフォルトのグラフィック・セットとして設定することによって、そのテンプレートをもとに作成されたすべてのWebページで、ナビゲーション・ボタンと視覚支援の使用に一貫性が維持されます。各セットは随時、切り替えることができ、この切替えによって、Webページのルック・アンド・フィールを劇的に変更できます。


図A-68 セットの選択タブ

[image: セット要素タブ]




	要素	説明
	ギャラリ	ギャラリを開いて使用するグラフィック・ファイルを見つけるには、このボタンをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	セットの選択の適用	セットの選択を適用するには、このボタンをクリックします。それにより、テンプレートで現在指定されているすべてのグラフィックが変更されます。セットの選択を確認するよう求めるダイアログ・ボックスが表示されます。
いずれかのグラフィック・セットを特定のテンプレートのデフォルトのセットに設定すると、Classic HTML Conversion Editorによって、そのセットに含まれている背景グラフィックが、そのテンプレートをもとに作成されたすべてのWebページに自動的に適用されます。背景グラフィックは、グローバルダイアログの「色」タブで変更またはオフにできます。


	現行のセット	現行のセットのリストを表示します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.7.12 「レイアウト」タブ

グローバルの「レイアウト」タブは、Webページ全体でのナビゲーションのレイアウト順序や視覚支援の設定に使用されます。使用していないものも含めて、利用可能なすべてのナビゲーションおよび視覚支援が2つの「プレビュー」ウィンドウに表示されます。同じ支援に対してページの先頭と最後で異なる順序を適用できます。また、アイテムの位置合せを変更することもできます。


図A-69 レイアウト要素タブ

[image: レイアウト要素タブ]




	要素	説明
	ページのトップ	ページの先頭用の「プレビュー」ウィンドウで、移動するナビゲーション支援、セパレータまたは罫線を選択し、「並替え」矢印を使用して順序を変更します。あるいは、ナビゲーション支援、セパレータまたは罫線を選択し、マウス・ボタンを押しながらアイテムをドラッグして順序を変更します。ナビゲーションまたは視覚支援の位置合せを変更するには、アイテムを選択し、マウス・ボタンを押しながらアイテムをドラッグして、ペイン内の左揃え、中央揃えまたは右揃えの位置に移動します。イメージをドラッグすると、カーソルが変わり、左揃え、中央揃えまたは右揃えであることが示されます。
	ページのボトム	ページのボトムのプレビュー・ペインで、移動するナビゲーション表示、セパレータまたは罫線を選択してから、並替え矢印を使用してシーケンス内での順序を変更します。あるいは、ナビゲーション支援、セパレータまたは罫線を選択し、マウス・ボタンを押しながらアイテムをドラッグして順序を変更します。ナビゲーションまたは視覚支援の位置合せを変更するには、アイテムを選択し、マウス・ボタンを押しながらアイテムをドラッグして、ペイン内の左揃え、中央揃えまたは右揃えの位置に移動します。イメージをドラッグすると、カーソルが変わり、左揃え、中央揃えまたは右揃えであることが示されます。
	並替え	選択を並び替えるには、上下ボタンを使用します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。












A.8 キャプションダイアログ

キャプションダイアログを使用すると、キャプションのソースを選択したり、キャプションを昇格できます。


図A-70 グラフィックの書式設定: 「キャプション」ダイアログ

[image: グラフィックの書式設定: 「キャプション」ダイアログ]




	要素	説明
	キャプションのソース	キャプションのソースに対して、グラフィックの前またはグラフィックの後を選択します。これで、選択したテンプレートと関連付けられた各グラフィックの直前または直後にあるテキストが、Web出力ページで代替テキストとして使用されるようになります。
実際のキャプションのテキストをこの方法で使用するには、それらのキャプションは、グラフィックの直後に配置されている必要があります(図番号などの直後ではなく)。代替テキストにキャプション・テキストを使用する場合は、グラフィックタブで、可能な場合にソース・ドキュメントからの代替テキストを使用チェック・ボックスを選択しないでください。このチェック・ボックスを選択した場合は、そのテキストがかわりに使用されます。


	昇格	このキャプションを昇格することにより、これに関連付けられたコンテンツを参照ページに格納できるようにします。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.9 リンクのプロパティダイアログ

リンクのプロパティダイアログを使用すると、コンテンツの前後への該当のタイプのリンクの挿入、図の選択、および代替テキストの提供を実行できます。


図A-71 ナビゲーション・ページ・ボタン・タブのリンクのプロパティ

[image: ナビゲーション・ページ・ボタン・タブのリンク・プロパティ]




	要素	説明
	リンク・タイプ	ページ・ボタン・バーまたは要素ボタン・バーに追加するリンクのタイプ。「前のページ」や「次のページ」などの通常のリンクに加えて、Classic HTML Conversion Editorでは、ソースへのリンクと特定ページという特殊なリンクが用意されています。リンクのプロパティダイアログに入力する前に、「リンク・タイプ」を選択する必要があります。
	リンク・アイコン	Webページに表示されるリンクを表すボタン。特定のリンクのボタンをすでに選択してある場合は、リンクのプロパティダイアログが表示されます。
	このタイプのリンクを含む	リンクをWebページに配置します。「コンテンツの前」オプションを選択すると、ページ・ボタン・バーの場合はWebページの先頭に、また要素ボタン・バーの場合は選択した要素の前にリンクが配置されます。「コンテンツの後」オプションを選択すると、Webページの最後または要素の後に配置されます。
	ギャラリ	ギャラリを開いて使用するグラフィック・ファイルを見つけるには、このボタンをクリックします。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	ファイル名	リンクを表すグラフィックのパスとファイル名。グラフィック・セットをテンプレートと関連付けている場合は、適切なボタンが自動的に選択されます。ボタンが自動的に選択されない場合は、ギャラリボタンをクリックしてギャラリを開いて、ボタンを選択します。「ギャラリダイアログ」も参照してください。
	代替テキスト	カーソルをWebページのナビゲーション・ボタン上で移動する際に、画面のヒントとして表示されるテキスト。ユーザーのブラウザでテキストしか表示できない場合は、グラフィックのかわりに表示されるテキストとしても使用されます。
	ソース・ファイルのURL	「ソースへのリンク」ナビゲーション・ボタンを作成する場合にのみ使用できます。リンク先のソース・ドキュメントの場所に応じて、異なるURLを使用できます(デフォルトは%%TRANSIT-INPUTPATH%%)。詳細は、4-2ページの「ソースへのリンクリンク」を参照してください。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.10 アソシエーションの変更ダイアログ

アソシエーションの変更ダイアログを使用すると、関連する要素を変更できます。入力ランクに関連付けられた要素は、そのランクに一致するソース・コンテンツに適用される出力書式設定を制御します。


図A-72 アソシエーションの変更ダイアログ

[image: 要素の設定: ランク・アソシエーションの変更ダイアログ]




	要素	説明
	要素	ドロップダウン・リストから要素を選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.11 ギャラリダイアログ

グラフィックを使用すると、Webページを様々な形で向上させることができます。Classic HTML Conversion Editorには、同じグラフィック・スタイルのナビゲーションと視覚支援を含む、28個のあらかじめ用意されたセットから選択可能な900を超えるGIFが同梱されています。背景やセパレータなどのカテゴリにグループ分けされたグラフィックを選択することもできます(これらと同じカテゴリがギャラリディレクトリ内にあるフォルダに反映されています)。独自のセットを作成することもできます。

グラフィック・ギャラリには、セット・モードとグループ・モードという2つのモードがあります。セットモードで、「セット」ウィンドウにあるオプション(アップル・バターなど)をクリックし、特定のスタイルで使用可能な各種ナビゲーション・ボタンとその他の視覚支援を表示します(グラフィックを個別に表示するには、「セット名」の横にあるプラス型ボックスをクリックしてフォルダを開いてから、表示するグラフィックをクリックします)。

グループ・モードでは、「グループ」ウィンドウで任意のプラス型ボックスをクリックしてフォルダを開くと、使用可能な特定タイプのすべてのグラフィックが表示されます。グループ内の1つ目のグラフィックを選択して、下矢印を繰り返しクリックすることで、すべての使用可能なオプションをスクロールして表示できます。

ギャラリダイアログには、次のダイアログ・ボックスがあります。

	
「ギャラリ・プレビューダイアログ」


	
「ギャラリ・グループダイアログ」


	
「ギャラリ・グループ・プレビューダイアログ」


	
「ギャラリHTMLコード」


	
「ギャラリ・セットダイアログ」




ギャラリダイアログを使用すると、(グループ・モードまたはセット・モードを選択することにより)すべてのグループやセットをリスト表示したり、プレビュー・ペインを表示できます。


図A-73 ギャラリダイアログ

[image: 「ギャラリダイアログ」]




	要素	説明
	グループ	グループ・モードの場合にすべてのグループのリストを表示します。
	プレビュー(無題)	ギャラリからアイテムを選択し、プレビュー・ペインで表示します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	モード	グループまたはセットのどちらを表示するのかを選択します。








A.11.1 ギャラリ・プレビューダイアログ

ギャラリ・プレビューダイアログを使用すると、ギャラリの各種イメージを「プレビュー」ペインに表示できます。


図A-74 ギャラリ・プレビュータブ

[image: ギャラリ・プレビュー]




	要素	説明
	グループ	グループ・モードの場合にすべてのグループのリストを表示します。
	プレビュー(無題)	ギャラリからアイテムを選択し、プレビュー・ペインで表示します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	モード	グループまたはセットのどちらを表示するのかを選択します。










A.11.2 ギャラリ・グループダイアログ

ギャラリ・グループダイアログを使用すると、ギャラリにすべてのグループを表示できます。


図A-75 ギャラリ・グループダイアログ

[image: 図A-75については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	グループ	グループ・モードの場合にすべてのグループのリストを表示します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	モード	グループまたはセットのどちらを表示するのかを選択します。










A.11.3 ギャラリ・グループ・プレビューダイアログ

ギャラリ・グループ・プレビューダイアログを使用すると、プレビュー・ペインにギャラリ・グループのすべての画像を表示できます。


図A-76 ギャラリ・グループ・プレビューダイアログ

[image: ギャラリ・グループ・プレビューダイアログ]




	要素	説明
	グループ	グループ・モードの場合にすべてのグループのリストを表示します。
	プレビュー(無題)	ギャラリからアイテムを選択し、プレビュー・ペインで表示します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	モード	グループまたはセットのどちらを表示するのかを選択します。










A.11.4 ギャラリのHTMLコード

ギャラリのHTMLコードダイアログを使用すると、プレビュー・ペインに説明とコードを表示できます。


図A-77 ギャラリのHTMLコード

[image: ギャラリのHTMLコード]




	要素	説明
	グループ	プレビュー・ペインに説明とコードを表示するには、HTMLコード・グループを選択してから特定のコードを選択します。
	説明	このプレビュー・ペインには、選択したアイテムの説明が表示されます。
	HTML	このプレビュー・ペインには、選択したアイテムのHTMLコードが表示されます。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。










A.11.5 ギャラリ・セットダイアログ

Classic HTML Conversion Editorには、ナビゲーションや視覚支援として使用する、900を超えるGIFが同梱されています。これらの多くは28組のグラフィック・セットに含まれており、これらのセットからグラフィックを選択することで、Webページの一貫した外観を実現できます。

各セットは、Webページのページ間の必要なジャンプを作成するために必要なすべてのナビゲーション・ボタンと、1つのセパレータ、1つの水平罫線、1つの行頭文字、および1つの背景で構成されています。各セットは、固有のデザインに基づいています。

任意のセットを、特定テンプレート用のデフォルト・セットとして指定できます。デフォルト・セットを指定したら、そのセット内のグラフィックは、当プログラムの適切な箇所でそのセットからただちに選択できるようになります。

たとえば、「書式設定」で、選択した要素の前にセパレータを配置するには、セパレータタブ・ダイアログでコンテンツの前にセパレータを挿入チェック・ボックスを選択するだけです。デフォルト・グラフィック・セット内のセパレータは、「プレビュー」ウィンドウにただちに表示されて、そのグラフィックのパスとファイル名が「ファイル名」テキスト・ボックスに表示されます。

グラフィック・セットをテンプレートと関連付けると、そのセット内の背景グラフィックが、そのテンプレートによって制御されているすべてのWebページに自動的に適用されます。この背景グラフィックは、希望に応じて、グローバルの「色」タブ・ダイアログで変更できます。


図A-78 ギャラリ・セットダイアログ

[image: ギャラリ・セットダイアログ]




	要素	説明
	セット	セット・モードの場合にすべてのセットのリストを表示します。
	プレビュー(無題)	プレビュー・ペインに表示するには、セットからアイテムを選択します。
	モード	グループまたはセットのどちらを表示するのかを選択します。
	OK	設定を保存して、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定に加えた変更を取り消し、ダイアログ・ボックスを閉じます。
	デフォルトに設定	グループまたはセットのどちらでグラフィックを表示するのかを選択します。







テンプレートと関連するグラフィックのセット

次の表では、デフォルト・プロジェクト・ファイル内の19個の全本文テンプレートを示しています。各本文テンプレートの横に示しているグラフィック・セットもテンプレートと関連付けられています(Dynamic Converterには28組のグラフィック・セットがあるため、すべてが使用されているわけではありません)。


	テンプレート	グラフィック・セット
	アカデミー	アクア・ウィーブ
	アクレイムCSS	投資
	アカウント	クリアリング・ハウス
	アダージオCSS	グレー・タブ
	管理	プランナー
	分析	グラウト・タイル
	アーカイブCSS	スカロップ
	ブランク	なし
	ビジネス	ブルー・ベベル
	セレモニー	ブルー・メキシコ
	コーテシーCSS	クランベリー・スクリプト
	エグゼクティブ	グレー・タブ
	概要CSS	ブルー・ピーチ
	Lotus 1-2-3	ロイヤル・クロス
	Lotus Freelance	オリーブ
	MS Excel	スキル・セット
	MS PowerPoint	マルーン・サンド
	パープル・フロスト	ライラック・スパイラル
	レトロ風CSS	サーモン・レトロ















B HTML Conversion Editorユーザー・インタフェース

Dynamic Converter HTML変換エディタは、HTML変換テンプレートをカスタマイズするために使用するいくつかの管理ページから構成されています。HTML変換エディタを使用すると、テンプレートによるソース・ドキュメントの解釈方法、およびソース・ドキュメントからHTMLへの変換方法を幅広く制御できます。インタフェースは、次の4つのオプションに従って構成されています。

	
ドキュメント・フォーマット: このページには、変換されたファイルのフォーマットをファイル・タイプに応じてカスタマイズできるいくつかのタブが含まれています。


	
ドキュメント・プロパティ: HTML Conversion Editorのこのセクションでは、ドキュメントのヘッダーや本文に配置する事前定義済またはカスタムのドキュメント・プロパティを指定できます。


	
生成済コンテンツ: 生成済コンテンツは、出力の特別な文字列を定義するテキスト要素と、ナビゲーション・リンクを自動生成するナビゲーション要素の2種類の要素から構成されます。


	
出力ページ: 出力ページ・セクションには、マークアップ・アイテム、テキストのフォーマット、ページ・レイアウト、ナビゲーション・レイアウトなどの、HTML出力を定義するためのオプションが含まれています。






B.1 ドキュメントの書式設定

ドキュメント・フォーマット・ページを使用すると、ファイル・タイプに応じて、変換されるファイルのフォーマットをカスタマイズできます。

	
「「テキスト/語句の処理」タブ」


	
「スプレッドシートタブ」


	
「「プレゼンテーション」タブ」


	
「「イメージ」タブ」


	
「「アーカイブ」タブ」


	
「「データベース」タブ」






B.1.1 「テキスト/語句の処理」タブ

テキスト/ワープロ・タブでは、テキストおよびワープロ・ファイルの書式設定オプションを設定できます。


図B-1 ドキュメントの書式設定 - 「テキスト/語句の処理」タブ

[image: 図B-1は、周囲のテキストで説明されています。]




	要素	説明
	レイアウト	該当のタイプのドキュメントにどのレイアウトを使用するかを選択します。レイアウトによって、ドキュメントの外観全体が制御されます。ページ・レイアウトは出力ページ・レイアウトで定義し、定義したレイアウトはドロップダウン・メニューから選択できます。
	<li>タグなしでリストの箇条書きを生成する	このオプションを選択すると、HTMLリスト・タグを使用するかわりに、リストの各エントリの黒丸または数字が生成されます。生成された黒丸または数字は、元のドキュメントの外観により忠実なものになる傾向がありますが、かわりに、この場合はHTMLリスト・タグでリストを配置できません。生成される黒丸または数字および段落テキストは、通常の段落テキストとして処理されます。このオプションを選択しない場合はHTMLリスト・タグが使用されますが、ブラウザに表示できる黒丸および数字のタイプは非常に限定されます。
	脚注と最後の注釈を含める	これを選択すると、入力ドキュメントの脚注および最後の注釈が出力に含められます。脚注は、常に、注釈が参照するHTMLページの最後に配置されます。最後の注釈の配置は、このオプションのすぐ下に表示される「最後の注釈を分ける」オプションにより決定されます。
	最後の注釈を分ける	これを選択すると、最後の注釈は、ドキュメントの最後に別ページとして配置されます。そうでない場合、最後の注釈は出力の最後のページの続きとして処理されます。このオプションを有効にするには、ページ・レイアウトで「ページで区切る」オプションを有効にする必要があります。
	名前なし文字スタイルの無視	これを選択すると、ソース・ドキュメント内の名前のない文字スタイルからの書式設定は無視され、出力に表示されません。これは、テンプレートの作成者が書式マッピングを通じて出力内の段落の書式設定を上書きする場合に便利です。このオプションを選択しないと、ソース・ドキュメントが適切に書式設定されていない場合に、テンプレートで指定された書式が上書きされることがあります。この状況は、たとえばドキュメント作成者がテキストのブロックを選択し、スタイルを指定するかわりに文字書式を適用した場合に発生することがあります。
	ノート・セパレータ	本文と、ページの最後の脚注または最後の注釈の間に置くHTMLマークアップを入力できます。デフォルトでは、ここでHTMLマークアップを指定しないかぎり、分けられることはありません。
	最大幅(ピクセル単位)を次に設定	大きすぎるイメージを、この値の幅（ピクセル）以下に縮小します。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）は、制限がないことを意味します。
	最大高さ(ピクセル単位)を次に設定	大きすぎるイメージを、この値の高さ（ピクセル）以下に縮小します。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）は、制限がないことを意味します。
	最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定	大きすぎるイメージを、領域内でこの値のサイズ（ピクセル）以下に縮小します。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）は、制限がないことを意味します。
	強制改ページが発生した場合に改ページする	これが設定されている場合、ソース・ドキュメントに強制改ページが出現するたびに出力が追加の出力ファイルに分割されます。ページ区切りを行うには、ページ・レイアウトで「ページで区切る」オプションを有効にする必要があります。
	ページ当たりx文字	このオプションは、生成される出力のページ・サイズを文字数で指定します。つまり、ドキュメントのテキストは、ほぼ指定したサイズのページで区切られます。ページ区切りを行うには、ページ・レイアウトで「ページで区切る」オプションを有効にする必要があります。設定が0の場合は、ページを区切らないことを意味します。










B.1.2 スプレッドシートタブ

スプレッドシートタブでは、スプレッドシートに関連するフォーマット・オプションを設定できます。


図B-2 ドキュメントの書式設定 - スプレッドシートタブ

[image: ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	レイアウト	このタイプのドキュメントで使用するレイアウトを選択します。レイアウトによって、ドキュメントの外観全体が制御されます。ページ・レイアウトは出力ページ・レイアウトで定義し、定義したレイアウトはドロップダウン・メニューから選択できます。
	セクション・タイトルの書式	セクション・タイトルのレイアウト・アイテムに適用するフォーマットを指定します。
	デフォルトのセクション・ラベル	セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。
	グリッド線の表示	このボックスを選択すると、スプレッドシートを表す表は、値が1の枠線付きで出力されます。
	セル・オーバーフローの許可	このオプションを設定すると、スプレッドシートを表す表に、ラップされていないテキストおよびフレームが配置されます。ほとんどの場合、これにより、エクスポート・フィルタは、ソース・ドキュメントに非常に忠実な出力を生成でき、そこでは、複数のセルをオーバーラップするテキストまたはグラフィック、あるいはその両方が表の他の部分のレイアウトを変えることはありません。また、このオプションを使用すると、選択範囲内で中央揃えされたテキストを正しくレンダリングできます（選択範囲が1つのセルのみの場合、テキストは左揃えにレンダリングされます）。ただし、このオプションを有効にしている場合でも、ソース・ドキュメントの書式設定によっては、テキストが読み取れないことがあります。
	最大幅(ピクセル単位)を次に設定	大きすぎるイメージを、この値の幅（ピクセル）以下に縮小します。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）は、制限がないことを意味します。
	最大高さ(ピクセル単位)を次に設定	大きすぎるイメージを、この値の高さ（ピクセル）以下に縮小します。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）は、制限がないことを意味します。
	最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定	大きすぎるイメージを、領域内でこの値のサイズ（ピクセル）以下に縮小します。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）は、制限がないことを意味します。










B.1.3 「プレゼンテーション」タブ

プレゼンテーション・タブでは、プレゼンテーションのフォーマット・オプションをカスタマイズできます。


図B-3 ドキュメントの書式設定 - 「プレゼンテーション」タブ

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	レイアウト	プレゼンテーション・ファイルに使用するレイアウトを選択します。レイアウトによって、ドキュメントの外観全体が制御されます。ページ・レイアウトは出力ページ・レイアウトで定義し、定義したレイアウトはドロップダウン・メニューから選択できます。
	セクション・タイトルの書式	セクション・タイトルのレイアウト・アイテムに適用するフォーマットを指定します。
	デフォルトのセクション・ラベル	セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。
	正確な幅(ピクセル単位)を次に設定	指定した値に幅が一致するよう、イメージを縮小または拡大します。正確な高さを次に設定を設定しない場合、イメージは元のアスペクト率のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。
	正確な高さ(ピクセル単位)を次に設定	指定した値に高さが一致するよう、イメージを縮小または拡大します。正確な幅を次に設定を設定しない場合、イメージは元のアスペクト率のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。
	最大幅(ピクセル単位)を次に設定	非常に大きなイメージを最大でもこのピクセル数の幅に縮小します。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）にすると、最大幅が設定されていないということになります。
	最大高さ(ピクセル単位)を次に設定	非常に大きなイメージを最大でもこのピクセル数の高さに縮小します。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）にすると、最大高さが設定されていないということになります。
	最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定	非常に大きなイメージを最大でもこのピクセル数の領域に縮小します。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）にすると、最大サイズが設定されていないということになります。










B.1.4 「イメージ」タブ

「イメージ」タブでは、イメージ・ファイルに固有のフォーマット・オプションをカスタマイズできます。


図B-4 ドキュメントの書式設定 - 「イメージ」タブ

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	レイアウト	イメージ・ファイルに使用するレイアウトを選択します。レイアウトによって、ドキュメントの外観全体が制御されます。ページ・レイアウトは出力ページ・レイアウトで定義し、定義したレイアウトはドロップダウン・メニューから選択できます。
	セクション・タイトルの書式	セクション・タイトルのレイアウト・アイテムに適用するフォーマットを指定します。
	デフォルトのセクション・ラベル	セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。
	正確な幅(ピクセル単位)を次に設定	指定した値に幅が一致するよう、イメージを縮小または拡大します。正確な高さを次に設定を設定しない場合、イメージは元のアスペクト率のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。
	正確な高さ(ピクセル単位)を次に設定	指定した値に高さが一致するよう、イメージを縮小または拡大します。正確な幅を次に設定を設定しない場合、イメージは元のアスペクト率のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。
	最大幅(ピクセル単位)を次に設定	非常に大きなイメージを最大でもこのピクセル数の幅に縮小します。サイズ縮小が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）にすると、最大幅が設定されていないということになります。
	最大高さ(ピクセル単位)を次に設定	非常に大きなイメージを最大でもこのピクセル数の高さに縮小します。サイズ縮小が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）にすると、最大高さが設定されていないということになります。
	最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定	非常に大きなイメージを最大でもこのピクセル数の領域に縮小します。サイズ縮小が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト（0）にすると、最大サイズが設定されていないということになります。










B.1.5 「アーカイブ」タブ

「アーカイブ」タブを使用すると、アーカイブ・ファイルに固有のフォーマット・オプションを指定できます。


図B-5 ドキュメントの書式設定 - 「アーカイブ」タブ

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	レイアウト	このタイプのドキュメントで使用するレイアウトを選択します。レイアウトによって、ドキュメントの外観全体が制御されます。ページ・レイアウトは出力ページ・レイアウトで定義し、定義したレイアウトはドロップダウン・メニューから選択できます。
	表示方法	「ファイル名」を選択すると、アーカイブ内のファイル名とフォルダ名が出力されます。解凍ファイルを選択すると、ファイル名は、エクスポートされたファイルへのリンクとして出力されます。










B.1.6 「データベース」タブ

「データベース」タブを使用すると、データベース・ファイルに固有のフォーマット・オプションを指定できます。


図B-6 ドキュメントの書式設定 - 「データベース」タブ

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	レイアウト	このタイプのドキュメントで使用するレイアウトを選択します。レイアウトによって、ドキュメントの全体的な外観が制御されます。ページ・レイアウトは出力ページ・レイアウトで定義し、定義したレイアウトはドロップダウン・メニューから選択できます。
	セクション・タイトルの書式	セクション・タイトルのレイアウト・アイテムに適用するフォーマットを指定します。
	デフォルトのセクション・ラベル	セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。
	ページ当たりのレコード数	ゼロ以外の値に設定すると、ページ・レイアウトのページで区切るオプションと連動して、各ページで出力されるレコード数が指定されます。












B.2 ドキュメント・プロパティ

エディタのこのセクションでは、ドキュメントのヘッダーや本文に配置する事前定義済またはカスタムのドキュメント・プロパティを指定できます。

このセクションには、次のページがあります。

	
「ドキュメント・プロパティの追加」


	
「ドキュメント・プロパティ」






B.2.1 ドキュメント・プロパティの追加

ドキュメント・プロパティの追加ページを使用すると、ドキュメント・プロパティを追加および削除できます。


図B-7 ドキュメント・プロパティの追加

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	追加	新しいドキュメント・プロパティを追加するには、このボタンをクリックします。
	削除	ドキュメント・プロパティを削除するには、リストから定義済のドキュメント・プロパティを選択して、このボタンをクリックします。プロパティがページ・レイアウトで使用されている場合は、そのプロパティを削除できない場合があります。










B.2.2 ドキュメント・プロパティ

ドキュメント・プロパティ・ページでは、2種類のドキュメント・プロパティ、定義済および「カスタム」を定義できます。


図B-8 ドキュメント・プロパティ

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	定義済	「定義済」プロパティは、多数のファイル形式で格納されているメタデータ・フィールドです。たとえば、入力ドキュメントの作成者を意味するプライマリ作成者などです。実際、どのプロパティを使用できるかは入力ファイル形式に大きく依存し、ほとんどの場合、作成者がこの情報を提供しているかどうかによって決まります。
	カスタム	カスタム・プロパティは、作成者により定義されます。これらのプロパティを使用して、任意のテキストおよびHTMLマークアップを出力ファイルに挿入できます。
デフォルトで、ドキュメント・プロパティは何も定義されていません。変換による出力にドキュメント・プロパティを含めるには、必要なドキュメント・プロパティを最初にここで定義する必要があります。その後、出力ページ・レイアウトで定義されているページ・レイアウトにドキュメント・プロパティを挿入することで、それらを変換による出力に追加します。


	デフォルト値	変換中の入力ドキュメントにプロパティが見つからない場合に使用するデフォルト値。この値は、カスタム・プロパティの値としても使用されます。デフォルト値の指定はオプションです。
	メタ・タグ名	プロパティをHTMLメタ・タグで表示する場合、これが、メタ・タグで使用するname属性の値となります。content属性の値は、ソース・ドキュメントから取得されるか、または必要に応じて前述の「デフォルト値」オプションの設定から取得されます。
入力ドキュメントに作成者が指定されていない場合、生成されるメタ・タグは、次のようになります。

<meta name="author" content="Unknown">

メタ・タグ名の指定はオプションですが、出力ファイルの<head>に残りのメタ・タグとともにプロパティを挿入する場合、メタ・タグ名を指定する必要があります。


	出力書式	プロパティの値を出力に参照可能なテキストとして含める場合にプロパティをフォーマットするために使用する出力段落書式の名前。












B.3 生成済コンテンツ

生成されたコンテンツは、2種類の要素から構成されています。

	
テキスト要素では、カスタム文字列が定義され、これらはテンプレート内で置換文字列として使用したり、実行時にサーバーAPIコールで使用できます。これらの文字列は、そのまま出力されるか、またはテンプレートに定義された書式で出力されます。


	
ナビゲーション要素では、ナビゲーション・リンクが自動的に生成されます。




次のページを使用できます。

	
「テキスト要素の追加」


	
「テキスト要素」


	
「ナビゲーション要素の追加」


	
「ドキュメント・ナビゲーション」


	
「ページ・ナビゲーション」


	
「セクション・ナビゲーション」






B.3.1 テキスト要素の追加

テキスト要素の追加ページからアクセスできるテキスト要素ページでは、変換済出力に挿入するテキストを指定できます。


図B-9 テキスト要素の追加

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	追加	新しいテキスト要素を追加するためのテキスト要素の定義ページを表示するには、このボタンをクリックします。
	削除	テキスト要素を削除するには、リストから定義済のテキスト要素を選択して、このボタンをクリックします。要素がページ・レイアウトで使用されている場合は、その要素を削除できない場合があります。










B.3.2 テキスト要素

テキスト要素ページを使用すると、新しいテキスト要素に名前と値を設定できます。


図B-10 テキスト要素

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	名前	レイアウトの作成または編集時に、このテキスト要素の参照に使用される名前です。このフィールドは必須です。
	値	このテキスト要素がページ・レイアウトで使用されるときに出力に挿入される値です。デフォルトで、この要素は空白です。
	出力書式	出力フォーマット名です。これは、参照可能なテキストとして値を出力に含めるときのテキスト要素のフォーマットとして使用されます。










B.3.3 ナビゲーション要素の追加

ナビゲーション要素の追加ページからアクセスできるページでは、変換された出力にナビゲーション・リンクを配置できます。ナビゲーション要素には、ドキュメント・ナビゲーション、ページ・ナビゲーション、セクション・ナビゲーションの3種類があります。


図B-11 ナビゲーション要素の追加

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	追加	このボタンの横にあるドロップダウン・ボックスをクリックして、ドキュメント・ナビゲーション、ページ・ナビゲーション、セクション・ナビゲーションのいずれの要素を追加するかを選択します。
	削除	不要になったナビゲーション要素を削除するには、ナビゲーション・アイテムをハイライトしてから、このボタンをクリックします。ナビゲーション要素がページ・レイアウトで使用されている場合、そのナビゲーション要素は削除されないことがあります。










B.3.4 ドキュメント・ナビゲーション

ドキュメント・ナビゲーション・ページを使用すると、ワープロ・ドキュメントのドキュメント要素へのナビゲーションをローカルまたはグローバルで実行できます。このページには、次のような下位のリンク・セット・ページがあります。

	
「リンク・セットのマークアップタブ」


	
「リンクの書式設定タブ」


	
「リンクのマークアップタブ」


	
「リンク・マッピング・ルールの追加」


	
「リンク・マッピング・ルール」





図B-12 ドキュメント・ナビゲーション

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	名前	ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前。必須。
	リンク・タグ	<a>または<option>のどちらを使用してこの要素内のリンクを囲むかを指定します。
	"親なし"のレベルが発生した場合に親レベルを生成します。	変換中のドキュメントでのアウトライン・レベルの使用が緻密でない場合、アウトライン・レベルに基づいてナビゲーションを作成すると問題が発生することがあります。このオプションを設定すると、リンク・セット（後述）のリンク・セットのマークアップ・タブで指定した「このリンク・セットの前に挿入するようマークアップ」および「このリンク・セットの後に挿入するようマークアップ」が親なしのレベルの出力に挿入されます。デフォルトでは、このオプションは設定されていません。
	同じページ上のターゲットへのリンクのみを含めます。	このオプションは、同じHTML出力ページにすべてが表示されるターゲットに対して小さなリンク・セットを生成する場合に使用します。たとえば、各HTML出力ページにアウトライン・レベル1の段落が1つ作成されるようドキュメントを分割する場合などです。ユーザーはその後、ページに表示されるすべてのアウトライン・レベル2の段落に移動する1行のリンクをページ最上部に作成する手順の一部として、このオプションを設定できます。
このオプションを設定しない（デフォルト）場合、ドキュメント全体にわたるターゲットに対するリンクが生成されます。


	ラベルの語句の制限	リンクのラベルは、ドキュメント要素のテキストから取得されます。ターゲット要素の中には、大量のテキストを含むものもあります。このため、リンク・リストのフォーマットで問題が発生することがあります。このオプションを設定すると、指定したワード数の後、ラベルが切り捨てられます。その場合、切捨てを示すために省略記号が出力されます。
このオプションをゼロに設定（デフォルト）すると、ターゲット要素のすべてのテキストがリンク・ラベルとして使用されます。


	リンク・セットの追加	新しいリンク・セットを追加すると、セット内のすべてのリンクにカスタムHTMLを追加できます。リンク・セットのマークアップ・タブを参照してください。
	「上に移動」および「下に移動」	リンク・セットを追加した後は、これらのボタンを使用してその順序を調整できます。ウィンドウに表示されるリンク・セットの順序によって、ナビゲーション階層が確立されます。リンク・セットが上または下に移動すると、それに従ってリンク・セットの名前が変更されます。たとえば、2つのリンク・セット（レベル1およびレベル2）を定義し、2つ目のリンク・セットを選択して上に移動すると、このリンク・セットがレベル1になります。
	削除	リンク・セットを削除するには、そのリンク・セットをハイライトしてからこのボタンをクリックします。








B.3.4.1 リンク・セットのマークアップタブ

リンク・セットのマークアップ・タブでは、カスタム属性およびカスタム・マークアップを定義して、リンク・セットの前または後に挿入できます。


図B-13 リンク・セットのマークアップタブ

[image: 図B-13については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	カスタム・リンク属性	ユーザーが指定したカスタム属性が表示されます。属性を追加または削除するには、「属性の追加」ボタンまたは「属性の削除」ボタンを使用します。
	カスタム・マークアップ	リンク・セットの前または後に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。










B.3.4.2 リンクの書式設定タブ

リンクのフォーマット・タブでは、外部CSSクラスを定義するか、またはリンク・セットの文字書式を直接定義できます。


図B-14 リンク・セット - リンクの書式設定タブ

[image: 図B-14については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	外部CSSクラスの使用	このオプションを選択した場合は、作成者が外部CSSファイルからのクラスの名前をここに入力する必要があります。外部CSSファイルのURLは、出力ページで設定された「外部ユーザー・スタイルシート」オプションを使用して指定します。
	文字の書式設定	文字レベルの書式設定に使用可能なタイプごとに、次の4つの値の中の1つを設定できます。
	
常にオフ: リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオフにします。


	
常にオン: リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオンにします。


	
継承: ナビゲーション・リンクの場合は、次の指定しないと同様の結果になります。


	
指定しない: 書式設定を指定しないままにします。属性の状態は、ブラウザのレンダリング設定に従います。















B.3.4.3 リンクのマークアップタブ

リンクのマークアップ・タブでは、リンクの前、間または後に挿入するHTMLマークアップを定義できます。


図B-15 リンク・セット - リンクのマークアップタブ

[image: 図B-15については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	リンクの前に挿入するようマークアップ	最初のリンクの前に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。
	リンクとリンクの間に挿入するようマークアップ	リンクとリンクの間に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。
	リンクの後に挿入するようマークアップ	最後のリンクの後に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。










B.3.4.4 リンク・マッピング・ルールの追加

リンク・マッピング・ルールの追加ページでは、リンク・マッピング・ルール・ページにアクセスできます。リンク・マッピング・ルールは、入力ドキュメントのどの部分がリンクの作成に使用されるかを決定します。


図B-16 リンク・マッピング・ルールの追加

[image: 図B-16については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	リンク・マッピング・ルールの追加/リンク・マッピング・ルールの削除	新しいリンク・マッピング・ルールを追加して、ドキュメント・コンテンツにナビゲーション用のマークを付けるには、「リンク・マッピング・ルールの追加」をクリックします。ルールを削除するには、そのルールをハイライトして「削除」をクリックします。
	「上に移動」および「下に移動」	これらのボタンを使用して、追加したマッピング・ルールを並べ替えることができます。マッピング・ルールは、一致する最初のルールが適用されるルールとなる順序で並べられています。










B.3.4.5 リンク・マッピング・ルール

リンク・マッピング・ルール・ページは、ドキュメント・コンテンツにナビゲーション用のマークを付けるために使用します。


図B-17 リンク・マッピング・ルール

[image: 図B-17については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	次が一致	作成するマッピング・ルールの種類を決定します。次の2つの選択肢があります。
	
段落のアウトライン・レベルが一致: 入力ドキュメントの作成者がアウトライン情報を含めていた場合、そのアウトライン・レベルに基づいてナビゲーションを生成できます。一般に、アウトライン情報は、作成者がHeadingsなどの事前定義済スタイルを含めた結果です。


	
段落スタイルまたは文字スタイルが一致: ソース・ドキュメントで使用されている段落スタイルまたは文字スタイルの名前がわかっている場合は、その名前に基づいてナビゲーションを実行できます。





	段落のアウトライン・レベル	段落のアウトライン・レベルが一致を選択した場合は、一致させるアウトライン・レベルをここに入力する必要があります。デフォルトのアウトライン・レベルは1です。段落スタイルまたは文字スタイルが一致を選択した場合は、このオプションを使用できません。
	段落スタイルまたは文字スタイル	段落スタイルまたは文字スタイルが一致を選択した場合は、一致させるスタイル名をここに入力する必要があります。スタイル名は大/小文字が区別され、ドキュメントに含まれるスタイル名と完全に一致する必要があります。デフォルトのスタイル名はありません。段落のアウトライン・レベルが一致を選択した場合は、このオプションを使用できません。












B.3.5 ページ・ナビゲーション

ページ・ナビゲーションでは、ページ相対ナビゲーションを使用できます。このページには、次の3つのタブと2つの下位ページがあります。

	
「「カスタム・マークアップ」タブ」


	
「ナビゲーションの書式設定タブ」


	
「ナビゲーション・マークアップタブ」


	
「ページ・リンクの追加」


	
「ページ・リンク」






B.3.5.1 「カスタム・マークアップ」タブ

「カスタム・マークアップ」タブは、リンク・セットの前後にマークアップを挿入するために使用します。


図B-18 ページ・ナビゲーション - 「カスタム・マークアップ」タブ

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	名前	ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前。必須。
	リンク・タグ	リンクに使用するHTMLタグに対してアンカーまたはオプションを選択します。
	このリンク・セットの前に挿入するようマークアップ	リンク・セットの前に表示する必要がある任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。
	このリンク・セットの後に挿入するようマークアップ	リンク・セットの後に表示する必要がある任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。










B.3.5.2 ナビゲーションの書式設定タブ

ナビゲーション・フォーマット・タブは、ナビゲーション・リンクのフォーマットを指定するために使用します。


図B-19 ページ・ナビゲーション - ナビゲーションの書式設定タブ

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	名前	ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前。必須。
	リンク・タグ	このリンクのHTMLタグに対してアンカーまたはオプションを選択します。
	外部CSSクラスの使用	このオプションを選択した場合は、外部CSSファイルからの以前に定義したクラスの名前をここに入力する必要があります。外部CSSファイルのURLは、出力ページで設定された「外部ユーザー・スタイルシート」オプションを使用して指定します。
	文字の書式設定	文字レベルの書式設定で使用可能な種類が表示されます。書式設定の各種類に対して次の4つの値の1つを設定できます。
	
常にオフ: リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオフにします。


	
常にオン: リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオンにします。


	
継承: ナビゲーション・リンクの場合は、次の指定しないと同様の結果になります。


	
指定しない: 書式設定は指定しないまま、ブラウザの現在のデフォルトのレンダリングから属性の状態を取得します。つまり、ブラウザでリンクのテキストが青色にレンダリングされている場合、リンクは青色のテキストで表示されます。















B.3.5.3 ナビゲーション・マークアップタブ

ナビゲーション・マークアップ・タブは、ナビゲーション・リンクにカスタム・マークアップを設定するために使用します。


図B-20 ページ・ナビゲーション - ナビゲーション・マークアップタブ

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	名前	ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前。必須。
	リンク・タグ	このリンクに使用するHTMLタグに対してアンカーまたはオプションを選択します。
	リンクの前に挿入するようマークアップ	最初のリンクの前に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。
	リンクとリンクの間に挿入するようマークアップ	リンクとリンクの間に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。
	リンクの後に挿入するようマークアップ	最後のリンクの後に表示する任意のテキストまたはHTMLを入力します。デフォルトでは空です。










B.3.5.4 ページ・リンクの追加

ページ・リンクの追加ページからアクセスできるページ・リンク・ページでは、ページ・ナビゲーション・リンクを追加し、リンクの順序を決定できます。


図B-21 ページ・リンクの追加

[image: 図B-21については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	ページ・リンクの追加/削除	「ページ・リンクの追加」をクリックして、ページ・ナビゲーション・リンクを定義します。デフォルトではページ・リンクが存在しないため、リンクは生成されません。リンクを削除するには、そのリンクをハイライトして「削除」をクリックします。
	「上に移動」および「下に移動」	ページ・リンクを追加した後は、これらのボタンを使用して順序を変更できます。










B.3.5.5 ページ・リンク

ページ・リンク・ページを使用すると、ページ・ナビゲーション・リンクを定義できます。


図B-22 ページ・リンク

[image: 図B-22については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	リンク・タイプ	リンクを次のタイプのいずれかとして定義します。
	
最初のページ: 生成された出力の最初のページへのリンク。これはデフォルト設定です。


	
前のページ: 生成された出力の前のページへのリンク。


	
次のページ: 生成された出力の次のページへのリンク。


	
ナビゲーション・ページ: 生成された出力のナビゲーション・ページへのリンク。ナビゲーション・ページはナビゲーション・レイアウトで定義します。


	
カスタム・リンク: 指定したURLへのリンク。





	URL	前述した「リンク・タイプ」オプションがカスタム・リンクに設定されている場合に入力する必要があります。
	リンク・テキスト	HTMLの開始および終了のアンカー・タグの間に配置するテキスト。リンクのボタンとして使用するグラフィックの<img>タグなど、任意の有効なHTMLにすることもできます。
	カスタム属性の追加/削除	「属性の追加」をクリックして、ページ・リンクのHTMLアンカー・タグに含める新規属性を追加します。ボタンをクリックすると、上の名前/値表にエントリが表示されます。デフォルトのnameを属性の名前で置き換えます。デフォルトのvalueを属性の値で置き換えます。たとえば、altおよびgeneratedをそれぞれ選択します。削除するには、名前と値のペアをハイライトしてから「属性の削除」をクリックします。
	リンクが使用できない場合	このオプションは、指定したリンクが使用できない場合の処理方法を指定します。たとえば、ドキュメントの最後のページを生成しているときは「次」リンクを使用できません。次の選択が可能です。
	
リンクの抑制: リンク・テキストは引き続き出力に配置されますが、そのリンクは外されています。これはデフォルト設定です。


	
リンクおよびテキストの抑制: リンク・テキストは出力に配置されません。


	
代替リンクの指定: このオプションを選択すると、指定したリンクのかわりに「代替リンク・オプション」が使用されます。





	代替リンク・オプション	前述した代替リンクの指定を選択すると、次の設定が使用可能になります。
リンク・タイプ: 次の中から選択できます。

	
最初のページ: 生成された出力の最初のページへのリンク。

ナビゲーション・ページ: リンクを出力ドキュメント・レイアウトの主要ナビゲーション・ページへのリンクに置き換えます。このオプションを選択するには、ナビゲーション・レイアウトでナビゲーション・レイアウトを指定する必要があります。


	
カスタム・リンク: URL（後述）を代替リンクとして使用することを指定します。


	
テキストのみ: リンクは作成されません。前述した通常の「リンク・テキスト」オプション設定の値のかわりに、後述する「リンク・テキスト」オプション設定の値が使用されます。これがこのオプションのデフォルトです。




URL: 「リンク・タイプ」がカスタム・リンクに設定されている場合に使用するURL。これは有効なURLに設定する必要があります。デフォルト値はありません。

リンク・テキスト: どの「リンク・タイプ」が選択されているかに関係なく、このテキストが代替リンクに使用されるテキストまたはHTML、あるいはその両方となります。デフォルト値はありません。














B.3.6 セクション・ナビゲーション

セクション・ナビゲーションには、セクションに関連するナビゲーションが備えられています。このページには、3つのタブがあります。

	
「カスタム・マークアップ」タブ


	
ナビゲーションの書式設定タブ


	
ナビゲーション・マークアップタブ




ページの最上部には、3つすべてのタブ用のアイテムが2つ表示されます。


	要素	説明
	名前	ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前。必須。
	リンク・タグ	<a>または<option>のどちらを使用してこの要素内のリンクを囲むかを指定します。








B.3.6.1 「カスタム・マークアップ」タブ

「カスタム・マークアップ」タブでは、リンク・セットの前後にカスタム・マークアップを挿入できます。


図B-23 セクション・ナビゲーション - 「カスタム・マークアップ」タブ

[image: 図B-23については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	このリンク・セットの前に挿入するようマークアップ	リンク・セットの前に表示する必要がある任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。
	このリンク・セットの後に挿入するようマークアップ	リンク・セットの後に表示する必要がある任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。










B.3.6.2 ナビゲーションの書式設定タブ

ナビゲーション・フォーマット・タブには、リンクのフォーマットを指定する方法が2つ用意されています。


図B-24 セクション・ナビゲーション - ナビゲーションの書式設定タブ

[image: 図B-24については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	外部CSSクラスの使用	このオプションを選択した場合は、外部CSSファイルからのクラスの名前をここに入力する必要があります。外部CSSファイルのURLは、出力ページで設定された「外部ユーザー・スタイルシート」オプションを使用して指定します。
	文字の書式設定	使用可能な文字レベルのフォーマットのタイプは、それぞれ次の4つの値のいずれかに設定できます。
	
常にオフ: リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオフにします。


	
常にオン: リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオンにします。


	
継承: ナビゲーション・リンクの場合は、次の指定しないと同様の結果になります。


	
指定しない: 書式設定を指定しないままにします。属性の状態は、ブラウザのレンダリング設定に従います。















B.3.6.3 ナビゲーション・マークアップタブ

ナビゲーション・マークアップ・タブでは、リンクの前後やリンク間にHTMLマークアップを挿入できます。


図B-25 セクション・ナビゲーション - ナビゲーション・マークアップタブ

[image: 図B-25については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	リンクの前に挿入するようマークアップ	最初のリンクの前に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。
	リンクとリンクの間に挿入するようマークアップ	リンクとリンクの間に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。
	リンクの後に挿入するようマークアップ	最後のリンクの後に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。














B.4 出力ページ

出力ページ・セクションには、マークアップ・アイテム、テキストの書式設定、ページ・レイアウト、ナビゲーション・レイアウトを含む、HTML出力のオプションが含まれています。インタフェースのこのセクションには、出力をカスタマイズできる次のページが含まれています。

	
「出力ページ」


	
「出力マークアップ・アイテムの追加」


	
「出力マークアップ・アイテム」


	
「出力テキスト書式の追加」


	
「出力テキスト書式」


	
「書式マッピング・ルールの追加」


	
「書式マッピング・ルール」


	
「出力ページ・レイアウトの追加」


	
「出力ページ・レイアウト」


	
「タイトル・ソース」


	
「ナビゲーション・レイアウト」


	
「ページ・レイアウト」






B.4.1 出力ページ

出力ページ・ページでは、HTML出力に関する各種のオプションを設定できます。


図B-26 出力ページ

[image: 図B-26については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	DOCTYPEの使用	各出力ファイルの最上部にDOCTYPE文を挿入する場合、このオプションを選択します。CSSが有効な場合、生成されるHTMLはXHTML 1.0 Transitional DTDに準拠します。CSSが無効な場合は、HTML 4.0 Transitionalに準拠するHTMLが出力されます。このオプションはデフォルトで有効化されています。
	言語文字列	<html>タグのlang属性の値を指定します。この値は、ドキュメントのプライマリ自然言語を示します。
	CSS生成	この設定は、カスケード・スタイルシート（Cascading Style Sheet: CSS）フォーマットを使用するかどうか、および使用する場合はCSSプレゼンテーションの方法を指定します。CSSを使用すると、Dynamic Converterでソース・ドキュメントに関してさらに高い忠実度で出力を作成できます。CSSのサポートはブラウザによって異なることに注意してください。
このオプションは、次の値に設定できます。

	
なし: フォーマットにはHTMLタグのみを使用します。


	
埋込み: CSSスタイルは各出力ファイルのヘッダーに含まれます。


	
外部: CSSスタイルは別ファイルに出力されます。このファイルは、変換中に生成されるすべての出力ファイルによって参照されます。




デフォルトでは、各出力ファイルのHTMLにCSSが埋め込まれます。CSSが埋め込まれると、CSSファイルを別に作成する必要がなくなるため、変換により生成されるファイルの総数が少なくなります。変換の最終出力のどこかでスタイルが必要な場合は、すべてのHTMLファイルのスタイル定義にそのスタイルが表示されます。


	外部ユーザー・スタイルシート	出力によって参照されるスタイルシートのURIを指定します。このオプションは、「文字の書式設定」タブおよび「段落書式」タブの「外部CSSクラスの使用」オプションとともに使用して、テンプレートの作者がドキュメント・コンテンツの書式を制御できるようにします。「CSS生成」が「なし」に設定されている場合、このオプションは無視されます。
	出力キャラクタ・セット	このオプションを使用すると、出力ファイルで使用する必要があるキャラクタ・セットを指定できます。指定後は、文字が必要に応じて入力ドキュメントのキャラクタ・セットから出力キャラクタ・セットに変換、つまり「マッピング」されます。
	マッピングできない文字の値	出力キャラクタ・セットに文字が見つからない場合は、使用する文字をこのオプションで指定します。このオプションでは、16進法で指定された置換文字にUnicode値が使用されます（デフォルト値の2Aは、アスタリスク（「*」）文字に対応します）。選択した置換文字が出力キャラクタ・セットで使用可能かどうかの確認は、ユーザーに任されます。
	グラフィック書式	このオプションを使用すると、開発者はシステムにより生成されるグラフィックの書式を指定できます。許容される値は次のとおりです。
	
GIF


	
JPEG


	
PNG


	
BMP


	
なし




このオプションの設定時には、JPEGファイル・フォーマットで透過性がサポートされないことに注意してください。また、このオプションが「JPEG」に設定されていても、OITオプションのSCCOPT_FILTERJPGがSCCVW_FILTER_JPG_DISABLEDに設定されている場合は、設定が上書きされて「なし」に設定されます。


	インタレースGIF	この項目は、グラフィック書式にGIFを選択した場合に選択可能になります。出力グラフィックをインタレースGIFにする場合はこのチェック・ボックスを選択します。
	出力DPI	このオプションを使用すると、出力グラフィック・デバイスの解像度をDPIで指定できます。この設定は、物理単位（in/cm）でサイズが指定されているオブジェクトにのみ適用されます。たとえば、100 DPIグラフィックでの1インチの正方形を50 DPIのデバイス（「出力DPI」オプションを50に設定）にレンダリングするとします。この場合、出力されるJPEG、GIF、BMPまたはPNGは、50×50ピクセルとなります。
	JPEGクオリティ	選択した形式がJPEGの場合、システムにより作成されるJPEGの品質をここで設定できます（1から100）。
	画像サイズの変更方法	このオプションでは、グラフィックのサイズ変更に使用する方法を指定します。次の3つの方法から選択できますが、どの方法も変換後のイメージ品質および変換速度が多少犠牲になります。
	
クイック


	
スムース


	
グレースケール





	カスタム・ターゲット属性	一部の入力ドキュメントにはハイパーリンクが含まれています。テンプレートの作成者が、ブラウザでソース・ドキュメントのリンクを開くフレームやウィンドウを優先することがあります。このオプションを使用すると、テンプレートの作成者が生成されたハイパーリンクの「ターゲット」属性で使用する値を指定できます。これにより、ソース・ドキュメントのターゲット情報が上書きされますが、ナビゲーション・レイアウト・アイテムのハイパーリンクやマークアップは影響を受けません。このオプションを空白のままにすると、「ターゲット」属性はソース・ドキュメントで値を指定された場合にのみ設定されます。
HTMLのtarget属性に有効な値は次のとおりです。

	
_blank: ユーザー・エージェントは、指定されたドキュメントを新しい、名前のないウィンドウにロードする必要があります。


	
_self: ユーザー・エージェントは、このターゲットを参照する要素と同じフレームにドキュメントをロードする必要があります。


	
_parent: ユーザー・エージェントは、現在のフレームの直接の親であるFRAMESETにドキュメントをロードする必要があります。現在のフレームに親がない場合、この値は_selfと同等になります。


	
_top: ユーザー・エージェントは、完全な、元のウィンドウにドキュメントをロードする必要があります（したがって、他のすべてのフレームは取り消されます）。現在のフレームに親がない場合、この値は_selfと同等になります。





	HTMLソースを読みやすく書式設定する	このオプションを選択すると、出力に改行が正確に書き込まれ、生成されるHTMLが読みやすく、視覚的にも美しくなります。この改行は、この段落の前に新しい行を追加を設定した場所にのみ表示されます。
このオプションが次には影響しないことに注意してください。

	
このオプションの設定は、テキスト・エディタに生成されるマークアップを読みやすくしますが、ブラウザへのドキュメントのレンダリングには影響しません。


	
.cssファイルのコンテンツにはソース・ドキュメントからのテキストが含まれないため、このオプションは、.cssファイルのコンテンツには影響しません。


	
テンプレートの内容はすでにユーザーの制御下にあるため、このオプションはテンプレートからコピーされた空白や改行には影響しません。





	スタイル情報の表示	このチェック・ボックスを選択すると、ソース・ドキュメントのスタイル名およびマッピング方法に関する情報がDynamic Converterに取り込まれます。特定の段落やテキスト文字列の上にマウスを置くと、マッピングされている書式が表示されます。










B.4.2 出力マークアップ・アイテムの追加

出力マークアップ・アイテムの追加ページからアクセスできる出力マークアップ・アイテム・ページでは、カスタマイズされたマークアップを出力ページに追加したり削除できます。


図B-27 出力マークアップ・アイテムの追加

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	追加	このボタンを使用すると、出力ページに改行などのマークアップ・アイテムを追加できます。このような要素を追加するには、このボタンをクリックします。
	削除	必要なくなったマークアップ・アイテムを削除するには、出力マークアップ・アイテムをハイライトして、このボタンをクリックします。










B.4.3 出力マークアップ・アイテム

出力マークアップ・アイテム・ページを使用すると、出力アイテムに関連付けられたマークアップを定義できます。


図B-28 出力マークアップ・アイテム

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	名前	このマークアップを参照する場合に使用する名前です。このフィールドは必須です。
	マークアップ	マークアップ・テキスト入力フィールドに、挿入するHTMLを入力します。
	削除	このボタンをクリックすると、マークアップ・アイテムを削除できます。出力マークアップ・アイテムの「削除」ボタンを使用して削除することもできます。










B.4.4 出力テキスト書式の追加

出力テキスト書式の追加ページでは、出力テキスト書式ページにアクセスできます。出力テキスト・フォーマットでは、出力ドキュメント・テキストのテキストおよび書式設定の属性を定義します。この書式は、フォント・ファミリ、フォント・サイズ、フォント・カラーなどの属性、標準のテキスト属性（太字、イタリック、下線など）、および表で使用する罫線の属性などを定義します。これにより、作成者は、ソース・ドキュメントで多数の作成者が様々な書式スタイルを使用している場合も、出力の外観を規格化できます。


図B-29 出力テキスト書式の追加

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	追加	新規の出力テキスト書式を追加するには、「追加」ボタンをクリックします。新規に追加されたアイテムが左側のツリー・ビューに表示され、編集する場合はそのアイテムにナビゲートされます。デフォルト段落書式は常に使用可能です。この書式は、基本的に、入力ドキュメントの書式設定どおりに出力を書式設定するよう指示します。出力テキスト書式の編集の詳細は、出力テキスト書式を参照してください。
	削除	表の出力テキスト・フォーマットを選択し、「削除」をクリックして削除します。










B.4.5 出力テキスト書式

出力テキスト書式ページには2つのタブがあります。

	
出力テキスト書式: 「マークアップ」タブ


	
出力テキスト書式: 「フォーマット」タブ






B.4.5.1 出力テキスト書式 - 「マークアップ」タブ

このタブでは、出力ページの要素に関連付けるカスタム・テキスト書式のマークアップを定義できます。


図B-30 出力テキスト書式 - 「マークアップ」タブ

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	名前	この書式を参照するために使用する名前。このフィールドは必須です。
	タグ名（デフォルトはp）	この書式を使用する段落の前後に配置する段落レベルのHTMLタグ。有効かどうかに関係なく、ここには任意のタグ名を入力できることに注意してください。両側の角カッコ（「<」および「>」）は入力せず、タグ名のみを入力します。段落タグ（「p」）がデフォルトとなります。
	属性の追加	「カスタム属性」表に新規の名前と値のペアを追加します。これらの属性は、上の「タグ名」オプションで名前が指定されているタグに適用されます。新規属性に名前および値を設定するには、「カスタム属性」表内で属性をクリックします。デフォルトでは、この表は空です。
	属性の削除	エントリを削除するには、「カスタム属性」表内のエントリをハイライトしてからこのボタンをクリックします。
	要素の前に挿入するようマークアップ	この書式を使用するすべての段落の前に書き込むHTMLまたは通常のテキスト、あるいはその両方。
	要素の後に挿入するようマークアップ	この書式を使用するすべての段落の後に書き込むHTMLまたは通常のテキスト、あるいはその両方。
	この段落の前にHTMLの新しい行を挿入します。	このオプションは、ブラウザにおける出力の外観には影響を及ぼしません。かわりに、変換の出力でHTMLが読みやすくなるように、HTMLの段落の前に新しい行を挿入するよう指定します。この新しい行は、出力ページで「HTMLソースを読みやすく書式設定する」オプションが設定されている場合にのみ書き込まれます。デフォルトでは、このオプションは設定されていません。
	この段落から新しいページを開始します。	このオプションが設定されていると、この書式が段落に適用されるたびに、新しい出力ページが作成されます。デフォルトでは、このオプションは無効です。
	このタイプの最初の段落でページを開始しないでください。	この要素から新しいページを開始しますが選択されている場合に、このオプションが設定されていると、最初の段落に関してのみ、その効果が無効になります。このオプションの目的は、出力の冒頭に空またはほぼ空のページが作成されないようにすることです。デフォルトでは、このオプションは、この要素から新しいページを開始しますが選択されている場合に設定され、そうでない場合は設定できないか、または無視されます。










B.4.5.2 出力テキスト書式 - 「書式設定」タブ

外部CSSの使用またはこのページでの書式の定義という2つの方法のいずれかを選択して、段落の書式を指定できます。




	
注意:

この書式設定は、主に段落スタイルに適用されます（ただし、名前付き文字スタイルもサポートされます）。テンプレートからスタイルをオーバーライドできるようにするには、ソース・ドキュメントのスタイルを適切に指定する必要があります。つまり、段落の書式設定を変更する場合は、段落のテキストを選択して書式設定を手動で適用するのではなく、段落スタイルを編集する必要があります。前者の方法では、ワード・プロセッサによってテキストに名前なし文字スタイルが適用されます。このようにすると、たとえば、Microsoft Wordでは、スタイルは「見出し1 + 斜体」のように表示されます（斜体の書式設定はスタイルの一部ではありません）。段落のスタイルを正しく指定するには、新しく「見出し1(斜体)」スタイルを作成して書式設定属性を適宜設定し、段落に適用します。このようにすると、たとえば、Microsoft Wordでは、スタイルは「見出し1 + 斜体」のように表示されます（斜体の書式設定はスタイルの一部ではありません）。段落のスタイルを正しく指定するには、新しく「見出し1(斜体)」スタイルを作成して書式設定属性を適宜設定し、段落に適用します。








図B-31 出力テキスト書式 - 「書式設定」タブ

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	外部CSSクラスの使用	このオプションを選択した場合は、作成者が外部CSSファイル内のすでに定義されているクラス名をここに入力する必要があります。外部CSSファイルのURLは、出力ページで設定された「外部ユーザー・スタイルシート」オプションを使用して指定します。
	文字の書式設定	ここで使用可能な各タイプの文字レベル書式は、次のいずれかの値に設定できます。
	
常にオフ: テキストの書式設定時に、属性を常にオフにします。


	
常にオン: テキストの書式設定時に、属性を常にオンにします。


	
継承: ソース・ドキュメントから属性の状態を取得します。つまり、ソース・ドキュメントのテキストが太字にレンダリングされている場合は、太字のテキストが作成されます。


	
指定しない: 書式設定を指定しないままにします。場合によっては、これにより、常にオフと異なるHTML出力が生成される場合があります。この設定は、外部スタイルシートによりスタイルが提供される場合に便利です。





	段落書式	テキストに適用する段落レベルの書式設定。使用可能な書式設定のタイプは、このセクションに表示されます。書式が文字スタイルにマッピングされている場合、段落の書式設定は無視されます。
注意: すべての色は000000からFFFFFFのRGB値で指定されます。

ここで使用可能な各タイプの段落レベル書式設定は、次のいずれかのオプションに設定できます。

	
常にオフ: テキストの書式設定時に、属性を常にオフにします。


	
常にオン: テキストの書式設定時に、属性を常にオンにします。


	
継承: ソース・ドキュメントから属性の状態を取得します。つまり、ソース・ドキュメントのインデントが.5の場合は、.5のインデントが作成されます。


	
指定しない: 上の「常にオフ」オプションと同様の効果があります。





	枠線の使用	この要素では、段落の枠線を処理する方法を指定します。次のいずれかのオプションに設定できます。
	
常にオフ: この書式にマップされた段落では枠線が使用されません。


	
常にオン: この書式にマップされた段落では、下のフィールドで指定した枠線が使用されます。この設定を有効にするには、CSSを有効にする必要があります。


	
継承: この書式にマップされた段落では、ソース・ドキュメントで定義された枠線がある場合に、それが使用されます。


	
指定しない: 常にオフと同様の効果があります。





	枠線のスタイル/枠線の色/枠線の幅	枠線の各辺（上、右、下、左）について、次の属性を指定できます。
	
枠線のスタイル: 使用できる枠線のスタイルの1つを選択します。


	
枠線の色: 16進数のRGB値で指定された色。


	
枠線の幅: CSSに対して有効な書式の1つで指定された枠線の幅。

















B.4.6 書式マッピング・ルールの追加

書式マッピング・ルールの追加ページでは、書式マッピング・ルール・ページにアクセスできます。テキストに対して使用する書式を把握するには、書式マッピング・ルールを作成する必要があります。マッピング・ルールは、ソース・ドキュメント・テキストのタイプをチェックすることによって書式を選択します。


図B-32 書式マッピング・ルールの追加

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	書式マッピング・ルールの追加	このボタンをクリックすると、新しい書式マッピング・ルールが追加されます。
	「上に移動」および「下に移動」	これらのボタンを使用して、追加したマッピング・ルールを並べ替えることができます。マッピング・ルールは、最初に一致したルールのみ適用されます。
次のような例を考えます。スタイルが「マイ・スタイル」の段落にマッピングするためのルールを作成します。このルールの下には、「アウトライン・レベル1」が適用された段落にマッピングする別のルールが存在します。入力ドキュメントには、スタイルが「マイ・スタイル」で、かつ「アウトライン・レベル1」が適用されている段落が1つ以上あります。この例の場合、該当する段落には「マイ・スタイル」の書式設定のみ適用され、「アウトライン・レベル1」のルールは無視されます。


	削除	マッピング・ルールを削除するには、目的のマッピング・ルールをハイライトしてこのボタンをクリックします。










B.4.7 書式マッピング・ルール

書式マッピング・ルール・ページは、出力テキスト書式を出力テキストにマップするために使用します。


図B-33 書式マッピング・ルール

[image: プレビュー・ドキュメントの選択ダイアログ]




	要素	説明
	書式	このマッピング・ルールが有効なときに適用する定義済の書式の1つを選択します。デフォルト段落書式は常に使用可能であり、常にデフォルトです。
	次が一致	ルール・チェックを行うための段落書式情報を定義します。
	
アウトライン・レベル: ソース・ドキュメントで指定されているアウトライン・レベルに一致します。アプリケーションで事前定義された見出しスタイルには、通常、スタイル定義の一部として適用される対応するアウトライン・レベルが含まれます。


	
スタイル名: 段落または文字のスタイル名に一致します。


	
脚注: いずれかの脚注に一致します。


	
最後の注釈: いずれかの最後の注釈に一致します。


	
ヘッダー: ドキュメントのいずれかのヘッダー・テキストに一致します。


	
フッター: ドキュメントのいずれかのフッター・テキストに一致します。





	段落のアウトライン・レベル	上の「次が一致」がアウトライン・レベルに設定されている場合、ここで、一致する必要があるアウトライン・レベルを定義します。他のすべてのマッチング・ルールでは、このオプションは設定できないか、または無視されます。
	段落スタイルまたは文字スタイル	上の「次が一致」がスタイル名に設定されている場合、ここで、一致する必要があるソース・ドキュメントの段落または文字のスタイル名を定義します。スタイル名を一致させる場合、作成者は、ここでスタイル名を指定する必要があります。デフォルト値は用意されていません。名前は、ソース・ドキュメントのスタイル名と完全に一致している必要があります。スタイル名の一致では、大/小文字が区別されます。他のすべてのマッチング・ルールでは、このオプションは設定できないか、または無視されます。










B.4.8 出力ページ・レイアウトの追加

出力ページ・レイアウトの追加ページでは、出力ページ・レイアウト・ページにアクセスできます。ページ・レイアウトは、出力の様々な部分をどのように配置するかを決定するために使用します。


図B-34 出力ページ・レイアウトの追加

[image: 図B-34については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	追加	新規レイアウトを追加するには、このボタンをクリックします。新しく追加されたレイアウトはナビゲーション・ペインの左側に表示され、編集用の新規レイアウトに自動でナビゲートされます。
	削除	レイアウトを削除するには、リストからレイアウトを選択してこのボタンをクリックします。テンプレートには、少なくとも1つのレイアウトが定義されている必要があります。このため、デフォルトのレイアウトは削除できません。必要に応じてデフォルトのレイアウトの再定義または名前変更、あるいはその両方を行うことができます。










B.4.9 出力ページ・レイアウト

出力ページ・レイアウト・ページでは、出力ページ・レイアウトを定義し、これをナビゲーション・レイアウトにリンクできます。たとえば、目次を出力ページのどこに配置するかを定義します。見やすいレイアウトであれば出力の細部にはこだわらないというユーザーのために、デフォルトのレイアウトが用意されています。複数ページ・レイアウトを作成すると、ファイル・タイプに応じてドキュメント・ナビゲーション・システムをカスタマイズできます。各ドキュメント・フォーマット・タブでは、ここで作成したページ・レイアウトのうちそのファイル・タイプに使用するものを指定できます。


図B-35 出力ページ・レイアウト

[image: 図B-35については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	名前	このレイアウトを参照するために使用する名前を入力します（必須）。名前を入力した後、名前（この例ではdefault）の左側にあるプラス記号をクリックして、下位レベルを開きます。
	ナビゲーション・レイアウトを含める	このオプションを選択すると、ページ・レイアウトで指定されたマークアップおよびドキュメント・コンテンツへのリンクを含む目次ページを別のファイルとして作成できます。ナビゲーション・レイアウトの使用はオプションです。










B.4.10 タイトル・ソース

このページでは、テンプレートでHTML <title>タグに使用する値の取得場所を選択できます。デフォルトでは、新しいレイアウトに対してこの指定は空ですが、DTDに準拠するために<title>タグは常に出力されます。<title>テキストのソースは、存在する子要素から判別されます。


図B-36 <title>ソース

[image: 図B-36については周囲のテキストで説明しています。]




	要素	説明
	追加	タイトルを検索する場所を追加する場合にクリックします。次のソースを検索できます。
	
セクション名: 現在のドキュメントのセクション・タイトルを使用します。セクション・タイトルは、すべてのドキュメント形式で使用できるわけではなく、たとえば、ワープロ・ファイルでは使用されません。タイトルをセクション名に合せることは、プレゼンテーション（スライド・タイトル）、スプレッドシートやデータベース・ファイル（シート名）の場合に非常に有効です。セクション名の使用は、1つのスライドまたはシートが各HTML出力ページに配置される出力レイアウトで効果的に機能します。この場合、各ページはそのコンテンツのタイトルに一致するタイトルを持つことになります。ドキュメントがセクションで区切られないページ・レイアウトの場合は、最初のセクションがタイトル・テキストとして使用されます。


	
テキスト要素: 「テキスト要素」ですでに定義済のテキスト要素を使用します。タイトルのテキスト要素を使用すると、他のすべてのタイトル・ソースが定義されていないか、使用できない場合の安全策として、リストの最後にエントリを作成できます。


	
プロパティ: 「ドキュメント・プロパティ」ですでに定義済のドキュメント・プロパティを使用します。任意のプロパティを使用できますが、たとえば、「タイトル」ドキュメント・プロパティから使用します。


	
出力テキスト書式: 出力テキスト書式ですでに定義済の段落の出力書式にマップされたテキストを使用します。任意の書式を使用できますが、たとえば、「タイトル」スタイルで作成されたテキストの書式から使用します。この書式の、空でない最初の段落が使用されます。





	「上に移動」および「下に移動」	ボックス内にアイテムがリストされる順序は、Dynamic Converterがタイトルを検出するために使用する検索順序と一致します。リストの最初のソースにタイトルが見つからない場合、リスト内の次のソース、そしてまた次というようにチェックされます。これらの2つのボタンを使用して、必要に応じて順序を調整します。
	削除	不要なエントリを削除するには、エントリをハイライトした後、このボタンをクリックします。この操作は、各ページの下部からエントリを削除する操作であり、このボタンをクリックしてもエントリの定義は削除されません。










B.4.11 ナビゲーション・レイアウト

ナビゲーション・レイアウトは、リンク・マッピング・ルールで定義したマッピング・ルールに基づいて、目次のHTMLページを個別に生成することを目的としています。このナビゲーション・ページは、変換による最初の出力ファイルとなり、出力の他のドキュメント改ページ・ルールからは完全に独立しています。

ナビゲーション・レイアウトは、実際のドキュメント・コンテンツへのリンクを含む別のファイルの作成をトリガーします。ナビゲーション・レイアウトの本体には、ナビゲーション・アイテムとマークアップのみを含めることができます。ページ・ナビゲーションはナビゲーション・レイアウトでサポートされず、ドキュメントおよびセクションのレイアウト・アイテムとともに使用することを目的としています。

ナビゲーション・レイアウトの使用はオプションです。これを使用した場合、出力ドキュメントの他のページからナビゲーション・ページにアクセスできるように、作成者は、ナビゲーション・ページ・リンクを含むページ・ナビゲーション・アイテムを主要なレイアウトに追加できます。


図B-37 ナビゲーション・レイアウト

[image: 図B-37については周囲のテキストで説明しています。]



ナビゲーション・レイアウトには、ヘッドおよび「ボディ」という2つのセクションがあります。


	レイアウト・セクション	説明
	ヘッダー	このページでは、このレイアウトが適用されるすべての出力ファイルのHTML <head>に配置するコンテンツを定義します。ヘッドには、次のものが自動的に配置されます。
	
HTMLファイルがエンコードされているキャラクタ・セットを示す<meta>タグ。


	
<title>タグ。そのコンテンツは、タイトル・ソースで定義されています。


	
HTMLが生成されたことを示す<meta>タグ。


	
メタ・タグ名を指定する「ドキュメント・プロパティ」で定義されたすべてのドキュメント・プロパティの<meta>タグ。


	
出力ページで「CSS生成」オプションを選択した場合は、このテクノロジによって生成されたCSSスタイル定義が含められます。


	
出力ページで外部CSSスタイルシート・オプションを選択した場合は、ユーザーが指定したCSSファイルへのHTML <link>タグが含められます。


	
このページにリストされたすべてのマークアップ・アイテム。マークアップ・アイテムをここに挿入できるようにするには、最初に出力マークアップ・アイテムでそれが定義されている必要があります。このページで指定したマークアップ・アイテムは、ヘッドの上にリストしたすべての自動生成アイテムの後に表示されます。デフォルトでは、ここには何もリストされていません。





	本文	このページでは、このレイアウトにより作成されるナビゲーション・ページの本文に配置するコンテンツを定義します。






各レイアウト・セクションには、アイテムの追加、削除およびアイテムの順序の設定を制御する次の要素があります。


	セクション	説明
	「上に移動」および「下に移動」	ボックス内にアイテムがリストされる順序は、各ページの上部にアイテムが表示される順序と一致します。これらの2つのボタンを使用して、必要に応じて順序を調整します。
	削除	不要なエントリを削除するには、エントリをハイライトした後、このボタンをクリックします。この操作は、各ページの上部からエントリを削除する操作であり、このボタンをクリックしてもエントリの定義は削除されません。
	追加	レイアウトの各ページの上部にエントリを追加するには、このボタンをクリックします。上部には次のアイテムを挿入できます。
	
マークアップ・アイテム: 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
ナビゲーション要素: ナビゲーション要素の追加で定義されているナビゲーション要素。















B.4.12 ページ・レイアウト

ページ・レイアウト・ページでは、出力HTMLページにドキュメント・コンテンツを配置する方法を定義します。


図B-38 ページ・レイアウト

[image: 図B-38については周囲のテキストで説明しています。]



次の2つの要素で出力のページ区切りを制御します。


	要素	説明
	セクションで区切る	設定すると、ドキュメント・セクションでのページ・ブレークが有効になります。複数のセクションが含まれるドキュメントにのみ適用されます。
	ページで区切る	ドキュメント固有のページ区切りオプションに基づいてページ・ブレークが有効になります。






ドキュメント・コンテンツの配置方法を定義するには、次の各レイアウト・セクションをクリックします。


	レイアウト・セクション	説明
	ヘッダー	各出力ファイルのHTML <head>に挿入されるマークアップ・アイテムを追加できます。
	ページの先頭	各出力ページの上部に挿入されるアイテムを指定できます。次のアイテムを挿入できます。
	
ヘッダー: 入力ドキュメントのヘッダー。


	
ナビゲーション・アイテム: ナビゲーション要素の追加で定義されたナビゲーション・アイテム。


	
ドキュメント・プロパティ: 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム: 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: 「テキスト要素」で定義されたテキスト要素。





	コンテンツの前	ドキュメント・コンテンツの前に出力されるマークアップ・アイテムを指定できます。次のアイテムを挿入できます。
	
ドキュメント・プロパティ: 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム: 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: 「テキスト要素」で定義されたテキスト要素。





	セクションの前	複数のセクションが含まれるドキュメントの各セクションの前に挿入されるアイテムを指定できます。これはワープロ・ドキュメントには適用されません。次のアイテムを挿入できます。
	
セクション名: 入力ドキュメントのセクション名。


	
ドキュメント・プロパティ: 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム: 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: 「テキスト要素」で定義されたテキスト要素。





	コンテンツの後	ドキュメント・コンテンツの後に出力されるアイテムを指定できます。次のアイテムを挿入できます。
	
ヘッダー: 入力ドキュメントのヘッダー。


	
フッター: 入力ドキュメントのフッター。


	
ドキュメント・プロパティ: 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム: 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: 「テキスト要素」で定義されたテキスト要素。





	ページの最後	各出力ページの下部に挿入されるアイテム（たとえば、著作権情報）を指定できます。次のアイテムを挿入できます。
	
フッター: 入力ドキュメントのフッター。


	
ナビゲーション・アイテム: ナビゲーション要素の追加で定義されたナビゲーション・アイテム。


	
ドキュメント・プロパティ: 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム: 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: 「テキスト要素」で定義されたテキスト要素。

















B.5 テンプレートのプレビューと保存

この項の内容は次のとおりです。

	
「テンプレートXML構造のプレビュー」


	
「変換されたドキュメントのプレビュー」


	
「テンプレートの保存」






B.5.1 テンプレートXML構造のプレビュー

HTML変換エディタでは、テンプレート作成中にテンプレートのXML構造をプレビューできます。このプレビュー機能を使用すると、テンプレート構成時に使用した選択肢を確認できます。インタフェースの左上で「ツール」→「XML構造の表示」を選択します。「XML構造ビューア」ウィンドウが表示されます。


図B-39 XML構造ビューア

[image: これはXML構造ビューアです。]







B.5.2 変換されたドキュメントのプレビュー

テンプレートを構成する場合には、指定したソース・ドキュメントがテンプレート適用後にどのように表示されるかを確認できる便利なツールを使用できます。

	
最初に、プレビューするドキュメントを設定します。インタフェースの左上で、「ツール」→「プレビュー・ドキュメントの設定」を選択します。「プレビュー・ドキュメントの設定」ダイアログ・ボックスが表示されます。


図B-40 プレビュー・ドキュメントの設定

[image: これは「プレビュー・ドキュメントの設定」ダイアログです。]



	
「プレビュー用コンテンツID」テキスト・ボックスに、コンテンツ・サーバーにチェックイン済のプレビュー対象ドキュメントのコンテンツIDを入力して、「OK」をクリックします。


	
「ツール」→「変換のプレビュー」を選択します。デフォルトのブラウザが起動され、変換されたドキュメントのプレビューが表示されます。









B.5.3 テンプレートの保存

変更内容を保存しないでHTML Conversion Editorを終了しようとすると、3つの選択肢があるダイアログ・ボックスが表示されます。

	
保存して終了


	
終了


	
取消














用語集



絶対URL

Webページの完全なインターネット・アドレス。転送プロトコル、ネットワーク・ロケーション、およびオプションのパスとファイル名で構成されます。たとえば、http://www.company.com/news/update.htmのようなものです。この場合、httpで転送プロトコルが定義され、www.company.comでドキュメントが存在するサーバーが特定されます。newsはサブディレクトリで、update.htmはファイル名です。






アクティブ・リンク

Webページ上で現在選択されているリンク。多くの場合、Webブラウザでは、リンクのクリック時に、そのリンクの表示色が変わります。また、リンクがポイントしているサイトまたはページに読者がアクセスすると、再び表示色が変わります。






Active Server Pages

Microsoft Internet Information Server(IIS)でサーバー側の機能を実行できる、Microsoft社のスクリプト言語。ASP(およびより新しいASP+)を使用することによって、リレーショナル・データベースから(クエリの使用により)情報を導出する、動的に組み立て可能なWebページを構築できます。ASPページ名には.aspファイル拡張子が含まれます。






ActiveXコントロール

HTMLでは直接利用できない、アニメーション・シーケンスやスプレッドシート計算などの機能を確保するために、Webページに埋め込むことができるコンポーネント。ActiveXコントロールは、多数のプログラミング言語でアクティブ化できます。






アドレス(システム)

Dynamic Converterのすべてのテンプレートに含まれる特殊要素。Webページで、住所(グローバルプロパティ・シートの「アドレス」タブ・ダイアログの住所行に入力される情報)の書式設定に使用されます。






管理者

コンピュータまたはネットワークに対して最大の権限を持つ人物またはコンピュータのログイン。管理者のアクセス権では、システムのあらゆる要素の使用および他のユーザーへの一意の権限の割当てなどを行えます。






アンカー

別のリンクのターゲットとして機能する、Webページ上の名前付きの場所。アンカー・タグを使用することによって、Webページの特定のセクションへのリンクを設定できます。URL内でアンカーの前には番号(#)記号が付きます。アンカーはブックマークとも呼ばれます。






アプレット

Javaアプレットの略称。Javaアプレットは、Webページに埋め込まれ、Webブラウザによって実行される、Javaで記述された短いプログラムです。Javaアプレットは、相互作用力またはアプリケーション機能をWebページに追加する目的で多用されます。Javaアプレットは、Microsoft Internet Explorer、Netscape Navigator、またはJavaを解釈できるその他のWebブラウザで読み取ることができます。






ASCII

米国の情報交換標準コード。文字、空白、句読点などを含み、書式設定情報は含まない、広く認められているテキストのみの形式。ASCIIファイルは、互いに相手のドキュメントを判読できないプログラム間でも転送可能です。HTMLファイルはASCII形式でエンコードできます。






バックグラウンド・カラー

Webページまたは表のセルの色設定。






背景グラフィック

Webページの背景用に、色のかわりに使用されるグラフィック。Dynamic Converterの各グラフィック・セットには背景グラフィックが含まれています。テンプレートにグラフィック・セットを適用すると、そのテンプレートから作成されたすべてのWebページにそのグラフィック・セットが自動的に適用されます。






ベースURL

Webページ上の相対URLを絶対URLに変換する目的で、Webページに割り当てることができるオプションのURL。ベースURLはドキュメント名で終わるか(例: http://www.company.com/news.htm)、または末尾にスラッシュが付きます(例: http://www.company.com/news/)。ベースURLはベース・ロケーションとも呼ばれます。






ビットマップ(.bmp)

イメージを一連のビットで表現する、Windowsに準拠したグラフィック・ファイル形式。Dynamic Converterは、ソース・ドキュメントの、ビットマップを含む様々なイメージ・タイプをGIF、JPEG、PNG、WBMPまたはBMP形式に変換します。






ブックマーク

1) Webサイトまたは他のインターネットURLを将来使用できるように保存しておくための手段。ユーザーは、サイトにアクセスするたびにURLを入力するかわりに、一度そのURLを開いた後、ブックマークすることによって、次回からはそのブックマークを使用してサイトにアクセスできます。ブックマークはお気に入りとも呼ばれます。

2) 別のリンクのターゲットとして機能する、Webページ上の名前付きの場所。ブックマークを使用することによって、Webページの特定のセクションへのリンクを設定できます。URL内でブックマークの前には番号(#)記号が付きます。ブックマークはアンカーとも呼ばれます。






機能しないリンク

存在しない(またはコンピュータが検出できない)URLまたはファイルを指しているリンク。






箇条書きリスト

黒丸で始まる、段落内の一連の関連アイテム。順序付けられていないリストとも呼ばれます。






カスケード・スタイルシート(CSS)

Webページのレイアウトの制御を導入する目的で、プレゼンテーションから構造を分離する手段。スタイルシートをHTMLドキュメントに組み込む方法として、(a)外部のスタイルシートへのリンク、(b)ドキュメントの<HEAD>タグ内へのドキュメント全体のスタイルの埋込み、または(c)必要な場所へのインライン・スタイルの埋込みがあります。Dynamic Converterは、2番目と3番目の方法でCSSを実装します。(外部のスタイルシートは、コンテンツの前にHTMLまたはスクリプト・コードを含めるオプションを使用して追加できます。)






セル

表の最小コンポーネント。






セル内の余白

表のセルのコンテンツとそのセルの枠線との間の空白の量。






セルの間隔

表内のセル間の空白の量。






文字

単一の英字、数字、または小数点やカンマなどの特殊記号。






文字要素

文字のみ、つまり段落内のテキストの一部のみを対象とする書式設定に使用される要素。






コアHTMLタグ

最も一般的に使用されるHTMLタグ。6つのヘッダー・タグ、すべてのテキストを対象とする段落タグ、およびリスト処理に使用される2つのタグがあります。






デフォルト文字

特別なスタイルに関連付けられていない、ソース・ドキュメント内の任意の文字に関連付けることができる特殊要素。






デフォルト段落

他のどの要素にも関連付けられていない、ソース・ドキュメント内のコンテンツにDynamic Converterが割り当てる特殊要素。






Default.tcp

Dynamic Converterのデフォルトの2つのプロジェクト・ファイルの1つ。新しいHTMLプロジェクトを開始すると、このプロジェクト・ファイルのコピーが自動的に開きます。このプロジェクト・ファイルは、Dynamic Converterディレクトリにインストールされます(Dynamic Converter製品ディスクのSupportフォルダにもコピーがあります)。もう1つのデフォルト・プロジェクト・ファイルDefaultWML.tcpは、WMLプロジェクトの作成に使用されます。






DefaultWML.tcp

デフォルトの2つのプロジェクト・ファイルの1つ。Dynamic Converterディレクトリにインストールされます(Dynamic Converter製品ディスクにも含まれています)。新しいWMLプロジェクトの開始時には常に、Dynamic ConverterによってDefaultWML.tcpのコピーが開かれます。DefaultWML.tcpはWMLプロジェクトの作成に使用されます。HTMLプロジェクトの作成には、Default.tcpを使用します。






ディレクトリ

ファイル、他のディレクトリまたはその両方の集合を格納する、コンピュータのディスク・ドライブ上の記憶域の名前。ディレクトリにはその内容を特定できる名前を付けます。Windowsオペレーティング・システムでは、ディレクトリはマニラ・フォルダに似た黄色のアイコンで表現されます。ディレクトリはフォルダとも呼ばれます。






ドメイン名

IPアドレスに解決される、またはIPアドレスを指す名前。ドメイン名によって、Webサイトにわかりやすい名前が確保され、ユーザーがWorld Wide Web上でWebサイトを見つけやすくなります。






ダウンロード

リモート・コンピュータからローカル・マシンにファイルを転送すること。






効果

ドキュメント内のテキストの一部が持つ、太字、斜体、下付きなどの特性。Dynamic Converterでは、ソース・ドキュメントの変換時にこのような効果を保持することも、変更することもできます。






要素

語句処理テンプレートで使用されるスタイル名に類似するもの。Dynamic Converterは、ソース・ドキュメント内のコンテンツに対してランクを作成し、ランクに要素を割り当てます。各要素は、HTMLタグを割り当てられ、テンプレートに保存されます。






要素ボタン・バー

「前」や「次」など、用途を示すラベルが付いたボタンで構成されるナビゲーション支援。Webページ内の要素間の移動に使用されます。






要素リンク

読者がWebページ内の特定の要素に関連付けられている要素間を移動できるようにする、要素レベルのリンク。






要素の設定

要素の管理に使用する、テンプレート・エディタのプロパティ・シート。






要素テキスト・バー

要素から導出したテキストで構成されるナビゲーション支援。Webページ内の要素間の移動に使用されます。






電子メール

電子メール。ネットワークを介してメッセージを電子的に転送すること。






電子メール(システム)

Dynamic Converterのすべてのテンプレートに含まれる特殊要素。Webページで、電子メール・アドレス(グローバルプロパティ・シートの「アドレス」タブ・ダイアログの電子メール・プロンプトに入力される情報)の書式設定に使用されます。






埋込みファイル

ドキュメント(Microsoft Wordドキュメントなど)に組み込まれたグラフィック、サウンドまたはオブジェクト。Dynamic Converterは埋込みオブジェクトをグラフィックに変換するとともに、ネイティブ形式(Microsoft Excelの場合、.xlsなど)のそのオブジェクトへのリンクを作成します。






お気に入り

Webサイトまたは他のインターネットURLを将来使用できるように保存しておくこと。ユーザーは、サイトにアクセスするたびにURLを入力するかわりに、一度そのURLを開いた後、お気に入りとして保存することによって、次回からはそのお気に入りを使用してサイトにアクセスできます。お気に入りはブックマークとも呼ばれます。






ファイル

ファイル・システムに格納される、名前付きの情報の集合。






ファイル拡張子

ファイルの目的や用途を特定する、ファイル名の構成要素。ファイル拡張子によってファイルのタイプが決まります。そのため、ソフトウェア・アプリケーションは必要に応じてファイルを読み取ることができます。たとえば、拡張子.txtを持つファイルは、テキスト・エディタで開くことができ、拡張子.bmpを持つファイルはグラフィック・エディタで開くことができます。また、拡張子.exeを持つファイルは、オペレーティング・システムによって実行できます。






ファイル・サーバー

ファイルを格納し、ローカルおよびリモートからのファイルへのアクセスを可能にする、ネットワーク上で稼働するコンピュータ。ファイル・サーバーはWebサーバーとも呼ばれます。






ファイル・タイプ

ファイルの形式。通常、ファイル名の拡張子によって示されます。ほとんどのソフトウェア・アプリケーションでは、特定のファイル・タイプ・セットが使用されます。






フォルダ

ファイル、フォルダまたはその両方の集合を格納する、コンピュータのディスク・ドライブ上の記憶域の名前。フォルダにはその内容を特定できる名前を付けます。Windowsオペレーティング・システムでは、フォルダはマニラ・フォルダに似た黄色のアイコンで表現されます。フォルダはディレクトリとも呼ばれます。






フォント

特定のデザインおよびサイズのキャラクタ・セット。書体はフォントで構成されます。Arialは書体の一種です。Arial 12ポイント、ローマン体太字はフォントの一種です。






書式設定

Webページのコンテンツの書式設定に使用する、Dynamic Converterのプロパティ・シート。






ギャラリ

900個以上のグラフィックを提供する、テンプレート・エディタのダイアログ・ボックス。ナビゲーションおよび視覚支援として機能するこれらのグラフィックを使用して、Webページの外観を調整できます。これらのグラフィックの多くは、28個のセットにまとめられているため、Webページのボタン、箇条書きの黒丸、セパレータおよび背景のデザインに一貫性を持たせることができます。






GIF(.gif)

Graphics Interchange Format。8ビット・カラー(256色)を処理する、圧縮率およそ2:1の圧縮グラフィック・ファイル。GIFイメージは、短時間でダウンロードできることから、インターネット上でよく使用されているグラフィック・ファイル形式です。GIFは、ソース・ドキュメントにインポートされたグラフィックの変換時にDynamic Converterで使用されるデフォルトの形式の1つです。






グローバル設定

Dynamic Converterのグローバルプロパティ・シートで設定されたあらゆるオプション。特定のテンプレートに(テンプレート内の個別要素ではなく)関連付けられます。






グローバル

Dynamic Converterのプロパティ・シートの1つ。テンプレート内の個別要素ではなく、テンプレート全体の書式設定に使用されます。たとえば、そのテンプレートに関連付けられたすべてのドキュメントの背景色を作成できます。この色は、それらのドキュメントの変換時に作成されるすべてのWebページに適用されます。






グラフィック

通常、テキストではなくイメージを表示する特定のファイル・タイプ。Dynamic Converterは、ソース・ドキュメントをWebページに変換する際に、あらゆる形式のグラフィックを受け入れます。それらは、GIF、JPEG、PNG、BMPまたはWBMP形式に変換されます。Dynamic Converterは、Webページでナビゲーションおよび視覚支援として使用できるグラフィックのギャラリも備えています。






グラフィック・セット

ギャラリから利用できる、Dynamic Converter付属のグラフィックの集合。各グラフィック・セットは、固有のデザインを持ち、一連のナビゲーション・ボタン、箇条書きの黒丸、セパレータおよび背景で構成されています。Dynamic Converterには28個のセットが含まれています。






GUI

Graphical User Interface。アイコンとメニューが組み込まれ、ユーザーがマウスを使用してコマンドを実行できる、グラフィック・ベースのユーザー・インタフェース。GUIでは、ユーザーがあらゆる種類のコンピュータ化された情報と容易に相互作用できるようにする、視覚型のインタフェースが作成されます。






ヘッダー

<HEAD>タグと</HEAD>タグで囲まれた、HTMLファイルの冒頭部分。通常、ここにタイトルが指定されます。






ヘッダー

デフォルトまたは標準のテキストよりも大きい書体で表示されるテキスト・スタイル。ヘッダーはドキュメント内の階層を表します。通常、ヘッダー1が最上位で、ヘッダー2がその次、というように続きます。HTMLのヘッダー・タグは同じ階層を表します。






ヘッダー・レベル

ドキュメントの階層レベル。ヘッダー・レベルはコンテンツの構造化に役立ちます。多くの場合、ドキュメントには複数のヘッダー・レベルが含まれ、レベルごとにヘッダー1、ヘッダー2などのスタイル名が設定されます。各ヘッダーでは、フォントのサイズや線の太さに異なる設定が適用され、その重要度が示されます。






ホットスポット

リンクを含む、テキストまたはイメージ内の部分。ユーザーがホットスポットをクリックすると、関連する情報が表示されます。Webブラウザでは、ホットスポットは表示されません。ユーザーは、ポインタの表示が変わることで、ホットスポットの存在を認識できます。






HTM

Dynamic Converterで作成される出力HTMLファイルのデフォルトの拡張子。






HTML

Hypertext Markup Language。Webブラウザで表示可能なWebページにドキュメントを変換するために使用されるマークアップ言語。HTMLタグを使用して、ドキュメントのテキストと背景の書式が設定されます。HTMLページのファイル名には、拡張子.htmlまたは.htmが含まれます。






HTML 4.0

W3Cによって管理されている現在の標準(より詳細に言えば、バージョン4.01)。ほとんどのWebブラウザはバージョン4.0および4.01をサポートしています。






HTMLファイル

ソース・ドキュメントの変換時にDynamic Converterが生成するもの。各HTMLファイルはWebブラウザでWebページとして表示されます。(ソース・ドキュメントが複数のHTMLファイルに分割されている場合、各ファイルが単一のWebページとして表示されます。)






HTML形式

Webブラウザでのドキュメントの表示に使用される形式。HTML形式のファイルは、テキスト・ブロックにHTMLタグが割り当てられたテキスト・ファイルです。Dynamic ConverterはHTML形式の本文ページにソース・ドキュメントを変換します。






HTMLタグ

ドキュメントの外観とプロパティを指定する記号の集合。WebブラウザはHTMLタグを解釈し、ブラウザ・ウィンドウにコンテンツを表示します。






HTTP

WebブラウザとWebサーバーのインターネットを介した通信に使用されるプロトコル。具体的に言うと、WebブラウザがHTTPを使用して、Webサーバーにドキュメントをリクエストし、ドキュメントのコンテンツを表示します。HTTPプロトコルはURLの先頭に指定されます(例: http://)。HTTPの仕様はWorld Wide Web Consortiumによって管理されています。






HTTPS

HTTPSは、SSL暗号化セッションを介してやりとりされる標準のHTTPです。






リンク

ドキュメント内のテキストまたはイメージから、Webページ、ファイル・システム、ネットワークまたはインターネット内にある別のドキュメントへの移動。Dynamic Converterはナビゲーション用にハイパーリンクを自動的に作成します。また、Dynamic Converterは、ユーザーを別のWebサイトなどに誘導する、ソース・ドキュメント内のハイパーリンクを維持します。ハイパーリンクはWorld Wide Webでのナビゲーションの主要手段です。ハイパーリンクはリンクとも呼ばれます。






ハイパーテキスト

情報、特にテキストの非線形的な編成方法。ハイパーテキストは、個々のデータ要素が他の要素を相互に指すように、コンピュータで使用するテキスト、グラフィックおよびその他の種類のデータを調整する方法を提供します。他のドキュメントへのハイパーテキスト・リンクを含むドキュメントはすべて、ハイパーテキスト・ドキュメントです。ほとんどのWebページはハイパーテキスト・ドキュメントです。






ハイパーテキスト・リンク

グラフィックまたはテキストにオーバーレイされたホットスポット。ユーザーの関心に基づくWebページ内およびWebページ間のナビゲーションを促進します。読者がハイパーテキスト・リンクをクリックすると、Webページ内の別の場所または別のWebページが表示されます。






イメージ

Webページに挿入できる、GIF、JPEG、PNG、BMPまたはWBMP形式のグラフィック。Dynamic Converterでは、様々な形式のグラフィックをインポートして、これら5つの形式のいずれかに変換できます。






イメージ・タグ

Webページにグラフィックをインラインで配置するためのHTMLイメージ・タグ<IMG>。HTML 2.0以降のバージョンをサポートするWebブラウザで使用されます。






インライン・イメージ

固有のウィンドウではなく、テキスト行に埋め込まれたイメージ。単独で表示するか、またはテキスト表示と組み合せることができます。






インターネット

TCP\IPを使用した世界規模の通信機能を行政機関、大学、企業、組織および個人に提供する何千ものWide Area Network(WAN)およびLocal Area Network(LAN)で構成されるグローバル・コンピュータ・ネットワーク。World Wide Webはインターネットにホストされています。






インターネット・アドレス

インターネット上のWebサイトの一意の識別子。ユーザーは、Webブラウザのアドレス・バーにインターネット・アドレスを入力するか、またはインターネット・アドレスを格納するリンクをクリックすることによって、Webサイトにアクセスできます。（http://www.company.comなど）。ホスト名またはネットワーク・ロケーションとも呼ばれます。






Internet Explorer

HTMLマークアップとインターネット・プロトコル(HTTPおよびFTP)を解釈して、ユーザーがWorld Wide Webをブラウズできるようにするために使用される、Microsoft社のWebブラウザ。Dynamic Converterは、Internet ExplorerまたはNetscape Navigatorを使用してテンプレートとWebページの両方をプレビューできる機能を備えています。






インターネット・インフォメーション・サービス

World Wide WebでのWebページの配信に使用されるMicrosoft社のWebサーバー・ソフトウェア。IISには、そのネイティブASP(Active Server Page)スクリプト言語用のサーバー側機能が多数組み込まれています。IISをFTPサーバーとして使用して、インターネット経由でドキュメントを転送することもできます。






イントラネット

社内情報の格納に使用される、組織の内部ネットワーク内に配置された1つ以上のWebサーバー。一般に、イントラネットは、外部またはカスタマ向けWebサイトから分離された別のWebサイトとして存在します。従業員など、ネットワークに直接接続するユーザーは、イントラネット・サイトにアクセスできます。






IPアドレス

インターネット上のコンピュータを識別する数値アドレス。IPアドレスは、ピリオドで区切られた4つの数字セット(セットごとに最大3桁)で構成されます。ドメイン名に専用のIPアドレスが割り当てられている場合は、IPアドレスをドメイン名のかわりに使用できます。






Java

Sun社によって作成された汎用プログラミング言語。Javaを使用してJavaアプレットを作成できます。Javaプログラムは、Webブラウザを備えるマシン上で稼働するプログラムによってWebサーバーからダウンロードされ、解釈されます。






JavaServer Pages

サーブレット(Webサーバー上で実行される小型プログラム)を使用してWebページにサービスを提供するためのテクノロジ。JSPはMicrosoft社のActive Server Pages(ASP)に類似するものです。どちらもWebサーバーにプログラムをリクエストし、結果をWebブラウザに表示します。JSPページ名には.jspファイル拡張子が含まれます。






JavaScript

Netscape社とSun社によって開発された、プラットフォーム間共通のWebスクリプト言語。JavaScriptは実行前にコンパイルされないため、Javaに比べてパフォーマンスに制限があります。JavaScriptを使用して基本的なオンライン・アプリケーションおよび機能をWebページに追加することはできますが、利用できるアプリケーション・プログラミング・インタフェース機能の数と複雑度を比較した場合、JavaScriptはJavaよりも劣ります。JavaScriptコードは、Webページの既存のHTMLコードに追加できます。






JPEG(.jpg)

Joint Photographic Experts Group。高解像度のカラー・グラフィックの表示に使用される圧縮グラフィック・ファイル形式。JPEGは色彩と細部の描写に富んだ写真およびイメージに広く使用されている形式です。Dynamic Converterでは、ソース・ドキュメント内のグラフィックをJPEG形式に変換できます。






リンク

Webページのいずれかの部分に含まれるポインタ。読者はこれをクリックすることで、同じ発行物の別の部分またはまったく別の発行物に含まれる関連情報にナビゲートできます。リンクによって、関連情報間の迅速かつ容易な移動が可能になります。多くの場合、リンクは、インターネット上で選択または使用されると色が変わるようにコーディングされます。






リスト

段落内の一連の関連アイテム。通常、番号で始まるか(番号付きリストまたは順序付けられたリスト)、または黒丸で始まります(箇条書きリストまたは順序付けられていないリスト)。






リスト要素

HTMLリスト・アイテム・タグ<LI>が付けられた、リスト内のアイテム。






ローカル・リンク

同じWebページ内の2つの関連情報を接続するリンク。






ログイン

ユーザーがユーザー名とパスワードの入力により、アカウントに対して自分自身を識別するプロセス。






マークアップ

テキスト・ファイルに特殊文字を埋め込み、そのファイルのコンテンツの処理方法をコンピュータ・プログラムに示すプロセス。HTMLタグはマークアップ形式の一種です。






マークアップ言語

定義済のマークアップ・タグのセット。






メタ・タグ

HTMLファイルの<HEAD>部分に配置する必要があるHTMLタグ。メタ・タグは、Webページに関する情報を提供するものであり、Webページの外観には影響しません。






メタデータ

データに関するデータ。標準的なソース・ドキュメントには、コンテンツの他に、タイトルや作成者などのプロパティが関連付けられており、これらのプロパティを様々な方法で使用できます。Dynamic Converterは標準およびカスタムのメタデータを認識します。

標準のメタデータは、ソース・ドキュメントの作成に使用されたアプリケーションによって自動的に生成されます。カスタムのメタデータは、ソース・ドキュメントに対してユーザーがアプリケーションで作成したプロパティです。(すべてのドキュメントに標準またはカスタムのメタデータが含まれているわけではありません。)






名前付きスタイル

保存され、名前を割り当てられた書式設定の特性セット。ソース・ドキュメントの任意の段落に適用できます。たとえば、Arial、18ポイント、太字という書式が設定されたヘッダー1という名前付きスタイルを作成できます。






ナビゲーション

リンクや他のデバイスを使用してWebページ内およびWebページ間を移動するプロセス。






ナビゲーション

Webページへのナビゲーション支援の追加に使用する、Dynamic Converterのプロパティ・シート。






ナビゲーション支援

Webページのいずれかの部分に含まれるポインタ。同じ発行物の別の部分またはまったく別の発行物に含まれる関連情報に読者を誘導します。リンクによって、関連情報間の迅速で容易な移動が可能になります。ナビゲーション支援は、多くの場合、「前」や「次」など、用途を示すラベルが付いたボタン形式で提供されます。






ナビゲーション・バー

Webページの単一の行に配置された一連のハイパーテキスト・リンク。Webページのナビゲーション・コントロール・セットとして機能します。Dynamic Converterでは、Webページ全体に対しても、特定の要素に対しても、ボタン・バーとテキスト・バーの両方を作成できます。






Netscape Navigator

HTMLマークアップとインターネット・プロトコル(HTTPおよびFTP)を解釈して、ユーザーがWorld Wide Webをブラウズできるようにするために使用される、Netscape社のWebブラウザ。Dynamic Converterは、Netscape NavigatorまたはInternet Explorerを使用してテンプレートとWebページの両方をプレビューできる機能を備えています。






番号付きリスト

連続番号を付けられた、段落内の一連の関連アイテム。順序付けられたリストとも呼ばれます。






OLE

Object Linking and Embeddingの略称。複数のアプリケーション間で情報を共有するためのテクノロジまたは方法。Dynamic ConverterでWordまたはExcelドキュメントに埋込みオブジェクトが含まれている場合、ネイティブ・アプリケーション内のオブジェクトをターゲットとするリンク・グラフィック・ファイルにそのオブジェクトを変換できます。






オンライン

インターネットのような、電子的なネットワーク・コンピューティング環境に配置された、またはこのような環境で発生する情報、アクティビティまたは通信。コンピュータがインターネットまたは他のどのネットワークにも接続されていないときの作業方法を指すオフラインの反対語。






出力HTMLファイル

Dynamic Converterでソース・ドキュメントを本文ページに変換するときに作成されるファイル。






ページ

Webページ。つまり、Webブラウザでユーザーに表示される単一のファイル。通常、Webページは多数のWebページで構成され、そのうちデフォルトで開かれるページがホーム・ページです。ユーザーがWebページをナビゲートできるようにするには、ページをリンクする必要があります。






ページ・ボタン・バー

「前」や「次」など、用途を示すラベルが付いたボタンで構成される、Webページ間の移動のためのナビゲーション支援。






ページ・テキスト・バー

特定の要素から導出したテキストで構成される、Webページ間の移動のためのナビゲーション支援。






段落

コンテンツを定義する、テキストまたは語句処理ファイルの基本単位。個々の段落は1つのスタイルにのみ関連付けることができます。HTMLファイルでは、段落はマークアップ・タグ<P>によって定義されます。






親ディレクトリ

他のディレクトリを含むディレクトリ。ディレクトリはフォルダとも呼ばれます。






パスワード

ユーザー名に関連付けられた文字と数字からなる文字列。ユーザー名とパスワードによってログインが構成されます。パスワードによってログインにセキュリティが確保され、ログインを使用した他のユーザーによるコンピュータまたはネットワークへのアクセスが防止されます。他の人にパスワードを見られたり、使用されたりしないように、通常、パスワード文字はアスタリスク(*)で表示されます。






パス

ファイルの場所を定義する、ドライブ名、ディレクトリ名およびサブディレクトリ名のシーケンス(例: C:\Program Files\Dynamic Converter\)。また、ファイルを格納するフォルダを示す、URL内の部分を指すこともあります。http://www.company.com/tech/more/support.htmでは、/tech/more/の部分がパスです。






パターン

Dynamic Converterでの識別および要素への関連付けが可能な、ソース・ドキュメント内のテキスト属性のセット。手動で書式設定されたソース・ドキュメントにArial、18ポイント、太字のヘッダーが含まれている場合、これらの属性に基づいてパターンを作成し、このパターンを要素に関連付けることができます。その後、この要素を使用して、そのパターンに関連付けられたコンテンツの書式を設定できます。Dynamic Converterには、段落と文字の2種類のパターンがあります。






パターン属性

パターンの作成に使用される、太字などの個々の文字またはテキストの属性。






パターン文字列

Dynamic Converterによるソース・ドキュメント内のパターンの識別に使用される文字列。たとえば、[Bullet][A-Z][A-Za-z]+というパターン文字列がある場合、Dynamic Converterは、先頭が黒丸で、その次に大文字1文字が続き、その次に小文字が1文字以上続くテキスト・パターンをソース・ドキュメント内で検索します。






ピクセル

ピクチャ・エレメント(画素)の略称。ピクセルは、使用しているハードウェアおよびソフトウェアで決定された解像度でコンピュータ画面がレンダリングできる最小ドットです。ピクセルのサイズは、使用しているグラフィック・アダプタや、オペレーティング・システムの設定で指定した画面解像度に応じて、システムごとに異なる場合があります。一般的な画面解像度は、640x480、800x600、1024x768および1280x1024ピクセルです。






プラグイン

Webブラウザに統合することで、広範な対話機能とマルチメディア機能を確保できるソフトウェア・モジュール・セットの1つ。






PNG(.png)

Portable Network Graphics。従来の単純なGIF形式に替わるものとして設計された新しいグラフィック形式。よりすぐれた圧縮能力と表示能力を提供します。Dynamic Converterでソース・ドキュメントのグラフィックの変換時に利用できる5つの形式の1つです。






プレビュー・ウィンドウ

変換後、ソース・ドキュメントがWebブラウザにどのように表示されるかを示す、ダイアログ・ボックス内のウィンドウ。






プロパティ

ソース・ドキュメント、要素、ランク、スタイルまたはパターンの特性。たとえば、ドキュメント名は、そのドキュメントのプロパティの1つです。プロパティは、様々な「プロパティ」ダイアログ・ボックスで表示および編集できます。






プロパティ・シート

特定のタスクを実行するためのコマンドおよびオプションにアクセスできる一連のタブを備える、Dynamic Converterのインタフェース。要素の設定、「書式設定」、「ナビゲーション」、グローバルは、いずれもプロパティ・シートです。






プロトコル

2つのデバイス間のインターネットを介した通信の方法。プロトコルは、このようなデバイスで実行されるアルゴリズムまたは段階的な手順です。File Transfer Protocol(FTP)とHyperText Transfer Protocol(HTTP)は、インターネット経由のファイル転送に使用されるプロトコルです。






ランク

ソース・ドキュメントの構造をそのドキュメントのコンテンツの階層に基づいて特定するために、Dynamic Converterによって使用されます。そのため、最上位レベルの階層はどのソース・ドキュメントでも同じように処理されます。






ラスター・イメージ

ベクトル・グラフィックのように線の集合ではなく、長方形の配列に配置されたピクセルの明暗によって形成されるイメージ。






相対URL

現在のページのインターネット・アドレスを基準にした、Webページのインターネット・アドレス。相対URLでは、現在のページの場所から宛先ページの場所へのパスが示されます。たとえば、fileA.htmから、newsというサブフォルダに格納されているfileB.htmまでの相対パスは、news/fileB.htmになります。






ルートWeb

Webサイトのデフォルトまたは最上位レベル。ルートWebには、サブフォルダやWebページを指定せずに対象のWebサイトのURLを入力することによってアクセスできます。Dynamic Converterでは、ルートWebの場所はルート発行物のプロパティの出力ディレクトリで指定します。






RTF(.rtf)

リッチ・テキスト・フォーマット。ASCIIキャラクタ・セットを使用してテキストの書式設定とドキュメントの構造をエンコードする方法。Dynamic ConverterはRTF形式のソース・ドキュメントを変換できます。






スクリプト

スクリプト言語を理解するプログラムによって実行可能なコンピュータ・コードのタイプ。ほとんどのコンピュータ・コードとは異なり、スクリプトはコンパイルしなくても実行できます。スクリプトの多くはWebサーバーに配置され、サーバー上でWebブラウザによって読み取られ、実行されます。






セパレータ

Dynamic Converterがコンテンツの別の部分を開始する目的でドキュメント内に配置できる、罫線に似たグラフィック支援。






サーバー

ネットワーク上でサービスを提供するコンピュータ。サーバーは、Web上で、HTTPプロトコル・リクエストに応答し、Webページを配信するWebサーバー・ソフトウェアを実行します。






SGML

Standard Generalized Markup Language。ドキュメントのコンテンツの性質を示すタグ・セットを定義および使用するための、ISO(国際標準化機構)によって定められたマークアップ言語。HTMLはSGMLに基づいています。






署名

Webマスターやコピーライト情報などを指定するために、Webページに追加できる識別子。この追加はグローバルプロパティ・シートの「アドレス」タブ・ダイアログで行います。






ソース・ドキュメント

Webサイト全体の一部としてHTMLに変換するコンテンツ。Dynamic Converterは様々な形式のソース・ドキュメントをWebで表示可能な形式に変換します。変換されたソース・ドキュメントは、Webブラウザに表示されるWebページになります。






分割

ブラウズとダウンロードを容易化するために、ソース・ドキュメントを取り込み、複数のWebページに変換するプロセス。Dynamic Converterのデフォルトのオプションでは、ヘッダー1を使用して、ヘッダー1コンテンツで始まる一連のWebページにドキュメントを分割できます。(必要に応じて、別の要素を使用できます。さらに、複数の要素を使用することもできます。)別のオプションでは、ソース・ドキュメント内の強制改行ごとにドキュメントを分割して、複数のWebページを作成できます。






スタイル

ドキュメントでのテキストの外観を定義する、名前を割り当てられた書式設定の特性セット。Dynamic Converterには、段落と文字の2種類のスタイルがあります。複数のスタイルをまとめて、スタイルシートまたはカスケード・スタイルシートを構成できます。






タブ・ダイアログ

いずれかのプロパティ・シートのいずれかのタブ(「書式設定」プロパティ・シートの「文字」タブなど)をクリックすることによって開く、Dynamic Converter特有のタイプのダイアログ・ボックス。






表

データを体系的にまとめるために使用される、行と列で編成された一連のセル。HTMLでは、表を使用して、Webページ上のアイテム(テキスト、グラフィックなど)のレイアウトを構成できます。






タグ

HTMLマークアップ要素の正式名。HTMLタグは山カッコ(< >)で囲みます。Dynamic Converterは、ソース・コンテンツにランクを適用し、各ランクに対応する要素を自動生成して、各要素にHTMLタグを割り当てます。






TCP(.tcp)

Dynamic Converterで作成されたプロジェクト・ファイルの拡張子。






TCP/IP

Transport Control Protocol/Internet Protocol。コンピュータ間のパケット・データ転送の標準形式。このプロトコルはインターネットや他のネットワークで使用されています。この標準の前半部分のTCPでは、データ・パケットが構成され、後半部分のIPでは、コンピュータ間でパケットがルーティングされます。






テンプレート

変換後のソース・ドキュメントがWebブラウザにどのように表示されるかを決定する、テキストとイメージの書式設定および他の指示のセット。指示のほとんどは、テンプレート内の個別要素に関連付けられますが、一部の指示はテンプレート自体に関連付けられます。






テキスト・モード

操作モードの1つ。このモードでは、コンピュータまたはWebブラウザが文字、数字および他の文字については表示し、グラフィック・イメージについては表示しません。テキスト・モードでは、ヘルパー・アプリケーションの支援がない場合、Webブラウザはグラフィックを表示できません。






サムネイル

プレースホルダとして使用されるイメージのミニチュア・レンダリング。フルサイズのイメージにリンクしています。






TIFF(.tif)

Tagged Image File Format。デジタル・グラフィックの汎用的な交換に使用されるタグベースのイメージ形式。Dynamic ConverterはTIFFイメージをGIF、JPEG、PNG、WBMPまたはBMP形式に変換できます。






タイトル

1) HTMLファイルの<TITLE>タグと</TITLE>タグの間に挿入されるテキスト。このテキストによって、WebページがWebブラウザに表示されたときにタイトル・バーに表示するキャプションが定義されます。

2) Dynamic ConverterでWebページの先頭に追加できるテキスト。(タイトルは、グローバルプロパティ・シートの「タイトル」タブ・ダイアログで設定します。)






タイトル(システム)

Dynamic Converterのすべてのテンプレートに含まれる特殊要素。Webページのタイトル(グローバルプロパティ・シートの「タイトル」タブ・ダイアログで設定する情報)の書式設定に使用されます。






トークン

ファイル名またはパスの記述のかわりに、テンプレートに挿入できるコード・スニペット。トークンは他のコンテンツの変数(またはプレースホルダ)として機能します。このコンテンツとして、グラフィック・ファイルやテンプレート設定などが想定されます。トークンは、ドキュメントの変換時に、そのトークンが表すコンテンツの正しいパスおよびファイル名に置換されます。






変換

Dynamic Converterでソース・ドキュメントからWebページを作成するプロセス。テンプレートに含まれている書式設定や他の指示によって、変換の詳細が制御されます。ソース・ドキュメントは元のままで、変更されません。






透過GIF

特殊なレンダリングが行われるGIFイメージ。背景が透けて見えるように、1つの色が透明として処理されます。このタイプのグラフィックをドキュメントの既存のカラー・スキームと混ぜ合わせることで、プロ級のWebページを作成できます。一部のWebブラウザは透過GIFを処理できません。






UNIX

マルチユーザー/マルチタスキング・オペレーティング・システム。様々な形式および実装が存在します。UNIXは、通常、独自のコンピュータおよびソフトウェア・システムで使用され、Microsoft Windowsとは異なり、本来コマンドライン環境です。






アップロード:

ローカル・コンピュータからリモート・コンピュータにネットワークまたはインターネット経由でファイルを転送すること。






URL

Uniform Resource Locator。インターネット上のドキュメントの場所と、そのドキュメントの検出に必要なプロトコル(HTTPやFTPなど)を指定する一意のアドレス。URLはかなり長いことがよくありますが、URLに関連付けられたWebサイトを表示するには、正確なアドレスを入力する必要があります。






ユーザー名

パスワードとの組合せによってログインを構成する文字列(数字を含む場合もあります)。ユーザー名によって、ユーザーがログインしようとしているコンピュータまたはネットワークに対して、そのユーザーが一意に識別されます。






VBScript

Microsoft Visual Basicプログラミング・システムのサブセット。主なWebブラウザは、Webページに埋め込まれたVBScriptを読み取ることができます。VBScriptはWebサーバーおよびWebブラウザ・マシン上で実行できます。Microsoft ASP(Active Server Pages)はVBScriptの機能をサポートしています。






ベクトル・グラフィック

ラスター・イメージのようにドット(ピクセル)・パターンではなく、線の集合によって作成されるイメージ。






アクセス済リンク

Webページ上のアクティブ化されたリンク。通常、アクセス済リンクは、Webブラウザで固有の色によって表示されます。






ウォーターマーク

WebページまたはWebサイトを装飾し、識別するために使用される、Webページの背景に表示されるイメージ。ページをスクロールしても、このイメージはスクロールされません。






Web

World Wide Webの略称。HTTPプロトコルをサポートし、ハイパーテキスト・ドキュメントをホストできる、インターネット・サーバーのサブセット。






Webブラウザ

インターネットへの情報のリクエスト、HTMLマークアップの解釈、およびユーザーへのWebページの表示に使用されるソフトウェア。広く普及しているWebブラウザとして、Microsoft Internet ExplorerやNetscape Navigatorなどがあります。






Webページ

Webブラウザで表示できるようにHTMLを含むファイル。Webサイトは、他のページへのハイパーリンクを相互に含む個々のWebページで構成されます。Dynamic Converterで発行物を変換すると、Webページ、さらに最終的にはWebサイトがソース・ドキュメントから作成されます。






Webサーバー

ファイルを格納し、公開できるようにする、インターネットに接続されたコンピュータ。Webサーバー・ソフトウェアはオペレーティング・システム上で稼働します。






Webサイト

相互にリンクされ、Webサーバーに格納される、HTMLまたはスクリプトベースのWebページの集合。各Webサイトには、World Wide Web上で一般の人々がアクセスできるように、一意のURLが割り当てられます。






Webマスター

Webサイトのコンテンツと構成の作成および保守を担当する人。Oracleのコンテンツ管理システムでは、この人物が、ステージング・サーバー上のプロジェクトの確認と、最終的な承認およびWebサイト(公開サーバー)へのリリースの認可の責任者を務めます。






World Wide Web

HTTPプロトコルをサポートし、ハイパーテキスト・ドキュメントをホストできる、インターネット・サーバーのサブセット。ハイパーテキスト・ドキュメントには、テキスト、ピクチャ、サウンドおよびその他のメディアが含まれることがあります。ユーザーはWebブラウザを使用してこのようなドキュメントを閲覧します。World Wide WebはWebとも呼ばれます。






World Wide Web Consortium(W3C)

World Wide Webに関連する領域のリサーチおよび標準の推進を行う団体の共同体。
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